
「「固定電話網の円滑な移行の在り方」 一次答申 

～移行後の IP 網のあるべき姿～（案） に対する意見募集」 

意見提出者一覧 

計 ４３ 件 

（意見提出順、敬称略） 

受付 意見提出者 受付 意見提出者 

１ 個人Ａ ２６ 楽天コミュニケーションズ株式会社 

２ 個人Ｂ ２７ 日本電信電話株式会社 

３ 個人Ｃ ２８ 東北インテリジェント通信株式会社 

４ 株式会社エフエム東京 ２９ 株式会社アイ・ピー・エス 

５ 直方市消防本部 ３０ 旭川市消防本部 

６ 平塚市消防本部 ３１ 株式会社ケイ・オプティコム 

７ 横浜エフエム放送株式会社 ３２ エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社

８ 流通システム開発センター(流通BMS協議会事務局) ３３ 一般社団法人情報通信ネットワーク産業協会 

９ JMITU通信産業本部 ３４ 株式会社NTTドコモ 

１０ さいたま市消防局 ３５ 中部テレコミュニケーション株式会社 

１１ 呉市消防局 ３６ 一般社団法人全国警備業協会 

１２ 一般社団法人情報サービス産業協会 ３７ ソフトバンク株式会社

１３ 個人Ｄ ３８ ＫＤＤＩ株式会社 

１４ 株式会社ニッポン放送 ３９ 東日本電信電話株式会社 

１５ 東京消防庁 ４０ 株式会社ジュピターテレコム 

１６ 株式会社ＴＢＳラジオ ４１ 西日本電信電話株式会社 

１７ 個人Ｅ ４２ 個人Ｆ 

１８ 株式会社エネルギア・コミュニケーションズ ４３ 個人Ｇ 

１９ 九州通信ネットワーク株式会社 

２０ 一般社団法人全国銀行協会 

２１ ブラステル株式会社 

２２ ZIP Telecom株式会社 

２３ 株式会社ＳＴＮet 

２４ 一般社団法人電子情報技術産業協会ＥＣセンター 

２５ 一般社団法人テレコムサービス協会 
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受付番号：- 

受信日付：2017/01/26 08:42 

 

案件番号：145208871 

案件名： 

「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP網のあるべき姿～（案）に対する意見

募集 

宛先府省名：総務省 

 

郵便番号：- 

住所：- 

氏名：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

連絡先電話番号：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

利用者メールアドレス：＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

提出意見：- 

 

以下，「４．１ 移行に伴い終了するサービス等の扱い」の内容について意見をお送りいたします． 

 

私が所属する大学の施設は，世界遺産宮島の市街地の外にあります． 

NTT西日本の電話回線を利用していますが，回線の状態が非常に悪く，その改善を求めております． 

また，ISDNを利用しておりますが，その回線速度が非常に遅いのが現状です． 

NTT側に改善を求めておりますが，経費や将来の IP化などを理由に改善が行われておりません． 

またこのことは，瀬戸内海のような島嶼部では少なくない現状だと推定されます． 

 

私が危惧しておりますのは，このまま IP化の際に，経費などを理由に回線が切り捨てられるのでは

ないかということです． 

切り捨てられてしまいますと，無線での通信になりますが，地形的なものもあり良い受信状況ではな

く，教育・研究の妨げになります．引いては日本社会の発展に寄与してきた大学の役割が損なわれか

ねません． 

利用者利益の保護の観点だけでなく，最低限は現状が保証されるような視点から，私が危惧するよう

な事が起こらない仕組みをもう少し強い表現で入れて頂ければ幸いです． 

 

あと，直接関係するかどうか分かりませんが，これに関連すると思われますので追記いたします． 

現在の無線での通信網の状況について，各社 HP上で表示がありますが，誇大広告といわざるおえな

いような情報提供を行っている会社がございます． 

先日，上記の事に関係して，無線での情報通信導入のために某社の端末を取り寄せて，実感した次第

です． 

これは単なる偽りでは済まない状況で，HP で調べて携帯電話が使えると考えて登山される方が，実際
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には電波が届かず人命救助に時間がかかったケースが昨年ございました． 

人命にも関わる内容ですので，もう少し現状を反映させた情報提供を各社にお願い頂けないでしょう

か？ 

 

 



 

 

受付番号：201702050000392878 

受信日付：2017/02/05 00:31:19 

 

案件番号：145208871 

案件名： 

「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP網のあるべき姿～（案）に対する意見

募集 

宛先府省名：総務省 

 

郵便番号：- 

住所：- 

氏名：- 

連絡先電話番号：- 

利用者メールアドレス：- 

提出意見：- 

 

46 頁の「（１）マイライン機能の扱い」について。 

 

中継事業者は、かつては都道府県 POI間の回線のコストを抑えることにより、価格競争が行われ、そ

の過程でマイラインが生まれたものと理解しています。 

ですが、76頁（参考資料 17）にあるように、現在は各社の料金はほぼ横並びであり、マイラインで

どこを選ぼうとほとんど意味がない状況下にあります。 

さらに、IP網への移行により、区域内・区域外、県内・県間といった区分の撤廃、あるいは固定料金

制の導入も検討され、中継事業者の意味はあるのかと思える中、現在の加入者交換機を継続してでも

マイライン機能を継続提供すべき、と主張する事業者が存在するのには驚いております。 

さらに驚いたのは、104頁（参考資料 73）にある、仮に IP 網（NGN）にマイライン相当機能あるいは

00XY番号ルーティング（手回し）による事業者選択を具備した場合における、 

「料設事業者が着信先へルーチング※大宗は同一 POIビル内で料設事業者のルータ（ＳＷ）を１台通

過させるのみ」との記述です。これは事業者選択をすると、同一ビル内でルーターを 1台無駄に通過

するということだと理解したのですが、本当にそうであれば非常に意味のないことをしようとしてい

るという感想しか浮かびません。 

通話サービスが重要であることに変わりはないですが、実際に通話時間・回数が年々減少している中、

各事業者において、IP 網に移行後に本当に必要な機能は何なのか、よく検討し、そぎ落とした上で実

現していただきたいと思います。 
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受付番号：- 

受信日付：2017/02/06 12:48 

 

案件番号：145208871 

案件名： 

「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP網のあるべき姿～（案）に対する意見

募集 

宛先府省名：総務省 

 

郵便番号  ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

住所    ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

氏名    ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

メールアドレス ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

電話番号・ＦＡＸ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

提出意見：- 

 

「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後のＩＰ網のあるべき姿～ 

（案）への意見を、別紙のとおり意見を提出します。 

 

＜いいまでのやり方を変えるどうかだなぁ。すべてはそこに行くと思うがなぁ。今までと同じような

やり方をやるのかなぁ。今までと同じなら私も抵抗するがなぁ＞ 

 

＜別紙＞ 

２０２５年を考えると携帯電話網は５Ｇ時代です。 

２００ＭＨｚ帯（１７０～２２２ＭＨｚ）はＬＥＴ化をいいだしました。私が言いたいのは全体と

して、こうした事情を委員が知っているとかいうことです。それと５Ｇ時代には最大１０Ｇｂｐｓと

言われており、光ファイバーも多くの家等では不要になるのではないかと思うのです。 

私は２００ＭＨｚ帯を利用して、国や地方公共団体（都道府県、市町村等）を主体に、ユニバーサ

ルサービスとして固定電話と同報無線の戸別無線端末、さらに人口の少ない地域には２００ＭＨｚ帯

ＬＴＥ化で５Ｇ時代にも十分に対応できると思うのです。 

自動車の自動運転を含めて過疎地では使えないかということです。 

そうしたら携帯電話会社は過重な負担に苦しまなくても人口の多い都市部のみに５Ｇの設備投資を

集中できます。 

ＮＴＴも固定電話からは手を引いて、それは同報無線等があるので国や地方行政が主体（５０％程

度出資する。）となり、ＮＴＴやＫＤＤＩ等の電気通信事業者、ＣＡＴＶ事業者等で共同出資（固定

電話やＤＳＬをやっている企業等）して新しい会社も作ればどうかと思うのです。 

この会社は国主導だから、ＮＴＴやＫＤＤＩ等の電話局や携帯基地局を借りて、キチンとお金を支
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払い、光ファイバーと無線回線（マイクロ波以上の無線通信回線）により二重化されていることが必

要です。このためには安い無線回線の無線機も必要です。ＮＥＣのパソリンクのような安い無線機を

大量に生産してください。 

今のＮＴＴの関係者は新しい端末を全家庭や事業者に配布して、その端末を使い勝手のよいように

電話番号等も入れてあげる作業をしたら仕事はあると思うのです。端末の大きさは現在の固定電話と

同じ大きさにしてお年寄りが違和感のないようにします。それにテレビともつなげられるようにした

ら行政機関の情報もわかりやすくなります。テレビにつなぐのも WiFi環境でもできるようにと思っ

ているのです。 

総務省は課単位でバラバラの方針をたてるのではなく、全体（国）とした方策をたてて、電波行政

も含めて新しいやり方をやるべきです。 

それに無線化したら必然的に無電柱になります。私はＮＴＴのとう道や管路を強電に使うことがで

きないかと考えているのです。そのためにはメタリックケーブルが邪魔なのです。 

５Ｇの時代になれば光ファイバーも携帯基地間を結ぶものに限定されると思うのです。 

 

 

＜本意見は整理・要約したものです。提出された意見全体は、連絡先窓口に備え付け閲覧に供しております。＞ 



意見書 

平成 29 年 2 月 7 日 
情報通信審議会 
電気通信事業政策部会長 御中 
                                   〒102-8080 
                            とうきょうとちよだくこうじまち 

                             東京都千代田区麹町 1-7 
                                 ㈱エフエム東京 
                                  ちよかつみ 

                          代表取締役社長 千代 勝美 
                                                        
「固定電話網の円滑な移行の在り方」一日答申～移行後の IP 網のあるべき姿～（案）」 
に関し、別紙のとおり意見を提出します。 
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「固定電話網の円滑な移行の在り方」一日答申～移行後の IP 網のあるべき姿～（案）」 
に対する意見 

 
平成 29年 月  日 

組織名及び 

代表者氏名 

株式会社エフエム東京 

代表取締役社長 千代勝美（ちよかつみ） 

住所 
〒102-8080 

東京都千代田区麹町 1丁目 7番地 

連絡先 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

章 頁 意見 

４． 

移行に伴い終了する

サービス等に関する

利用者利益の保護 

18頁 INSネット（デジタル通信モード）の終了に伴う対応に

おいては、 

①代替案等の提供条件の検証 

②補完策等の検証環境の提供 

が必須である。 

 

①については、従来の INSネット(デジタル通信モード）

と同様のサービス品質、即ち 

・伝送帯域が保障されていること 

・場所を選ばず、短期間で低コストで開通できること 

・ダイアルアップ接続であること 

・臨時回線が用意に利用できること 

等を代替案において担保することが必須であり、本マイ

グレーション実施の条件であると考える。 

 

②については現在、メタル IP 電話上のデータ通信を利

用することで検証中であるが、ラジオ放送事業者が支障

なく事業を継続できるような補完策を引き続き検証し、

確立するよう要望する。 

 



章 頁 意見 

 

４． 

移行に伴い終了

するサービス等

に関する利用者

利益の保護 

 

 

 

 

 
21 頁  

 
PSTN から IP 網へのマイグレーションを実施す

ることに伴う利用者保護を確保するためのルー

ル化を検討することは賛成である。 

 
当該ルール制定においては、利用者が本マイグレ

ーションにより不利益を蒙らないことを最大限

に考慮した上で制定されるべきであり、移行計画

の内容、スケジュールについては、NTT 殿、利用

者双方が合意した上で実施することをルールに

盛り込むべきである。 

 

 

 

 

 
以上 



 

 

受付番号：201702130000394896 

受信日付：2017/02/13 09:02:43 

 

案件番号：145208871 

案件名： 

「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP網のあるべき姿～（案）に対する意見

募集 

宛先府省名：総務省 

 

郵便番号：822-0015 

住所：福岡県直方市新町 5-9-16 

氏名：直方市消防本部 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

連絡先電話番号：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

利用者メールアドレス：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

提出意見：- 

 

固定電話網から、インターネット・プロトコル Internet Protocol(以下 IP)移行しなければならな

い背景は理解できますが、今までの固定電話網とは違う消防１１９番通報への障害が出るのではと懸

念されます。 

特に固定電話で実施できている回線を保留したままで「呼び返し」が出来なくなり、携帯電話同様

のコールバック方式になるところが、緊急性のある案件の中で、通報者が話せない状態の時の、通報

場所の特定が困難になることが想定されます。また、各消防本部の指令台は、メーカー、設置年月日、

システムにそれぞれ違いがあり、IP 化に伴う各消防指令台への接続等改修費用がどのくらい必要であ

るか不明であります。 

そのためには、ＮＴＴ担当部局から直接消防本部に対して、システムの説明、移行への問題点、ス

ケジュール等説明を頂きながら、消防指令施設管理会社と情報を共有し、問題を整理していく必要が

あると考えています。 
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意 見 書 
２８平消本情第１０００号  

平成２９年（２０１７年）２月１０日 
  
情報通信審議会 
 電気通信事業政策部会長 様 
 

郵便番号    
 〒２５４―８６８６ 
住所（所在地） 
かながわけんひらつかしせんげんちょう９ばん１ごう 

神奈川県平塚市浅間町９番１号 
氏名（法人又は団体名等）（注１） 
ひらつかししょうぼうほんぶ しょうぼうちょう よしの のりあき  
平塚市消防本部 消防長 吉野 典明 
電話番号 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
電子メールアドレス 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
  「「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後のＩＰ網のあるべき姿～（案）」 
に関し、別紙のとおり意見を提出します。 

 
注１ 法人又は団体にあっては、その名称及び代表者の氏名を記載すること。併せて、連 
 絡担当者の氏名を記載すること。 
注２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。別紙にはページ番号を記載す 

ること。 
以 上 

         （＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊） 
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別紙様式 
 

章 頁 意 見 
３．１．２ 具体

的方向性（考え方） 
１０頁 【意見対象箇所】 

[回線保留機能] ５行目から 
・～メタルＩＰ電話にも、緊急通報受理機関側から通話を切

断しない限り通話を継続する機能又は緊急通報受理機関側に

送信した電話番号による呼び返し若しくはこれに準ずる機能

の具備を義務付けることが適当である。 
 
【意見内容】 
赤字波線部分について義務付けること。（要望） 
 

 
 



意見書 

平成 29 年 2 月 14 日 
情報通信審議会 
電気通信事業政策部会長 御中 
                       〒220-8110 
                       かながわけんよこはましにしく 

                       神奈川県横浜市西区みなとみらい2-2-1 
                       横浜エフエム放送株式会社 
                               ふじき ゆきお 

                       代表取締役社長 藤木 幸夫 
 
                                                        
「固定電話網の円滑な移行の在り方」一日答申～移行後の IP 網のあるべき姿～（案）」 
に関し、別紙のとおり意見を提出します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見７ 



「固定電話網の円滑な移行の在り方」一日答申～移行後の IP 網のあるべき姿～（案）」 
に対する意見 

 
平成 29年 2月 14日 

組織名及び 

代表者氏名 

横浜エフエム放送株式会社 

代表取締役社長 藤木 幸夫（ふじき ゆきお） 

住所 
〒220-8110 

神奈川県横浜市西区みなとみらい 2-2-1 

連絡先 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

章 頁 意見 

4.1.2 具体的方向性 

（考え方） 

(1)INS ネット(デジタ 

ル通信モード)の 

終了に伴う対応 

 

17頁 

 

・方針案に賛成します。 

・当社が利用している INS サービスについては、その代

替案、補完策、利用料、補完策の実施にかかる工事期間

等については、まだ不明な点が多々あり、不安を抱えて

います。従いまして、報告書にありますように、今後と

も関係委員会による関係者からの意見聴取の場の設定と

情報周知などを臨機応変に設定していただけるよう希望

します。 

 

4.1.2 具体的方向性 

（考え方） 

(2)他の事業者によっ 

て十分に提供されな 

いような電気通信サ 

ービスを終了省とす 

る場合のルールの在

り方 

19 頁 ・ルール化に賛成します。 

・ルール策定の過程において、再度幅広く利用者か

ら意見聴取されるとともに、報告書でもって指摘

されていますが、一般的に不利になりがちな利用

者が保護されるような制度的担保ある内容にな

ることを希望します。 

 

 
以上 



 

 

受付番号：201702170000397548 

受信日付：2017/02/17 18:26 

 

案件番号：145208871 

案件名： 

「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP網のあるべき姿～（案）に対する意見

募集 

宛先府省名：総務省 

 

 

郵便番号：107-0052 

住所：東京都港区赤坂 7-3-37 プラース・カナダ 3F 

氏名：流通システム開発センター（流通 BMS協議会事務局） ＊＊＊＊ 

連絡先電話番号：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

利用者メールアドレス： ＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

提出意見： 

流通業界において、EDIとしては流通 BMS を小売業とその取引先の間の次世代 EDI として 10年前に検

討し策定しています。PSTNと同じく、EDIに利用する通信機器の老朽化も課題にあったためですが、

それだけではなく効率化、高度化を目指して利用企業を集めて３年かけて策定しました。現在では、

大手企業はほぼ展開され、中小に向けた普及が今後のポイントとなっています。拡大している大きな

ポイントは、策定するだけではなく、維持管理、普及推進活動にも継続して力を入れて活動している

ことが大きいと思っています。そのような意味でも、今回の IP網への移行においては、以下３点に

ついて、更に踏み込んで頂きたいと考えております。 

 

１つは時期についてです。「早期に終了時期を。延期も検討」ではなく、明確にしていただけません

でしょうか。代替、検証などもあり、その状況により有り得るとのコメントは必要と思いますが、

「基本的には終了する」といったスタンスを大きく出していただきたいと思っております。これは、

実際に影響のある企業側のヒアリングからも「延期」という文字が先行して伝わり、まだ先になるイ

メージを持たれてしまっている事例があるからです。 

 

２つめは周知についてです。時期についてもそうですが、周知のスピードをもう少し上げるべきかと

考えます。EDIでは M対 Nで繋がる仕組みであるため、IP網の仕組みに変えるにしても 1 企業づつ確

認をして繋げます。そのため、大手企業では 2020年度後半を仮にエンドとすると、単純に平準化し

ても 2日に 1企業の切替えが発生する試算を出している企業もございます。代替対応により、全くシ

ステムに手を加えなければ、少し猶予が出来るかと思いますが、もし、少しでもシステムに手を加え
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ることになれば結局は同じです。危機意識をもっていただくため、当協議会と NTT 東西様とは連携さ

せていただき、出来る範囲での周知を行っておりますが、まだ、伝わらないところも多くございます

（特に地方企業）。具体的な周知策をご検討頂きたく思います。また、移行は多くの期間を要すると

考えられますので、継続的な体制も必要かと存じます。 

 

３つめはサポートについてです。IP 網に対応したシステムに切り替えるにもコストが掛かります。シ

ステムリースが大体５年といわれますので、このタイミングで IP 網の仕組みに切替えるというのが

各企業としては自然なタイミングと想定できますが、上記状況からもそのタイミングを逃している企

業も多くいるのではないかと危惧しております。2010年には発表されておりますが、その当時の情報

から移行しないといけないと感じた企業は皆無だと思われます。IP網への変更は、ただ変えるだけで

はなく新たな効率化、高度化に向かうキッカケになると考えます。人手不足を補うため、生産性向上

を目指すためなどの基盤となる仕組みともいえますので、国をあげて高度化を目指す上でのコストの

面も含めて、戦略的なサポートをおこなっていくことが中小含めた日本企業の底上げにつながると思

います。 

 

最後に IP網を利用した EDI である流通 BMSにおいては、今回の IP網への移行はいつかやらなければ

いけないとは思っている企業においては、１つのキッカケになるのではないかと思いますので、是非

とも計画的に進めていただきたくお願い致します。 
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平成２９年２月１９日 

情報通信審議会  
電気通信事業政策部会長 殿 
 

                      〒 １５６－００４３ 

                         とうきょうとせたがやく まつばら 

                      住所 東京都世田谷区松原３丁目４１－１５ 

                         えぬてぃてぃまつざわべっかん 

                         ＮＴＴ松沢別館２Ｆ 

 

                    じぇいえむあいてぃゆう つうしんさんぎょうほんぶ 

                      氏名 ＪＭＩＴＵ通信産業本部 

                              うさみとしかず 

                         代表者  宇佐美俊一 

                       

                      電話 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                      メールアドレス ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 「「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP網のあるべき姿～（案）」に関し、

別紙のとおり意見を提出します。 
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別紙 

章 頁 意 見 

１．基本的な考え方 ２ ～

５ 

 本件に類する事案については、これまでも、所管大臣から諮問を受

け、有識者等で構成される審議会での審議を経て、パブリックコメン

トを受けた後に法改正等が行われてきました。しかし、本件について

も過去の同種事案と同様に、サービス利用の大衆性に反して、検討項

目や審議内容は極めて専門的で、「見直し」によって影響を受ける大多

数の利用者にとっては、公開されている情報やその影響について十分

に理解し対処することは至難と言わざるを得ません。本件審議のなか

で、利用者保護ＷＧが設けられ、廃止サービスに関わる影響や対応が

審議されていることを踏まえても、２０００万余に及ぶ加入電話利用

者への影響と対処が十分に汲みつくされたとは思えません。 

 本件事案については、答申案でも指摘されているとおり、ユニバー

サルサービス（基礎的電気通信役務）の在り方見直しへもつながり、

それに大きく影響を与えるもので、そうした点からも、今後の同種の

制度の検討方法、審議の在り方、委員等の選出のあり方等についても、

利用者利便を最優先するものに発展させる必要があると考えます。 

ましてや、「ＮＧＮの接続ルールの整備」、「アクセス回線におけるサー

ビスの競争環境整備」に関する検討が、主要事業者間の利害調整とな

るなどはあってはならないと考えます。 

 併せて、今後予想される「ユニバーサルサービス（基礎的電気通信

役務）の在り方」の検討が、国民の利便向上や安全確保を中心に据え

て行われることを強く要望するものです。もとより、今後の「ユニバ

ーサルサービス（基礎的電気通信役務）の在り方」の検討が、「ユニバ

ーサルサービス制度」（補填制度）に矮小化されたり、主要事業者の利

害を優先して行われるなどは決して許されないと考えます。 

２．１ 

ＩＰ網への移行の

意義や移行に係る

情報の開示 

７ 移行に係る情報の開示 

 ＮＴＴ対し、メタルＩＰ電話の提供条件と詳細な設備構成及び、具

体的な移行工程・移行スケジュールについて早急に明らかにさせるこ

とが必要と考えます。 

 

メタル収容装置及びメタルアクセスの維持限界（展望）について 

 中継交換機・信号交換機の維持限界がメタルＩＰ電話への移行の最

大理由とされていますが、メタルＩＰ電話の主要構成設備となってい

るメタル収容装置（加入者交換機）及びメタルアクセス（ケーブル）

の維持限界が示されていません。移行においては、メタル収容装置（加

入者交換機）及びメタルアクセス（ケーブル）の維持限界とその後の

移行展望をＮＴＴに明らかにさせるべきです。 
 

光ＩＰ電話への移行展望について 

 最終的には光ＩＰ電話への移行が展望されますが、その道程につい

てＮＴＴに明らかにさせるべきです。 
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章 頁 意 見 

３．１ 

信頼性・品質の確保

（技術基準等） 

10 、

11 
［メタルＩＰ電話］ 

 メタルＩＰ電話については、移行後も、「局給電」機能を含め、現行

のメタル電話 と基本的に同等の技術水準を担保させることを求めま

す。 

［回線保留機能］ 

 緊急通報の回線保留機能については、現行緊急通報の保留機能を担

保する技術検討を最大限行うとともに、「コールバック機能」で対応す

る場合には、緊急通報維持のためのリスク検証を行うことを求めます。 

［電話を繋ぐ機能］ 

 ＩＰ網への移行後も、［電話を繋ぐ機能］については、End-to-End 

を含めて現行メタル電話の技術水準を基準を担保させることを求めま

す。 

３．２ 

「ユニバーサルサ

ービス」への影響 

12 、

13 

ユニバーサルサービスについて 

 メタルＩＰ電話については、ユニバーサルサービス（基礎的電気通

信役務）と位置づけることを求めます。固定電話全般については、「基

本的な考え方」で述べた視点で、提供媒体を問わずユニバーサルサー

ビス（基礎的電気通信役務）と位置づけることを求めます。 

３．３ 
利用者料金規制の

在り方 

13 、

14 

プライスキャップ制について 

 メタルＩＰ電話についても、現行の加入電話と同等の利用者料金規

制（プライスキャップ規制等）を課すことを求めます。 

４．１ 
移行に伴い終了す

るサービス等の扱

い 

15 ～

22 
代替サービスについて 

 ＩＰ網への移行に伴い終了されるサービスについては、原則的にＮ

ＴＴに代替サービスを確保させるとともに、技術水準や料金水準を維

持担保させることを求めます。 

 

利用者周知について 

 移行に伴う利用者・事業者への周知については、期間、周知方法を

含めた十分な対応を求めます。 

５．２ 
ＮＧＮの競争環境

整備 

25 ～

29 
 ＮＧＮについては、我が国における基幹的な通信網としての性格を

強めることになることが予想され、その利用規制においては公共性を

優先したルールの確立が不可欠です。競争事業者の利益を優先するよ

うな規制緩和は厳に慎むべきであり、公共性を十分に担保させること

を中心に据えた視点で検討が行われることを求めます。 
 

６．３ 
固定電話発・携帯電

話着の利用者料金

設定について 

48 ～

51 
 加入電話・公衆電話発携帯電話着の利用者料金については、加入電

話間の利用料金に比べ極めて高額な設定となっており、メタルＩＰ電

話移行に際して、最低でも光ＩＰ電話発・携帯電話着の通話料金並み

に引下げるとともに、更なる低廉化と事業者間での料金格差是正の検

討を求めます。 



 3 

章 頁 意 見 

７．１ 
アクセス回線にお

けるサービスの競

争環境整備 

54 、

55 
（３）ＦＴＴＨ市場における競争環境整備等 
 ＮＴＴのＦＴＴＨ網は、ＮＧＮ網とタイアップする基幹アクセス網

といえます。ＮＧＮの競争環境整備と同様に公共性を優先した接続ル

ールの整備が不可欠です。競争事業者の利益を優先する規制緩和は厳

に慎むべきと考えます。 
 
（４）無電柱化等に伴うメタルアクセス回線の撤去について 
 無電柱化の取り組みは、対災害性の確保や景観の向上の観点からも

重要であることに異論はありませんが、「ＩＰ網への移行の意義や移行

に係る情報の開示」の項で指摘したとおり、メタル収容装置及びメタ

ルアクセスの維持限界や光ＩＰ電話への移行展望を見通した無電柱化

構想が必要です。都市整備計画も含め、国民的な理解が得られる基本

方針を策定しつつ、無電柱化の取り組みを進めることが重要と考えま

す。 
 

 

 



意 見 書 
 

平成 29 年 2 月 20 日  
 

情報通信審議会 
 電気通信事業政策部会長 様 
 

郵便番号 〒330-0061 
（ふりがな） 
住所（所在地） 
埼玉県さいたま市浦和区常盤 6 丁目 1 番 28 号 

（ふりがな） 
氏名（法人又は団体名等）（注１） 
さいたま市消防局 辻 和明 
電話番号  ＊＊＊＊＊＊＊＊ 
電子メールアドレス ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
「「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP 網のあるべき姿～（案）」に

関し、別紙のとおり意見を提出します。 
 

注１ 法人又は団体にあっては、その名称及び代表者の氏名を記載すること。併せて、連絡 
担当者の氏名を記載すること。 

注２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。別紙にはページ番号を記載する 
こと。 

  

意見１０ 



意見については次のとおり 
 
１ 追加的なコスト負担の回避 
  ＮＴＴの固定電話網のＩＰ化に当たっては、各消防本部に追加的なコスト負担が生じ

ないよう、緊急通報を受け付ける指令台の更新時期にあわせた対応をしていただきたい。 
２ 回線保留機能と同等又は類似の機能の維持 
  コールバックについては、迅速性や確実性に課題があることから、回線保留機能と同

等又は類似の機能を維持していただきたい。 
３ 通報者端末への１１９表示 
  コールバックを導入する際には、通報者に不審に思われないよう、通報者端末に１１

９番を表示するようにしていただきたい。 
４ 無償による対応の継続 
  コールバックを導入する場合であっても、従来どおり無償としていただきたい。 
５ 緊急通報のバックアップ 
  消防本部が被災等により機能不全になった場合や、通報が殺到した場合のバックアッ

プのために、災害の状況に応じて、場合によっては消防本部の管轄を越えて迅速かつ柔

軟に転送先を設定できるような仕組みとしていただきたい。 
６ 停電対策 
  大規模災害時に停電した場合であっても、被災者等が通話できるように、公衆電話の

ほか、公民館、集会所、学校等における電話については、従来どおり、事業者の負担で

停電対策を実施していただきたい。 
７ その他 
 （１）消防本部の指令台等の機器等に影響を与える事項については、十分な時間的余裕

をもって、消防本部にきちんとした説明をしていただくとともに、誠実に協議に応

じていただきたい。 
（２）ＩＰ電話は仕組み上、災害時優先電話が実現できないため、通信輻輳時のコール

バックが使えない可能性があることを懸念します。 
（３）ＩＰ移行に伴う技術的検証等を行い、緊急通報等に影響を与えないよう確実なＩ

Ｐ以降を担保していただきたい。 
 



 

 

受付番号：201702210000398372 

受信日付：2017/02/21 12:33:07 

 

案件番号：145208871 

案件名： 

「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP網のあるべき姿～（案）に対する意見

募集 

宛先府省名：総務省 

 

郵便番号：737-0051 

住所：広島県呉市中央３－１－３４ 

氏名：呉市消防局 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

連絡先電話番号：＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

利用者メールアドレス：＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

提出意見： 

 

２章ＩＰ網への移行の意義 ７頁  

 

「意見対象個所」 

２．１．２具体的方向性（考え方）２ 

ＮＴＴは、・・・・具体的な移行工程・移行スケジュールの案をできる限り速やかに開示し、他の事 

業者と協議を進める。 

 

「意見内容」 

呉市消防局では、平成３０年度から平成３１年度の間で現在運用している指令システムを更新（平

成３２年度運用開始）する予定であり、このタイミングでＩＰ対応の指令装置（指令制御装置）と

し、アクセス回線を光回線とすることが最も合理的であると考えられます。 

ＰＳＴＮからＩＰ網への移行時期、仕様等が詳細に確定していないこと、最終的にメタルアクセス

回線が利用できなく時期についても不明瞭であること、各指令台メーカーとの協議が進捗していない

ことから、早急にこれらの不確定な情報を確定させていただきたいと考えています。 

 

 

３章 固定電話サービスの信頼性・品質、提供エリア、料金水準の確保 １０頁  

 

「意見対象個所」３．１．２具体的方向性（考え方） 

緊急通報に関し、メタルＩＰ電話では、緊急通報受理機関側から通話を切断しない限り通話を継続

する機能の実現が困難である。 

意見１１ 



 

 

「意見内容」 

困難であるという表現では、可能であるのか不可能であるのかが明確でありません。メタルＩＰ電

話の今後の方向性として回線保留機能を継続させるのか否かについて回答していただきたい。 

 

４章 移行に伴い終了するサービス等に関する利用者利益の保護 １５頁  

 

「意見対象個所」 

４．１．１現状とＩＰ網への移行等に伴う課題 

ＮＴＴ東日本・西日本は、ＰＳＴＮで提供している基本的な音声サービス等についてはＰＳＴＮか

らＩＰ網へ移行後においても提供を継続していく考えをしめしている。その一方で、同社ＩＰ網での

提供が困難なサービスや利用減少が見込まれるサービスについては、ＩＰ網への移行に合わせて提供

を終了する考えを表明している。 

 

「意見内容」 

ＩＰ網へ移行後、ディジタル通信サービスの提供が終了するとのことで、指令システムの機能の一

部として利用している「でんわばん」サービスが現状の機器では利用できなくなると考えられます。 

現在、「メタルＩＰ電話上のデータ通信の提供」について検討を表明しているとのことですが、検討

結果について明記していただきたいと感じます。 

現状では、指令台の更新時期を待たずして中継網のＩＰ化が進んだ場合には「でんわばん」サービ

スが利用できなくなる可能性があるため、対応を検討する必要があります。 

 

資料編 局給電機能について ８６頁 

 

「意見対象個所」 

ＮＧＮで光アクセスを利用する固定端末では、局給電ができないため、停電時に通話を行うため 

には事業者が提供する予備バッテリー等が必要。 

 

「意見内容」 

無停電電源装置、発動発電機等によりＯＮＵ、Ｖｏｉｐゲートウェイの無停電化を行うことで停電

時での通話は可能でありますが、地震等の災害により指令センター自体が被災し、これらの装置が機

能しない場合が想定されていないように感じます。現在では、無給電に対応する電話機を指令センタ

ーに設置するとともに、各署所に非常用電話機として配備しており、システムダウン時においても最

低限の電話機能のみ確保されているため、同様の対策が必要ではないかと考えます。 

 

-------------------------------------------- 
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受付番号：201702220000398582 

受信日付：2017/02/22 08:58:51 

 

案件番号：145208871 

案件名： 

「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP網のあるべき姿～（案）に対する意見 

募集 

宛先府省名：総務省 

 

郵便番号：＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

住所：＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

氏名：＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

連絡先電話番号：＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

利用者メールアドレス：＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

提出意見： 

 

電話網移行円滑化委員会での検討に関心があり、答申案を拝見させていただきましたが、一人の国

民として、以下二点ほど意見を提出させていただきます。 

 

・固定電話に関しては無駄なことはせず、極力安く利用できるようにしてほしい 

これだけスマートフォンや携帯電話が使われている中で、国策としてなぜこれほどまでに固定電話

を重視するのか、正直違和感があります。答申案では、折に触れて光ＩＰ電話への移行に言及されて

いますが、いまのアナログ電話はもとより、光ＩＰ電話を含めて、もはや固定電話にお金や労力をか

けるのは無駄ではないでしょうか。ＮＴＴがアナログ電話をＩＰ化するのであれば、ちゃんと電話が

つながることは守ってほしいですが、それ以外の余計なことをさせないようにしてほしいです。まし

て、マイラインみたいな大昔の制度については、もはや誰も意識していないですから、その維持のた

めにお金がかかるようなら、なくすべきだと思います。 

また、この時代にあって、アナログ電話は遠いところにかけると高いという通話料金になっていま

す。これをまず止めるべきです。今時スマートフォンでさえ、かけ放題プランがあります。アナログ

電話もＩＰ化することで全国一律料金になるようですが、ぜひそうしてほしいですし、高齢者が利用

していることを考えれば、できるだけ早く実現してもらいたいと思います。 

いろいろ対策が書かれていますが、アナログ電話を利用する人にとっては、ＩＰ化した後もちゃん

とつながること・安くしてもらうこと、この二点に尽きると思います。無駄はやめるべきです。 

 

・通信事業者の都合ばかりでなく、利用者をしっかり見てほしい。 

この答申は、文字通り電話を円滑にＩＰに移行させるという目的で定められるのでしょうから、先

に申し上げたとおり、誰よりもまず国民の利用実態を見てほしいです。固定電話が「基盤」と書かれ

意見１３ 



 

ていますが、今さら固定電話を必要とする人は少数でしょう。国民の大半が利用する「基盤」として

の話なのか、それとも少数の人がどうしても必要としているセーフティネットのような話なのか、し

っかりと分けて考えるべきと思います。 

たしかに、高齢者を中心にまだ固定電話を利用している人もいるでしょうから、ちゃんとつながる

ことは必要です。それと、安くなることが大事です。この点、ＮＴＴとそれ以外の通信事業者が、そ

れぞれ我田引水の主張をし、その結果、利用者が置き去りにされないように国がしっかりと判断すべ

きだと思います。電話を繋ぐ機能とかＮＧＮの接続ルールの整備にいろいろ書かれていますが、国策

としては、事業者の競争という観点は後回しにして、つながることだけをシンプルに実現できるよ

う、中立的に考えてほしいです。 

また、将来の話をしていると思いますので、先々の利用実態までちゃんと想定をしてほしいと思い

ます。その頃には、スマートフォン等を使えず固定電話しか利用していない人は、今よりもっと少数

になっているでしょう。現在の通信事業者の利害関係によって国策が決まり、結果お金がかける仕組

みとなることで、先々そのような少数派の人たちが不利な負担を負わされることがないよう、利用者

の将来を見据えて考えてもらいたいと思います。 

 

-------------------------------------------- 
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「「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後のIP網のあるべき姿～（案）」

に関し、別紙のとおり意見を提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１ 法人又は団体にあっては、その名称及び代表者の氏名を記載すること。併せて、連

絡担当者の氏名を記載すること。 

注２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。別紙にはページ番号を記載す
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通
信

キ
ャ

リ
ア

3
社

が
提

供
す

る
無

線
通

信

サ
ー

ビ
ス

が
考

え
ら

れ
る

が
、

現
状

の
サ

ー
ビ

ス
で

は
、

こ
れ

ま
で

ＩＮ
Ｓ

ネ
ッ

ト
（デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

モ
ー

ド
）
で

実
現

さ
れ

て
い

た

「
帯

域
保

証
」
、

「
低

遅
延

」の
サ

ー
ビ

ス
要

件
が

満
た

さ
れ

て
お

ら
ず

、
伝

送
容

量
が

不
安

定
な

（
揺

ら
ぎ

が
あ

る
）通

信
環

境
で

あ
る

こ
と

に
よ

り
伝

送
さ

れ
た

符
号

化
デ

ー
タ

を
復

号
し

た
音

声
に

瞬
断

が
発

生
す

る
恐

れ
が

あ
る

た
め

、
ラ

ジ
オ

放
送

の
音

声

伝
送

を
目

的
と

し
た

場
合

の
代

替
案

と
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

 

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・西
日

本
殿

に
お

い
て

は
、

現
時

点
で

本
用

途
に

お
け

る
有

効
な

代
替

案
と

な
る

「無
線

」サ
ー

ビ
ス

が
存

在
し

な
い

と
い

う
こ

と
を

ご
認

識
い

た
だ

き
、

「
帯

域
保

証
」
、

「低
遅

延
」等

の
要

件
を

満
た

す
新

た
な

「無
線

」
サ

ー
ビ

ス
開

発
の

後
押

し
を

含
め

検
討

し
て

頂
き

た
い

。
 

 

 
1
8

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

４
．

１
．

２
 

具
体

的
方

向
性

（考
え

方
） 

（
１

）
 
ＩＮ

Ｓ
ネ

ッ
ト

（デ
ィ

ジ
タ

ル
通

信
モ

ー
ド

）
の

終
了

に
伴

う
対

応
 

①
 

代
替

案
等

の
提

供
条

件
の

検
証

 

・
各

代
替

案
が

有
す

る
品

質
・
コ

ス
ト

等
の

課
題

に
対

し
、

継
続

的
に

、
利

用
者

か
ら

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
改

善
策

の
検

討
を

行

い
随

時
改

善
を

図
る

こ
と

。
 

 



別
紙

様
式

 

 

2 
 

【
意

見
内

容
】 

現
時

点
で

、
ＩＮ

Ｓ
ネ

ッ
ト

（
デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

モ
ー

ド
）
で

提
供

さ
れ

て
い

た
品

質
・
コ

ス
ト

（
帯

域
保

証
、

低
遅

延
、

サ
ー

ビ
ス

エ
リ

ア
、

低
コ

ス
ト

、
短

納
期

）
に

見
合

っ
た

ＩＰ
サ

ー
ビ

ス
が

実
現

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

に
鑑

み
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日

本
・
西

日
本

殿
に

は
、

是
非

と
も

継
続

的
に

、
利

用
者

か
ら

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
改

善
策

の
検

討
を

行
い

随
時

改
善

を
図

っ
て

頂
き

た
い

。
 

 

 
1
8

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

４
．

１
．

２
 

具
体

的
方

向
性

（考
え

方
） 

（
１

）
 
ＩＮ

Ｓ
ネ

ッ
ト

（デ
ィ

ジ
タ

ル
通

信
モ

ー
ド

）
の

終
了

に
伴

う
対

応
 

③
 

サ
ー

ビ
ス

終
了

時
期

・
移

行
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
作

成
 

・
サ

ー
ビ

ス
終

了
時

期
の

早
期

公
表

に
加

え
、

各
利

用
業

界
と

の
調

整
・
連

携
予

定
等

を
含

む
よ

り
具

体
的

な
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

早
期

公
表

を
行

う
こ

と
。

 

 【
意

見
内

容
】 

補
完

策
お

よ
び

代
替

案
の

検
証

の
結

果
、

代
替

可
能

で
あ

る
こ

と
の

確
認

が
な

さ
れ

た
上

で
の

、
サ

ー
ビ

ス
終

了
時

期
の

決
定

、

公
表

を
お

願
い

し
た

い
。

 

 

 
1
8

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

４
．

１
．

２
 

具
体

的
方

向
性

（考
え

方
） 

（
１

）
 
ＩＮ

Ｓ
ネ

ッ
ト

（デ
ィ

ジ
タ

ル
通

信
モ

ー
ド

）
の

終
了

に
伴

う
対

応
 

④
 

周
知

・
移

行
促

進
に

向
け

た
対

応
 

・
利

用
者

に
加

え
、

 関
係

団
体

・
企

業
等

を
含

む
利

用
者

以
外

の
者

へ
の

一
般

的
な

周
知

を
実

施
す

る
こ

と
 

 【
意

見
内

容
】 

ＩＮ
Ｓ

ネ
ッ

ト
（デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

モ
ー

ド
）
で

は
、

回
線

利
用

に
あ

た
っ

て
必

要
と

さ
れ

る
線

種
が

メ
タ

ル
線

で
あ

っ
た

が
故

に
、

屋

内
、

屋
外

を
問

わ
ず

「
柔

軟
な

引
き

回
し

」が
容

易
に

可
能

で
あ

っ
た

。
一

方
、

ＩＰ
網

へ
の

移
行

が
光

フ
ァ

イ
バ

ー
の

使
用

を
前

提



別
紙

様
式

 

 

3 
 

に
な

さ
れ

て
い

る
と

す
る

と
、

こ
れ

ま
で

と
同

様
に

各
地

の
運

動
施

設
、

公
共

施
設

や
商

業
施

設
な

ど
か

ら
ラ

ジ
オ

放
送

用
音

声

の
デ

ー
タ

伝
送

を
行

う
た

め
に

は
、

そ
れ

ら
の

施
設

が
「配

管
等

を
含

む
光

配
線

の
た

め
の

屋
内

設
備

」
を

有
し

て
い

る
こ

と
が

必

須
と

な
る

。
 

こ
れ

ら
施

設
の

所
有

者
な

ら
び

に
設

備
管

理
者

に
対

し
て

も
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・西
日

本
殿

主
導

で
周

知
を

行
い

、
「光

回
線

を
利

用
で

き
る

環
境

」の
整

備
を

推
進

し
て

頂
き

た
い

。
 

 

 
2
1

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

４
．

１
．

２
 

具
体

的
方

向
性

（考
え

方
） 

（
２

）
 
他

の
事

業
者

に
よ

っ
て

十
分

に
提

供
さ

れ
な

い
よ

う
な

電
気

通
信

サ
ー

ビ
ス

を
終

了
し

よ
う

と
す

る
場

合
の

ル
ー

ル
の

在
り

方
 

Ⅱ
．

ル
ー

ル
化

の
対

象
・
内

容
 

②
 

ル
ー

ル
の

内
容

 

（
ア

）
代

替
サ

ー
ビ

ス
の

確
保

等
 

現
在

は
、

代
替

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

係
る

規
律

が
な

い
こ

と
か

ら
、

サ
ー

ビ
ス

を
終

了
し

よ
う

と
す

る
電

気
通

信
事

業
者

が
以

下

の
取

組
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

事
前

に
総

務
省

が
確

認
す

る
と

も
に

、
当

該
電

気
通

信
事

業
者

が
継

続
的

に
そ

の
提

供
条

件
の

見
直

し
を

検
討

し
、

随
時

改
善

を
図

る
こ

と
 

・
利

用
者

に
対

す
る

品
質

・コ
ス

ト
等

の
面

で
実

質
的

に
支

障
な

く
利

用
可

能
な

代
替

サ
ー

ビ
ス

の
提

案
・
提

供
 

・
既

存
サ

ー
ビ

ス
と

代
替

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
条

件
の

差
に

関
す

る
分

か
り

や
す

い
情

報
提

供
 

 【
意

見
内

容
】 

利
用

者
利

益
の

保
護

の
観

点
か

ら
、

上
記

内
容

の
ル

ー
ル

化
に

関
し

て
大

い
に

賛
同

す
る

。
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意見１５ 



 
別
紙
 

章
 

頁
 

意
見
 

１
．
基
本

的
な
考
え
方
 

３
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

 
中
継
交
換
機
・
信
号
交
換
機
が
維
持
限
界
を
迎
え
る

と
さ
れ
て
い
る
2
0
2
5年

頃
ま
で
を
見
据
え
た
具
体
的
な
移

行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
作
業
工
程
等
に
つ
い
て
は
、
２
次
答
申
（
最
終
的
に
向
け
た
円
滑
な
移
行
の
在
り
方
）
に

向
け
た
検
討
に
お
い
て
さ
ら
に
具
体
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
移
行
の
取
組
を
手
戻
り
な

く
円
滑
に
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
 

【
意
見
内
容
】
 

 
固
定
電
話
網
の
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
お
い
て
は
、
１
１
９
番
等
の
緊
急
通
報
が
有
す
る
回
線
保
留
等
の
機
能
を

従
来
と
同
等
以
上
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
緊
急
通
報
受
理
機
関
側
の
意
見
及
び
提
案
を

確
実
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

３
．
固
定

電
話
サ
ー
ビ
ス
の
信
頼

性
・
品
質

、
提
供
エ
リ
ア
、
料
金

水
準
の
確

保
 

８
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

 
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
等
に
伴
い
、
光
回
線
に
加
え
て
メ

タ
ル
回
線
も
Ｎ
Ｇ
Ｎ
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
Ｉ
Ｐ

網
同
士
が
直
接
接
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
な
ど
、
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造
に
大
き
な
環
境
変
化
が
想
定
さ

れ
、
こ
れ
に
対
応
し
た
設
備
規
律
（
技
術
基
準
）
を
適

切
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

【
意
見
内
容
】
 

 
緊
急
通
報
回
線
の
信
頼
性
を
確
保
し
円
滑
に
移
行
を

進
め
る
た
め
に
は
、
緊
急
通
報
受
理
機
関
側
の
制
御
装
置

等
と
の
接
続
に
関
す
る
技
術
基
準
、
導
入
時
期
、
移
行
方
法
等
に
つ
い
て
緊
急
通
報
受
理
機
関
と
通
信
事
業
者
と

が
協
議
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

 

１
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「「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP 網のあるべき姿～（案）」

に関し、別紙のとおり意見を提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見１６ 



 

章
 

頁
 

意
見

 

４
．

移
行

に
伴

い
終

了
す

る
サ

ー
ビ

ス

等
に

関
す

る
利

用
者

利
益

の
保

護
 

１
７

ペ
ー

ジ
～

 

１
９

ペ
ー

ジ
 

【
意

見
対

象
箇

所
】
 

４
．

１
．

２
 

具
体

的
方

向
性

（
考

え
方

）
 

（
１

）
IN

S
ネ

ッ
ト

（
デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

モ
ー

ド
）
の

終
了

に
伴

う
対

応
 

 【
意

見
内

容
】
 

弊
社

は
IN

S
ネ

ッ
ト

（
デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

モ
ー

ド
）
を

利
用

し
た

、
高

音
質

音
声

伝
送

用
機

器
を

多
く
所

有
し

、
IN

S
ネ

ッ
ト

の
終

了
は

極
め

て
重

要
な

課
題

と
し

て
認

識
し

て
お

り
ま

す
。

 

本
答

申
（
案

）
で

は
電

気
通

信
事

業
者

に
お

い
て

、
IN

S
ネ

ッ
ト

の
代

替
案

や
補

完
策

、
及

び
、

サ
ー

ビ
ス

終
了

時
期

、
周

知
な

ど
に

つ
い

て
利

用
者

側
に

立
っ

た
検

討
の

必
要

性
が

表
現

さ

れ
て

お
り

、
賛

同
い

た
し

ま
す

。
 

さ
ら

に
、

今
後

に
お

い
て

も
電

話
網

移
行

円
滑

化
委

員
会

・
「
利

用
者

保
護

W
G

」
を

有
効

に
機

能
さ

せ
る

事
が

表
現

さ
れ

て
お

り
、

期
待

し
て

お
り

ま
す

。
 

４
．

移
行

に
伴

い
終

了
す

る
サ

ー
ビ

ス

等
に

関
す

る
利

用
者

利
益

の
保

護
 

１
９

ペ
ー

ジ
～

 

２
２

ペ
ー

ジ
 

【
意

見
対

象
箇

所
】
 

４
．

１
．

２
 

具
体

的
方

向
性

（
考

え
方

）
 

（
２

）
他

の
事

業
者

に
よ

っ
て

十
分

に
提

供
さ

れ
な

い
よ

う
な

電
気

通
信

サ
ー

ビ
ス

を
終

了
し

よ

う
と

す
る

場
合

の
ル

ー
ル

の
在

り
方

 

 【
意

見
内

容
】
 

弊
社

で
は

音
声

伝
送

を
行

う
際

、
そ

の
伝

送
に

適
し

た
通

信
サ

ー
ビ

ス
を

選
定

し
、

そ
の

通
信

サ
ー

ビ
ス

に
適

し
た

放
送

機
器

を
購

入
、

導
入

し
て

い
ま

す
。

放
送

機
器

に
つ

い
て

は
、

安
定

的
な

音
声

伝
送

を
行

う
事

が
必

須
で

あ
る

為
、

計
画

的
に

設
備

更
新

を
行

っ
て

お
り

「
通

信
サ

ー
ビ

ス
」
と

「
放

送
機

器
」
は

表
裏

一
体

の
関

係
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

。
し

た
が

い
ま

し
て

、
今

回
の

答
申

（
案

）
で

電
気

通
信

サ
ー

ビ
ス

を
終

了
し

よ
う

と
す

る
場

合
の

、
利

用
者

側
の

立
場

に
立

っ
た

ル
ー

ル
化

の
必

要
性

、
対

象
・
内

容
が

述
べ

ら
れ

て
い

る
事

に
賛

同
す

る
と

共
に

、
 

そ
の

ル
ー

ル
が

今
後

、
同

種
の

サ
ー

ビ
ス

移
行

時
に

電
気

通
信

事
業

者
の

作
業

の
進

め
方

に
反

映
さ

れ
る

事
を

期
待

い
た

し
ま

す
。

 

-1
- 
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意見１７ 



  

別
紙

 
章

 
頁

 
意

見
 

７
．

ア
ク

セ
ス

回
線

に
お

け

る
サ

ー
ビ

ス
の

競
争

環
境

整
備

 

57
 

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】
 

７
．

１
．

２
 具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

）
 

（
４

）
無

電
柱

化
等

に
伴

う
メ

タ
ル

ア
ク

セ
ス

回
線

の
撤

去
に

つ
い

て
 

Ｎ
Ｔ

Ｔ
が

希
望

を
表

明
し

た
「
メ

タ
ル

ケ
ー

ブ
ル

を
再

敷
設

せ
ず

光
や

無
線

を
使

っ
て

提
供

」
す

る
電

気
通

信
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
は

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
日

本
・
西

日
本

に
聴

取
し

た
と

こ
ろ

、
「
無

線
を

利
用

す
る

形
態

と
し

て
は

、
様

々
な

方
法

が
考

え
ら

れ
る

が
、

現
時

点
で

、
（
設

備
構

成
を

含
め

）
具

体
的

な
提

供
方

法
を

決
め

て
計

画
し

て
い

る
も

の
で

は
な

い
」
と

の
回

答
が

示
さ

れ
て

い
る

。
こ

う
し

た
点

を
踏

ま
え

る
と

、
「
メ

タ
ル

ケ
ー

ブ
ル

を
再

敷
設

せ
ず

光
や

無
線

を
使

っ
て

提
供

す
る

」
電

気
通

信

サ
ー

ビ
ス

の
可

否
に

つ
い

て
は

、
光

ＩＰ
電

話
等

へ
の

移
行

が
進

み
、

無
電

柱
化

が
一

定
の

規
模

や
地

域
に

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
当

該
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
内

容

や
設

備
構

成
等

が
示

さ
れ

た
段

階
で

、
改

め
て

そ
の

妥
当

性
・
必

要
性

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

 

【
意

見
】
 

無
線

を
利

用
す

る
0A

B～
J

電
話

サ
ー

ビ
ス

は
、

競
争

環
境

を
毀

損
し

な
い

為
に

も
、

光
ＩＰ

電
話

等
へ

の
移

行
と

関
係

な
く
進

め
る

べ
き

と
提

言
し

ま
す

。
 

そ
の

理
由

は
４

つ
 

（
１

）
 

PS
TN

方
式

が
終

了
す

る
こ

と
に

よ
り

、
現

状
の

設
備

が
用

い
れ

な
く
な

り
競

争
環

境
が

潰
え

て
し

ま
う

 

（
２

）
 

光
IP

電
話

を
進

め
る

場
合

の
『
基

本
料

金
』
が

、
 

ダ
ー

ク
フ

ァ
イ

バ
ー

を
用

い
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
ド

ラ
イ

カ
ッ

パ
ー

を
用

い
る

メ
タ

ル
回

線
よ

り
高

く
な

っ
て

も
、

利
用

者
は

選
択

肢
を

有
せ

な
い

 

（
３

）
 

無
線

を
利

用
す

る
形

態
か

つ
携

帯
電

話
回

線
を

用
い

る
Fi

xe
d-

M
ob

ile
方

式
で

あ
れ

ば
、

 
M

VN
O

事
業

者
（
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

事
業

者
含

む
）
な

ど
N

TT
東

日
本

殿
・
西

日
本

殿
以

外
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

者
の

参
入

も
可

能
と

な
る

 

（
４

）
 

無
線

を
利

用
す

る
形

態
の

う
ち

携
帯

電
話

回
線

で
は

、
定

額
通

話
サ

ー
ビ

ス
が

存
在

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
 

0A
B

～
J

電
話

の
番

号
ポ

ー
タ

ビ
リ

テ
ィ

制
度

が
実

現
す

れ
ば

、
『
通

話
料

金
』
の

価
格

競
争

も
見

込
め

る
 

と
考

え
る

か
ら

で
す

。
 

な
お

、
一

部
の

M
VN

O
事

業
者

か
ら

は
、

既
に

  
03

番
号

（
03

-x
xx

x-
xx

xx
）
  

を
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

契
約

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

03
ス

マ
ホ

 |
 b

-m
ob

ile
 

ht
tp

://
w

w
w

.b
m

ob
ile

.n
e.

jp
/0

3s
um

ah
o/

 
日

本
通

信
株

式
会

社
 

 

こ
れ

は
東

京
23

区
内

に
居

住
せ

ず
と

も
03

番
号

を
使

う
た

め
、

現
状

の
0A

B～
J

電
話

サ
ー

ビ
ス

を
置

き
換

え
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
0A

B～
J

番

号
を

無
線

を
使

っ
て

提
供

し
て

い
る

こ
と

に
変

わ
り

あ
り

ま
せ

ん
。

よ
っ

て
、

こ
の

よ
う

な
サ

ー
ビ

ス
は

許
可

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

“
「
メ

タ
ル

ケ
ー

ブ
ル

を
再

敷
設

せ
ず

光
や

無
線

を
使

っ
て

提
供

す
る

」
電

気
通

信
サ

ー
ビ

ス
の

可
否

に
つ

い
て

”
の

ご
検

討
は

、
早

急
に

着
手

さ
れ

る
べ

き
で

あ
り

、
ま

ず
は

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

殿
・
西

日

本
殿

以
外

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
者

（
Ｋ

Ｄ
Ｄ

Ｉ殿
、

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

殿
、

楽
天

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ズ

殿
な

ど
）
に

も
意

見
聴

取
を

行
わ

れ
ま

す
よ

う
、

提
言

し
ま

す
。
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意見１８ 



（
別
紙
）

 

        
１
／
１
頁

 

章
 

頁
 

意
 
見
 

５
．
 

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の
接
続

ル
ー

ル
の
整
備
 

 ５
．

３
 

「
電

話
を
繋
ぐ

機
能

の
在
り

方
」
 

 ５
．

３
．
２
 

具
体

的
方
向
性

（
考

え
方
）
 

 （
５

）
 

提
供

主
体
に
求

め
ら

れ
る
役
割
 

 

3
6
頁
 

【
答
申
案
】
 

（
５
）
提
供
主
体
に
求
め

ら
れ
る
役
割
 

Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
ら
Ｉ
Ｐ

網
へ
の
移
行
後
に
お
い
て
は
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
」
が
全
て
の
利
用
者
に
電
話
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
こ
と
か
ら
、 

・
 
同
機
能
が
、
事
業
者
の
経
済
合
理
性
の
観
点
の
み
な
ら
ず
、
確
保
す
べ
き
利
用
者
利
益
を
十
分
に
勘
案
し
て
、
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
 

・
 
同
機
能
を
提
供
す
る

通
信
施
設
（
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
等
）
及
び
同
施
設
に
設
置
す
る
通
信
設
備
（
ル
ー
タ
等
）
に
つ
い
て
は
、
適
正
性
・
公
平
性
・

透
明
性
が
確
保
さ
れ

た
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
で
接
続
事
業
者
（
今
後
想
定
さ
れ
る
新
規
参
入
事
業
者
も
含
む
）
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
 

・
 
同
機
能
を
提
供
す
る
通
信
施
設
（
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
等
）
及
び
同
施
設
等
に
設
置
す
る
通
信
設
備
（
ル
ー
タ
や
Ｓ
Ｉ
Ｐ
サ
ー
バ
等
）
に
つ
い
て
の
信

頼
性
等
が
十
分
に
確

保
さ
れ
る
よ
う
、
技
術
基
準
等
に
基
づ
く
維
持
・
管
理
・
運
用
が
な
さ
れ
る
こ
と
 

が
求
め
ら
れ
る
。
 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
が
通
信
施
設
及
び
通
信
設
備
を
提
供
す
る
際
に
は
、
上
記
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
対
応
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
 

 

【
意
見
】
 

「
『
電
話
を
繋
ぐ
機

能
』
を
提
供
す
る
通
信
施
設
及
び
同
施
設
に
設
置
さ
れ
る
通
信
設
備
を
提
供
す
る
事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割
」
の
記
載
内
容
に
つ
い
て

賛
同
す
る
。
 

具
体
的
に
は
，
社
会
経
済
活
動
に
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
電
話
網
に
お
い
て
は
，
IP
網
に
移
行
後
も
，
「
利
用
者
が
，
安
心
し

て
，
I
P
網

に
お
い

て
良
質

・

低
廉
な
サ
ー
ビ
ス
が
享
受
で
き
る
」
に
加
え
「
事
業
者
が
整
備
さ
れ
た
公
正
な
競
争
環
境

下
で
良
質
・
低
廉
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
」
と
い
う
観
点
で
の
取

り
ま
と
め
が
重
要
で
あ
り
，
こ
う
し
た
観
点
を
踏
ま
え
て
「
提
供
主
体
に
求
め
ら
れ
る
役

割
」
が
明
確
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
賛
同
す
る
。
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意見１９ 



1 

(
別
紙
) 

章
 

頁
 

意
見
 

３
．

固
定

電
話

サ
ー

ビ
ス

の
信
頼
性
・
品
質
、
提

供
エ

リ
ア

、
料

金
水

準
の
確
保

 

１
４
頁

 
【
意

見
対
象
箇
所
】
 

３
．
３
 
利
用
者
料
金
規
制
の
在
り
方
 

３
．
３
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

 
 
加
入
電
話
の
移
行
先
と
し
て
今
後
も
契
約
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

光
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
数
、
範
囲
等
か
ら
み
た
利

用
者
利
益
の
影
響
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
行
の
加
入
電
話
と
同
様
に
、
特

定
電
気
通
信
役
務
の
対
象
と
し
て
位
置
づ
け
、
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ

プ
規
制
を
課
す
必
要
が
あ
る
か
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 

な
お
、
光

IP
電
話
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
）
契
約
に
重
畳
し
て
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
光
Ｉ
Ｐ
電
話

に
つ
い
て
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
規
制
を
課
す
場
合
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
）
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
も
特
定
電
気
通
信
役
務
の
対
象
と
し
て
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
規
制
を
課
す
必
要
が
あ
る
か
、
あ
わ
せ
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

 【
意
見
内
容
】
 

ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
（

F
T

T
H
）
サ
ー
ビ
ス
は
、
現
在
、
事
業
者
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
自
己
設
置
に
よ
り
競
争
環
境
の
維
持
・
促

進
が
図
ら
れ
て
お
り
、
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
規
制
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
 
 

 

ま
た
、
光

IP
電
話
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（

F
T

T
H
）
契
約
に
重
畳
さ
れ
て
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
（

F
T

T
H
）
サ
ー
ビ
ス
は
、
前
述
の
と
お
り
競
争
環
境
の
維
持
・
促
進
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
光

IP
電
話
に
対
し
て
も
プ
ラ
イ
ス

キ
ャ
ッ
プ
規
制
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
 



2 

章
 

頁
 

意
見
 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル
の
整
備

 

２
７
頁

 
【
意
見
対
象
箇
所
】
 

５
．
２
 
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
競
争
環
境
整
備
 

５
．

２
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
１
）
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
約
款
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し

 

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ
か
ら
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
あ
た
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
基
幹
的
な
通

信
網
と
し
て
の
性
格
が
一
層
強
ま
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
円
滑

な
移

行
を
進
め
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｏ
Ｉ
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
は
、
音
声
接

続
に
お
け
る
必
要
性
を
考
慮
し
て
、
現
在
設
定
さ
れ
て
い
る
容
量

の
み

な
ら
ず
、
よ
り
小
容
量
の
、
例
え
ば
「
１

G
bp

s」
や
「

1
0
0
M

bp
s」

と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
必
要
と
な
る
。
 

 【
意
見
内
容
】
 

現
状
の
音
声
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
容
量
を
考
慮
す
る
と
、
中
小
事
業
者

に
と
っ
て
は
、

1
0G

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
過
大
な
も
の
で
あ
る

た
め
、「

1G
b
p
s」

や
「

10
0
M

bp
s」

と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
必
要
と
な
る
こ
と
に
賛
同
し
ま
す
。
ま
た
細
か
な
メ
ニ
ュ
ー
設
定
が
で
き
な
い

場
合

に
は
、
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
容
量
に
応
じ
た
ポ
ー
ト
に
係
る
接
続
料
の
設
定
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

 



3 

章
 

頁
 

意
見
 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル
の
整
備

 

２
９
頁

 
【
意

見
対
象
箇
所
】
 

５
．
２
 
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
競
争
環
境
整
備
 

５
．

２
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
３
）
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
オ
ー
プ
ン
化
等
の
接
続
ル
ー
ル
の
検
討
 

 
こ

う
い
っ
た
検
討
に
加
え
て
、
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
の
段
階
を
踏
ま
え
た
接
続
制
度
に
関
し
て
、
接
続
料
の
設
定
単
位
（
従
量
制
・
定
額

制
）
も
含
め
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
ら
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
期
間
中
に
お
け
る
メ

タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
接
続
料
の
算
定
方
法
、
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
後
の

光
Ｉ
Ｐ
電
話
と
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
接
続
料
の
算
定
方
法
等
の
Ｉ
Ｐ
－

Ｉ
Ｐ
接
続
の
接
続
料
算
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
総
務
省
に
お
い
て

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

 
そ
の
際
、
移
行
期
間
中
に
お
け
る
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
に
係
る
接
続
料
算
定
の

在
り
方
に
つ
い
て
も
、
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
検

討
に

当
た
っ
て
は
、
音
声
通
信
に
係
る
接
続
料
算
定
の
対
象
と
す
べ
き

設
備
の
範
囲
等
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
接
続
料
算
定
に

Ｌ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
引
き
続
き
、
接
続
料
原
価

に
お
け
る
非
効
率
性
の
排
除
を
図
り
、
接
続
料
算
定
の
対
象
と
す

る
サ

ー
ビ
ス
や
機
能
の
範
囲
に
つ
い
て
も
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

 【
意
見
内
容
】
 

現
在
、
事
業
者
間
の
意
識
合
わ
せ
の
場
で
検
討
さ
れ
て
い
る

P
S
T

N
か
ら

IP
網
へ
の
移
行
期
間
は
、

2
0
2
1
年
頃
か
ら

2
0
2
5
年
ま
で
要

す
見
込
み
で
あ
り
、
そ
の
期
間
中
は
、
事
業
者
に
よ
っ
て
接
続
先
が

P
S
T

N
と

IP
網
が
混
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

IP
網
へ
の

移
行
に
伴
い
の

P
ST

N
の
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
は
減
少
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
接
続
料
算
定
（

L
R
IC
）
で
は
、
接
続
料
が
高
騰
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
移
行
期
間
中
の

P
S
T

N
・

IP
網
の
接
続
料
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
競
争
環
境
が
維
持
で
き
る
よ
う
接
続

制
度
の
整
備
を
希
望
し
ま
す
。

 



4 

章
 

頁
 

意
見
 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル
の
整
備

 

３
２
頁

 
【
意
見
対
象
箇
所
】
 

５
．
３
 
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
」
の
在
り
方
 

５
．
３
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
２
）「

繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
」
の
設
置
場
所
・
箇
所
数
、
接
続
方
法
等
 

事
業
者
間
協
議
に
お
い
て
は
、「

繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
」
を
東
京
と
大
阪
に
設
置
す
る
こ
と
が
合
理
的
と
確
認
さ
れ
た
。

 

た
だ
し
、
多
様
な
通
信
形
態
に
柔
軟
に
対
応
す
る
観
点
か
ら
は
、
更
な
る
Ｐ
Ｏ
Ｉ
を
設
置
す
る
こ
と
は
排
除
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で

あ
る
。

 

地
域

系
事
業
者
が
経
済
合
理
性
や
信
頼
性
等
の
観
点
か
ら
音
声
呼
の
疎

通
が
多
い
全
国
系
事
業
者
と
地
域
内
の
折
り
返
し
通
信
を
希
望
す

る
場
合
は
、
当
該
地
域
系
事
業
者
の
請
求
に
応
じ
て
相
手
側
事
業
者
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｉ
の
設
置
場
所
の
追
加
や
張
り
出
し
Ｐ
Ｏ
Ｉ
の
設
置
に
つ

い
て
協
議
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

 

 【
意
見
内
容
】
 

地
域
系
事
業
者
や
今
後
の
新
規
参
入
事
業
者
を
考
慮
し
、「

更
な
る

P
O

I
を
設
置
す
る
こ
と
は
排
除
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
」
、「

P
O

I

の
設
置
場
所
の
追
加
や
張
り
出
し

P
O

I
の
設
置
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
必
要
が
あ
る
。」

と
す
る
考
え
に
賛
同
し
ま
す
。

 

 
そ

れ
ら
の
設
置
に
関
す
る
事
業
者
間
の
協
議
に
お
い
て
、
事
業
者
の

規
模
の
差
異
に
よ
っ
て
、
協
議
に
不
公
平
が
生
じ
ぬ
よ
う
総
務
省

殿
に
お
い
て
も
、
協
議
を
注
視
い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
 



5 

章
 

頁
 

意
見
 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル
の
整
備

 

３
３
頁

 
【
意
見
対
象
箇
所
】
 

５
．
３
 
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
」
の
在
り
方
 

５
．
３
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
３
）「

繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
」
ま
で
の
伝
送
路
（
コ
ス
ト
負
担
）
 

「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
」
ま
で
の
伝
送
路
の
コ
ス
ト
負
担
に
関
す
る
二
者

間
協
議
に
あ
た
り
、
各
事
業
者
に
お
い
て
は
「
事
業
者
間
意
識
合

わ
せ
の
場
」
で
の

確
認
を
踏
ま
え
、
電
気
通
信
事
業
法
第

32
条
の
趣
旨
等
に
鑑
み
、
協
議
に
お
け
る
予
見
可
能
性
を
高
め
、
協
議
の
円
滑

化
を

図
る
観
点
か
ら
、
総
務
省
が
策
定
し
た
「
事
業
者
間
協
議
の
円
滑
化
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
に
沿
っ
た
適
切
な
対
応
を
と
る

こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

 

総
務
省
に
お
い
て
も
、
新
た
な
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
」
に
係
る
事
業
者
間
協
議
を
十
分
注
視
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

 【
意
見
内
容
】
 

繋
ぐ
機
能

P
O

I
ま
で
の
伝
送
路
は
、「

P
O

I
設
置
地
域
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
と

P
O

I
非
設
地
域
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
業
者
で
伝
送
距
離
の
長
短
に
よ
る
費
用
の
差
異
に
よ
り
不
公
平
が
生
じ
る
」
こ
と
を
全
事
業
者
が
認
識
し
た
上
で
、
繋
ぐ
機
能

P
O

I
ま

で
の
伝
送
路
費
用
を
接
続
料
原
価
に
含
め
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
ま
す
。
但
し
、
時
間
の
経
過
に
よ
る
不
公
平
が
生
じ
る
こ
と
の
認
識
の

消
失
や
事
業
者
の
規
模
の
差
異
に
よ
っ
て
、
不
公
平
の
解
消
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
、
総
務
省
殿
に
お
い
て
も
、
新
た
な
「
電

話
を
繋
ぐ
機
能
」
に
係
る
事
業
者
間
の
接
続
料
の
交
渉
を
注
視
い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

 



6 

章
 

頁
 

意
見
 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル
の
整
備

 

３
４
頁

 

～
 

３
５
頁

 

【
意

見
対
象
箇
所
】
 

５
．
３
 
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能

」
の
在
り
方
 

５
．
３
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
４
）「

繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
に
係
る
通
信
施
設
・
通
信
設
備
 

②
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
内
の
設
備
構
成
（
技
術
基
準
の
考
え
方
）
 

「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
内
に
設
置
さ
れ
る
通
信
設
備
に
つ
い
て
は
、
当
該
設
備
を
設
置
す
る
事
業
者
間
で
の
責
任
分
界
を
明
確
に

し
た
上
で
、
原
則
と
し
て
設
置
主
体
に
よ
り
技
術
基
準
に
基
づ
く
維
持
・
管
理
・
運
用
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

 

事
業
者
間
で
協
議
さ
れ
た
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
内
の
設
備
構
成
は
下
図
の
と
お
り
で
あ
り
、
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
後
に
お
け
る
各

事
業
者
の

通
信
設
備
は
、「
『
Ｌ
２
ス
イ
ッ
チ
』
を
介
し
た
接
続
」
と
「
『
Ｌ
２
ス
イ
ッ
チ
』
を
介
さ
な
い
（
『
パ
ッ
チ
パ
ネ
ル
』
を
介
し
た
）

接
続
」
が
併
存
し
た
接
続
構
成
と
な
る
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。
事
業

者
間
の
議
論
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、「

繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
内
で

複
数
の
事
業
者
が
利
用
す
る
通
信
施
設
や
通
信
設
備
（
Ｌ
２
ス
イ
ッ
チ
等
）
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
に
よ
り
維
持
・
管

理
・
運
用
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

 

 

【
意
見
内
容
】
 

「
繋

ぐ
機
能

P
O

I
ビ
ル
」
内
の
通
信
施
設
や
通
信
設
備
（

L
2
ス
イ
ッ
チ
等
）
に
つ
い
て
、

N
T

T
東
日
本
・
西
日
本
殿
に
よ
り
維
持
・
管
理
・

運
用
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
賛
同
し
ま
す
。

 

 
「

繋
ぐ
機
能

P
O

I
ビ
ル
」
内
に
設
置
さ
れ
る
通
信
設
備
の
『

L
2
ス
イ

ッ
チ
』
は
、
全
事
業
者
が
繋
が
る
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
」
の
ベ
ー

ス
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
継
続
的
・
安
定
的
な
提
供
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
費
用
に
つ
い
て
は
、『

L
2
ス
イ
ッ
チ
』
に
繋

が
る
全

事
業
者
で
応
分
に
負
担
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
負
担
方
法
は
、
公
平
性
・
透
明
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 

 
そ

の
た
め
、
『

L
2
ス
イ
ッ
チ
』
に
つ
い
て
は
、

N
T

T
東
日
本
・
西
日
本
殿
が
設
置
、
保
有
す
る
こ
と
で
事
業
者
間
の
責
任
分
界
点
を
明

確
に
し
、

N
T

T
東
日
本
・
西
日
本
殿
に
よ
り
維
持
・
管
理
・
運
用
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

 

 
N

T
T
東
日
本
・
西
日
本
殿
に
よ
り
『

L
2
ス
イ
ッ
チ
』
が
提
供
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
自
主
的
な
運
用
に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
法

制
度
の
も
と
で
維
持
・
管
理
・
運
用
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
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章
 

頁
 

意
見
 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル
の
整
備

 

３
６
頁

 
【
意

見
対
象
箇
所
】
 

５
．
３
 
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能

」
の
在
り
方
 

５
．
３
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
５
）
提
供
主
体
に
求
め
ら
れ
る
役
割
 

Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
ら
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
後
に
お
い
て
は
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
」
が
全
て
の
利
用
者
に
電
話
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
た
め
の

基
盤

と
な
る
こ
と
か
ら
、

 

・
 同

機
能
が
、
事
業
者
の
経
済
合
理
性
の
観
点
の
み
な
ら
ず
、
確
保
す
べ
き
利
用
者
利
益
を
十
分
に
勘
案
し
て
、
継
続
的
か
つ
安
定
的
に

提
供
さ
れ
る
こ
と

 

・
 同

機
能
を
提
供
す
る
通
信
施
設
（
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
等
）
及
び
同
施
設
に
設
置
す
る
通
信
設
備
（
ル
ー
タ
等
）
に
つ
い
て
は
、

適
正
性
・
公
平
性
・
透
明
性
が
確
保
さ
れ
た
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
で
接
続
事
業
者
（
今
後
想
定
さ
れ
る
新
規
参
入
事
業
者
も
含
む
）

に
提
供
さ
れ
る
こ
と

 

・
 
同
機
能
を
提
供
す
る
通
信
施
設
（
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
等
）
及
び
同
施
設
等
に
設
置
す
る
通
信
設
備
（
ル
ー
タ
や
Ｓ
Ｉ
Ｐ
サ
ー

バ
等
）
に
つ
い
て
の
信
頼
性
等
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
技
術
基
準
等
に
基
づ
く
維
持
・
管
理
・
運
用
が
な
さ
れ
る
こ
と
 
 
が

求
め
ら
れ
る
。

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
が
通
信
施
設
及
び
通
信
設
備
を
提
供
す
る
際
に
は
、
上
記
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
対
応
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ

る
。

 

 【
意
見
内
容
】
 

 
前
項
 

5.
3
.2

(4
)「

繋
ぐ
機
能

P
O

I
ビ
ル
」
に
係
る
通
信
施
設
・
通
信
設
備
に
お
け
る
意
見
同
様
、「

繋
ぐ
機
能

P
O

I
ビ
ル
」
内
に
設
置

さ
れ
る
通
信
設
備
の
う
ち
全
事
業
者
が
繋
が
る
共
用
設
備
『

L
2
ス
イ
ッ
チ

/
共
用
ル
ー
タ
』
に
つ
い
て
は
、

N
T

T
東
日
本
・
西
日
本
殿
が

設
置
・
保
有
し
、
維
持
・
管
理
・
運
用
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
利
用
料
に
お
い
て
も
、
公
平
性
・
透
明
性
の

確
保
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
制
度
面
の
担
保
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
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章
 

頁
 

意
見
 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル
の
整
備

 

３
６
頁

 
【
意
見
対
象
箇
所
】
 

５
．
３
 
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
」
の
在
り
方
 

５
．
３
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
６
）
そ
の
他
 

「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
」
に
関
し
、
地
域
系
事
業
者
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｎ
と
の
接
続
の
た
め
に
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ

ル
」
内
に
設
置
さ
れ
る
通
信
設
備
の
責
任
主
体
の
あ
り
よ
う
、
コ
ス
ト
負
担
や
事
業
者
間
精
算
等
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
事
業
者
間
協

議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
事
業
者
間
で
は
接
続
ル
ー
ル
に
則
し
た
対
応
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

 

「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
」
を
提
供
す
る
通
信
設
備
及
び
通
信
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
審
議
会
（
電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
及
び
「
電
話

を
繋

ぐ
機

能
等

Ｗ
Ｇ

」
）

が
示
し

た
考
え

方
並

び
に

情
報

通
信

技
術
分

科
会

Ｉ
Ｐ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
設

備
委

員
会

に
お

け
る

技
術
基

準
等

に

つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
を
踏
ま
え
、
十
分
な
信
頼
性
等
の
確
保
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

 

電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
・「

電
話
を
繋
ぐ
機
能
等
Ｗ
Ｇ
」
に
お
い
て
は
、
今
後
も
事
業
者
間
協
議
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
促
し

つ
つ
、「

事
業
者
間
意
識
合
わ
せ
の
場
」
の
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
か
ら
の
報
告
や
各
事
業
者
か
ら
の
意
見
聴
取
等
を
通

じ
て
事
業
者
間
協
議
の
進
捗
状
況
を
随
時
確
認
す
る
と
と
も
に
、
追
加
的
に
検
討
す
べ
き
事
項
が
生
じ
れ
ば
検
討
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

 

 【
意

見
内
容
】
 

「
繋
ぐ
機
能

P
O

I
ビ
ル
内
」
に
設
置
さ
れ
る
通
信
設
備
は
、
全
事
業
者
が
利
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
事

業
者
間
で
通
信
設
備
の
責
任
主

体
の

あ
り
よ
う
、
コ
ス
ト
負
担
や
事
業
者
間
精
算
等
に
つ
い
て
、
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

そ
の
た
め
、
地
域
系
事
業
者
に
限
定
し
た
記
述
で
は
な
く
、
以
下
の
と
お
り
修
正
を
希
望
し
ま
す
。

 

＜
変
更
案
＞

 

「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
」
に
関
し
、

N
T

T
東
日
本
・
西
日
本
の

N
G

N
と
の
接
続
の
た
め
に
「
繋
ぐ
機
能

P
O

I
ビ
ル
」
内
に
設
置
さ
れ
る
通

信
設
備
の
責
任
主
体
の
あ
り
よ
う
、
コ
ス
ト
負
担
や
事
業
者
間
精
算

等
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
事
業
者
間
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
、
事
業
者
間
で
は
接
続
ル
ー
ル
に
則
し
た
対
応
が
な
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。

 

 

ま
た
、
事
業
者
間
の
意
識
合
わ
せ
の
場
に
お
い
て
、「

繋
ぐ
機
能

P
O

I
ビ
ル
」
内
に
設
置
さ
れ
る
通
信
設
備
の
責
任
主
体
の
あ
り
よ
う
、

コ
ス
ト
負
担
や
事
業
者
間
精
算
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
事
業
者
の
規
模
の
差
異
に
よ
っ
て
、
協
議
に
不
公
平
が
生
じ

ぬ
よ
う
総
務
省
殿
に
お
い
て
も
、
協
議
を
注
視
い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
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章
 

頁
 

意
見
 

６
．

Ｉ
Ｐ

網
へ

の
移

行
に

伴
う

電
話

の
競

争
ル

ー
ル
見
直
し

 

４
１
頁

 

～
 

４
２
頁

 

【
意

見
対
象
箇
所
】
 

６
．
１
 
固
定
電
話
の
「
番
号

ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
扱
い
 

６
．

１
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

「
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
は
本
来
的
に
双
方
向
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

 

Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
加
入
電
話
に
よ
る
発
番
が
、
今
後
は
Ｉ
Ｐ
電
話
の
み
に
よ
る
発
番
と
な
り
、
全
て
の
固
定
電

話
利
用
者
が
Ｉ
Ｐ
電
話
を
利
用
す
る
状
況
と
な
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
が
事
業
者
を
変
更
す
る
際
に
自
由
に
番
号
を
持
ち
運
べ
る
こ
と
に

よ
る
競
争
基
盤
と
利
用
者
利
便
を
確
保
す
る
た
め
、

20
1
1
 年

1
2
 月

の
情
通
審
答
申
で
提
言
さ
れ
た
こ
と
等
も
踏
ま
え
る
と
、
固
定
系
Ｉ

Ｐ
電
話
の
「
双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
を
早
期
に
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

ま
た
、

2
0
1
6 
年

12
 
月
の
省
令
改
正
に
よ
り
「
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
優
先
パ
ケ

ッ
ト
識
別
機
能
」
及
び
「
優
先
パ
ケ
ッ
ト
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
伝
送
機

能
」
の
ア
ン
バ
ン
ド
ル
が
実
現
す
る
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
の

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
サ
ー
ビ
ス
（
光
回
線
の
卸
売
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
提
供
を

含
む
。）

に
加
入
し
て
い
る
利
用
者
が
、
光
Ｉ
Ｐ
電
話
（
０
Ａ
Ｂ
～
Ｊ

 Ｉ
Ｐ
電
話
）
の
事
業
者
を
変
更
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

 

そ
の
際
に
、
利
用
者
が
元
の
電
話
番
号
を
持
ち
運
べ
る
こ
と
を
担
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
と
競
争
事
業
者
で

提
供
条
件
の
公
平
性
が
図
ら
れ
、
公
正
な
競
争
環
境
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
、
固
定
系
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
け
る
「
双
方
向
番
号

ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 【
意
見
内
容
】
 

双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
、
片
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
内
容
・
時
期
に
つ
い
て
は
、
手
戻
り
に
よ
る
事
業
者
の
負
担

増
に
繋
が
る
こ
と
が
な
い
よ
う
検
討
の
上
、
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

 

 
ま
た
、
双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
番

号
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ほ
か
、
各
事
業
者
の
顧
客
管
理
・
受
付
等
の

シ
ス
テ
ム
や
運
用
に
つ
い
て
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
中
小
事
業
者
や
新
規
参
入
事
業
者
に
と
っ
て
過

度
な
負
担
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
費
用
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
の
検
討
も
必
要
と
考
え
ま
す
。
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章
 

頁
 

意
見
 

６
．

Ｉ
Ｐ

網
へ

の
移

行
に

伴
う

電
話

の
競

争
ル

ー
ル
見
直
し

 

４
６
頁

 

～
 

４
７
頁

 

【
意

見
対
象
箇
所
】
 

６
．
２
 
 マ

イ
ラ
イ
ン
機
能
・
中
継
選
択
機
能
等
の
扱
い
 

６
．

２
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
１
）
マ
イ
ラ
イ
ン
機
能
の
扱
い
 

メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
に
関
し
て
は
、
事
業
者
に
お
い
て
は
、
現
在
も
一
定
規
模
の
登
録
数
を
有
す
る
マ
イ
ラ
イ
ン
の
顧
客
基
盤
（
タ
ッ
チ

ポ
イ
ン
ト
）
を
確
保
す
る
等
の
観
点
か
ら
、
マ
イ
ラ
イ
ン
代
替
機
能
と
し
て
次
の
よ
う
な
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 

①
 
「
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話

の
通
話
サ
ー
ビ
ス
卸
」（

Ｎ
Ｔ
Ｔ
）

 

②
 
現
在
の
加
入
者
交
換
機
（
マ
イ
ラ
イ
ン
機
能
に
係
る
部
分
に
限
る
）
を
、
移
行
後
（

20
2
5
 
年
頃
以
降
）
も
一
定
期
間
、
継
続
的
に

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
マ
イ
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
簡
便
な
形
で
の
継
続
提
供
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
）

 

 
 
マ
イ
ラ
イ
ン
又
は
代
替
機
能
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
や
コ
ス

ト
等
を
踏
ま
え
て
検
討
・
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
上
記
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の
コ
ス
ト
を
早
期
に
明
ら
か

に
し
た
上
で
、
具
体
的
な
提
案
で
あ
る
①
と
②
に
つ
い
て
事
業
者

間
協
議
を
速
や
か
に
進
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
り
、
本
審
議
会
（
電
話

網
移
行
円
滑
化
委
員
会
）
と
し
て
は
、
速
や
か
な
事
業
者
間
協
議

を
促
し
つ
つ
、
事
業
者
間
協
議
の
進
捗
状
況
を
随
時
確
認
し
な
が
ら
審
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

 

マ
イ
ラ
イ
ン
機
能
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
の
認
可
接
続
約
款
に
基
づ
き
、
適
正
性
・
公
平
性
・
透
明
性
が
確
保
さ
れ

た
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
で
接
続
事
業
者
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
仮
に
マ
イ
ラ
イ
ン
機
能
を
廃
止
し
て
、
マ
イ
ラ
イ
ン
代

替
機
能
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
が
提
供
す
る
と
す
る
場
合
に
は
、
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
通
話
サ
ー
ビ
ス
卸
に
つ
い
て
、
現
行
制
度
で

は
、
そ
の
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
に
関
し
て
は
、
裁
定
制
度
以
外
に
規
律
的
な
制
度
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
適
正
性
・
公

平
性
・
透
明
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
適
切
な
規
律
を
課
す
必
要
が
な
い
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 

【
意
見
内
容
】
 

マ
イ
ラ
イ
ン
代
替
機
能
と
し
て
、

 

①
 
「
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
通
話
サ
ー
ビ
ス
卸
」

 

②
 
現
在
の
加
入
者
交
換
機
（
マ
イ
ラ
イ
ン
機
能
に
係
る
部
分
に
限
る
）
を
、
移
行
後
（

20
2
5
 
年
頃
以
降
）
も
一
定
期
間
、
継
続
的
に

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
マ
イ
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
簡
便
な
形
で
の
継
続
提
供

 

を
事
業
者
間
協
議
お
よ
び
電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
に
お
い
て
審
議
を
進
め
る
こ
と
に
賛
同
い
た
し
ま
す
。

 

マ
イ
ラ
イ
ン
代
替
機
能
の
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
適
正
性
・
公
平
性
・
透
明
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
制
度
的
な
担
保
を
希
望
し
ま
す
。
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章
 

頁
 

意
 

見
 

４
 

1
8
,
1
9 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

４
．
１
．
２
 
（
１
）

③
サ
ー

ビ
ス

終
了

時
期
・

移
行
ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

作
成
、

⑥
そ
の
他
各
利
用
業
界
と
の
調
整
 

【
意
見
内
容
】
 

Ｉ
Ｎ
Ｓ
ネ
ッ
ト
（

デ
ィ

ジ
タ

ル
通

信
モ

ー
ド

）
の

終
了

に
伴

う
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
日
本
・
西
日
本
（
以
下
、
両
社
を
あ
わ
せ
て
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
」

と
い
う
。
）
の
補
完
策

に
つ
い

て
は

、
今

後
、

各
業

界
団
体

等
に

よ
る

検
証

結
果
が
（
本
年
３
月
ま
で
に
）
順
次
公
表
さ
れ
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
（
平
成

2
8
年

10
月

2
5
日

 第
４

回
利

用
者
保
護

Ｗ
Ｇ

「
資

料
 
利
４

－
３
」
を
参
照
）。

 

今
回
の

一
次
答
申

案
に

お
い

て
は

、
「

Ｎ
Ｔ

Ｔ
に

よ
る

取
組

の
進

捗
状

況
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
・
「
利

用
者
保
護
Ｗ
Ｇ
」
に
お

い
て
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
か

ら
の
報

告
や
各
利

用
団

体
・
企

業
か

ら
の
意
見
聴
取
等
を
通
じ
て
随
時
確
認
す
る
」
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
が
、
補
完
策
の
検
証

結
果

の
公

表
を
は

じ
め
と
す

る
Ｎ

Ｔ
Ｔ

の
取
組

の
進
捗
に
つ
い
て
は
、
電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
・「

利

用
者
保
護
Ｗ
Ｇ
」
を
実

際
に
開

催
し

て
Ｎ

Ｔ
Ｔ
か

ら
の
報
告

を
受

け
、
そ

れ
に
対

す
る
各
業
界
団
体
等
の
意
見
も
踏
ま
え
、
十
分
な
議
論

を
積
み
重
ね
た
う
え

で
、
Ｉ
Ｎ

Ｓ
ネ

ッ
ト
（

デ
ィ

ジ
タ
ル
通

信
モ

ー
ド

）
の
サ

ー
ビ
ス
終
了
時
期
・
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
い
た
だ

き
た
い
。
 

【
理
由
】
 

銀
行
業
界
は
、
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ッ

ク
バ

ン
キ

ン
グ

や
フ

ァ
ー

ム
バ

ン
キ

ン
グ
等
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
デ
ィ
ジ

タ
ル
通
信
モ
ー
ド
等
の

Ｉ
Ｐ
網

へ
の

移
行

に
伴
い

終
了
す
る

サ
ー

ビ
ス

を
使
用

し
て
い
る
。
 

仮
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
各

業
界

団
体

等
と

の
間

で
個

別
に

Ｉ
Ｐ

網
へ

の
移

行
に

向
け
た
議
論
を
重
ね
た
場
合
に
は
、
各
業
界
団
体
等
は
他
の

業
界
団
体
等
の
意
見

を
俯
瞰
で

き
な

い
こ

と
と
な

る
が
、
本

来
、
Ｉ

Ｐ
網
へ

の
移
行
に
当
た
っ
て
各
業
界
団
体
等
は
各
々
の
利
用
者
へ
の

広
範
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
お

り
、

必
要

に
応
じ

て
、
各
業

界
団

体
と

足
並
み

を
揃
え
た
対
応
が
必
要
と
な
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
各
業

界
団

体
等

が
オ

ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し

て
出

席
す

る
電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
・「

利
用
者
保
護
Ｗ
Ｇ
」
を
実

際
に
開
催
し
、
移
行
に

伴
い
終

了
す

る
サ

ー
ビ
ス

の
終
了
時

期
・
移

行
ス

ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
議
論
・
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

た
め
。
 

以
 

上
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様式 

 
意見書 

 
平成 29 年 2 月 23 日 

 
 
情報通信審議会 
電気通信事業政策部会長 御中 
 
 

                                      
郵便番号 130-0015 

住所  東京都
とうきょうと

墨田区
す み だ く

横網
よこあみ

2
２

丁目
ちょうめ

6
６

番 2 号
ば ん ２ ご う

 
氏名 ブラステル 株式

かぶしき

会社
がいしゃ

 
代表 E

だいひょう

AAE取締役 E

とりしまりやく

A AE川合 E

か わ い

AAE健司 E

け ん じ

 
電話番号 ＊＊＊＊＊＊ 

 
 

意見書問い合わせ先 ＊＊＊＊＊＊ 

電話番号 ＊＊＊＊＊＊ 

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ ＊＊＊＊＊＊ 

 
 
 
「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP 網のあるべき姿～（案）」に関し、別紙の

とおり意見を提出します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意見２１ 
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別紙 

章 項 意見 

６．２ マイライン機

能・中継選択機能等の

扱い 
 

【意見対象箇所】 
６．２．２ 具体的方向性（考え方） 
 
（２）中継選択機能（中継電話・国際電話）等の扱い 
メタルＩＰ電話における「００ＸＹ番号を用いた中継選択機能」

に関しては、「事業者選択可能性」の確保の観点から、事業者のニ

ーズや本機能を具備するためのコスト等を踏まえつつ、その必要

性等について、事業者間協議を進める必要がある。 
 
メタルＩＰ電話における「００ＸＹ番号を用いた付加サービス」

及び「０ＡＢ０番号を用いた付加サービス」に関しては、利用者

利便の確保の観点を踏まえつつ、サービスの実現のための費用負

担の在り方等について、事業者間協議を進める必要がある。 
光ＩＰ電話における「００ＸＹ番号を用いた中継選択機能」に関

しては、特に国際電話については、対地毎に利用者料金も多様で

あるが、 
 
・ メタル電話と光ＩＰ電話の国際通話料金を比較した場合に後者

が相当程度低廉な料金であること 
 
・ 光ＩＰ電話においてはＮＴＴ東日本・西日本以外の事業者も国

内通話・国際通話・付加機能も含めてトータルでサービスを提供

しており、利用者は各社のトータルサービスを比較して事業者を

選択していると考えられることから、現時点では、直ちに実装す

ることの必要性が明確になっていない状況である。 
 
このため、メタルＩＰ電話への移行の動向や国際電話を巡る利用

状況を注視しながら、その必要性について、引き続き事業者間協

議を進める必要がある。 
 
光ＩＰ電話における「００ＸＹ番号を用いた付加サービス」に関

しては、ＩＰ網への移行後の音声通信市場の動向、利用者利便の

確保の観点、本機能を具備するためのコスト等を踏まえつつ、そ

の必要性等について、事業者間協議を進める必要がある。 
ＩＰ網への移行に伴うこれらのサービスの扱いを踏まえ、電気通

信番号の適正な利用の観点から、必要な規定を整備するとともに、
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利用者への周知等についての検討を行うことが適当である。 
【意見内容】 
既設の PSTN から IP 網への移行に際し、PSTN マイグレーショ

ンに係る関係事業者間の意識合わせの場では「ルーチング方式」

「信号条件」について議論が行なわれております。 
 
その席上にて NTT 東西殿からは、以下の考え方であることの説明

がありました。 
 
①「固定電話」上での通話料金の競争から、ブロードバンドやモ

バイルといった回線単位でお客様を獲得する競争へと大きく変化

し、通話料金だけを競争する意義は乏しくなっており、今後５年

先、１０年先を展望すると、当社としては IP 網で多額のコストを

かけてまで「マイライン／中継選択機能」を具備すべきでない。 
 
 
②サービス提供事業者が発信事業者の立場にあるＮＴＴ東西に対

して００ＸＹ／０ＡＢ０番号によるルーチング等の新たな開発や

ＮＴＴ東西による料金回収等を要望する場合は、ＮＴＴ東西とし

ては、サービス提供事業者に対して当該開発・運用に要する費用

の全額負担を求める考え。 
 
 
今回のマイグレーション議論は、NTT 殿 PSTN における中継交換

機等の維持限界に伴い、IP 網へ移行するものです。NTT 東西殿の

都合であるマイグレーションにおいて利用者への影響や競争環境

への影響は最小限にすべきであることは当然であることから、 
「マイライン／選択中継機能」を IP 網にて NTT 殿が引き続き具

備することは当然です。 
また、且つ移行に伴う諸々の費用は NTT 東西殿が負担すべきと考

えます。 
 
 
弊社は選択中継サービスを展開するにあたり、既に費用を NTT 東

西殿にお支払しております。 
PSTN から IP 網への移行に伴い、サービス提供事業者に新たなコ

ストの負担を求める事には納得致しかねます。 
 
NTT 東西殿の利用者数は最も多く、「マイライン／選択中継機能」 
は利用者の選択肢並びに利便性を増やすだけでなく、他事業者と
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NTT 東西殿の利用者を結びつける接点でもありました。 
現在、NTT 東西殿のひかり電話からは「マイライン／選択中継サ

ービス」は利用できません。光 IP 電話の利用者数が増えていく中

で、この現状は利用者の利便性並びに選択肢を狭めていると考え

ます。 
ひかり電話から中継事業者に接続するサービスは既に 0570 や

0120 等で行なわれていることから、ひかり電話網での実現は可能

であると理解しております。 
 
多くの利用者を抱え、第一種指定事業者である NTT 東西殿は、ひ

かり電話からも「マイライン／選択中継サービス」の利用を可能

とし、IP マイグレーション後においてもユーザ利便と競争環境を

維持することが必要だと考えます。 
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様式 

 
意見書 

 
平成 29 年 2 月 23 日 

 
 
情報通信審議会 
電気通信事業政策部会長 御中 
 
 

                                      
郵便番号 130-0015 

住所  東京都
とうきょうと

墨田区
す み だ く

横網
よこあみ

2
２

丁目
ちょうめ

6
６

番 2 号
ば ん ２ ご う

 
氏名 ZIP Telecom 株式

かぶしき

会社
がいしゃ

 
代表 E

だいひょう

AAE取締役 E

とりしまりやく

A AE川合 E

か わ い

AAE健司 E

け ん じ

 
電話番号 ＊＊＊＊＊ 
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電話番号 ＊＊＊＊＊ 

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ ＊＊＊＊＊ 

 
 
 
「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP 網のあるべき姿～（案）」に関し、別紙の

とおり意見を提出します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意見２２ 
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別紙 

章 項 意見 

5.NGN の接続ルール

の整備 
 

【意見対象箇所】 
５．３．１ 現状とＩＰ網への移行等に伴う課題 
ＰＳＴＮにおいて多段接続を可能とするＮＴＴ東日本・西日本の

交換機が提供している「ハブ機能」については、 
 
・ 複数の接続事業者がＮＴＴ東日本・西日本の交換機を経由して

互いの設備同士を接続させることにより、ＮＴＴ東日本・西日本

の交換機が接続事業者間の音声呼の疎通を媒介する 
 
・ ＮＴＴ東日本・西日本のＰＯＩは各都道府県単位で設置されて

いるため、接続事業者は最寄りのＰＯＩまで音声呼を伝送すれば、

全ての事業者と接続することができるという役割を果たしてき

た。 
 
しかしながら、ＮＴＴは、中継交換機等が維持限界を迎えること

により、ＩＰ網への移行後は「ハブ機能」を具備しないことを表

明している。 
 
【意見内容】 
NTT 殿は従前より、PSTN にて「電話を繋ぐ機能の提供」の一環

として「ハブ機能」を担ってきました。 
 
ネットワーク外部性を有する電話市場において、多くのユーザを

抱え、市場支配的なトラヒックをもつ NTT 東西殿の網に拒否され

ること無く接続することは、競争事業者が市場参入するために必

須です。 
 
また、比較的小規模となる競争事業者がネットワークを構築し、

維持運営コストを下げることは、参入のハードルを下げ、新規参

入者を増やし、健全な競争環境を維持する等の意味において必要

とされるものです。 
 
このようにして競争環境を維持し、多様なサービス競争を生むこ

とで消費者利益につなげるために、制度的担保として NTT 東西殿

のネットワークに開放義務を課してきたものと理解しています。 
技術が変わり、PSTN から IP になったとしても、上記の電話の競
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争状況は変わっておりません。 
いまだに NTT 東西殿は最も多くのユーザを抱え、競争事業者にと

って最も重要な接続先ネットワークです。また、IP 化にしようと

も小規模事業者にとって接続にかかるコスト負担は大きく、経済

合理性は常に求められています。 
 
そのため、IP 網移行後においても PSTN にて同機能を担ってきた

NTT 殿の役割が終わるものではないと考えます。 
 
IP 網移行後、繋ぐ機能 POI ビル内における事業者間接続では、

NTT 殿が引き続き IP ネットワークにおける「ハブ機能」を提供

することが望ましく、同機能は「第一種指定電気通信設備」とし

て維持運営されていくことが「公平性」「透明性」という観点から

も望ましい在り方と考えます。 
 
事業者間協議の場であります「PSTN マイグレーション」の場で

は、繋ぐ機能 POI ビル内での事業者間接続について「パッチパネ

ルを介した直接接続」と「共用 L２スイッチ接続」を用いた接続

形態が議論のためのモデルとして議論されました。 
しかしながら、この議論では、具体的な機器の動作や接続方法を

踏まえた議論も行なわれていないことから明らかなように、2 方

式（概念的なネットワークモデル）をとりあげた比較議論にとど

まっており、「具体的な機器構成の妥当性」やアンバンドルの可能

性を考慮した「具体的な接続方式議論」については別途議論とす

ることと整理され、議論が行なわれていない認識です。 
 
すなわち、つなぐ機能の議論で行われた議論は方式議論が網羅・

俯瞰的に行われたものではない認識です。 
 
そのため、今後は、総務省殿の議論の場ではこれまで行なわれな

かったアンバンドルの可能性を踏まえて再度議論する必要があり

ます。 
 
具体的には、これまでの PSTN のネットワークと同じネットワー

ク形態をとる方式、すなわち、各接続事業者が NTT 東西殿の事業

者接続用ルータ（GW ルータ）のポートに接続することにより、

NTT 東西殿だけでなく接続事業者とのトラヒック交換も同時に

実現可能である方式について、これを実現すべく、議論していく

べきです。 
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「「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後のＩＰ網のあるべき姿～（案）」

に関し、別紙のとおり意見を提出します。 

 

意見２３ 



1 
                

章
 

頁
 

意
見
 

１
．
 基

本
的
な

考

え
方
 

 

2
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

・
・
・
本
委
員
会
に
お
い
て
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
ら
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
て
、「

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
の
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
の
役
割
」
、「

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

構
造

の
変
化
」
、「

技
術
・
市
場
の
動
向
」
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
20
1
1
 年

1
2 
月
の
情
報
通
信
審
議
会
（
情
通
審
）
答
申

で
示
し
た
「
継
続
性
」「

予

見
性
・
透
明
性
」「

発
展
性
・
柔
軟
性
」
に
、
「
経
済
性
・
簡
便
性
」
を
加
え
た
４
つ
の
基
本
的
視
座
に
基
づ
き
、
個
別
課
題
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。
 

【
意
見
内
容
】
 

・
個
別
課
題
の

検
討
を
行
う
に
あ
た
り
、
大
手
事
業
者
等
の
特
定
の
事
業
者
の
意
見
だ
け
で
な
く
、「

繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
」
ま
で
の
伝
送
路
の
コ
ス
ト
負
担

に
関
す
る
私

共
の
よ
う
な
中
小
事
業
者
の

意
見
も
聞
き
取
り
し
な
が
ら

、
様
々
な
議
論
を
行
っ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
は
、
業
界
の

健
全
な
発
展
の
う
え

で
も
適
切
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
 

・
そ
の
た
め
今

後
の
検
討
に
あ
た
っ
て
も
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
大
手
事
業

者
等

だ
け
で
な
く
中
小
事
業

者
の
意
見
も
踏
ま
え
、
幅
広

く
意
見
を
取
り
入
れ

ご
検
討
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
致
し
ま
す
。
 

別
 紙

 
  
 



2 
 ５

．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の

接
続
ル
ー
ル
の

整
備
 

2
7 頁
 

５
．
２
 
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
競
争
環
境
整
備
 

５
．
２
．
２
 

具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
１
）
Ｎ
Ｇ
Ｎ

の
接
続
約
款
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
 

【
意
見
対
象
箇

所
】
 

Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
ら
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
あ
た
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
基
幹
的
な
通
信
網
と
し
て
の
性
格
が
一
層
強
ま
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
円
滑
な
移
行
を
進

め
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｏ
Ｉ
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
は
、
音
声
接
続
に
お
け
る
必
要
性
を
考
慮
し
て
、
現
在
設
定
さ
れ
て
い
る
容
量
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
小
容

量
の
、
例
え
ば
「
１
G
bp
s
」
や
「
1
00
M
b
ps
」
と
い
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
が
必
要
と
な
る
。
 

【
意
見
内
容
】
 

・
今
後
、
音
声
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
だ
け
に
Ｎ
Ｇ
Ｎ
と
接
続
す
る
事
業
者
が
多
数
出
現
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
現
行
の

1
0
Gb
p
s
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
だ

け
で
な
く
、
1
G
b
ps

や
1
0
0
Mb
p
s
な
ど
利
用
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
必
要
と
の
考
え
に
賛
同
致
し
ま
す
。
 

・
ま
た
Ｉ
Ｐ
網

に
移
行
後
は
、
Ｉ
Ｇ
Ｓ
接
続
機
能
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
殿
の
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
網
か
ら
ひ
か
り
電
話
網
に
接
続
す
る
機
能
）
が
廃
止
さ
れ

る
一
方
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
と
接
続
す
る
た
め
に
従
来
の
中
継
局
接
続
機
能
に
加
え
て
、
後
述
の
共
用
通
信
設
備
（
Ｌ
２
ス
イ
ッ
チ
等
）
を
介
し
て
の
接
続
機
能

が
追
加
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
接
続
に
使
用
す
る
設
備
は
、
今
後
の
技
術
変
化
を
踏
ま
え
て
、
将
来
的
に
は
変
更
の
可

能
性
に
つ
い

て
も
考
慮

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 



3 
 ５

．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の

接
続
ル
ー
ル
の

整
備
 

3
5
頁
 

 

（
４
）「

繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
に
係
る
通
信
施
設
・
通
信
設
備
 

②
 
「
繋

ぐ
機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
内
の
設
備
構
成
（

技
術
基
準
の
考
え
方
）
 

【
意
見
対
象
箇

所
】
 

事
業
者
間
で
協
議
さ
れ
た
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
内
の
設
備
構
成
は
下
図
の
と
お
り
で
あ
り
、
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
後
に
お
け
る
各
事
業
者
の
通
信

設
備

は
、
「
『
Ｌ
２
ス
イ
ッ
チ
』
を
介
し

た
接
続
」
と
「
『
Ｌ
２
ス
イ
ッ
チ
』
を
介
さ
な
い
（
『
パ
ッ
チ
パ
ネ
ル
』
を
介
し
た
）
接
続
」
が
併
存
し
た
接
続

構
成
と
な
る
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。
事
業
者
間
の
議
論
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
内
で
複
数
の
事
業
者
が
利
用
す
る
通
信
施

設
や
通
信
設
備
（
Ｌ
２
ス
イ
ッ
チ
等
）
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
に
よ
り
維
持
・
管
理
・
運
用
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
 

【
意
見
内
容
】
 

・
「

繋
ぐ

機
能

Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ

ル
」
内
に
設
置
さ
れ
る
通
信
設
備
（
Ｌ
２
ス
イ
ッ
チ
等
）
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
殿
が
維
持
・
管
理
・
運
営
を
行
う
と
の

考
え
方
に
、
賛
同
致
し
ま
す
。
 

こ
の
Ｌ
２
ス
イ
ッ
チ
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
殿
が
こ
れ
ま
で
提
供
し
て

き
た
「
ハ
ブ
機
能
（
事
業
者
が
最
寄
り
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
殿

の
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ま
で
音
声
呼
を
伝
送
す
れ
ば
、
 
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
殿
の
交
換
機
を
経
由
し
、
全
て
の
事
業
者
と
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
」
と
同

様
の
機
能
を
提
供
で
き
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
Ｌ
２
ス
イ
ッ
チ
に
全
て
の
事
業
者
が
接
続
し
ま
す
が
、
こ
こ
を
流
れ
る
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
は
最
大
の

利
用
者
を
保
有
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本

殿
と
各
事
業
者
間
が
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
殿

が
Ｌ
２
ス
イ
ッ
チ
の
維
持
・
管
理
・
運
営
を
行
う
こ
と
が
合
理
的
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
 

・
次
に
従
来
の

「
ハ
ブ
機
能
」
は
、
法
制
度
に
沿
っ
て
接
続
約
款
に
基
づ
き
公
平
に
提
供
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
故
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
な

い
地
方
事
業
者
に
お
い
て
も
比
較
的
容
易
に
電
話
事
業
に
参
入
で
き
た
も
の
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
 

ハ
ブ
機
能
に
代
わ
る
Ｌ
２
ス
イ
ッ
チ
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
性
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
特
定
事
業
者
の
個
別
利
害
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
中

立
性
・
公
平
性
・
客
観
性
・
透
明
性
・
信
頼
性
・
継
続
性
が
強
く
求
め
ら
れ
ま

す
。
従
っ
て
、
従
前
の
「
ハ
ブ
機
能
」
同
様
、
行
政
当
局
に
よ
る
一
定

の
監
視
・
チ
ェ
ッ
ク
の
下
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
 



4 
     ５

．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の

接
続
ル
ー
ル
の

整
備
 

3
6
頁
 

（
６
）
そ
の
他
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
」
に
関
し
、
地
域
系
事
業
者
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｎ
と
の
接
続
の
た
め
に
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
内
に
設
置
さ
れ

る
通

信
設

備
の
責
任
主
体
の
あ
り
よ
う
、
コ
ス
ト
負
担
や
事
業
者
間
精
算
等
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
事
業
者
間
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
事

業
者
間
で
は
接
続
ル
ー
ル
に
則
し
た
対
応
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
 

【
意
見
内
容
】
 

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
殿
の
Ｎ
Ｇ
Ｎ
と
の
接
続
の
た
め
に
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
内
に
設
置
さ
れ
る
通
信
設
備
は
、
地
域
系
事
業
者
の
た
め
だ

け
に
用
意
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
全
て
の
事
業
者
に
関
連
す
る
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク

が
流
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
系
事
業
者
の
利
用
に
限
定
す

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

・
ま
た
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
の
中
で
も
全
て
の
事
業
者
が
接
続
す
る
Ｌ
２
ス
イ
ッ
チ
の
コ
ス
ト
負
担
は
、
公
平
性
の
担
保
の
観
点
か
ら
、
全
事
業

者
が
利
用
実
績
に
て
応
分
負
担
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
 



5 
  ６

．
Ｉ
Ｐ
網
へ
の

移
行

に
伴

う
電

話
の

競
争

ル
ー

ル
の
見
直
し
 

4
2
頁
 

 

６
．
１
 
固
定
電
話
の
番
号
ポ

ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
扱
い
 

６
．
１
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

【
意
見
対
象
箇

所
】
 

・
・
・
こ
う
し
た
方
向
性
を
踏
ま
え
、
固
定
系
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
け
る
「
双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
導
入
の
た
め
に
、
事
業
者
間
に
お
い
て
は
、

す
で

に
策

定
さ
れ
て
い
る
技
術
標
準
に
加
え
、
実
現
に
係
る
費
用
、
費
用
負
担
の
在
り
方
（
中
小
事
業
者
の
負
担
の
在
り
方
を
含
む
）、

運
用

方
法
、
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
扱
い
、
及
び
適
用
す
る
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能
等
に
つ
い
て
の
詳

細
検
討
を
早
期
に
行
い
、
審
議
会
（
電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
）
で
の

審
議
に
合
わ
せ
て
一
定
の
と
り
ま
と
め
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
 

【
意
見
内
容
】
 

・
双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
電
話
を
つ
な
ぐ
機
能
（
Ｅ
Ｎ
Ｕ
Ｍ
等
）
と
は
別
に
、
各
事
業
者
に
割
り
当
て
ら
れ
た
番
号
を

管
理
（
他
事
業
者
と
の
間
で
の
転
出
・
転
入
受
付
等
）
す
る
仕
組
み
（
シ
ス
テ

ム
）
を
必
ず
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
番
号
管
理
業
務
は

割
り
当
て
ら
れ
た
番
号
規
模
の
大
小
に
違
い
は
な
く
、
当
社
の
よ
う
に
規
模
の
小
さ
い
事
業
者
ほ
ど
そ
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
負
担
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
０
Ａ
Ｂ
－
Ｊ
電
話
を
提
供
す
る
事
業
者
は
携
帯
な
ど
に
比
べ
て
は
る
か
に
多
く
存
在
し
、
こ
の
よ
う
な
中
で
各
社
が
バ
ラ
バ
ラ
に
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
の
は
、
経
済
合
理
性
や
運
用
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
非
効
率
と
な
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
業
界
全
体
が
一
体
と
な
っ
て
運
用
で
き
る
よ
り
効
率
的
な
シ
ス
テ

ム
の
検
討
・
構
築
を
行
う
方
向
性
が
望
ま
し
く
、
か
つ
そ
の
結
果
は
、

ユ
ー
ザ
の
利
便
性
向
上
や
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
 

・
さ
ら
に
、
シ

ス
テ
ム
構
築
の
在
り
方
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
機
能
面
や
利
便
性
、
経
済
性
や
運
用
面
だ
け
で
な
く
、
事
業
者
の
参
入
や
撤
退
の

場
合
に
お
い
て
も
双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
を
持
続
的
に
提
供
で
き
る
こ
と
に
も
考
慮
し
た
仕
組
み
や
制
度
的
な
担
保
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
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意見２４ 



こ
の
度
は

「「
固
定
電
話
網
の
円
滑
な
移
行
の
在
り
方
」
一
次
答
申
～
移
行
後
の

IP
網
の
あ
る
べ
き
姿
～
（
案
）」

に
関
し
、
意
見
提
出
の
機
会
を
い
た
だ
き
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

下
記
の
と

お
り
、
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
取
り
計
ら
い
の
程
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 

章
 
 

頁
 
 

意
 
見
 
 

4
. 

移
行

に
伴

い
終

了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等

に
関

す
る

利
用

者

利
益

の
保

護
 

 1
7

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

(１
) 

ＩＮ
Ｓ

ネ
ッ

ト
（デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

モ
ー

ド
）
の

終
了

に
伴

う
対

応
 

電
話

網
移

行
円

滑
化

委
員

会
の

下
に

設
置

し
た

「利
用

者
保

護
Ｗ

Ｇ
」に

お
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
、

ＩＮ
Ｓ

ネ
ッ

ト
（デ

ィ
ジ

タ
ル

通

信
モ

ー
ド

）の
終

了
に

向
け

た
対

応
を

議
題

と
し

て
、

｢①
代

替
案

等
の

提
供

条
件

の
検

証
｣、

｢②
補

完
策

等
の

検
証

環
境

の

提
供

｣、
｢③

サ
ー

ビ
ス

終
了

時
期

・
移

行
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
策

定
｣、

｢④
周

知
・
移

行
の

促
進

に
向

け
た

対
応

｣、
｢⑤

Ｎ
Ｔ

Ｔ
の

体

制
整

備
｣の

５
つ

の
項

目
に

つ
い

て
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
及

び
関

係
団

体
・企

業
の

同
席

の
も

と
、

委
員

か
ら

の
Ｎ

Ｔ
Ｔ

に
対

す
る

質
問

・指
摘

や
関

係
団

体
・
企

業
か

ら
の

意
見

聴
取

3
7

を
通

じ
て

検
討

を
行

っ
た

。
 

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・西
日

本
が

、
｢補

完
策

（
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
上

の
デ

ー
タ

通
信

）｣
の

提
供

可
否

を
｢可

能
で

あ
れ

ば
2
0
16

 年
度

内
｣

に
、

ま
た

、
当

該
補

完
策

の
提

供
開

始
時

期
及

び
ＩＮ

Ｓ
ネ

ッ
ト

（デ
ィ

ジ
タ

ル
通

信
モ

ー
ド

）の
終

了
時

期
を

｢可
能

な
限

り
2
0
1
7 

年
度

の
早

い
時

期
｣に

、
そ

れ
ぞ

れ
公

表
す

る
な

ど
の

考
え

を
表

明
し

て
い

る
こ

と
も

踏
ま

え
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
と

し
て

は
、

次
の

点
に

留

意
し

て
対

応
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

 

 【
意

見
内

容
】 

関
係

企
業

・団
体

の
意

見
も

踏
ま

え
、

N
T
T

が
実

施
す

べ
き

対
応

を
検

討
し

、
実

際
の

ア
ク

シ
ョ

ン
に

繋
げ

ら
れ

た
こ

と
は

、
大

き
な

成
果

で
あ

っ
た

と
考

え
る

。
 

4
. 

移
行

に
伴

い
終

了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等

に
関

す
る

利
用

者

利
益

の
保

護
 

 1
8

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

①
 代

替
案

等
の

提
供

条
件

の
検

証
 

・
各

代
替

案
が

有
す

る
品

質
・
コ

ス
ト

等
の

課
題

に
対

し
、

継
続

的
に

、
利

用
者

か
ら

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
改

善
策

の
検

討
を

行
い

随
時

改
善

を
図

る
こ

と
。

 

・
現

在
検

討
中

と
さ

れ
て

い
る

補
完

策
に

係
る

提
供

条
件

を
早

期
に

確
定

・公
表

す
る

こ
と

。
そ

の
際

、
補

完
策

の
利

用
希

望

者
に

お
け

る
追

加
負

担
が

可
能

な
限

り
か

か
ら

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

 【
意

見
内

容
】 



代
替

案
に

関
し

て
は

、
利

用
に

お
け

る
制

約
事

項
や

適
用

範
囲

、
課

題
を

公
表

す
る

と
と

も
に

、
早

急
に

対
応

時
期

を
含

め
、

改
善

方
針

や
課

題
対

応
策

を
明

示
し

て
頂

き
た

い
。

 

例
え

ば
、

デ
ー

タ
コ

ネ
ク

ト
が

代
替

案
と

し
て

提
示

さ
れ

て
い

る
が

、
機

器
メ

ー
カ

が
異

な
る

場
合

に
相

互
接

続
が

保
証

さ
れ

な

い
と

い
う

課
題

は
、

E
D

I利
用

の
可

否
判

断
の

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

。
よ

っ
て

、
利

用
者

が
早

期
に

判
断

を
下

せ
る

よ
う

、

対
応

策
を

明
示

し
て

頂
き

た
い

。
 

補
完

策
に

関
し

て
は

、
提

供
条

件
と

共
に

、
現

行
の

IN
S

ネ
ッ

ト
 デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

サ
ー

ビ
ス

と
の

品
質

の
差

異
を

明
確

に
公

表
し

、
利

用
者

が
適

切
な

採
用

可
否

の
判

断
を

下
せ

る
よ

う
に

し
て

頂
き

た
い

。
 

ま
た

、
補

完
策

の
目

的
が

現
状

サ
ー

ビ
ス

利
用

の
延

命
措

置
の

位
置

づ
け

で
あ

れ
ば

、
利

用
者

へ
の

影
響

の
観

点
で

サ
ー

ビ

ス
終

了
時

期
を

延
期

し
た

場
合

と
の

影
響

を
比

較
検

討
の

上
、

提
供

条
件

の
早

期
確

定
と

公
表

を
進

め
て

頂
き

た
い

。
 

4
. 

移
行

に
伴

い
終

了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等

に
関

す
る

利
用

者

利
益

の
保

護
 

 1
9

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

Ｎ
Ｔ

Ｔ
に

よ
る

取
組

の
進

捗
状

況
に

つ
い

て
は

、
今

後
も

電
話

網
移

行
円

滑
化

委
員

会
・
「利

用
者

保
護

Ｗ
Ｇ

」に
お

い
て

、
Ｎ

Ｔ

Ｔ
か

ら
の

報
告

や
各

利
用

団
体

・
企

業
か

ら
の

意
見

聴
取

等
を

通
じ

て
随

時
確

認
す

る
と

と
も

に
、

答
申

後
も

定
期

的
に

電
話

網
移

行
円

滑
化

委
員

会
・
「
利

用
者

保
護

Ｗ
Ｇ

」
に

対
す

る
報

告
を

Ｎ
Ｔ

Ｔ
に

求
め

て
い

く
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

 

 【
意

見
内

容
】 

電
話

網
移

行
円

滑
化

委
員

会
・「

利
用

者
保

護
Ｗ

Ｇ
」に

お
い

て
、

N
T
T

に
よ

る
取

組
の

進
捗

状
況

を
確

認
す

る
こ

と
は

効
果

的
で

あ
っ

た
。

引
き

続
き

、
電

話
網

移
行

円
滑

化
委

員
会

・
「
利

用
者

保
護

Ｗ
Ｇ

」
に

お
け

る
確

認
を

進
め

て
頂

き
た

い
。

 

4
. 

移
行

に
伴

い
終

了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等

に
関

す
る

利
用

者

利
益

の
保

護
 

 1
9

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

Ⅰ
．

ル
ー

ル
化

の
必

要
性

 

電
気

通
信

サ
ー

ビ
ス

が
終

了
さ

れ
る

場
合

、
当

該
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

者
は

、
当

該
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

電
気

通
信

事
業

者

か
ら

の
連

絡
等

を
受

け
て

サ
ー

ビ
ス

が
終

了
さ

れ
る

こ
と

を
認

知
し

、
当

該
事

業
者

又
は

他
の

電
気

通
信

事
業

者
に

よ
る

代

替
サ

ー
ビ

ス
の

選
択

肢
に

つ
い

て
十

分
に

比
較

・
検

討
し

、
ど

の
サ

ー
ビ

ス
に

移
行

す
る

か
決

定
す

る
な

ど
の

対
応

を
行

う
こ

と
が

必
要

と
な

る
。

 

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

か
ら

ＩＰ
網

へ
の

移
行

等
に

伴
い

終
了

す
る

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
者

に
お

け
る

予
見

可
能

性
を

高
め

る
必

要
が

あ
る

な
ど

の
観

点
か

ら
、

サ
ー

ビ
ス

が
終

了
さ

れ
る

場
合

に
お

け
る

利
用

者
保

護
を

確
保

す
る

た
め

の
ル

ー
ル

化
を

検
討

す
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。
 

な
お

、
そ

う
し

た
ル

ー
ル

化
が

図
ら

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
事

業
者

に
と

っ
て

も
、

サ
ー

ビ
ス

終
了

に
当

た
っ

て
対

応
す

べ
き

事
項

が
明

確
に

な
る

こ
と

で
、

か
え

っ
て

終
了

に
伴

い
適

切
な

対
応

を
と

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
と

い
っ

た
効

果

も
期

待
さ

れ
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
 



ル
ー

ル
化

の
検

討
に

あ
た

っ
て

は
、

利
用

者
保

護
Ｗ

Ｇ
で

の
検

討
を

通
じ

て
特

に
明

確
と

な
っ

た
次

の
①

～
③

の
点

を
踏

ま
え

る
必

要
が

あ
る

。
 

 【
意

見
内

容
】 

公
共

性
が

高
い

電
気

通
信

サ
ー

ビ
ス

の
終

了
時

期
は

、
利

用
者

に
多

大
な

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

高
い

た
め

、
利

用
者

の

立
場

に
立

っ
た

ル
ー

ル
整

備
を

進
め

て
頂

き
た

い
。

ま
た

、
今

後
は

よ
り

早
い

タ
イ

ミ
ン

グ
で

利
用

者
保

護
の

検
討

が
進

め
ら

れ
る

よ
う

、
ル

ー
ル

化
さ

れ
る

内
容

が
有

効
に

働
く
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

4
. 

移
行

に
伴

い
終

了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等

に
関

す
る

利
用

者

利
益

の
保

護
 

 2
2

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

（
イ

） 
一

般
的

周
知

及
び

消
費

者
被

害
防

止
に

向
け

た
対

応
 

電
気

通
信

事
業

の
全

部
又

は
一

部
の

休
廃

止
に

係
る

利
用

者
へ

の
周

知
に

関
す

る
現

在
の

規
律

に
お

い
て

、
周

知
期

間
が

明
記

さ
れ

て
い

な
い

、
周

知
の

対
象

が
「
利

用
者

」に
限

ら
れ

て
い

る
、

周
知

の
際

に
消

費
者

被
害

発
生

を
防

止
す

る
た

め
の

注
意

喚
起

を
行

う
こ

と
と

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

な
ど

を
踏

ま
え

、
サ

ー
ビ

ス
を

終
了

し
よ

う
と

す
る

電
気

通
信

事
業

者
が

以
下

 

の
取

組
を

行
う

こ
と

 

・
 最

低
限

必
要

と
さ

れ
る

周
知

期
間

の
確

保
 

・
 利

用
者

に
加

え
、

関
係

団
体

・
企

業
等

を
含

む
利

用
者

以
外

の
者

へ
の

一
般

的
周

知
の

実
施

 

・
 周

知
の

際
に

お
け

る
消

費
者

被
害

防
止

の
た

め
の

対
応

策
の

実
施

 

 【
意

見
内

容
】 

「
最

低
限

必
要

と
さ

れ
る

周
知

期
間

」に
加

え
て

、
企

業
の

投
資

サ
イ

ク
ル

も
考

慮
し

た
、

代
替

サ
ー

ビ
ス

へ
の

移
行

に
必

要
な

期
間

も
確

保
し

て
頂

き
た

い
。
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関し、別紙のとおり意見を提出します。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

意見２５ 



 
2 

章
 

頁
 

意
見

 

１
．
 基

本
的

な
考

え
方

 
３

 
 

固
定

電
話

の
IP

網
へ

の
移

行
は

、
N

T
T

東
西

の
交

換
機

が
保

守
限

界
を

迎
え

る
こ

と
が

原
因

で
あ

り
、

本
来

は
接

続
す

る
他

社
に

影
響

を
与

え
ず

に
移

行
す

べ
き

事
案

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
し

か
し

、
移

行
先

と
な

る
N

T
T

東
西

の
N

G
N

は
光

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
の

根
幹

を
な

す
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

あ
り

、
今

後
ま

す
ま

す
活

用
を

進
め

て
い

く
べ

き
通

信
イ

ン
フ

ラ
で

す
。

そ
の

た
め

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

N
G

N
に

お
け

る

競
争

環
境

を
整

備
し

、
過

渡
期

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

過
度

な
負

担
発

生
を

回
避

し
つ

つ
、

最
終

的
な

形
態

を
明

確
に

意
識

し
た

上
で

移
行

を
進

め
て

い
く
べ

き
と

考
え

ま
す

。
 

 

３
．

固
定

電
話

サ
ー

ビ
ス

の
信

頼
性

・
品

質
、

提
供

エ
リ

ア
、

料
金

水
準

の
確

保
 

３
．

１
 

信
頼

性
・
品

質
の

確
保

(技
術

基
準

等
) 

 
３

．
１

．
２

 
具

体
的

方
向

性
(考

え
方

) 

 

１
０

 
 

メ
タ

ル
IP

電
話

の
信

頼
性

や
品

質
に

つ
い

て
は

、
現

行
の

メ
タ

ル
電

話
お

よ
び

光
IP

電
話

(0
A

B
～

J
 

IP
電

話
)と

基
本

的
に

同
等

の
技

術
基

準
を

適
用

す
る

こ
と

を
支

持
し

ま
す

。
 

 
た

だ
し

、
緊

急
通

報
に

つ
い

て
は

、
現

状
の

い
わ

ゆ
る

「
回

線
保

留
機

能
」
で

は
な

く
、

電
話

番
号

に
よ

る
呼

び
返

し
機

能
（
「
コ

ー
ル

バ
ッ

ク
機

能
」
）
を

具
備

す
る

こ
と

で
問

題
な

い
と

考
え

ま
す

。
 

３
．

固
定

電
話

サ
ー

ビ
ス

の
信

頼
性

・
品

質
、

提
供

エ
リ

ア
、

料
金

水
準

の
確

保
 

３
．

２
 

「
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
サ

ー
ビ

ス
」
へ

の
影

響
 

 
３

．
２

．
２

 
具

体
的

方
向

性
(考

え
方

) 

 

１
２

～
１

３
 

 
現

在
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
サ

ー
ビ

ス
の

対
象

と
な

っ
て

い
る

の
は

ア
ナ

ロ
グ

電
話

(と
第

一
種

公
衆

電
話

)だ

け
で

す
が

、
携

帯
電

話
や

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

に
よ

り
、

実
情

に
そ

ぐ
わ

な
く
な

っ
て

い
る

の
は

明
ら

か
で

す
。

そ
の

た
め

、
今

後
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

、
総

務
省

を
は

じ
め

関

係
者

に
よ

る
意

見
交

換
と

合
意

形
成

の
場

が
必

要
と

考
え

ま
す

。
 

４
．

移
行

に
伴

い
終

了
す

る
サ

ー
ビ

ス
等

に
関

す
る

利
用

者
利

益
の

保
護

 

４
．

１
 

移
行

に
伴

い
終

了
す

る
サ

ー
ビ

ス
等

の
扱

い
 

 
４

．
１

．
１

 
現

状
と

IP
網

へ
の

移
行

に
伴

う

課
題

 

 

１
５

 
「
IN

S
ネ

ッ
ト

」
サ

ー
ビ

ス
に

関
し

て
、

デ
ィ

ジ
タ

ル
通

信
モ

ー
ド

の
終

了
に

つ
い

て
は

議
論

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

も
う

一
つ

の
「
パ

ケ
ッ

ト
通

信
モ

ー
ド

」
に

つ
い

て
は

話
題

に
な

っ
て

い
ま

せ
ん

。
当

面
は

継
続

さ
れ

る
と

い
う

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

が
、

こ
ち

ら
に

つ
い

て
も

廃
止

の
計

画
が

あ
る

の
で

あ
れ

ば
、

継
続

さ
れ

る

「
電

話
網

移
行

円
滑

化
委

員
会

」
の

中
で

、
早

い
段

階
で

の
周

知
と

代
替

手
段

提
供

の
検

討
な

ど
を

望

み
ま

す
。

 



 
3 

４
．

移
行

に
伴

い
終

了
す

る
サ

ー
ビ

ス
等

に
関

す
る

利
用

者
利

益
の

保
護

 

４
．

１
 

移
行

に
伴

い
終

了
す

る
サ

ー
ビ

ス
等

の
扱

い
 

 
４

．
１

．
２

 
具

体
的

方
向

性
(考

え
方

) 

 
（
１

）
 

IN
S

ネ
ッ

ト
（
デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

モ

ー
ド

）
の

終
了

に
伴

う
対

応
 

 

１
７

 
 

IN
S

ネ
ッ

ト
の

デ
ィ

ジ
タ

ル
通

信
モ

ー
ド

終
了

に
伴

い
、

N
T
T

東
西

が
検

討
中

と
し

て
い

る
「
補

完
策

」

（
メ

タ
ル

IP
電

話
上

の
デ

ー
タ

通
信

）
に

つ
い

て
、

ま
だ

正
式

に
は

公
表

さ
れ

て
お

ら
ず

詳
細

な
サ

ー
ビ

ス
仕

様
・
料

金
な

ど
も

不
明

で
す

。
N

T
T

東
西

は
、

補
完

策
の

提
供

可
否

を
2
0
1
6

年
度

中
、

提
供

開
始

時
期

お
よ

び
IN

S
ネ

ッ
ト

（
デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

モ
ー

ド
）の

終
了

時
期

を
2
0
1
7

年
度

の
早

い
時

期
に

公
表

す
る

と
し

て
い

ま
す

が
、

そ
れ

ぞ
れ

で
き

る
だ

け
早

い
時

期
に

、
サ

ー
ビ

ス
仕

様
や

料
金

を
含

め
て

公
表

さ
れ

る
こ

と
を

望
み

ま
す

。
 

４
．

移
行

に
伴

い
終

了
す

る
サ

ー
ビ

ス
等

に
関

す
る

利
用

者
利

益
の

保
護

 

４
．

１
 

移
行

に
伴

い
終

了
す

る
サ

ー
ビ

ス
等

の
扱

い
 

 
４

．
１

．
２

 
具

体
的

方
向

性
(考

え
方

) 

 
（
２

）
 

他
の

事
業

者
に

よ
っ

て
十

分
に

提

供
さ

れ
な

い
よ

う
な

電
気

通
信

サ
ー

ビ
ス

を
終

了
し

よ
う

と
す

る
場

合
の

ル
ー

ル
の

在
り

方
 

Ⅰ
．

ル
ー

ル
化

の
必

要
性

 

②
 
一

般
的

周
知

の
実

施
及

び
消

費
者

被
害

発
生

の
防

止
 

  

２
０

 
 

固
定

電
話

網
の

IP
網

へ
の

移
行

に
際

し
、

サ
ー

ビ
ス

の
終

了
や

代
替

サ
ー

ビ
ス

へ
の

移
行

に
関

連

し
た

悪
質

な
販

売
勧

誘
等

が
発

生
す

る
こ

と
を

危
惧

し
ま

す
。

そ
の

よ
う

な
被

害
を

回
避

す
る

た
め

に
、

N
T
T

東
西

お
よ

び
総

務
省

は
、

一
般

の
加

入
者

に
対

し
て

サ
ー

ビ
ス

の
終

了
・
移

行
な

ど
を

わ
か

り
や

す
く
十

分
に

周
知

す
る

こ
と

を
徹

底
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

５
．

N
G

N
の

接
続

ル
ー

ル
の

整
備

 

５
．

２
 

N
G

N
の

競
争

環
境

整
備

 

 
５

．
２

．
１

 
現

状
と

IP
網

へ
の

移
行

等
に

伴

う
課

題
 

 

２
５

 
 

現
状

、
N

G
N

で
規

定
さ

れ
て

い
る

接
続

約
款

の
メ

ニ
ュ

ー
の

中
で

、
実

際
に

競
争

事
業

者
が

利
用

し

て
い

る
の

は
「
IG

S
接

続
機

能
」
の

み
で

す
。

N
T
T

東
西

は
、

こ
れ

ま
で

N
G

N
の

オ
ー

プ
ン

化
に

積
極

的
に

対
応

し
て

き
た

と
は

言
え

な
い

の
が

実
情

で
す

。
そ

の
中

で
、

2
0
1
6

年
1
2

月
に

「
優

先
パ

ケ
ッ

ト

識
別

機
能

」
と

「
優

先
パ

ケ
ッ

ト
ル

ー
テ

ィ
ン

グ
伝

送
機

能
」
の

ア
ン

バ
ン

ド
ル

の
た

め
の

省
令

改
正

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

さ
ら

に
、

N
T
T

東
西

か
ら

既
に

接
続

約
款

の
変

更
案

も
提

示
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
実

際
に



 
4 

競
争

事
業

者
に

と
っ

て
魅

力
あ

る
サ

ー
ビ

ス
仕

様
と

料
金

に
な

る
こ

と
を

望
み

ま
す

。
 

 

５
．

N
G

N
の

接
続

ル
ー

ル
の

整
備

 

５
．

３
 

「
電

話
を

繋
ぐ

機
能

」
の

在
り

方
 

 
５

．
３

．
２

 
具

体
的

方
向

性
(考

え
方

) 

 
（
２

）
 

「
繋

ぐ
機

能
P

O
I」

の
設

置
場

所
・

箇
所

数
、

接
続

方
式

等
 

 

３
１

 
現

状
、

P
O

I
の

設
置

場
所

は
東

京
と

大
阪

の
2

か
所

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

東
京

・
大

阪
か

ら
離

れ
た

地
域

系
事

業
者

が
敷

設
に

必
要

と
な

る
回

線
の

コ
ス

ト
な

ど
に

つ
い

て
は

考
慮

さ
れ

る
よ

う
で

す
が

、

P
O

I
が

2
か

所
の

み
と

い
う

点
は

災
害

対
策

の
面

か
ら

懸
念

が
あ

り
ま

す
。

P
O

I
の

地
方

へ
の

増
設

に

関
し

て
、

関
係

者
間

に
よ

る
さ

ら
な

る
議

論
を

期
待

し
ま

す
。

 

５
．

N
G

N
の

接
続

ル
ー

ル
の

整
備

 

５
．

４
 

N
G

N
の

県
間

伝
送

路
の

役
割

 

 
５

．
４

．
２

 
具

体
的

方
向

性
(考

え
方

) 

 

３
９

 
 

こ
れ

ま
で

N
T
T

東
西

の
県

間
伝

送
路

は
、

ほ
ぼ

自
社

の
サ

ー
ビ

ス
に

利
用

さ
れ

て
い

る
だ

け
で

し
た

が
、

固
定

電
話

網
の

IP
網

へ
の

移
行

お
よ

び
優

先
パ

ケ
ッ

ト
識

別
機

能
等

の
ア

ン
バ

ン
ド

ル
に

よ
り

、

こ
れ

ま
で

以
上

に
N

G
N

の
県

間
伝

送
路

と
県

間
中

継
ル

ー
タ

の
重

要
性

が
増

す
こ

と
に

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

答
申

案
に

あ
る

よ
う

に
「
N

T
T

東
西

が
活

用
業

務
で

利
用

す
る

設
備

と
競

争
事

業
者

が
接

続

す
る

際
の

料
金

そ
の

他
の

提
供

条
件

な
ど

に
関

し
て

公
正

な
競

争
と

利
用

者
の

利
益

が
図

ら
れ

る
」
よ

う
に

、
県

間
伝

送
路

を
「
第

一
種

指
定

電
気

通
信

設
備

」
に

指
定

す
る

可
能

性
も

含
め

て
検

討
す

る
こ

と

が
必

要
と

考
え

ま
す

。
 

 

６
．

IP
網

へ
の

移
行

に
伴

う
電

話
の

競
争

ル

ー
ル

の
見

直
し

 

６
．

１
 

固
定

電
話

の
「
番

号
ポ

ー
タ

ビ
リ

テ
ィ

」

の
扱

い
 

６
．

１
．

２
 

具
体

的
方

向
性

(考
え

方
) 

４
３

 
 

携
帯

電
話

で
も

実
現

し
て

い
る

双
方

向
番

号
ポ

ー
タ

ビ
リ

テ
ィ

は
、

固
定

電
話

で
も

本
来

的
に

必
要

で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

た
だ

し
、

実
現

に
は

N
T
T

以
外

の
事

業
者

に
も

対
応

が
必

要
と

な
る

た
め

、
小

規
模

な
事

業
者

な
ど

一
部

の
事

業
者

に
は

、
現

実
的

な
対

応
も

必
要

に
な

る
可

能
性

が
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

６
．

IP
網

へ
の

移
行

に
伴

う
電

話
の

競
争

ル

ー
ル

の
見

直
し

 

６
．

２
 

マ
イ

ラ
イ

ン
機

能
・
中

継
選

択
機

能

等
の

扱
い

 

６
．

２
．

２
 

具
体

的
方

向
性

(考
え

方
) 

（
１

）
 
マ

イ
ラ

イ
ン

機
能

の
扱

い
 

４
７

 
 

マ
イ

ラ
イ

ン
機

能
に

つ
い

て
は

、
長

距
離

電
話

事
業

者
の

料
金

競
争

と
い

う
点

で
は

サ
ー

ビ
ス

が
導

入

さ
れ

た
当

時
の

役
割

を
終

え
て

お
り

ま
す

が
、

事
業

者
選

択
の

可
能

性
や

顧
客

基
盤

の
確

保
の

観
点

か
ら

は
、

依
然

と
し

て
重

要
な

役
割

を
担

う
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
一

方
、

利
用

者
の

中
に

は
現

在
も

マ
イ

ラ

イ
ン

機
能

を
契

約
し

て
い

る
こ

と
を

把
握

し
て

い
な

い
ケ

ー
ス

も
多

く
存

在
し

ま
す

。
N

T
T

東
西

お
よ

び
関

連
事

業
者

は
、

固
定

電
話

網
の

IP
網

へ
の

移
行

に
際

し
て

、
そ

の
よ

う
な

利
用

者
が

混
乱

す
る

こ
と

が

な
い

よ
う

、
利

用
者

の
対

応
が

不
要

も
し

く
は

き
わ

め
て

簡
素

な
対

応
で

済
む

よ
う

な
方

策
を

検
討

し
て



 
5 

 
い

た
だ

き
た

い
。

 

７
．

ア
ク

セ
ス

回
線

に
お

け
る

サ
ー

ビ
ス

の
競

争
環

境
整

備
 

７
．

１
 

ア
ク

セ
ス

回
線

に
お

け
る

サ
ー

ビ
ス

の
競

争
環

境
整

備
 

７
．

１
．

１
 

現
状

と
IP

網
へ

の
移

行
等

に
伴

う
課

題
 

（
１

）
 

光
回

線
へ

の
移

行
促

進
及

び
公

正

競
争

環
境

の
整

備
に

向
け

た
取

り
組

み
 

５
２

 
N

T
T

東
西

は
、

固
定

電
話

網
か

ら
IP

網
へ

の
移

行
後

（
2
0
2
5

年
頃

以
降

）
に

お
い

て
も

メ
タ

ル
ケ

ー

ブ
ル

（
回

線
）
を

継
続

利
用

す
る

こ
と

を
前

提
と

し
て

、
メ

タ
ル

IP
電

話
を

提
供

す
る

こ
と

を
表

明
し

て
い

ま
す

が
、

メ
タ

ル
収

容
装

置
の

稼
働

時
期

や
メ

タ
ル

回
線

の
利

用
（
提

供
）
期

間
を

明
確

に
し

て
お

り
ま

せ
ん

。
こ

の
た

め
、

N
T
T

東
西

の
メ

タ
ル

回
線

を
利

用
し

て
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
る

接
続

事
業

者
は

予
見

可
能

性
を

確
保

で
き

ず
、

将
来

の
事

業
計

画
を

立
て

る
こ

と
が

困
難

で
す

。
N

T
T

東
西

に
は

、
メ

タ

ル
収

容
装

置
に

関
す

る
将

来
計

画
に

つ
い

て
、

早
期

に
明

確
化

し
て

い
た

だ
く
こ

と
を

要
望

し
ま

す
。
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意 見 書 

 

平成２９年 ２月２３日 

情報通信審議会 

電気通信事業政策部会長 殿 

 

 

郵 便 番 号 １５８－００９４ 

住  所E

（ふりがな）

A A E東京都 E

とうきょうと

AAE世田谷区E

せ た が や く

AA E玉川 E

たまがわ

A一丁目１４番１号 

 

AE氏  名E

（ふりがな）

A AE楽天コミュニケーションズ株式会社E

ら く て ん こ み ゅ に け ー し ょ ん ず か ぶ し き が い し ゃ

 

 

A E 代表 E

だいひょう

AA E 取締役 E

とりしまりやく

A A E池口 E

いけぐち

A A E正剛 E

せいごう

 

 

電 話 番 号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

電 子 メ ー ル ア ド レ ス ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

「「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP 網のあるべき姿～（案）」

に関し、別紙のとおり意見を提出します。

意見２６ 



2
 

 

（
別
紙
）
 

こ
の
度
は
「
「
固
定
電
話
網
の
円
滑
な
移
行

の
在
り
方
」
一
次
答
申
～
移
行
後
の
 
I
P
 網

の
あ
る
べ
き
姿
～
（
案
）
」
に
関
し
、
意
見
提
出
の
機
会
を
い
た
だ
き
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

下
記
の
と
お
り
弊
社
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
取
り
計
ら
い
の
程
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

章
 

項
 

弊
社
意
見
 

１
．
基
本
的
な
考
え
方
 

3
項
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

本
答
申
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
検
討
を
踏
ま
え
、
固
定
通
信
市
場
に
お
い
て
拡
大
傾
向
に
あ
る
０
Ａ
Ｂ
～

Ｊ
 
Ｉ
Ｐ
電
話
（
光
Ｉ
Ｐ
電
話
を
含
む
）
や
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
へ
の
移
行
を
見
据
え
た
競
争
環
境
整
備
を

促
進
し
、
メ
タ
ル
電
話
利
用
者
の
移
行
を
促
す
と
と
も
に
、
過
度
な
負
担
発
生
を
回
避
し
な
が
ら
、
移
行
に

直
ち
に
対
応
で
き
な
い
利
用
者
に
対
し
て
は
適
切

な
補
完
的
措
置
（
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
等
）
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
移
行
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
化
し

、
想
定
さ
れ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
最
小
化
す
る
べ
く
、
政
策

の
方
向
性
や
講
ず
べ
き
施
策
等
を
と
り
ま
と
め
る

。
 

【
意
見
内
容
】
 

・
2
02
5
年
頃
に
見
据
え
た

IP
網
へ
の
移
行
完
了
に
至
る
ま
で
、
固
定
電
話
に
あ
っ
て
は
、
加
入
電
話
か
ら
メ

タ
ル

I
P
電
話
そ
し
て
光

I
P
電
話
へ
の
移
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
過
程
で
諸
問
題
点
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
 

ま
ず
、
マ
イ
ラ
イ
ン
機
能
、
中
継
選
択
機
能
を
利

用
し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
、
移
行
先
の
メ
タ
ル

I
P
電

話
、
光

IP
電
話
に
お
い
て
同
等
機
能
の
提
供
が
保
証
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
。
ま
た
、
移
行
先
の
メ
タ
ル

IP

電
話
に
お
け
る
提
供
条
件
等
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な

い
こ
と
。
な
お
、
N
TT

東
西
か
ら
、
マ
イ
ラ
イ

ン
機

能
の
代
替
と
し
て
メ
タ
ル

IP
電
話
の
卸
サ
ー
ビ
ス
を
勧
め
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
今
ま
で
醸
成
さ
れ

て
き
た
競
争
環
境
が
後
退
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
 

メ
タ
ル

IP
電
話
、
光

IP
電
話
へ
の
各
移
行
段
階
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
程
度
の
競
争
環
境

が
維
持

さ
れ
つ
つ
、
移
行
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
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・
N
T
T
は
、
市
販
設
備
を
調
達
す
る
こ
と
で
、
誰
で
も

I
P
網
を
構
築
で
き
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
フ
ラ
競
争
を

更
に
促
進
す
べ
き
と

NG
N
に
お
け
る
非
指
定
化
を
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
小
規
模
の
事

業
者
に
と
っ
て
、
競
争
力
の
あ
る
全
国
規
模
の

I
P
網
を
構
築
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、

N
G
N
を
他
の
事
業
者
が
利
用
し
や
す
く
設
計
し
て
い
く
こ
と
が
、
競
争
環
境
が
進
展
し
、
N
GN

を
提
供
す
る

N
T
T
東
西
に
と
っ
て
も
利
益
向
上
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
 

５
．
Ｎ

Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー
ル
の
整

備
 

2
5
項
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

５
．
２
．
１
 
現
状
と
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
等
に
伴
う
課
題
 

（
１
）
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
約
款
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
 

０
Ａ
Ｂ
～
Ｊ
 
Ｉ
Ｐ
電
話
の
疎
通
の
た
め
の
Ｎ
Ｇ
Ｎ
と
他
事
業

者
網
と
の
接
続
は
、
現
在
は
、「

Ｉ
Ｇ
Ｓ
接
続

機
能
」
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る

が
、
同
機
能
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
の
中
継
交
換
機
に
実
装
さ
れ

た
Ｉ

Ｇ
Ｓ

装
置
を

経
由
し

て
Ｎ

Ｇ
Ｎ
へ

の
接
続

を
確
保

し
て

お
り
、

今
後
中

継
交
換

機
等

の
維
持

限
界
を

迎
え
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該
機
能
に
つ
い
て
は
将
来
的
に
利
用
で
き
な
く
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
・
西
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｎ
と
の
Ｉ
Ｐ
網
同
士
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
料
金
面
で
は
、
現
行
の
Ｉ
Ｇ

Ｓ
接
続
機
能
は
「
従
量
制
接
続
料
（
2.
2
2
 円

/３
分
）
」
を
採
用
し
て
い
る
一
方
、
中
継
局
接
続
機
能
が
「
定

額
制
接
続
料
（
43
1
.
3 
万
円
/月

：
10
G
b
ps
 
メ
ニ
ュ
ー

の
ポ
ー
ト
単
位
が
前
提
）
」
を
採
用
し
、
小
ト
ラ

ヒ

ッ
ク
の
事
業
者
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
な
い
（
2
01
6
年
３
月
末
時
点
）
等
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
と
の
直
接
接

続
を
す
る
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
 

【
意
見
内
容
】
 

・
現
在
、
N
GN

と
の
間
で
音
声
通
信
を
疎
通
す
る
た
め
他
事
業
者
が
接
続
す
る
際
に
は
、「

I
G
S
接
続
機
能
」
の

み
を
経
由
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
I
P
網
へ
の

移
行
が
完
了
し
、
P
ST
N
の
一
部
で
あ
る
「
I
GS

接
続
機

能
」
が
廃
止
さ
れ
た
時
、
主
と
し
て
「
中
継
局
接
続
機
能
」
を
利
用
し
て
接
続
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
該
機
能
に
は
定
額
制
で
ポ
ー
ト
単
位
（
最
小

1
0
G
b
ps
）
の
接
続
料
し
か
設
け
ら
れ
て
お
ら

ず
、
中
小
規
模
の
事
業
者
に
と
っ
て
過
剰
な
負
担
と
な
り
得
る
た
め
、
従
量
制
の
接
続
料
ま
た
は
よ
り
小
容
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量
単
位
の
接
続
料
を
設
け
、
他
事
業
者
に
て
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

・
N
GN

と
の
間
で
音
声
通
信
を
疎
通
す
る
た
め
他
事
業
者
が
接
続
す
る
際
、
将
来
は
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
」
が

設
置
さ
れ
る
東
京
と
大
阪

2
ヶ
所
の
み
の
経
由
で
議
論
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
東
京
、
大
阪
以
外
の
道
府

県
に
着
信

す
る
場
合
、
N
G
N
内
の
県
間
伝
送
路
を
経
由
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
県
間
伝
送
路
は
非
指
定
設

備
で

あ
る

こ
と
か

ら
、
コ

ス
ト

抑
制
作

用
が
働

き
ま
せ

ん
の

で
、
指

定
化
さ

れ
る
こ

と
を

要
望
い

た
し
ま

す
。
 

2
6
項
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

（
２
）
接
続
協
議
の
円
滑
化
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｎ
に
関
す
る
情
報
開
示
の
充
実
等
 

こ
れ
に
関
し
て
は
、
関
連
の
ア
ン
バ
ン
ド
ル
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
と
要
望
事
業
者
に
よ
る

協
議
に
長
い
期
間
を
要
し
た
（
要
望
事
業
者
に
よ
れ
ば
７
年
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
に
よ
れ
ば
５
年
）

経
緯
が
あ
る
。
 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
か
ら
は
、
要
望
内
容
の
具
体
化
・
明
確
化
を
図
る
た
め
の
や

り
と

り
等

に
時
間

を
要
し

た
こ

と
や
費

用
負
担

の
要
否

で
意

見
が
合

わ
ず
交

渉
が
中

断
し

た
こ
と

等
に
よ

り
協
議
が
長
期
化
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

。
他
方
、
要
望
事
業
者
か
ら
は
、
実
際
の
協
議
に
お
い
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
か
ら
要
望
事
業
者
に
対
し
、
ア
ン
バ
ン
ド
ル
形
態
の
具
体
的
な
要
望
内
容
に
つ
い

て
の

詳
細

な
説
明

が
求
め

ら
れ

た
と
し

、
そ
の

前
提
と

な
る

要
望
事

業
者
側

へ
の
情

報
開

示
に
関

す
る
課

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

  

【
意
見
内
容
】
 

・
N
GN

の
オ
ー
プ
ン
化
、
利
活
用
が
促
進
さ
れ
る
た
め
に
は
、
更
な
る
機
能
ア
ン
バ
ン
ド
ル
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
NT
T
東
西
に
あ
っ
て
は
、

他
事
業
者
よ
り
、
NG
N
の
機
能
ア
ン
バ
ン
ド
ル
ま
た
は
使
用
に
係
る
協
議
を

受
け

た
際

に
は
協

議
が
長

期
に

渡
ら
な

い
よ
う

に
ご
対

応
い

た
だ
き

、
ま
た

積
極
的

な
情

報
開
示

が
な
さ

れ
る
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

 



5
 

 

2
7
項
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

５
．
２
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
１
）
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
約
款
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
 

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

か
ら
Ｉ

Ｐ
網
へ

の
移

行
に
あ

た
り
、

Ｎ
Ｇ
Ｎ

の
基

幹
的
な

通
信
網

と
し
て

の
性

格
が
一

層
強
ま

る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
円
滑
な
移
行
を
進
め
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｏ
Ｉ
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
は
、
音
声
接
続
に

お
け
る
必
要
性
を
考
慮
し
て
、
現
在
設
定
さ
れ
て

い
る
容
量
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
小
容
量
の
、
例
え
ば
「
１

G
b
p
s
」
や
「
1
0
0
Mb
p
s」

と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
必
要
と
な
る
。
 

【
意
見
内
容
】
 

前
述
の
と

お
り
、
I
P
網
へ
の
移
行
に
あ
た
り
、
N
G
N
と
の
間
で
音
声
通
信
を
疎
通
す
る
た
め
他
事
業
者
が
接

続
す
る
際
、
中
小
規
模
の
事
業
者
に
と
っ
て
過
剰
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、「

中
継
局
接
続
機
能
」
と
の

接
続
に
あ
っ
て
は
、
よ
り
小
容
量
の
メ
ニ
ュ
ー
を
設
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

2
7
-
2
8項

 
【
意
見
対
象
箇
所
】
 

（
２
）
接
続
協
議
の
円
滑
化
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｎ
に
関
す
る
情
報
開
示
の
充
実
等
 

競
争
事
業
者
か
ら
ア
ン
バ
ン
ド
ル
に
つ
い
て
の
「
具
体
的
な
要
望
」
が
ア
ン
バ
ン
ド
ル
の
要
件
で
あ
る
と
し

て
、
競
争
事
業
者
に
要
望
す
る
ア
ン
バ
ン
ド
ル
の

形
態
の
詳
細
に
つ
い
て
立
証
責
任
を
負
わ
せ
、
こ
れ
が
十

分
説

明
さ

れ
な
い

限
り
ア

ン
バ

ン
ド
ル

が
必
要

な
い
と

解
さ

れ
る
と

、
ア
ン

バ
ン
ド

ル
を

不
必
要

に
制
約

す
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。
機
能
の
ア
ン
バ
ン
ド
ル
の
要
否
に
つ
い
て
は
、
円
滑
な
接
続
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
、
接
続
を
請
求
す
る
事
業
者
の
要
望
を
基
礎
と
し
て
、
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
設
置
事
業
者
に

十
分
な
情
報
開
示
を
求
め
つ
つ
、
総
合
的
に
判
断

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 

（
中
略
）
 

・
「
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
オ
ー
プ
ン
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
・
西
日
本
の
利
用
部
門
と
接
続
事
業
者
の

同
等
性
に
留
意
し
つ
つ
、
要
望
事
業
者
に
必
要
な

情
報
が
開
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。」
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【
意
見
内
容
】
 

N
T
T
東
西
に
あ
っ
て
は
、
NG
N
の
機
能
ア
ン
バ
ン
ド
ル
に
つ
き
要
望
さ
れ
た
際
、
要
望
し
た
者
を
競
争
事
業

者
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
共
に

N
GN

を
提
供
し
て
い
く
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ご

認
識
い

た
だ

き
、

要
望
事

業
者
の

提
案

内
容
に

不
十
分

な
点
が

あ
れ

ば
ご
支

援
等
を

い
た
だ

け
る

よ
う
努

め
て
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
 

3
3
-
3
4項

 
【
意
見
対
象
箇
所
】
 

５
．
３
 
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
」
の
在
り
方
  

５
．
３
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
  

（
４
）「

繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
に
係
る
通
信
施
設
・
通
信
設
備
 

①
 
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
内
の
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
、
ル
ー
タ
等
の
提
供
主
体
（
接
続
ル

ー
ル
の
考
え
方
）
 

Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
に
お
い
て
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備

設
置
事
業
者
が
「
ハ
ブ
機
能
」
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
不

可
欠

設
備

を
設
置

す
る
当

該
事

業
者
と

の
接
続

を
他
事

業
者

が
請
求

し
て
接

続
が
実

現
し

て
き
た

結
果
、

当
該

事
業

者
の
交

換
機
を

経
由

し
て
他

事
業
者

の
電
気

通
信

設
備
同

士
を
接

続
さ
せ

る
こ

と
が
技

術
的
・

経
済
的
に
合
理
的
で
あ
る
と
の
考
え
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
 

音
声

通
信

の
た
め

の
事
業

者
間

の
Ｉ
Ｐ

－
Ｉ
Ｐ

接
続
に

関
し

て
、
現

行
ル
ー

ル
等
の

次
の

考
え
方

は
引
き

続
き
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

・
 
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
で
あ
る
ル
ー
タ
等
の
電
気
通
信
設
備
と
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
認
可
さ
れ

た
手
続
き
・
接
続
料
・
接
続
条
件
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
 

【
意
見
内
容
】
 

「
事
業
者
間
意
識
合
わ
せ
の
場
」
に
お
い
て
、「

電
話
を
つ
な
ぐ
機
能
」
に
お
け
る
接
続
モ
デ
ル
と
し
て
メ

ッ
シ
ュ
型
及
び
ス
タ
ー
型
な
ど
技
術
的
観
点
か
ら

議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。
 

同
機
能
は
、
I
P
網
移
行
後
の
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
信
頼
性
、
品
質
確
保
の
観
点
及
び
接
続
料
を
含
む
適
正
性
、
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公
平
性
、
透
明
性
確
保
の
観
点
か
ら
も
、
同
機
能
を
担
う
設
備
の
第
一
種
指
定
化
及
び
指
定
事
業
者
に
よ
る

運
営
に
つ
い
て
引
き
続
き
議
論
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
 

3
9
項
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

５
．
４
 
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
県
間
伝
送
路
の
役
割
 

５
．
４
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（

考
え
方
）
 

Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
等
に
伴

い
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
へ
の
他
事
業

者
の
依
存
性
は
強
ま
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
と
の
接
続
に
お
い
て

Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
県
間
伝
送
路
が
不
可
避
的
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
 

こ
う

し
た

状
況
変

化
を
踏

ま
え

る
と
、

Ｎ
Ｇ
Ｎ

の
県
間

伝
送

路
及
び

そ
れ
と

一
体
と

し
て

利
用
さ

れ
る
県

間
中
継
ル
ー
タ
に
つ
い
て
適
切
な
規
律
を
課
す
こ

と
に
よ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
が
活
用
業
務
で
利

用
す

る
当

該
設

備
と

競
争

事
業

者
が

接
続

す
る

に
あ

た
っ

て
の

料
金

そ
の

他
の

提
供

条
件

に
係

る
適

正

性
・
公
平
性
・
透
明
性
を
確
保
し
、
公
正
な
競
争
の
確
保
を
通
じ
て
、
利
用
者
利
益
の
確
保
を
図
る
べ
き
で

あ
る
。
本
件
規
律
の
検
討
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
設
備
の
不
可
欠
性
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
 

【
意
見
内
容
】
 

前
述
の
と
お
り
、
I
P
網
へ
の
移
行
に
伴
い
、
他
事
業
者
が
メ
タ
ル

I
P
電
話
ま
た
は
光

IP
電
話
と
の
間
で

音
声
通
信
を
疎
通
す
る
際
に
は
、
「
電
話
を
つ
な
ぐ
機
能
」
が
設
置
さ
れ
る
東
京
、
大
阪
の
み
を
経
由
す
る

方
向
で
進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
東
京
、
大
阪
以
外
の
道
府
県
に
着
信
す
る
場
合
、
N
G
N
内
の
県
間

伝
送
路
を
経
由
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
県
間
伝
送
路
は

NG
N
の
接
続
料
の
一
部
を
構

成
し
ま
す
の
で
、
同
接
続
料
の
増
加
を
避
け
、
ま
た
当
該

伝
送
路
に
適
用
さ
れ
る
料
金
、
そ
の
他
の
提
供
条

件
に
係
る
適
正
性
・
公
平
性
・
透
明
性
を
図
る
べ
く
、
指

定
化
に
向
け
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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６
．

Ｉ
Ｐ

網
へ

の
移
行

に
伴
う

電

話
の
競
争
ル
ー
ル
の
見
直
し
 

4
2
-
4
3
項
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

６
．
１
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

上
記
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
 

・
 
本
審
議
会
（
電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
）
と
し
て
は
、
引
き
続
き
事
業
者
間
協
議
が
速
や
か
に
進
め

ら
れ
る
よ

う
促
し
つ
つ
、
「
事
業
者
間
意
識
合
わ
せ
の
場
」
の
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本

か
ら

の
報
告

や
各
事

業
者

か
ら

の
意

見
聴

取
等
を

通
じ

て
、

事
業

者
間

協
議
の

進
捗

状
況

を
随

時
確

認

し
な
が
ら
審
議
を
進
め
、
２
次
答
申
（
最
終
形
に
向
け
た
円
滑
な
移
行
の
在
り
方
）
の
と
り
ま
と
め
に
反

映
す
る
 

・
 
総
務
省
に
お
い
て
は
、
「
双
方
向
番
号
ポ
ー
タ

ビ
リ
テ
ィ
」
の
導
入
に
係
る
制
度
整
備
や
必
要
な
 

調
整
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 

【
意
見
内
容
】
 

「
双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
導
入
に
関
し
て
は
、
以
下
の
と
お
り
考
え
ま
す
。
 

・
I
P
網
へ
円
滑
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
を
優
先
と
し
て
、「

双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
導
入
目
途
は

IP

網
へ
の
移
行
完
了
後
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

・
「
双
方

向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
に
係
る
導
入
コ
ス
ト
が
過
度
に
負
担
と
な
ら
な
い
運
用
及
び
方
式
で
あ

る
こ
と
が
必
要
。
 

・
現
在
、
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
、
ひ
か
り
電
話
の
電
話
番
号
に
つ
い
て
は
、「

双

方
向
番
号

ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
導
入
と
同
時
ま
た
は
先
行
し
て
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
対
象
と
す
る
。 

4
6
-
4
7
項
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

６
．
２
 
マ
イ
ラ
イ
ン
機
能
・
中
継
選
択
機
能
等
の
扱
い
 

６
．
２
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（

考
え
方
）
 

 
（
１
）
マ
イ
ラ
イ
ン
機
能
の
扱
い
 

メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
に
関
し
て
は
、
事
業
者
に
お
い
て
は
、
現
在
も
一
定
規
模
の
登
録
数
を
有
す
る
マ
イ
ラ
イ
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ン
の
顧
客
基
盤
（
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
）
を
確
保
す
る
等
の
観
点
か
ら
、
マ
イ
ラ
イ
ン
代
替
機
能
と
し
て
次
の

よ
う
な
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

①
 
「
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
通
話
サ
ー
ビ
ス
卸
」
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
 

②
 
 
現
在
の
加
入
者
交
換
機
（
マ
イ
ラ
イ
ン
機
能
に
係
る
部
分
に
限
る
）
を
、
移
行
後
（
20
2
5 
年
頃
以
降
）

も
一
定
期
間
、
継
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
マ
イ
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
簡
便
な
形
で
の

継
続
提
供
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
）
 

マ
イ
ラ
イ
ン
又
は
代
替
機
能
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
や
コ
ス
ト
等
を
踏
ま
え
て
検
討
・
判
断
さ
れ
る

も
の

で
あ

る
こ
と

か
ら
、

ま
ず

は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
が
上

記
そ
れ

ぞ
れ

の
場
合

の
コ
ス

ト
を
早

期
に

明
ら
か

に
し
た

上
で

、
具

体
的
な

提
案
で

あ
る

①
と
②

に
つ
い

て
事
業

者
間

協
議
を

速
や
か

に
進
め

る
こ

と
が
適

当
で
あ

り
、
本
審
議
会
（
電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
）
と
し
て
は
、
速
や
か
な
事
業
者
間
協
議
を
促
し
つ
つ
、
事

業
者
間
協
議
の
進
捗
状
況
を
随
時
確
認
し
な
が
ら

審
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

【
意
見
内
容
】
 

マ
イ
ラ
イ
ン
機
能
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て

7
千
万
件
超
の
登
録
者
が
存
在
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
代
替
機

能
に

よ
る

提
供
を

含
め
継

続
し

て
い
く

こ
と
に

つ
き

更
な
る

検
討
が

必
要
と

考
え
ま

す
。

仮
に
同

機
能
を

廃
止
し
た

場
合
、
既
存
登
録
者
は
自
動
的
に

NT
T
東
西
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
お
客

様
に
対
す
る
周
知
な
ど
混
乱
は
避
け
ら
れ
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
マ
イ
ラ
イ
ン
機
能
の
取
り

扱
い

に
つ

い
て
は

十
分
な

議
論

と
検
討

が
必
要

に
な
り

ま
す

が
、
未

だ
マ
イ

ラ
イ
ン

機
能

の
継
続

に
係
る

コ
ス
ト
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
の
で
、
早
期
に
明
示
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
検
討
に
あ
た
り
優
先
順
位
と
し
て
は
、
K
D
D
I
の
提
案
（
お
客
様
に
対
す
る
影
響
が
少
な
い
と
想
定

さ
れ
る
、
マ
イ
ラ
イ
ン
機
能
を
含
ん
だ
加
入
者
交
換
機
を
メ
タ
ル

I
P
電
話
に
引
き
継
ぐ
提
案
）
を
最
優
先

と
し
て
検
討
を
進
め
、
次
い
で

N
G
N
へ
の
マ
イ
ラ
イ
ン
機
能
の
実
装
、
N
T
T
の
提
案
（
メ
タ
ル

I
P
電
話
の

サ
ー
ビ
ス
卸
）
に
係
る
コ
ス
ト
の
明
示
が
必
要
に

な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
 

4
7
-
4
8
項
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 



1
0
 

 

（
２
）
中
継
選
択
機
能
（
中
継
電
話
・
国
際
電
話
）
等
の
扱
い
 

メ
タ
ル
Ｉ

Ｐ
電
話
に
お
け
る
「
０
０
Ｘ
Ｙ
番
号
を
用
い
た
中
継
選
択
機
能
」
に
関
し
て
は
、
「
事
業
者
選
択

可
能
性
」
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
や
本
機
能
を
具
備
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
等
を
踏
ま
え
つ

つ
、
そ
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
、
事
業
者
間
協
議

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
け
る
「
０
０
Ｘ
Ｙ
番
号
を

用
い
た
付
加
サ
ー
ビ
ス
」
及
び
「
０
Ａ
Ｂ
０
番
号
を
用
い

た
付
加
サ
ー
ビ
ス
」
に
関
し
て
は
、
利
用
者
利
便

の
確
保
の
観
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
の
た

め
の
費
用
負
担
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
事
業
者

間
協
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

光
Ｉ
Ｐ
電

話
に
お
け
る
「
０
０
Ｘ
Ｙ
番
号
を
用
い
た
中
継
選
択
機
能
」
に
関
し
て
は
、（

中
略
）
メ
タ
ル
Ｉ

Ｐ
電
話
へ
の
移
行
の
動
向
や
国
際
電
話
を
巡
る
利

用
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
事
業
者
間
協
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

光
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
け
る
「
０
０
Ｘ
Ｙ
番
号
を
用
い

た
付
加
サ
ー
ビ
ス
」
に
関
し
て
は
、
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
後

の
音
声
通

信
市
場
の
動
向
、
利
用
者
利
便
の
確
保
の
観
点
、
本
機
能
を
具
備
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
等
を
踏
ま

え
つ
つ
、
そ
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
、
事
業
者
間

協
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

【
意
見
内
容
】
 

・
0
0
X
Y
番
号
を
用
い
た
中
継
選
択
機
能
は
、
基
本
的
な
発
信
課
金
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
も
着
信
課
金
、
第
三
者

課
金
等
の
付
加
サ
ー
ビ
ス
に
も
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
中
継
選
択
機
能
が
、
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
そ
し

て
光

IP
電
話
へ
の
移
行
に
際
し
て
廃
止
さ
れ
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
利
用
者
利
便
を
損
な
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
N
T
T
か
ら
メ
タ
ル

I
P
電
話
に
お
い
て
具
備

す
る
場
合
は
要
望
事
業
者
が
全
額
負
担
す
る
こ
と

を
表

明
し

て
お
り

ま
す
が

、
要

望
事
業

者
に
お

い
て
過

度
な

コ
ス
ト

負
担
と

な
れ
ば

公
正

競
争
の

観
点
か

ら
も
問
題
が
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
 

  

5
0
項
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 



1
1
 

 

６
．
３
 
固
定
電
話
発
・
携
帯
電
話
着
の
利
用
者
料
金
設
定
に
つ
い
て
  

６
．
３
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

・
 携

帯
電
話
事
業
者
が
設
定
す
る
固
定
電
話
発
携
帯
電
話
着
の
利
用
者
料
金
が
中
継
事
業
者
や
発
側
事
業
者

が
設

定
す

る
料
金

よ
り
も

依
然

と
し
て

高
額
と

な
っ
て

い
る

現
状
を

認
識
し

て
い
る

利
用

者
は
少

な
い
の

で
は
な
い
か
 

【
意
見
内
容
】
 

・
固
定
電
話
発
携
帯
電
話
着
の
料
金
が
相
対
的
に
高
額
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
加
入
電
話

で
あ

れ
ば

手
動
で

事
業
者

識
別

番
号
を

付
け
る

必
要
が

あ
る

も
の
の

中
継
事

業
者
が

設
定

す
る
料

金
の
方

が
割
安
で
市
場
に
貢
献
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
 

I
P
網
へ
の
移
行
に
当
た
り
、
マ
イ
ラ
イ
ン
機
能
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

上
記
に
鑑
み
て
、
中
継
事
業
者
が
設
定
す
る
固
定
電
話
発
携
帯
電
話
着
に
マ
イ
ラ
イ
ン
機
能
が
備
わ
れ
ば
、

提
供
価
値

が
向
上
し
、
利
用
者
に
と
っ
て
も
選
択
の
幅
が
広
が
り
、
ま
た
競
争
の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
 

中
継
事
業
者
の
設
定
に
お
け
る
マ
イ
ラ
イ
ン
機
能

の
具
備
も
ご
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

 

以
上
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「「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP 網のあるべき姿～（案）」に関し、
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意見２７ 



 

1 
 

 
 
 
 

 

「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP 網のあるべき姿～（案）

に関するＮＴＴの考え 

 

私どもは、現在ご利用いただいている「固定電話 ※」を、ＩＰ網へ移行することについ

て、2010 年 11 月に「ＰＳＴＮのマイグレーションについて～概括的展望～」を発表し、

2015 年 11 月には「『固定電話』の今後について」を公表し、私どもの考えをお示しして

きました。 

その中でも申し述べてきたとおり、固定電話網からＩＰ網への円滑な移行を進めてい

く上で最も重要なポイントは、音声通信市場が縮小していく中、ＩＰ網へ移行後も引き

続き固定電話をご利用されるお客様のために、いかに固定電話を維持していくかとい

う点であると考えます。 

そのためには、ＩＰ網の特性を活かし、できる限りお客様にご負担をおかけしないよ

う、最小限の追加コストで「固定電話」の受け皿となるメタルＩＰ電話を実現していく必要

があると考えます。 

一次答申（案）では、固定電話網からＩＰ網への移行に向け、非常に多岐に亘った検

討がなされておりますが、今後さらに検討を進めていくにあたっては、上述の考えを基

本的な視点に据え、整理を図っていただきたいと考えます。以下、主要な論点につい

て、具体的な考えを申し述べます。 

 

※ＮＴＴ東西が固定電話網（ＰＳＴＮ）により提供する加入電話及びＩＮＳネット（音声） 

 

 メタルＩＰ電話は、ＩＰ網の特性を活かし、最小限の追加コストで実現すべき 

わが国の音声通信市場、とりわけ固定電話のトラヒックは大幅に減少し続けており、

例えば、ピーク時の 2000 年度のトラヒックと比べて、2015 年度の固定電話発信の通

信回数は▲77％、通信時間は▲88％となっております。また、ＬＴＥやスマートフォンの

普及拡大によるＬＩＮＥ等の通話アプリの急速な普及、モバイルにおける音声定額サー

ビスの普及拡大等、音声通話を取り巻く市場環境も劇的に変化し、特に若年層の固

定電話離れは顕著であり、今後もこうした傾向は続くものと考えます。このように、より

便利で多様な音声通話手段の利用が拡大する等、音声通信市場は固定、モバイル

の垣根を越え、通話アプリ等も含めた競争市場となっており、こうしたマーケットの変

化により、固定電話は今後とも縮小していくものと見込まれます。 

別紙 



 

2 
 

こうした中、現在でもＮＴＴ東西の「固定電話」は赤字となっており、さらに音声通信

市場が縮小していく中では、「固定電話」については、その中で事業者間の競争を促

進するフェーズから、社会インフラの１つとして、引き続きご利用されるお客様にできる

限り負担をかけずに、いかに維持していくかというフェーズに移行していくことになると

考えます。 

こうした維持フェーズにおいて、ＮＴＴ東西は、ＩＰ網移行後も引き続き固定電話をご

利用されるお客様のために、メタルＩＰ電話については、ＩＰ網の特性を活かし、例えば、

市内・県内市外・県間といった区分のない全国一律の通話料とすることによって、お客

様によりご利用いただきやすい基本的な音声サービスとして提供していく考えです。 

このように、市内・県内市外・県間といった距離区分のない市場環境に移行するに

もかかわらず、距離区分毎に事業者を選択するマイライン機能を維持することはお客

様の混乱を招くことになる上、追加コストが必要となることから、ＩＰ網への移行と同時

に廃止せざるを得ないと考えます。なお、事業者が顧客接点を維持したい、あるいは

お客様が事業者を選択したいといったニーズに対しては、これまで私どもから提案し

ている「メタルＩＰ電話の通話サービス卸」により対応することが、お客様にとってわかり

やすく、最小限の追加コストで固定電話を維持していくための最適な方法と考えます。 

 

 固定電話の将来的な提供形態は光への移行ありきではなく、様々な選択肢から

最適な方法を検討すべき 

一次答申（案）では、随所に「固定電話」の最終移行先が光ＩＰ電話であり、メタルの

「固定電話」と同等の基本料水準での光ＩＰ電話の単独提供の必要性及び可能性につ

いて検討が必要との考えが示されていますが、メタル収容装置（加入者交換機）維持

限界後の提供形態は、光回線への移行ありきでなく、無線等を含め様々な選択肢か

ら、その時点の需要、技術動向及び経済性を踏まえて最適な方法を検討すべきであ

り、こうした多様な選択肢がある中で、音声サービスのためだけに、現にメタルで提供

している「固定電話」のお客様を光ＩＰ電話に全面的に移行させる必要はないと考えま

す。また、光ＩＰ電話は光ブロードバンドサービスに重畳する１オプションサービスとして

提供しているものであり、現在の「固定電話」と同等の料金水準で電話サービスだけ

を利用したいというニーズにお応えできるものではありません。変化の速い情報通信

市場において、今から特定の技術や提供形態を前提にすることは、お客様利便を損

ないかねないため、避けるべきと考えます。 

ただし、例えば、無電柱化（ケーブル地中化）エリア等において、メタルケーブルを

再敷設することが非効率となる場合については、光や無線等を含め様々な選択肢か

ら最適な方法を選択可能とするよう検討を加速し、できる限り効率的に音声サービス

を提供できるようにしていくべきと考えます。 



 

3 
 

 

 光ＩＰ電話や光ブロードバンドの競争政策については、本議論とは切り離すべき 

光サービスの普及拡大は、多様なプレイヤーが光を活用して提供する様々なアプリ

ケーションやコンテンツ等を充実していくことにより実現していくものと考えます。 

私どもは、こうした考えのもと、一昨年より「光コラボレーションモデル（光のサービ

ス卸）」の提供を開始したところです。その結果、光回線やその上で提供される１アプリ

ケーションである光ＩＰ電話についても、多様なプレイヤーのサービスとして提供されて

おり、こうしたプレイヤーにとってのビジネスの自由度や柔軟性を確保する観点から、

原則自由な競争に委ねるべきであると考えます。例えば、プライスキャップ規制は、競

争原理が機能しにくい市場における料金規制であり、現に市場競争下で価格が決定

されている光ＩＰ電話や光ブロードバンドサービスに本規制を導入する必要はないと考

えます。 

このように、光ＩＰ電話や光ブロードバンドの普及拡大と、固定電話網からＩＰ網への

円滑な移行により固定電話をいかに維持していくかという今回の議論とは直接関係し

ないことから、本議論とは切り離すべきと考えます。 

 

 ユニバーサルサービスの在り方については、本検討の整理が図られた後に、国民

的なコンセンサスを得ながら進めるべき 

ユニバーサルサービスの在り方については、中長期的には重要な課題と考えます

が、ＩＰ網への移行準備等に要する期間を考慮すると、まずは「固定電話」をＩＰ網へ円

滑に移行していくための諸課題を整理していくことが先決であると考えます。 

その上で、将来のユニバーサルサービスの在り方については、今後の技術革新や

市場環境の変化を踏まえた上で、ユニバーサルサービスとしての「音声通話」の在り

方の議論を技術中立的かつ経済合理的な観点から行い、国民的なコンセンサスを得

ながら慎重に進めていくことが必要と考えます。 

 

最後に、私どもは、「固定電話」を 2025 年頃に逐次ＩＰ網へ移行することにより責任

を持って維持していく考えですが、この円滑な移行を実現するために、具体的な移行

工程やスケジュール、メタルＩＰ電話の料金及び提供条件、事業者向けの「メタルＩＰ電

話の通話サービス卸」の提供条件等について、今春にはＮＴＴ東西からお示ししていく

予定です。 

私どもとしては、円滑な移行に向けて、お客様にできる限りご迷惑をおかけしないよ

う、今後とも引き続き、事業者やお客様からのご意見をいただきながら議論・検討を重

ねる等、丁寧な対応に努めていく考えです。 
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別
紙

 
 

章
 

頁
 

意
 
見

 

全
体

 
－

 
 

貴
答

申
に

よ
り

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ
Ｎ

マ
イ

グ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
関
す
る
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
情
報
通
信
審
議
会

電
気

通
信
事

業
政
策

部
会
電
話

網
移

行
円

滑
化
委

員
会
の
精

力
的
な
検
討
に
敬
意
を
あ
ら

わ
し
ま
す
。
 

１
．

基
本
的
な
考
え
方

 
７
頁

 

【
意

見
対
象

箇
所
】

 
①

移
行

の
意

義
 

事
業

者
は

、
Ｉ

Ｐ
網

へ
の

移
行

か
ら

生
ま

れ
る

メ
リ

ッ
ト

を
最
大
化
す
る
べ
く
、
Ｉ
Ｐ

網
の
特
性
（
距
離
に
依
存

し
な

い
通

話
料

、
交

換
機

よ
り

も
安

価
な

Ｉ
Ｐ

ル
ー

タ
等

で
構

成
、

音
声

だ
け

で
な

く
、

動
画

・
テ

キ
ス

ト
等

の

様
々

な
デ

ー
タ

通
信

と
共

用
等

）
を

活
か

し
た

多
様

な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
は
、

こ
れ

に
加

え
、

こ
う

し
た

多
様

な
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

る
よ
う
、
他
の
事
業
者
に
対

し
て
競
争
基
盤
の
提
供
を
行

う
。

事
業

者
と

行
政

は
、

こ
う

し
た

取
組

も
踏

ま
え

つ
つ

、
互
い
に
連
携
し
、
Ｉ
Ｐ
網

へ
の
移
行
の
意
義
・
メ
リ
ッ

ト
に

関
し
て

広
く
国

民
へ
の
周

知
に

努
め

、
円
滑

な
移
行
を

促
す

。
 

【
意

見
内
容

】
 

 
弊

社
は
Ｉ

Ｐ
網
へ

の
移
行
に

協
力

し
ま

す
。
 

 
本

件
は

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
日

本
・

西
日

本
殿

の
公

衆
交

換
電

話
網
が
維
持
限
界
を
迎
え
る

こ
と
か
ら

Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行

を
検

討
す
る

も
の
で

、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日

本
・

西
日
本

殿
が
原
因
者
で
あ
り
ま
す
。
 

従
っ

て
、

Ｉ
Ｐ

網
へ

の
移

行
を

機
に

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本
殿
に
有
利
に
な
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
総
務
省
が

今
後

と
も
電

気
通
信

市
場
を
注

視
す

る
こ

と
を
希

望
し
ま
す

。
 



５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル
の

整
備

 
３
０
頁

 

【
意

見
対
象

箇
所
】

 
 

「
こ

う
し

た
課

題
や

事
業

者
間

協
議

の
結

果
も

踏
ま

え
つ
つ
、
『
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ

ビ
ル
』

内
で
の
Ｉ
Ｐ
－
Ｉ
Ｐ

接
続

に
つ

い
て

の
考

え
方

を
整

理
す

る
こ

と
に

よ
り

、
事

業
者
に
お
け
る
予
見
可
能
性

の
確
保
や
協
議
の
円
滑
化
を

図
り

、
Ｉ
Ｐ

－
Ｉ
Ｐ

接
続
へ
の

円
滑

な
移

行
を
促

進
す
る
必

要
が
あ
る
。

 」
の
段
落
の
前

 
【

意
見

内
容

】
 

「
（

３
）

「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉ

」
ま

で
の

伝
送

路
（

コ
ス

ト
負
担
）
」
（
ｐ
３
３
）
で

示
さ
れ
た
考
え
方
の
前
提

と
な

る
事
業

者
間
協

議
の
内
容

を
明

ら
か

に
す
る

た
め
、
下

記
を
追
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 
記

 
更

に
、

「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉ

」
非

設
置

地
域

で
サ

ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
事
業
者
は
、

「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
」
設
置

地
域

で
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

事
業

者
に

比
べ

て
、

「
繋

ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
」
ま
で
の
伝

送
路
コ

ス
ト
が
か
か
る
こ
と

に
な

る
。

こ
の

コ
ス

ト
に

つ
い

て
は

「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉ

」
非
設
置
地
域
で
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
者

が
、
そ

の
設

定
す

る
接

続
料

で
回

収
す

る
こ

と
に

つ
い

て
「

事
業

者
間
意
識
合
わ
せ
の
場
」
で

全
事
業
者
の
合
意
が
得
ら
れ

た
。

 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル
の

整
備

 
３
５
頁

 

【
意

見
対
象

箇
所
】

 
 

事
業

者
間

で
協

議
さ

れ
た

「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉ

ビ
ル

」
内
の
設
備
構
成
は
下
図
の
と

お
り
で
あ
り
、
Ｉ
Ｐ
網
へ
の

移
行

後
に
お

け
る
各

事
業
者
の

通
信

設
備

は
、
「

『
Ｌ
２
ス

イ
ッ
チ
』
を
介
し
た
接
続
」
と

 「
『

Ｌ
２
ス

イ
ッ
チ
』

を
介

さ
な

い
（

『
パ

ッ
チ

パ
ネ

ル
』

を
介

し
た

）
接

続
」

が
併
存
し
た
接
続
構
成
と
な

る
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。

事
業

者
間

の
議

論
等

も
踏

ま
え

つ
つ

、
「

繋
ぐ

機
能

Ｐ
Ｏ

Ｉ
ビ
ル
」
内
で
複
数
の
事
業

者
が
利
用
す
る
通
信
施
設
や

通
信

設
備

（
Ｌ

２
ス

イ
ッ

チ
等

）
に

つ
い

て
は

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
日
本
・
西
日
本
に
よ
り
維

持
・
管
理
・
運
用
が
行
わ
れ

る
必

要
が
あ

る
 

【
意

見
内
容

】
 

 
貴

答
申

の
と

お
り

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
日

本
・

西
日

本
殿

に
パ

ッ
チ
パ
ネ
ル
及
び
共
用
Ｌ
２

ス
イ
ッ
チ
の
維
持
・
管
理
・

運
用

を
担
っ

て
い
た

だ
く
こ
と

に
賛

同
し

ま
す
。

 
 

パ
ッ

チ
パ

ネ
ル
及

び
共
用
Ｌ

２
ス

イ
ッ

チ
に
つ

い
て
は
、

適
正
性
、
公
平
性
、
透
明
性
、
継
続
性
等
の
担
保
が
必

要
で

あ
り
ま

す
。
こ

れ
を
担
保

す
る

た
め

、
電
気

通
信
事
業

法
の
規
制
（
認
可
接
続
約
款
に
基
づ
く
提
供
条
件
）
を

希
望

し
ま
す

。
 

 
規

制
の

在
り

方
、

費
用

負
担

及
び

保
守

・
運

用
ル

ー
ル

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
事

業
者
間
の
議
論
だ
け
で
は
な

く
、

政
策
的

な
判
断

も
必
要
で

あ
り

ま
す

。
 

（
電

話
網

移
行

円
滑

化
委

員
会

（
第

２
５

回
）

参
考

資
料

２
５
－
１
「
電
話
を
繋
ぐ
機

能
」
に
関
す
る
事
業
者
間
協

議
の

状
況
（

繋
ぐ
機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ

ビ
ル

内
の

設
備
関

連
）
ｐ
２

５
弊
社
意
見
）

 



５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル
の

整
備

 
３
６
頁

 

【
意

見
対
象

箇
所
】

 
「

電
話

を
繋

ぐ
機

能
」

に
関

し
、

地
域

系
事

業
者

と
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
日

本
・

西
日

本
の

Ｎ
Ｇ

Ｎ
と

の
接

続
の

た
め

に

「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉ

ビ
ル

」
内

に
設

置
さ

れ
る

通
信

設
備

の
責
任
主
体
の
あ
り
よ
う
、

コ
ス
ト
負
担
や
事
業
者
間
精

算
等

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

事
業

者
間

協
議

が
進

め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
事
業
者

間
で
は
接
続
ル
ー
ル
に
則
し

た
対

応
が
な

さ
れ
る

必
要
が
あ

る
。

 
 【

意
見

内
容

（
そ
の

１
）
】

 
当

該
通

信
設

備
に

つ
い

て
は

、
検

討
の

端
緒

は
地

域
系

事
業
者
及
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・

西
日
本
殿
と
の
間
で
あ
り

ま
し

た
が

、
他

の
事

業
者

に
も

関
係

す
る

課
題

で
あ

り
、

事
業
者
間
協
議
で
は
関
係
事

業
者
も
協
議
に
参
加
し
て
い

ま
す

。
 

下
記

の
と
お

り
修
正

し
て
い
た

だ
き

た
い

。
 

記
 

「
電

話
を

繋
ぐ

機
能

」
に

関
し

、
地

域
系

事
業

者
と

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

の
Ｎ

Ｇ
Ｎ

と
の

接
続

の
た

め
に

「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉ

ビ
ル

」
内

に
設

置
さ

れ
る

通
信

設
備

の
責
任
主
体
の

在
り
よ
う
、

コ
ス
ト
負
担
、
事
業
者
間
精

算
等

に
つ

い
て

は
、

当
該

事
業

者
間

で
の

課
題

と
し

て
提

起
さ
れ
た
が
、
他
の
事
業
者

に
も
関
係
す
る
課
題
で
あ
る

た
め

、
引

き
続

き
関

係
事

業
者

間
で

協
議

が
進

め
ら

れ
て

い
る
と
こ
ろ
、
事
業
者
間
で

は
接
続
ル
ー
ル
に
則
し
た
対

応
が

な
さ
れ

る
必
要

が
あ
る
。

 
 【

意
見

内
容

（
そ
の

２
）
】

 
 

「
第

４
０

回
事

業
者

間
意

識
合

わ
せ

の
場

（
Ｈ

２
８

．
１
１
．
３
０
）

」
に
お
い
て

、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本

殿
よ

り
共

用
Ｌ

２
ス

イ
ッ

チ
の

費
用

負
担

に
つ

い
て

は
、

一
次
負
担
者
及
び
二
次
負
担

者
に
分
け
る
考
え
が
示
さ
れ

ま
し

た
。

 
 

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

殿
の

主
張

は
、

「
共

用
Ｌ

２
ス
イ
ッ
チ
の
み
を
専
ら
利
用

す
る
事
業
者
（
主
に

地
域
系

事
業

者
）

が
一

次
負

担
者

と
な

り
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本
は
二
次
負
担
者
と
し
て

接
続
料
と
し
て
一
次
負
担
者

に
費

用
を
支

払
う
。

」
と
い
う

も
の

で
あ

り
ま
す

。
 

 
共

用
Ｌ

２
ス

イ
ッ

チ
は

、
全

事
業

者
が

接
続

す
る

も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
費
用
負

担
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
を

一
次

負
担
者

又
は
二

次
負
担
者

に
分

け
ず

に
全
事

業
者
が
同

じ
立
場
及
び
同
じ
ル
ー
ル
で
負
担
す
べ

き
で
す
。

 
 

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

殿
が

、
当

社
の

よ
う

に
交

渉
力
の
低
い
接
続
事
業
者
に
対

し
、
過
度
な
負
担
を
強
い

る

こ
と

の
な

い
よ

う
、

総
務

省
は

事
業

者
間

の
協

議
を

注
視

し
、

公
平

な
競

争
基

盤
の

維
持

を
担

っ
て

い
た

だ
き

た

い
。

 
（

電
話

網
移

行
円

滑
化

委
員

会
（

第
２

５
回

）
参

考
資

料
２
５
－
１
「
電
話
を
繋
ぐ
機

能
」
に
関
す
る
事
業
者
間

協
議

の
状
況

（
繋
ぐ

機
能
Ｐ
Ｏ

Ｉ
ビ

ル
内

の
設
備

関
連
）
ｐ

２
５
弊
社
意
見
に
追
記
）

 



６
．

Ｉ
Ｐ

網
へ

の
移

行
に

伴
う

電
話

の
競

争
ル

ー
ル

の
見

直
し

 
４
２
頁

 

【
意

見
対
象

箇
所
】

 
こ

う
し

た
方

向
性

を
踏

ま
え

、
固

定
系

Ｉ
Ｐ

電
話

に
お

け
る
「
双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ

リ
テ
ィ
」
の
導
入
の
た
め

に
、

事
業

者
間

に
お

い
て

は
、

す
で

に
策

定
さ

れ
て

い
る

技
術
標
準
に
加
え
、
実
現
に

係
る
費
用
、
費
用
負
担
の
在

り
方

（
中

小
事

業
者

の
負

担
の

在
り

方
を

含
む

）
、

運
用

方
法
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
扱

い
、
及
び
適
用
す
る
ル
ー
テ

ィ
ン

グ
機

能
等

に
つ

い
て

の
詳

細
検

討
を

早
期

に
行

い
、

本
審
議
会
（
電
話
網
移
行
円

滑
化
委
員
会
）
で
の
審
議
に

合
わ

せ
て
一

定
の
と

り
ま
と
め

を
行

う
べ

き
で
あ

る
。

  
 【

意
見
内

容
】

 
 

弊
社

の
固

定
電

話
は

電
話

番
号

数
で

約
２

万
番

号
で

あ
り
、
小
規
模
で
あ
り
ま
す
。

双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ

ィ
導

入
費
用

が
高
額

に
な
る
恐

れ
が

あ
り

、
固
定

電
話
役
務

の
継
続
が
困
難
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 
 

双
方

向
番

号
ポ

ー
タ

ビ
リ

テ
ィ

の
導

入
に

つ
い

て
、

中
小
事
業
者
に
過
度
な
負
担
と

な
ら
な
い
よ
う
、
番
号
デ
ー

タ
ベ

ー
ス
を

共
用
す

る
等
負
担

軽
減

に
つ

い
て
検

討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
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様式 

 
意見書 

 
平成 29 年 2 月 23 日 

 
 
情報通信審議会 
電気通信事業政策部会長 御中 
 
 

                                      
郵便番号 １０４－００４５          

（ふりがな）                     

住所 東京都中央区築地４－１－１ 

（ふりがな）                     

会社名 株式会社アイ・ピー・エス  

代表取締役 宮下 幸治       

 

電話番号 ＊＊＊＊＊＊    

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ ＊＊＊＊＊＊ 

 

 
 
「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP 網のあるべき姿～（案）」に関し、別紙の

とおり意見を提出します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意見２９ 
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別紙 

章 項 意見 

5.NGN の接続ルール

の整備 
５．３．

１  現 状

とＩＰ網

への移行

等に伴う

課題 
 

事業者間の規模の差が大きい現状において、ネットワークの経

済合理性や技術的なトラヒック交換の最適化観点でみると、最も

トラヒック量が大きい NTT 東西殿の網に接続すること、およびそ

の網を通じて他事業者とも接続することには一定の合理性があり

ます。そのため、これまでは NTT 東西殿の一種指定設備である

PSTN においていわゆるハブ機能（NTT 殿がその設備を介して接

続事業者間でトラヒックを交換させること）が提供されてきた理

解です。 
トラヒックの接続ポイントでの簡便性、確実性は電話事業を営

むにあたり必須の要素です。これらが担保されない場合、もしく

は大きな負担となる場合は、電話サービスでのイノベーションが

行なわれなくなり、電話の競争環境が失われることから、これら

の確実な担保を総務省殿で議論いただきたいと考えます。 
今回、NTT 殿を含む通信事業者間の協議の場「PSTN マイグレ

ーションに係る関係事業者間の意識合わせの場」（以下、意識合わ

せの場という）においては、多くの事業者からハブ機能と同様の

機能を IP 網にて実現するべきとの意見が出されました。 
また、意識合わせの場では、概念的整理として「パッチパネル

を介した直接接続方式」と「共用 L2 スイッチ接続方式」の 2 モ

デルを概念的に比較し、議論を行いましたが、これらのモデルの

具体的な設備構成や実質的に許容される可用性等の詳細まで踏み

込んで行なわれていないことや、そもそも NTT 東西殿の設備のア

ンバンドルを前提とした接続方式の議論は行なわれていないこと

からも明らかである通り、本格的な検討・議論が行われていない

状態です。そのため、今後は NTT 東西殿の設備をアンバンドルし、

PSTN の設備と同様に NTT 東西殿設備を介して接続事業者間の

トラヒック交換を低廉に実現するべく、必要な議論を総務省殿の

場で実施していただきたいと考えます。 
６．２  マイライン機

能・中継選択機能等の

扱い 

６．２．

２  具 体

的方向性

（ 考 え

方） 
 

ボトルネック設備は可能な限りアンバンドルを行い、競争区間

を増やすことで競争と利用者利便を促進してきた理解です。 
今後、マイライン機能および中継選択機能が廃止された場合、

アクセス回線を有しない事業者は電話市場から撤退することが容

易に想定されます。ベンチャー企業等、比較的小規模な事業者が

参入することが困難となることから、これまで新規参入者が担っ

ていた低廉化やユーザニーズに応じた細かなサービス等、多様な

競争が阻害されることになります。これは何より国民の不利益と

なります。 



2 
 

議論の中では、NGN の中で優先転送機能のアンバンドルによっ

て電話のアクセスラインに参入可能であることが示され、規模的

にアクセスラインを持ちえない事業者であっても垂直統合された

電話サービスの提供事業者として市場に参入可能であると示され

ていますが、これは正しくありません。NGN の優先転送機能の利

用にあたっては、通信したデータ量に応じた通信費の負担以外に、

数億円にものぼる多額の網改造費、情報システム開発の費用等の

負担が必要とされます。また、IPoE 方式の POI を設定するため

に更に高額の投資が必要となります。このような状態では、我々

のような新規参入事業者や中小規模事業者が NGN 上において

0AB-J 電話サービスに参入することは不可能に近く、結果的に現

在の携帯電話市場のように、大規模事業者のみが競争を行う状況

になりかねません。 
 PSTN の後継となる NGN では、現在と同様にマイライン・中

継選択機能、00XY 番号を用いた電話サービスとの接続を具備す

ることや、卸サービスの接続料化や IPoE POI の低廉化、情報シ

ステム開発費用等の接続料化など、移行先の NGN における公正

競争環境の構築や価格の低廉化を総務省殿において早急に行って

いただくようお願い致します。 
 



意 見 書

平成２９年２月２３日

情報通信審議会

電気通信事業政策部会長 様

郵便番号 ０７０－００３７

所在地 北海道旭川市７条通１０丁目
ほつかいどうあさひかわ し

旭川市役所第２庁舎２階

団体名 旭川市消防本部
あさひかわ し しようぼうほん ぶ

消防長 平野 文彦
ひら の ふみひこ

電話番号

連絡担当者氏名

電話番号

電子メールアドレス

「「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後のIP網のあるべき姿～（案）」

に関し，別紙のとおり意見を提出します。

意見３０



-1
-

別
紙
様
式

章
頁

意
見

３
．
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
信

９
【
意
見
対
象
箇
所
】

頼
性
・
品
質
，
提
供
エ
リ
ア
，
料

３
．
１
．
１
現
状
と
ＩＰ
網
へ
の
移
行
等
に
伴
う
課
題

金
水
準
の
確
保

…
光
ア
ク
セ
ス
回
線
を
利
用
す
る
光
ＩＰ
電
話
に
つ
い
て
は
局
給
電
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
，
こ
れ

が
利
用
者
に
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
も
含
め
て
，
停
電
時
に
お
け
る
通
信
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

の
課
題
が
あ
る
。

【
意
見
内
容
】

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
電
話
回
線
網
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
，
光
ＩＰ
電
話
利
用
者
に
対
す
る
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
電
源
の
提
供
を
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

３
．
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
信

１
０

【
意
見
対
象
箇
所
】

頼
性
・
品
質
，
提
供
エ
リ
ア
，
料

３
．
１
．
２
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

金
水
準
の
確
保

［
回
線
保
留
機
能
］

・
緊
急
通
報
に
関
し
，
…
「
回
線
保
留
機
能
」
の
実
現
が
困
難
で
あ
る
が
，
…
「
コ
ー
ル
バ
ッ
ク
機
能
」

で
の
対
応
は
可
能
で
あ
る
。
…

【
意
見
内
容
】

緊
急
通
報
に
関
し
，
「
回
線
保
留
機
能
」
に
替
わ
り
「
コ
ー
ル
バ
ッ
ク
機
能
」
に
よ
る
呼
び
返
し
が
示
さ
れ

て
い
る
が
，
通
信
料
の
負
担
増
が
発
生
し
な
い
よ
う
留
意
い
た
だ
き
た
い
。
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意 見 書 

 

平成２９年２月２３日 

 

情報通信審議会 

電気通信事業政策部会長 御中 

 

 

郵 便 番 号   530-6116 

（ ふ り が な ）    おおさかし きたく なかのしま ３ちょうめ３ばん２３ごう 

住      所    大阪市北区中之島３丁目３番２３号 

（ ふ り が な ）    かぶしきがいしゃ けい・おぷてぃこむ 

氏      名    株式会社 ケイ・オプティコム 

だいひょうとりしまりやくしゃちょう   ふじの  たかお 

代表取締役社長     藤野 隆雄 

電 話 番 号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

「「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP網のあるべき姿～（案）」

に関し、別紙のとおり意見を提出します。

意見３１ 
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別
紙
 

章
 

頁
 

弊
社
意
見
 

３
．
固

定
電

話
サ
ー
ビ
ス
の
信

頼

性
・
品

質
、
提

供
エ
リ
ア
、
料

金

水
準
の
確
保

 

 

１
３
頁

 

【
意
見

対
象
箇

所
】
 

３
．
２

 
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
へ
の
影
響

 

 
３
．
２
．
２

 
具
体
的
方
向

性
（
考
え
方
）
 

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
点
を
含
め
、
今
後
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
論
点
を
整
理

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

現
在

、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
確

保
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
固

定
の
電

話
に
つ
い
て
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て
き
た
が
、
今
後
ど

う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
最

低
限
度

の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
利

用
者
か
ら
求
め
ら
れ
る
の
か
見

極
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
各

種
制
度

も
そ
れ
に
応

じ
て

見
直

し
が
さ
れ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
総

務
省

に
お
い
て
は
、
そ
う
い
っ
た
需

要
面

で
の
ニ
ー
ズ
や
シ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
注

意
深

く
把

握
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

 

 【
意
見

内
容
】
 

• 
今
後
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
論
点
整
理
の
考
え
方
に
つ
い
て
賛
同
し
ま
す
。

 
 

• 
論
点
整
理
に
あ
た
っ
て
は
、

1
次
答
申
（
案
）
の
趣
旨
に
則
り
、
固
定
電
話
の
み
に
焦
点
を
絞
る
の
で
は
な
く
、
携
帯
電
話
も
含
め
、
幅
広

く
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

 
 

 

     

   



  

章
 

頁
 

弊
社
意
見
 

３
．
固

定
電

話
サ
ー
ビ
ス
の
信

頼

性
・
品

質
、
提

供
エ
リ
ア
、
料

金

水
準
の
確
保

 

 

１
４
頁

 

【
意
見

対
象
箇

所
】
 

３
．
３

 
利
用
者
料
金
規
制

の
在
り
方

 

３
．
３
．
２

 
具
体
的
方
向
性

（
考
え
方
）
 

加
入

電
話

の
移

行
先

と
し
て
今

後
も
契

約
数

の
増

加
が
見

込
ま
れ
る
光

ＩＰ
電

話
に
つ
い
て
は
、
利

用
者

の
数

、
範

囲
等

か
ら
み
た
利

用
者

利
益

の
影

響
を
踏

ま
え
つ
つ
、
現

行
の
加

入
電

話
と
同

様
に
、
特

定
電

気
通

信
役

務
の
対

象
と
し
て
位

置
づ
け
、
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ

規
制
を
課
す
必
要
が
あ
る
か
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 

な
お
、
光
ＩＰ
電
話
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
）
契
約
に
重
畳
し
て
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
光
ＩＰ
電
話
に
つ
い
て
プ
ラ
イ

ス
キ
ャ
ッ
プ
規

制
を
課

す
場

合
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
）
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
特

定
電

気
通

信
役

務
の
対
象
と
し
て
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
規
制
を
課
す
必
要
が
あ
る
か
、
あ
わ
せ
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 

 

【
意
見

内
容
】
 

• 
F
T
T
H
の
よ
う
に
競
争
が
進
展
し
て
い
る
市
場
に
対
し
、
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
規
制
を
課
す
こ
と
は
、
適
切
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

 
 

• 
2
0
1
5
年

3
月
の
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
の
運
用
に
関
す
る
研
究
会
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
「
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
制
度
は
、
競
争
が
十
分
に
進
展

し
て
い
な
い
た
め
、
市

場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通

じ
た
適

正
な
料
金

水
準

の
形

成
が
困

難
で
あ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
（
指

定
電

気
通

信
役
務

）
の
う
ち
、
利

用
者
の
利
益
に
及
ぼ
す
影

響
が
大

き
い
、
国

民
生

活
・
経
済
に
必

要
不
可

欠
な
サ
ー
ビ
ス
（
特

定
電
気

通
信
役

務
）
に
対
し
、
料
金
水
準
の
上
限
を
定
め
る
制
度
」
と
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
 

• 
そ
の
よ
う
な
中
、

F
T
T
H
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
規
制
を
か
け
る
こ
と
は
、
当
該
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
す
。

  

• 
ま
た
、
光

IP
電
話
は

F
T
T
H
に
重
畳
さ
れ
て
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、

F
T
T
H
が
競
争
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
光

IP

電
話
に
対
し
て
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
規
制
を
課
す
こ
と
も
適
切

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

  

 

   



  

章
 

頁
 

弊
社
意
見
 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー
ル
の
整
備

 
 

３
５
頁

 

～
 

３
６
頁

 

【
意
見

対
象
箇

所
】
 

５
．
３

 
「
電
話

を
繋
ぐ
機
能
」
の
在
り
方

 

５
．
３
．
２

 
具
体
的
方
向
性

（
考
え
方
）
 

（
４
）
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉビ
ル
」
に
係
る
通
信
施
設
・
通
信
設
備

 

②
 
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉビ
ル
」
内
の
設
備
構
成
（
技
術
基
準
の
考
え
方
） 

事
業
者

間
の
議

論
等

も
踏

ま
え
つ
つ
、
「
繋
ぐ
機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉビ
ル
」
内
で
複
数
の
事
業

者
が
利

用
す
る
通
信

施
設
や
通
信
設

備
（
Ｌ
２
ス

イ
ッ
チ
等
）
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
に
よ
り
維
持
・
管
理
・
運
用
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

 

 （
５
）
提
供
主
体
に
求
め
ら
れ
る
役
割

 

Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
ら
ＩＰ
網
へ
の
移
行

後
に
お
い
て
は
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能

」
が
全
て
の
利
用
者
に
電
話
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
た
め
の
基
盤
と

な
る
こ
と
か
ら
、

 

・
 
同
機
能
が
、
事
業
者
の
経
済
合
理
性
の
観
点
の
み
な
ら
ず
、
確
保
す
べ
き
利
用
者
利
益
を
十
分
に
勘
案
し
て
、
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
提
供
さ
れ
る
こ

と
 ・

 
同
機
能
を
提
供
す
る
通
信
施
設
（
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉビ
ル
」等

）及
び
同
施
設
に
設
置
す
る
通
信
設
備
（
ル
ー
タ
等
）
に
つ
い
て
は
、
適
正
性
・
公
平
性
・透

明
 

性
が
確
保
さ
れ
た
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
で
接
続
事
業
者
（今

後
想
定
さ
れ
る
新
規
参
入
事
業
者
も
含
む
）
に
提
供
さ
れ
る
こ
と

 

・
 
同

機
能

を
提
供

す
る
通

信
施
設

（
「
繋

ぐ
機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉビ

ル
」
等

）
及

び
同

施
設
等

に
設

置
す
る
通
信

設
備

（
ル
ー
タ
や
Ｓ
ＩＰ

サ
ー
バ
等

）
に
つ
い
て
の
信
頼

性
 

等
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
技
術
基
準
等
に
基
づ
く
維
持
・
管
理
・
運
用
が
な
さ
れ
る
こ
と

 

が
求
め
ら
れ
る
。

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

が
通

信
施

設
及

び
通

信
設

備
を
提

供
す
る
際

に
は
、
上

記
の
考

え
方

を
踏

ま
え
た
対

応
を
行

う
こ
と
が
求

め
ら

れ
る
。

 



  

  

【
意
見

内
容
】
 

• 
通
信
施
設
や
通
信
設
備
（
L
2
ス
イ
ッ
チ
等
）
を

N
T
T
東
西
殿
に
よ
り
維
持
・
管
理
・
運
用
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
賛
同
し
ま
す
。

 
 

• 
ま
た
、
一

次
答

申
（
案

）
で
示

さ
れ
た
と
お
り
、
「
電

話
を
繋

ぐ
機

能
」
は
全

て
の
利

用
者

に
電

話
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
た
め
の
基

盤
と

な
る
こ
と
か
ら
、
「
継
続
的
・
安

定
的
な
提
供
」
や
「
適
正
性
・
公
平
性
・
透
明
性
を
確
保

し
た
料
金
・
条
件
で
の
提
供
」
、
「
技
術
基
準
に

基
づ
く
維
持
・
運
用
・
管
理
に
よ
る
信
頼
性
の
確
保
」
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

 
 

• 
こ
れ
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、

N
T
T
東
西
殿
に
よ
る
自
主
的
運
用
に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
法
規
制
・
制
度
設
計
の
も
と
で
維
持
・
管
理
・

運
用
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

 
 

 

               

   



  

章
 

頁
 

弊
社
意
見
 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー
ル
の
整
備

 
 

３
６
頁

 

【
意
見

対
象
箇

所
】
 

５
．
３

 
「
電
話

を
繋
ぐ
機
能
」
の
在
り
方

 

５
．
３
．
２

 
具
体
的
方
向
性

（
考
え
方
）
 

（
６
）
そ
の
他

 

「
電

話
を
繋

ぐ
機

能
」
に
関

し
、
地

域
系

事
業

者
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

の
Ｎ
Ｇ
Ｎ
と
の
接

続
の
た
め
に
「
繋

ぐ
機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉビ
ル
」
内

に
設

置
さ
れ
る
通

信
設

備
の
責

任
主

体
の
あ
り
よ
う
、
コ
ス
ト
負

担
や
事

業
者

間
精

算
等

に
つ
い
て
は
、
引

き
続

き
事

業
者

間
協

議
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
事
業
者
間
で
は
接
続
ル
ー
ル
に
則
し
た
対
応
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

 

 【
意
見

内
容
】
 

• 
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能

」
に
関
し
て
「
繋
ぐ
機
能

P
O

I
ビ
ル
内
」
に
設
置
さ
れ
る
通
信
設
備

は
、
地
域
系
事
業
者
に
限
ら
ず
、
全
て
の
事
業

者
が
利
用
す
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

 
 

• 
こ
の
た
め
、
当
該
箇
所
は
地
域
系
事
業
者
に
限
定
し
た
記
述
は
必
要
な
く
、
例
え
ば
下
記
の
よ
う
に
修
正
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

 
 

 
 ＜

変
更
案
＞

 
 

 
 
「
電

話
を
繋
ぐ
機

能
」
に
関
し
、
「
繋
ぐ
機
能

P
O

I
ビ
ル
」
内
に
設
置

さ
れ
る
通
信

設
備
の
責
任

主
体
の
あ
り
よ
う
、
コ
ス
ト
負
担
や
事
業

者
間

精
算

等
に
つ
い
て
は
、
引

き
続

き
事

業
者

間
協

議
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
事

業
者

間
で
は
接

続
ル
ー
ル
に
則

し
た
対

応
が
な
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。

 

 

     



  

章
 

頁
 

弊
社
意
見
 

７
．
ア
ク
セ
ス
回

線
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
の
競
争
環
境
整
備

 

 

５
２
頁

 

～
 

５
３
頁

 

       ５
６
頁

 

【
意
見

対
象
箇

所
】
 

７
．
１

 
ア
ク
セ
ス
回
線
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
環
境
整
備

 

７
．
１
．
１

 
現
状
と
ＩＰ
網
へ
の
移
行
等
に
伴
う
課
題

 

（
１
）
光
回
線
へ
の
移
行
促
進
及
び
公
正
競
争
環
境
の
整
備
に
向

け
た
取
組

 

光
ＩＰ
電

話
に
つ
い
て
は
、
光

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
加

入
を
前

提
と
し
た
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提

供
（
こ
の
場

合
の
光

ＩＰ
電

話
の
基

本
料

は
5
0
0
 円

程
度

）
さ
れ
て
お
り
、
（
一

部
の
例

外
を
除

き
）
光

ＩＰ
電

話
の
単

独
メ
ニ
ュ
ー
は
提

供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
電
話
サ
ー
ビ

ス
の
み
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
は
対
応
し
て
い
な
い
。

 

こ
の
よ
う
な
現
状

を
踏

ま
え
、
ＩＰ
網
へ
の
移
行
に
伴
っ
て
は
、
光

回
線
へ
の
移
行
促
進

が
重
要
な
課
題
と
な
る
。
現
在

も
進
ん
で
い
る
メ

タ
ル
電

話
か
ら
光

ＩＰ
電

話
へ
の
移

行
を
加

速
さ
せ
る
た
め
、
光

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
や
光

ＩＰ
電

話
に
係

る
公

正
な
競

争
環

境
の
整

備
を
図

る
と

と
も
に
、
並
行
し
て
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
等
の
未
整
備
地
域
へ
の
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
今
後
さ
ら
に
重
要
と
な
る
。

 

 

７
．
１
．
２

 
具
体
的
方
向
性

（
考
え
方
）
 

（
１
）
光
回
線
へ
の
移
行
促
進
及
び
公
正
競
争
環
境
の
整
備
に
向

け
た
取
組

 

ア
ク
セ
ス
回

線
の
円

滑
な
移

行
に
向

け
た
競

争
環

境
を
整

備
す
る
た
め
に
は
、
加

入
光

フ
ァ
イ
バ
に
係

る
接

続
料

の
一

層
の
低

廉
化

が
重
要
と
な
る
。

 

 【
意
見

内
容
】
 

• 
メ
タ
ル
電
話
は
、

N
T
T
殿
が
公
社
時
代
に
構
築
さ
れ
た
メ
タ
ル
回

線
を
用
い
た
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
設
備
競
争
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
プ

ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
規
制
な
ど
の
法
規
制
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
料
金
低
廉
化
を
促
し
て
き
ま
し
た
。

 
 

• 
そ
の
一
方
で
、
光

IP
電
話
は

N
T
T
東
西
殿
以
外
に
当
社
を
含
め
た
設
備
設
置
事
業
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、
設
備
競
争

が
進
展
し
て
い
る
た
め
、
市
場
原
理
に
よ
っ
て
料
金
低
廉
化
が
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

 
 

• 
こ
の
よ
う
に
、
メ
タ
ル
電
話
と
光

IP
電
話
は
歴
史
的
経
緯
が
異
な
る
も
の
で
す
。

 
 



  

• 
今
後
、
メ
タ
ル
電
話
の
提
供
料
金
等
の
光

IP
電
話
へ
の
移
行
を
検
証
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
念
頭
に
お
い
て
検
討
す

べ
き
で
す
。
移
行
あ
り
き
で
加
入
光
フ
ァ
イ
バ
に
係
る
接
続
料
を
恣
意
的
に
低
廉
化
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
 

• 
加
入
光
フ
ァ
イ
バ
に
係
る
接
続
料
を
恣
意
的
に
低
廉
化
さ
せ
て
し
ま
う
と
、

N
T
T
東
西
殿
か
ら
設
備
を
借
り
る
事
業
者
だ
け
が
一
方
的
に

有
利

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
自

ら
リ
ス
ク
を
取

っ
て
設

備
投

資
し
、
地

域
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
推

進
に
寄

与
し
て
き
た
事

業
者

を
排

除
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

• 
そ
の
結
果
、
設
備
投
資
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
失
わ
れ
、
設
備
競
争
や
サ
ー
ビ
ス
競
争
が
起
こ
ら
な
く
な
り
、
利
用
者
利
便

を
大
き
く
損
ね
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

 

 

以
 
上
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別
紙
 

章
 

頁
 

意
見
 

５
．
３

 「
電

話
を

繋
ぐ

機
能
」

の
在
り
方
 

５
．
３
．
１
 
現
状

と
Ｉ

Ｐ
網

へ
の
移
行
等
に
伴
う
課
題
 

３
０
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
ら
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
後
に
お
い
て
は

、
全
て
の
事
業
者
が
Ｉ
Ｐ
－
Ｉ
Ｐ
接
続
へ
移
行
す
る
こ

と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｐ
－
Ｉ
Ｐ
接
続
に
お

い
て
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
の
よ
う
な
多
段
接
続
を
実
現
す
る

場
合
、
三
者
間
以
上
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
サ
ー
バ
連
携
が
必
要
と
な
る
が
、
三
者
間
以
上
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
サ
ー
バ
連
携
は

開
発
コ
ス

ト
・
検

討
期
間

等
の

問
題
が

あ
る
た

め
、
「
二
者
間

の
Ｓ
Ｉ

Ｐ
サ
ー

バ
連
携

」
を

前
提
と

し
た

二
者
間
接
続
を
行
う
こ
と
が
事
業
者
間
に
お
い
て

確
認
さ
れ
て
い
る
。
 

二
者
間
接
続
で
は
、
二
者
間
で
の
直
接
接
続
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
特
定
の
相
互
接
続
点
（
以
下
「
繋
ぐ

機
能
Ｐ
Ｏ

Ｉ
」
と

い
う

。
）
で
全

事
業
者

が
接
続

し
、
互

い
の

ル
ー
タ

や
Ｓ
Ｉ

Ｐ
サ
ー

バ
等

の
通
信

設
備

を
連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
事
業
者
間
で
の
通
話
を
疎
通
さ
せ
る
こ
と
が
事
業
者
間
に
お
い
て
確
認

さ
れ
た
。
 

 【
意
見
内
容
】
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
多
様
化
な
ど
市
場
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、
今
後
、
固
定
電
話

サ
ー
ビ
ス
を
で
き
る
限
り
負
担
の
な
い
形
で
提
供
・
維
持
し
て
い
く
た
め
、
PS
T
N
か
ら

I
P
網
へ
移
行
し
、

I
P
の
特
性
を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
へ
円
滑
に
移
行

し
て
い
く
こ
と
は
、
当
社
を
含
む
全
事
業
者
共
通
の
方

向
性
で
あ
り
、
相
互
に
協
力
し
て
対
応
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

事
業
者
間
接
続
に
つ
い
て
も
、
本
答
申
案
の
通
り
、
直
接
接
続
や
繋
ぐ
機
能
を
通
じ
た
二
者
間
接
続
と
な

る
こ
と
か
ら
、
当
社
を
含
む
各
事
業
者
が
各
々
の

責
任
を
果
た
し
、
協
力
し
あ
う
真
摯
な
対
応
が
、
よ
り

一
層
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
 



６
．
２
 
マ
イ

ラ
イ

ン
機

能
・

中
継
選
択
機
能
等
の
扱
い
 

６
．
２
．
２
 
具
体

的
方

向
性

（
考
え
方
）
 

（
１
）
マ
イ

ラ
イ

ン
機

能
の
扱

い
 

４
６
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

Ｉ
Ｐ
網
に
お
い
て
、
マ
イ
ラ
イ
ン
機
能
が
果
た
し
て
き
た
「
競
争
基
盤
の
提
供
」
や
「
事
業
者
選
択
可
能

性
」
を
確

保
す
る

に
は
、

そ
の

手
段
と

し
て

、
「
利

用
者
が
事

業
者
を

変
更
し

た
場
合

に
桁

数
を
変

更
せ

ず
に
（
４
桁
の
事
業
者
識
別
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
せ

ず
に
）
元
の
電
話
番
号
を
利
用
可
能
と
す
る
こ
と
の
担

保
」
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 【
意
見
内
容
】
 

固
定
Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｉ
Ｐ
網
の
特
性
を

い
か
し
た
距
離
に
依
存
し
な
い
サ
ー
ビ
ス
・
料
金
体
系

が
主
流
で
あ
り
、
市
内
・
県
内
市
外
・
県
間
と
い
っ
た
距
離
区
分
毎
に
事
業
者
を
お
客
さ
ま
に
選
択
い
た

だ
く
現
行
マ
イ
ラ
イ
ン
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
ご
利
用
者
に
と
っ
て
も
意
味
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
適
当

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
残
る
と
想
定
さ
れ
る
「
事
業
者
を
自
由
に
選
択
し

た
い
」
、「

請
求
書
を

一
社
に
ま
と
め
た
い
」
と
い
っ
た
ご
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
か
ら
提

案
の
あ
っ

た
「
通

話
サ
ー

ビ
ス

卸
」
や

、
「

中
継
選

択
」
の
活

用
が
可

能
で
す

。
こ
れ

に
よ

り
「
競

争
基

盤
の
提
供
」
や
「
事
業
者
選
択
可
能
性
」
も
確
保
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。
 

な
お
、
当
社
と
し
て
は
、
円
滑
な
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
向
け
て
、
ご
利
用
者
へ
の
周
知
・
対
応
期
間
を

十
分
に
確
保
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
か
ら
「
通
話
サ
ー
ビ
ス
卸
」
の
料
金
・
提
供
条
件
等

に
つ
い
て
早
期
に
提
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
 

６
．
２
 
マ
イ

ラ
イ

ン
機

能
・

中
継
選
択
機
能
等
の
扱
い
 

６
．
２
．
２
 
具
体

的
方

向
性

（
考
え
方
）
 

（
２
）
中
継

選
択

機
能
（
中
継

電
話
・
国
際

電
話

）
等

の
扱
い
 

４
７
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
け
る
「
０
０
Ｘ
Ｙ
番
号
を
用
い
た
付
加
サ
ー
ビ
ス
」
及
び
「
０
Ａ
Ｂ
０
番
号
を
用

い
た
付
加
サ
ー
ビ
ス
」
に
関
し
て
は
、
利
用
者
利
便
の
確
保
の
観
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

の
た
め
の
費
用
負
担
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
事

業
者
間
協
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

 【
意
見
内
容
】
 



メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
け
る
「
０
０
Ｘ
Ｙ
番
号
を

用
い
た
付
加
サ
ー
ビ
ス
」
及
び
「
０
Ａ
Ｂ
０
番
号
を
用

い
た
付
加

サ
ー
ビ
ス
」
は
、
IP

網
移
行
後
も
一
定
の
利

用
者
(
需
要
)
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
利
用
者
利
便

の
確
保
の
観
点
か
ら
も
継
続
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
利
用
者
に
で
き
る
限
り
負
担
(変

更
等
)を

お
か
け

す
る
こ
と
な
く
、
IP

網
へ
の
移
行
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
答
申
案
に
も
述
べ
ら
れ
て

い
る
通
り
、
早
期
の
技
術
検
討
に
よ
る
仕
様
変
更
有
無
等
の
確
認
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
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平成２９年 ２月２３日 

 

情報通信審議会  

電気通信事業政策部会長 あて 

 

郵便番号 105-0013 

（ふりがな） とうきょうとみなとくはままつちょう 

 ２ちょうめ２ばん１２ごう 

住所    東京都港区浜松町２丁目２番１２号 

（ふりがな） いっぱんしゃだんほうじん 
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別
紙
様
式
 

 

章
 

頁
 

意
 
見
  

１
．
基
本
的
な
考
え
方
 

２
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
に
お
い
て
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
ら
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
て
、
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
の

Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
の
役
割
」
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
変
化
」
、
「
技
術
・
市
場
の
動
向
」
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
20
11
 年

12
 月

の
情
報

通
信
審
議
会
（
情
通
審
）
答
申
で
示
し
た
「
継
続
性
」
「
予
見
性
・
透
明
性
」
「
発
展
性
・
柔
軟
性
」
に
、
「
経
済
性
・
簡
便
性
」

を
加
え
た
４
つ
の
基
本
的
視
座
に
基
づ
き
、
個
別
課
題
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。
 

【
意
見
内
容
】
  

PS
TN

か
ら

IP
網
へ
の
移
行
に
あ
た
っ
て
は
、
IP

の
特
性
を
活
か
し
た
最
新
の
技
術
を
用
い
て
効
率
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
に
対
し
て
、
安
価
で
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
 

 

２
．
IP

網
へ
の
移
行
の
意
義
 

７
頁
 

２
．
１
 
IP

網
へ
の
移
行
の
意
義
や
移
行
に
係
る
情
報
の
開
示
 

２
．
１
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
提
供
条
件
と
詳
細
な
設
備
構
成
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
速
や
か
に
開
示
す
る
。
ま
た
、
メ
タ
ル
電

話
か
ら
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
へ
の
移
行
に
留
ま
ら
ず
、
光
Ｉ
Ｐ
電
話
へ
の
移
行
を
も
視
野
に
入
れ
た
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
具
体

的
な
移
行
工
程
・
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
案
を
で
き
る
限
り
速
や
か
に
開
示
し
、
他
の
事
業
者
と
協
議
を
進
め
る
。
 

【
意
見
内
容
】
  

IP
網
へ
の
移
行
準
備
等
に
要
す
る
期
間
を
考
慮
し
、
今
回
の
検
討
に
お
い
て
は
、
現
在
の
メ
タ
ル
固
定
電
話
か
ら

IP
メ
タ
ル
電
話

へ
の
円
滑
な
移
行
を
早
急
に
解
決
が
必
要
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
頂
き
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
方
向
性
を
決
め
て
頂
く
と
と
も

に
、
具
体
的
な
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

 



 2
 / 

2 
 

 
３
．
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
の

信
頼
性
・
品
質
、
提
供
エ
リ

ア
、
料
金
水
準
の
確
保
 

１
１

頁
 

３
．
１
 
信
頼
性
・
品
質
の
確
保
（
技
術
基
準
等
）
 

３
．
１
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
伴
う
技
術
基
準
等
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
等
Ｗ
Ｇ
と
り
ま
と
め
」
及

び
電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
で
の
検
討
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
専
門
的
・
技
術
的
見
地
か
ら
、
情
報
通
信
技
術
分
科
会
Ｉ
Ｐ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
設
備
委
員
会
に
お
い
て
詳
細
な
検
討
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 

【
意
見
内
容
】
  

メ
ー
カ
の
国
際
競
争
力
向
上
の
観
点
に
お
い
て
も
、
国
際
的
な
技
術
動
向
を
踏
ま
え
た
最
新
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
技
術
に
よ
る
実
現

が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
 

 

７
．
ア
ク
セ
ス
回
線
に
お
け

る
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
環
境
整

備
 

５
２

頁
 

７
．
１
 
ア
ク
セ
ス
回
線
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
環
境
整
備
 

７
．
１
．
１
 
現
状
と

IP
網
へ
の
移
行
等
に
伴
う
課
題
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
ら
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
後
（
20
25
 年

頃
以
降
）
に
お
い
て
も
、
 

・
 当

面
の
間
、
（
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
）
基
本
的
な
音
声
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
可
能
で
あ
る
 

・
 （

既
存
の
メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
の
継
続
利
用
に
よ
り
）
基
本
料
は
可
能
な
限
り
現
状
と
同
等
の
水
準
を
維
持
す
る
 

と
の
考
え
を
表
明
し
て
い
る
が
、
他
方
で
、
メ
タ
ル
収
容
装
置
の
稼
働
期
間
や
メ
タ
ル
回
線
の
撤
去
時
期
、
維
持
限
界
後
の
ア
ク
セ

ス
回
線
の
提
供
形
態
に
つ
い
て
何
ら
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
 

【
意
見
内
容
】
  

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
お
い
て
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
い
な
い
公
衆
電
話
や

FA
X
等
既
存
端
末
装
置
に
つ
い
て
も
、
利
用
者
保
護
の
観
点

か
ら
位
置
付
け
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

 



 

 

意見書 

 

 

平成２９年２月23日 

情報通信審議会 

電気通信事業政策部会長殿 

 

郵便番号    １００－６１５０ 

住    所    東京都
とうきょうと

千代田区
ち よ だ く

永田町
ながたちょう

二丁目
に ち ょ う め

１１番
ば ん

１

号
ご う

 

氏    名    株式
かぶしき

会社
がいしゃ

ＮＴＴ
えぬてぃてぃ

ドコモ 

代表 E

だいひょう

AAE取締役 E

とり しま りや く

AAE社長 E

しゃちょう

A  A E吉澤 E

よ し ざ わ

A AE和弘 E

か ず ひ ろ

 

 

 

 

「「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後のIP網のあるべき姿～（案）」に関し、別

紙のとおり意見を提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本意見書に関する連絡先 

      株式会社ＮＴＴドコモ 

      ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

      電話番号 : ＊＊＊＊＊＊＊ 

    ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ: ＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

意見３４ 



1 

 
（
別

紙
）
 

 「
「
固

定
電

話
網

の
円

滑
な

移
行

の
在

り
方

」
一

次
答

申
～

移
行

後
の

IP
網

の
あ

る
べ

き
姿

～
（
案

）
」
に

関
し

て
、

意
見

提
出

の
機

会
を

い
た

だ
き

、
厚

く
御

礼
申

し
上

げ
ま

す
。

つ
き

ま
し

て
は

、
当

社
の

意
見

を
以

下
の

と
お

り
提

出
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

の
で

、
お

取
り

計
ら

い
の

程
宜

し
く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 意
見

提
出

者
：
N

T
T

ド
コ

モ
 

 

章
 

頁
 

意
見

 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル
の

整
備

 
3
1

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

５
．

３
．

２
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

（
１

）
「
電

話
を

繋
ぐ

機
能

」の
役

割
 

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

の
「ハ

ブ
機

能
」
に

代
わ

り
、

ＩＰ
網

へ
の

移
行

後
の

「繋
ぐ

機
能

Ｐ
Ｏ

Ｉビ
ル

」内
で

の
ＩＰ

－
ＩＰ

接
続

は
、

二
者

間
の

Ｓ

ＩＰ
サ

ー
バ

連
携

に
よ

り
、

「
各

事
業

者
が

『
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
』内

等
に

設
置

す
る

通
信

設
備

（ル
ー

タ
等

）及
び

各
事

業
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
側

に
位

置
し

『繋
ぐ

機
能

Ｐ
Ｏ

Ｉビ
ル

』
内

等
の

設
備

と
連

携
す

る
通

信
設

備
（Ｓ

ＩＰ
サ

ー
バ

）等
の

総
体

に
よ

り
、

音
声

呼
を

制
御

し
、

『繋
ぐ

機
能

Ｐ
Ｏ

Ｉビ
ル

』
内

に
設

置
さ

れ
た

事
業

者
の

通
信

設
備

（ル
ー

タ
等

）
を

介
し

て
パ

ケ
ッ

ト
を

伝
送

し
、

通
話

先
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

振
り

向
け

る
『ル

ー
テ

ィ
ン

グ
伝

送
』
」（

以
下

「
電

話
を

繋
ぐ

機
能

」
と

い
う

。
）に

よ
っ

て
実

現
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
。

 

 

【
意

見
内

容
】 

 
P

S
T
N

か
ら

IP
網

へ
の

移
行

は
事

業
者

共
通

の
課

題
で

あ
り

、
IP

網
で

は
二

者
間

の
S
IP

サ
ー

バ
連

携
が

必
要

と
な

る
こ

と
か

ら
、

接
続

当
事

者
同

士
が

責
任

を
持

っ
て

対
応

し
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

６
．

ＩＰ
網

へ
の

移
行

に
伴

う
電

話
の

競
争

ル
ー

ル
の

見
直

し
 

5
1

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

６
．

３
．

２
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

そ
の

上
で

、
接

続
を

行
っ

て
い

る
複

数
の

電
気

通
信

事
業

者
の

う
ち

ど
の

事
業

者
が

利
用

者
料

金
の

設
定

を
行

う
か

は
、

そ
の

事
業

者
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

戦
略

に
大

き
く
関

わ
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
ま

た
、

個
々

の
接

続
の

形
態

に
よ

り
サ

ー
ビ

ス
の

提

供
の

形
態

も
異

な
っ

て
く
る

た
め

、
ま

ず
は

事
業

者
間

の
協

議
に

お
い

て
決

定
さ

れ
る

べ
き

も
の

と
は

考
え

ら
れ

る
。

 

 【
意

見
内

容
】 

 
利

用
者

料
金

設
定

権
に

つ
い

て
、

「
そ

の
事

業
者

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
戦

略
に

大
き

く
関

わ
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
ま

た
、

個
々

の
接

続

の
形

態
に

よ
り

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
の

形
態

も
異

な
っ

て
く
る

た
め

、
ま

ず
は

事
業

者
間

の
協

議
に

お
い

て
決

定
さ

れ
る

べ
き

も
の

と

は
考

え
ら

れ
る

。
」
と

い
う

原
則

に
つ

い
て

明
確

化
さ

れ
た

点
に

つ
い

て
賛

同
し

、
当

社
が

設
定

す
る

利
用

者
料

金
に

つ
い

て
も

、

引
き

続
き

、
利

用
者

へ
の

わ
か

り
や

す
い

周
知

に
努

め
て

い
く
考

え
で

す
。

 

 
な

お
、

本
一

次
答

申
（
案

）
に

示
さ

れ
た

基
本

的
視

座
の

一
つ

で
あ

る
「経

済
性

・簡
便

性
」
の

観
点

を
踏

ま
え

れ
ば

、
IP

網
移

行

後
に

お
い

て
は

、
固

定
電

話
発

携
帯

電
話

着
の

利
用

者
料

金
設

定
権

を
発

側
事

業
者

が
持

つ
こ

と
も

や
む

を
得

な
い

も
の

と
考

え

ま
す

。
 

 

以
上
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別
紙
  

 
こ
の
た
び
は
、「
「
固
定
電
話
網
の
円
滑
な
移
行
の
在
り
方
」
一
次
答
申
～
移
行
後
の

I
P
網
の
あ
る
べ
き
姿
～

（
案
）
」
に
関
し
、
意
見
提
出
の
機
会
を
設
け
て
頂
い
た
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 
以
下
の
と
お
り
、
当
社
の
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
取
り
計
ら
い
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 

章
 

頁
 

意
見
 

２
．
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
の
意
義
 

7
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

２
．
１
 
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
の
意
義
や
移
行
に
係
る
情
報
の
開
示
 

２
．
１
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

②
移
行
に
係
る
情
報
の
開
示
 

 
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
提
供
条
件
と
詳
細
な
設
備
構
成
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
速
や
か
に
開
示
す
る
。
ま

た
、
メ
タ
ル
電
話
か
ら
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
へ
の
移
行
に
留
ま
ら
ず
、
光
Ｉ
Ｐ
電
話
へ
の
移
行
を
も
視
野
に
入
れ
た
取
組

を
進
め
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
移
行
工
程
・
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
案
を
で
き
る
限
り
速
や
か
に
開
示
し
、
他
の
事

業
者
と
協
議
を
進
め
る
。
 

 【
意
見
内
容
】
 

 
N
T
T
東
日
本
及
び

N
TT

西
日
本
は
、
今
後
も
「
事
業
者
間

意
識
合
わ
せ
の
場
」
等
を
通
じ
て
「
メ
タ
ル
電
話
」
か
ら

メ
タ
ル

I
P
電
話
へ
の
移
行
に
伴
い
、
接
続
事
業
者
が
設
備
改
修
や
開
発
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
メ
タ
ル

IP
電

話
の
提
供
条
件
や
詳
細
な
設
備
構
成
等
を
速
や
か
に
接

続
事
業
者
に
開
示
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

３
．
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
信
頼

性
・
品
質
、
提
供
エ
リ
ア
、
料
金

水
準
の
確
保
 

1
2
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

３
．
２
 
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
へ
の
影
響
 

３
．
２
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

 
現
在
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
ア
ナ
ロ
グ
電
話
」
は
、
現
行
制
度
で
は
、
社
会
経

済
活
動
に
不
可
欠
な
基
盤
で
あ
る
と
観
念
さ
れ
、
電
気
通
信
事
業
法
の
規
定
に
よ
り
、
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
と
し
て

契
約
約
款
に
よ
る
提
供
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
誰
も
が
利
用
可
能
な
料
金
で
全
国
あ
ま
ね
く
提
供
さ
れ

る
体
制
が
採
ら
れ
て
お
り
、
実
態
と
し
て
も
我
が
国
に
お
け
る
社
会
経
済
活
動
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
・
西
日
本
が
提
供
す
る
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
は
、
２
０
２
５
年
頃
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
お
い
て
中
継
交
換
機
等
が
維
持
限
界
を

迎
え
る
と
し
て
い
る
「
ア
ナ
ロ
グ
電
話
」
の
こ
う
い
っ
た
役
割
を
継
承
す
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
を
実

現
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
ア
ナ
ロ
グ
電
話
」
か
ら
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
へ
の
移
行
の
開
始

後
は
、
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
を
、
現
在
の
「
ア
ナ
ロ
グ
電
話
」
と
共
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
さ
れ
る

オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
適
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
品
質
等
の
技
術
基
準
の
設
定
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 



-
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メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
ア
ク
セ
ス
回
線
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
「
ア
ナ
ロ
グ
電
話
」
の
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
加
入
者

宅
か
ら
収
容
局
ま
で
を
結
ぶ
回
線
と
し
て
捉
え
、
今
後
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
中
核
に
捉

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
制
度
設
計
や
運
用
の
検
討
の
た
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
・
西
日
本
に
お
い
て
は
、
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
に
関
す
る
ア
ク
セ
ス
回
線
を
含
め
た
詳
細
な
設
備
構
成
を
早
急
に
明

ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 
現
在
の
「
ア
ナ
ロ
グ
電
話
」
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
技
術
の
進
展
等
に
伴
い
光
フ
ァ
イ
バ
や
無
線
を
含
む
多
様
な

手
段
で
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
在
の
「
ア
ナ
ロ
グ
電
話
」
と
同
様
の
内
容
・
提
供
条
件

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
 

 
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
点
を
含
め
、
今
後
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
論
点
を
整
理
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 【
意
見
内
容
】
 

・
メ
タ
ル

IP
電
話
は
、
2
0
25

年
頃
に

N
TT

東
日
本
及
び

NT
T
西
日
本
の
中
継
交
換
機
等
が
維
持
限
界
を
迎
え
る
こ
と

に
よ
り
、
「
ア
ナ
ロ
グ
電
話
」
の
利
用
者
が
直
ち
に
０
A
B
J
-I
P
電
話
（
光

I
P
電
話
含
む
）
や
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

に
移
行
で
き
な
い
場
合
の
適
切
な
補
完
措
置
と
し
て
提

供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
メ
タ
ル

I
P
電
話
の
ア
ク
セ

ス
回
線
の
範
囲
が
「
ア
ナ
ロ
グ
電
話
」
と
同
様
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
メ
タ
ル

I
P
電
話
を
現
在
の
「
ア
ナ

ロ
グ
電
話
」
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供

さ
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は

賛
同
し
ま
す
。
 

・
ま
た
、
今
後
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
サ
ー
ビ
ス
制
度
を
検
討
す
る
上
で
、
N
T
T
東
日
本
及
び

N
T
T
西
日
本
が
メ
タ
ル

IP

電
話
に
関
す
る
ア
ク
セ
ス
回
線
（
無
電
柱
化
に
伴
う
光

フ
ァ
イ
バ
ー
や
無
線
等
で
の
代
替
提
供
）
を
含
め
た
詳
細
な

設
備
構
成
や
今
後
の
光
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
接
続
事
業
者
等
に
開
示
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
 

 
よ
っ
て
、
N
T
T
東
日
本
及
び

N
T
T
西
日
本
に
よ
る
、
メ
タ
ル

IP
電
話
に
関
す
る
ア
ク
セ
ス
回
線
を
含
め
た
詳
細

な

設
備
構
成
の
早
急
な
開
示
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
賛
同
し
ま
す
。
 

３
．
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
信
頼

性
・
品
質
、
提
供
エ
リ
ア
、
料
金

水
準
の
確
保
 

1
3
頁
～

1
4
頁
 

３
．
３
 
利
用
者
料
金
規
制
の
在
り
方
 

３
．
３
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

 
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
伴
い
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
が
今
後
提
供
す
る
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
は
、
利
用
者
の
利
益
に

及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
現
在
の
加
入
電
話
と
同
様
の
性
格
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
た
め
、
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
（
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
電
話
及
び
公
衆
電
話
も
含
む
）
を
特
定
電
気
通
信
役
務
と
し
て
位
置

づ
け
、
現
行
の
加
入
電
話
と
同
等
の
利
用
者
料
金
規
制
（
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
規
制
等
）
を
課
す
こ
と
が
適
当
で
あ

る
。
 

 
加
入
電
話
の
移
行
先
と
し
て
今
後
も
契
約
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
光
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
数
、
範

囲
等
か
ら
み
た
利
用
者
利
益
の
影
響
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
行
の
加
入
電
話
と
同
様
に
、
特
定
電
気
通
信
役
務
の
対
象
と
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し
て
位
置
づ
け
、
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
規
制
を
課
す
必
要
が
あ
る
か
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
 

 
な
お
、
光
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
）
契
約
に
重
畳
し
て
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で

あ
り
、
光
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
規
制
を
課
す
場
合
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
）
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
特
定
電
気
通
信
役
務
の
対
象
と
し
て
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
規
制

を
課
す
必
要
が
あ
る
か
、
あ
わ
せ
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
 

 【
意
見
内
容
】
 

・
N
T
T
東
日
本
及
び

N
TT

西
日
本
が
今
後
提
供
す
る
メ
タ
ル

I
P
電
話
は
、
利
用
者
利
益
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
固

定
電
話
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
現
在
の
加
入
電
話
と
同
様
の

性
格
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
メ
タ
ル

I
P
電
話
を
特
定
電
気
通
信
役
務
と
し
て
位
置
づ
け
、
現
行
の
加
入
電
話
と
同
等
の
利
用
者
料
金
規
制
を
課
す
こ
と

に
つ
い
て
は
賛
同
し
ま
す
。
 

・
一
方
で
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
含
め
た

NT
T
東
日
本
及
び

NT
T
西
日
本
の
光

I
P
電
話
の
契
約
者
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

I
P
網
移
行
に
伴
い
、
0
AB
J
-
IP
（
光

I
P
電
話
含
む
）
電
話
市
場
に
お
い
て
も

N
T
T
東
日
本

及
び

NT
T
西
日
本
の
市
場
支
配
力
が
増
大
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
光

IP
電
話
を
特
定
電
気
通

信
役
務
と

し
て
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー
ル
の
整
備
 

2
4
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

５
．
１
 
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
位
置
づ
け
 

５
．
１
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

 
現
在
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
の
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
及
び
ア
ク
セ
ス
回
線
（
メ
タ
ル
回
線
・
光
回
線
）
は
第
一

種
指
定
電
気
通
信
設
備
に
指
定
さ
れ
、
当
該
設
備
と
の
接
続
に
関
す
る
接
続
料
及
び
接
続
条
件
の
公
平
性
・
透
明
性

や
、
接
続
の
迅
速
性
を
確
保
す
る
た
め
の
規
律
の
適
用
を
受
け
て
お
り
、
引
き
続
き
、
当
該
設
備
に
対
す
る
適
切
な
規

律
の
適
用
を
通
じ
て
、
公
正
な
競
争
環
境
と
利
用
者
利
益
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

 
以
下
の
点
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
重
要
性
・
基
幹
的
役
割
が
一
層
強
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

こ
う
し
た
状
況
に
即
し
た
競
争
環
境
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

・
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
後
に
向
け
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
の
光
回
線
に
加
え
て
メ
タ
ル
回
線
に
つ
い
て
も
Ｎ
Ｇ
Ｎ

に
収
容
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
は
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

性
を
有
す
る
メ
タ
ル
回
線
及
び
光
回
線
と
一
体
と
し
て
設
置

さ
れ
る
設
備
と
し
て
の
性
格
を
強
め
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
へ
の
他

事
業
者
の
依
存
性
は
強
ま
る
こ
と
 

・
ま
た
、
他
事
業
者
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
の
光
回
線
の
卸
売
サ
ー
ビ
ス
（
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
）

等
を
利
用
し
た
事
業
展
開
を
進
め
て
お
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
・
西
日
本
の
光
回
線
の
契
約
数
に
占
め
る
サ
ー
ビ
ス
卸

の
契
約
数
の
比
率
は

20
1
6
年
９
月
末
時
点
で

35
%
程
度
ま
で
増
加
し
て
い
る
こ
と
 

【
意
見
内
容
】
 

 
I
P
網
へ
の
移
行
に
伴
い
、
P
S
T
N
に
係
る
法
規
制
や
規
律
で
担
保
さ
れ
て
い
る
「
公
正
な
競
争
環
境
」
や
「
利
用
者

保
護
」
が
崩
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
N
GN

に
お
い
て

も
引
き
続
き
法
規
制
や
規
律
の
適
用
を
通
じ
て
「
公
正
な
競



-
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争
環
境
」
と
「
利
用
者
保
護
」
の
確
保
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
上
記
の
考
え
方
に
賛
同
し
ま
す
。
 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー
ル
の
整
備
 

2
7
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

５
．
２
 
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
競
争
環
境
整
備
 

５
．
２
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
１
）
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
約
款
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
 

 
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
ら
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
あ
た
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
基
幹
的
な
通
信
網
と
し
て
の
性
格
が
一
層
強
ま
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
円
滑
な
移
行
を
進
め
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｏ
Ｉ
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
は
、
音
声
接
続
に
お
け
る
必
要
性
を
考

慮
し
て
、
現
在
設
定
さ
れ
て
い
る
容
量
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
小
容
量
の
、
例
え
ば
「
１
Gb
p
s
」
や
「
10
0
M
bp
s
」
と
い

っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
必
要
と
な
る
。
 

 【
意
見
内
容
】
 

・
既
存
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ル
ー
タ
（
1
0G
b
p
s）

の
ポ
ー
ト
接
続
は
、
当
社
や
中
小
規
模
の
接
続
事
業
者
に
と
っ
て
過
剰
設

備
に
な
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
1
00
M
b
ps

や
1
G
b
ps

の
よ
う
な
低
品
目
の
ポ
ー
ト
接
続
の
メ
ニ
ュ
ー
設
定
が

必
要
と
考
え
ま
す
の
で
、
上
記
の
考
え
方
に
賛
同
し
ま
す
。
 

 
 
た
だ
し
、
仮
に
低
品
目
の
ポ
ー
ト
接
続
メ
ニ
ュ
ー
の
追
加
設
定
が
コ
ス
ト
面
や
技
術
面
か
ら

難
し
い
場
合
に
は
、

中
小
規
模
の
接
続
事
業
者
に
お
け
る
接
続
料
の
負
担
が
過
度
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
当
該
ポ
ー
ト
に
係
る
接
続

料
を
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
量
に
応
じ
て
設
定
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
N
GN

と
IP
-
I
P
接
続
す
る
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
は
、
「
事
業
者
間
意
識
合
わ
せ
の
場
」
で
の
協
議
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ル

ー
タ
以
外
の
機
器
に
つ
い
て
も
追
加
設
定
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー
ル
の
整
備
 

2
8
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

５
．
２
 
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
競
争
環
境
整
備
 

５
．
２
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
２
）
接
続
協
議
の
円
滑
化
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｎ
に
関
す
る
情
報
開
示
の
充
実
等
 

 
Ｉ
Ｐ
－
Ｉ
Ｐ
接
続
へ
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
て
、
今
後
、
ル
ー
タ
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
サ
ー
バ
等
の
設
備
に
様
々
な
改
造
等
が

加
え
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
他
の
事
業
者
に
お
い
て
も
仕
様
の
変
更
、
新
た
な
機
能
の
使
用
の

検
討
及
び
接
続
の
た
め
に
必
要
な
機
器
の
開
発
を
行
っ
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
、
接
続
約
款
が
定
ま
っ
て
か
ら
こ
の
作

業
に
着
手
す
る
と
、
実
際
に
接
続
を
実
現
す
る
ま
で
に
相
当
の
期
間
を
要
し
、
円
滑
な
接
続
を
図
る
上
で
適
当
で
な

い
。
そ
の
た
め
、
ル
ー
タ
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
サ
ー
バ
等
の
設
備
に
つ
い
て
も
「
網
機
能
提
供
計
画
」
の
届
出
対
象
に
追
加
し

て
、
ル
ー
タ
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
サ
ー
バ
等
の
設
備
の
機
能
の
変
更
又
は
追
加
に
関
す
る
計
画
が
公
表
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
 

 
ま
た
、
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
の
機
能
を
廃
止
す
る
計
画
に
つ
い
て
も
、「

網
機
能
提
供
計
画
」
の
届
出
対
象

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
な
ど
、
接
続
事
業
者
へ
の
情
報
開
示
の
一
層
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
 

 【
意
見
内
容
】
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N
G
N
と

I
P-
I
P
接
続
を
行
う
際
、
当
社
の

IP
電
話
設
備
等
に
お
い
て

I
P
-I
P
接
続
に
必
要
と
な
る
技
術
開
発
や
改

修
等
の
発
生
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
当
社
を
含
め
た
接
続

事
業
者
の
予
見
可
能
性
を
高
め
る
た
め
、
現
時
点
で
「
事
業

者
間
意
識
合
わ
せ
の
場
」
等
で
整
理
さ

れ
て
い
な
い

N
T
T
東
日
本
及
び

N
T
T
西
日
本
の
設
備
の
う
ち
、
メ
タ
ル

I
P

電
話
・
光

IP
電
話
と
の
接
続
時
に
接
続
事
業
者
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
設
備
に
つ
い
て
は
、
「
網
機
能
提
供
計

画
」
の
届
出
対
象
に
追
加
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
併
せ
て
、
機
能
の
変
更
や
追
加
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
移
行
方
法
等
を
含
め
た
計
画
技
術
仕
様
に
つ
い
て
も
早
期
に
開
示
で
き
る
よ
う
な
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
の
で
、
上
記
の
考
え
方
に
賛
同
し
ま
す
。
 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー
ル
の
整
備
 

2
8
頁
～

2
9
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

５
．
２
 
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
競
争
環
境
整
備
 

５
．
２
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（

考
え
方
）
 

（
３
）
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
オ
ー
プ
ン
化
等
の
接
続
ル
ー
ル
の
検
討
 

 
総
務
省
に
お
い
て
は
、
2
01
6
 
年

11
 
月
の
情
郵
審
答

申
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
の
利
用
部
門
が
利
用
し
て

い
る
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
網
機
能
の
う
ち
接
続
約
款
で
明
記
さ
れ
て
い
な
い
網
機
能
等
に
関
し
て
も
、
情
郵
審
か
ら
総
務
大
臣
に

対
し
て
「
総
務
省
に
お
い
て
具
体
的
な
ア
ン
バ
ン
ド
ル
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
証
が
行
わ
れ
る
こ
と
」
が
要
望
さ
れ
た

の
を
機
に
、「

次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｎ
Ｇ
Ｎ
）
等
の

接
続
ル
ー
ル
に
関
す
る
意
見
募
集
」
を
実
施
（
2
01
6
年

1
2

月
2
8
日
～
20
1
7
年
２
月
１
日
）
し
、
上
記
検
証
に
向
け
た
対
応
、
ま
た
接
続
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
検
討
に
着
手
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

こ
う
い
っ
た
検
討
に
加
え
て
、
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
の
段
階
を
踏
ま
え
た
接
続
制
度
に
関
し
て
、
接
続
料
の
設
定
単
位

（
従
量
制
・
定
額
制
）
も
含
め
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
ら
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
期
間
中
に
お
け
る
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
接
続
料
の

算
定
方
法
、
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
後
の
光
Ｉ
Ｐ
電
話
と
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
接
続
料
の
算
定
方
法
等
の
Ｉ
Ｐ
－
Ｉ
Ｐ
接
続

の
接
続
料
算
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
総
務
省
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 
そ
の
際
、
移
行
期
間
中
に
お
け
る
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
に
係
る
接
続
料
算
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
音
声
通
信
に
係
る
接
続
料
算
定
の
対
象
と
す
べ
き
設
備
の
範
囲
等
に
つ
い
て
整

理
す
る
と
と
も
に
、
接
続
料
算
定
に
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
引
き
続
き
、
接
続
料
原
価
に
お
け
る

非
効
率
性
の
排
除
を
図
り
、
接
続
料
算
定
の
対
象
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
の
範
囲
に
つ
い
て
も
整
理
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
 

 【
意
見
内
容
】
 

・
接
続
事
業
者
の

I
P
網
へ
の
移
行
完
了
時
期
は
設
備
対

応
状
況
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
、
IP

網
へ
の
移
行
を

先
行
し
て
対
応
し
た
事
業
者
と
、
後
発
で
対
応
し
た
事
業
者
と
の
間
で

N
T
T
東
日
本
及
び

N
T
T
西
日
本
の
接
続
料
・

網
改
造
料
等
に
不
公
平
な
取
扱
い
が
生
じ
な
い
よ
う
な
措
置
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
 

 
ま
た
、
メ
タ
ル

I
P
電
話
へ
の
移
行
に
伴
っ
て
契
約
者
数
が
減
に
な
っ
た
後
や

PS
T
N
接
続
事
業
者
数
の
減
に
よ
り
、

既
存

PS
T
N
の
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
が
大
幅
に
減
少
し
て

P
S
TN

の
接
続
料
が
高
騰
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
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れ
ま
す
。
特
に
、
後
発
で

PS
T
N
と
接
続
を
廃
止
す
る
接
続
事
業
者
に
と
っ
て
過
度
な
接
続
料
の
負
担
が
生
じ
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
今
後
の

NG
N
及
び

PS
T
N
の
接
続
料
算
定
に
お
い
て
考
慮
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

・
N
T
T
東
日
本
及
び

N
TT

西
日
本
は
、
P
ST
N
網
廃
止
に
伴
う
撤
去
費
用
、
加
入
者
交
換
機
を
メ
タ
ル
収
容
装
置
に
転
用

す
る
際
に
発
生
す
る
改
修
費
用
等
の
規
模
感
及
び
接
続

事
業
者
の
費
用
負
担
の
考
え
方
に
つ
い
て
早
期
に
接
続
事
業

者
に
開
示
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の

I
P
網
へ
の
移
行
は

N
T
T
東
日
本
及
び

NT
T
西
日
本
の

設
備
保
守
の
限
界
に
伴
う
接
続
事
業
者
の
設
備
対
応
に
な
る
こ
と
か
ら
、
N
TT

東
日
本
及
び

NT
T
西
日
本
が
接
続
事

業
者
に
対
し
て
過
度
な
費
用
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー
ル
の
整
備
 

3
2
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

５
．
３
 
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
」
の
在
り
方
 

５
．
３
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
２
）「

繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
」
の
設
置
場
所
・
箇
所
数
、

接
続
方
式
等
 

 
事
業
者
間
協
議
に
お
い
て
は
、
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
」
を
東
京
と
大
阪
に
設
置
す
る
こ
と
が
合
理
的
と
確
認
さ
れ

た
。
 

 
た
だ
し
、
多
様
な
通
信
形
態
に
柔
軟
に
対
応
す
る
観
点
か
ら
は
、
更
な
る
Ｐ
Ｏ
Ｉ
を
設
置
す
る
こ
と
は
排
除
さ
れ
な

い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 
地
域
系
事
業
者
が
経
済
合
理
性
や
信
頼
性
等
の
観
点
か
ら
音
声
呼
の
疎
通
が
多
い
全
国
系
事
業
者
と
地
域
内
の
折
り

返
し
通
信
を
希
望
す
る
場
合
は
、
当
該
地
域
系
事
業
者
の
請
求
に
応
じ
て
相
手
側
事
業
者
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｉ
の
設
置
場
所
の

追
加
や
張
り
出
し
Ｐ
Ｏ
Ｉ
の
設
置
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

 【
意
見
内
容
】
 

 
接
続
事
業
者
か
ら

PO
I
の
設
置
場
所
の
追
加
や
張
り
出
し

P
O
I
の
設
置
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
協
議
が

長
期
間
化
し
な
い
た
め
の
手
当
て
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー
ル
の
整
備
 

3
3
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

５
．
３
 
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
」
の
在
り
方
 

５
．
３
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
３
）「

繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
」
ま
で
の
伝
送
路
（
コ
ス
ト

負
担
）
 

 
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
の
「
ハ
ブ
機
能
」
に
お
い
て
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ま
で
の
伝
送
路
は
自
ら
の
責
任
で
設
置
・
管
理
を
行
っ
て
き
た

各
事
業
者
固
有
の
設
備
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、「

信
頼
性
」
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
等
を
前
提
と
し
て
、
Ｉ
Ｐ
－
Ｉ
Ｐ
接

続
が
行
わ
れ
る
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
」
ま
で
の
伝
送
路
を
ど
の
よ
う
に
構
築
・
調
達
す
る
か
は
、
各
事
業
者
の
選
択
に

よ
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
」
ま
で
の
伝
送
路
の
コ
ス
ト
負
担
に
関
す
る
二
者
間
協
議
に
あ
た
り
、
各
事
業
者
に
お
い
て
は

「
事
業
者
間
意
識
合
わ
せ
の
場
」
で
の
確
認
を
踏
ま
え
、
電
気
通
信
事
業
法
第

32
条
の
趣
旨
等
に
鑑
み
、
協
議
に
お

け
る
予
見
可
能
性
を
高
め
、
協
議
の
円
滑
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
総
務
省
が
策
定
し
た
「
事
業
者
間
協
議
の
円
滑
化
に
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関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
に
沿
っ
た
適
切
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
 

 【
意
見
内
容
】
 

・
「
繋
ぐ
機
能

P
OI
」
ま
で
の
伝
送
路
の
構
築
・
調
達
時
に
関
す
る
接
続
事
業
者
の
選
択
及
び
コ
ス
ト
負
担
に
関
す
る

二
者
間
協
議
等
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
考
え
方
に
賛
同

し
ま
す
。
 

・
「
繋
ぐ
機
能

P
OI
」
ま
で
の
伝
送
路
の
コ
ス
ト
負
担
に
関
し
て
は
、
「
「
事
業
者
間
協
議
の
円
滑
化
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
二
者
間
協
議
す
べ
き
。
」
と
あ
り
ま
す
が
、
事
業
者
間
協
議
が
難
航
す
る
事
態
が
頻
繁
に
発
生

す
る
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー
ル
の
整
備
 

3
3
頁
～

3
4
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

５
．
３
 
「
電
話
を
繋
ぐ
機
能
」
の
在
り
方
 

５
．
３
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
４
）「

繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
に
係
る
通
信
施
設
・
通
信
設
備
 

①
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
内
の
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
、
ル
ー
タ
等
の
提
供
主
体
（
接
続
ル
ー
ル
の
考
え

方
）
 

 
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
に
お
い
て
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
設
置
事
業
者
が
「
ハ
ブ
機
能
」
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
不
可
欠
設

備
を
設
置
す
る
当
該
事
業
者
と
の
接
続
を
他
事
業
者
が
請
求
し
て
接
続
が
実
現
し
て
き
た
結
果
、
当
該
事
業
者
の
交
換

機
を
経
由
し
て
他
事
業
者
の
電
気
通
信
設
備
同
士
を
接
続
さ
せ
る
こ
と
が
技
術
的
・
経
済
的
に
合
理
的
で
あ
る
と
の
考

え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
音
声
通
信
の
た
め
の
事
業
者
間
の
Ｉ
Ｐ
－
Ｉ
Ｐ
接
続
に
関
し
て
、
現
行
ル
ー
ル
等
の
次
の
考
え
方
は
引
き
続
き
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

・
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
で
あ
る
ル
ー
タ
等
の
電
気
通
信
設
備
と
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
認
可
さ
れ
た
手
続
き
・

接
続
料
・
接
続
条
件
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
 

・
上
記
の
接
続
に
際
し
て
、
他
事
業
者
の
設
置
す
る
ル
ー
タ
等
の
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
建
物
内
へ
の
設
置
、
預
か
り
保

守
等
）
の
請
求
に
つ
い
て
、
認
可
さ
れ
た
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
続
き
・
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
件
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
 

・
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
他
事
業
者
の
電
気
通
信
設
備
同
士
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
第
一
種
指
定
電
気
通

信
設
備
設
置
事
業
者
は
、
こ
れ
を
拒
否
す
る
合
理
的
な

理
由
が
な
い
限
り
対
応
す
る
こ
と
 

 
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
に
お
い
て
は
、
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
内
に
お
い
て
必
要
と
な
る
通
信
設
備
の
設

置
、
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
や
電
力
設
備
等
の
提
供
、
預
か
り
保
守
等
に
つ
い
て
、
他
事
業
者
か
ら
の
要
望
に

対
し
て
現
行
の
接
続
ル
ー
ル
に
則
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
 

 
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｎ
と
の
接
続
を
要
望
す
る
事
業
者
は
、
認
可
接
続
約
款
に
基
づ
き
、
適
正
性
・
公

平
性
・
透
明
性
等
が
確
保
さ
れ
た
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
で
、
接
続
や
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
「
繋
ぐ
機
能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
」
内
で
の
Ｉ
Ｐ
－
Ｉ
Ｐ
接
続
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
る
。
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【
意
見
内
容
】
 

 
「
繋
ぐ
機
能
」
に
つ
い
て
、
I
P
電
話
市
場
に
お
い
て
市
場
支
配
力
の
あ
る
ひ
か
り

IP
電
話
・
メ
タ
ル

IP
電
話
と

の
接
続
で
不
可
避
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま

で
の

P
S
TN

に
お
け
る
「
ハ
ブ
機
能
」
が
担
っ
て
い
た
役
割

を
鑑
み
た
場
合
、
N
T
T
東
日
本
及
び

N
T
T
西
日
本
が
「
繋
ぐ
機
能
」
を
担
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ

の
た
め
、
音
声
通
信
の
た
め
に
必
要
と
な
る
事
業
者
間
の

I
P
-
I
P
接
続
に
関
し
て
は
、
現
行
ル
ー
ル
等
に
お
け
る
考

え
方
が
引
き
続
き
適
用
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
に
賛
同
し
ま
す
。
 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー
ル
の
整
備
 

3
9
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

５
．
４
 
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
県
間
伝
送
路
の
役
割
 

５
．
４
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

 
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
等
に
伴
い
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
へ
の
他
事
業
者
の
依
存
性
は
強
ま
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
と
の
接
続
に
お
い
て
Ｎ
Ｇ
Ｎ

の
県
間
伝
送
路
が
不
可
避
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
こ
う
し
た
状
況
変
化
を
踏
ま
え
る
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
県
間
伝
送
路
及
び
そ
れ
と
一
体
と
し
て
利
用
さ
れ
る
県
間
中
継
ル

ー
タ
に
つ
い
て
適
切
な
規
律
を
課
す
こ
と
に
よ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
が
活
用
業
務
で
利
用
す
る
当
該
設
備
と

競
争
事
業
者
が
接
続
す
る
に
あ
た
っ
て
の
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
に
係
る
適
正
性
・
公
平
性
・
透
明
性
を
確
保
し
、

公
正
な
競
争
の
確
保
を
通
じ
て
、
利
用
者
利
益
の
確
保
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
本
件
規
律
の
検
討
に
際
し
て
は
、
こ
れ

ら
設
備
の
不
可
欠
性
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 【
意
見
内
容
】
 

・
I
P
網
へ
の
移
行
後
、
特
定
の
接
続
箇
所
を
経
由
し
て

NG
N
と

I
P-
I
P
接
続
を
行
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
N
T
T
東
日
本

及
び

NT
T
西
日
本
の
メ
タ
ル

I
P
電
話
・
光

I
P
電
話
と

の
間
で
通
話
す
る
場
合
は

N
G
N
の
県
間
伝
送
路
を
経
由
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
N
G
N
の
県
間
伝
送
路
の
依
存
度
や
重
要
性
が
今
ま
で
以
上
に
高
ま
る
こ
と
か
ら
不
可

避
的
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
従

っ
て
、
N
GN

の
県
間
伝
送
路
に
つ
い
て
は
料
金
そ
の
他
の
提

供
条
件
の
適
正
性
、
公
平
性
や
透
明
性
等
を
確
保
す
る

た
め
の
何
ら
か
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
 

・
N
T
T
東
日
本
及
び

N
TT

西
日
本
が
県
間
伝
送
路
の
入
札
募
集
を
行
う
際
、
県
間
伝
送
路
の
調
達
価
格
の
低
廉
化
を
実

現
す
る
た
め
、
事
業
区
域
が
限
ら
れ
た
事
業
者
等
が
提
案
可
能
な
募
集
区
間
の
設
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

６
．
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
伴
う
電
話

の
競
争
ル
ー
ル
の
見
直
し
 

4
2
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

６
．
１
 
固
定
電
話
の
「
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
扱
い
 

６
．
１
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

 
「
双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
固
定
系
Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
・
西
日
本
以
外
の
事
業
者
に
お
い
て
も
措
置
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
「
双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の

円
滑
な
導
入
の
た
め
、
固
定
系
Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
を
対
象
と
し
て
、
適
切
な
規
律
を
課
す
こ
と
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が
必
要
で
あ
る
。
 

 
こ
う
し
た
方
向
性
を
踏
ま
え
、
固
定
系
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
け
る
「
双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
導
入
の
た
め

に
、
事
業
者
間
に
お
い
て
は
、
す
で
に
策
定
さ
れ
て
い
る
技
術
標
準
に
加
え
、
実
現
に
係
る
費
用
、
費
用
負
担
の
在
り

方
（
中
小
事
業
者
の
負
担
の
在
り
方
を
含
む
）、

運
用
方
法
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
扱
い
、
及
び
適
用
す
る
ル
ー
テ
ィ
ン

グ
機
能
等
に
つ
い
て
の
詳
細
検
討
を
早
期
に
行
い
、
本
審
議
会
（
電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
）
で
の
審
議
に
合
わ
せ

て
一
定
の
と
り
ま
と
め
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
 

 
上
記
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
 

・
本
審
議
会
（
電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
）
と
し
て
は
、
引
き
続
き
事
業
者
間
協
議
が
速
や
か
に
進
め
ら
れ
る
よ
う

促
し
つ
つ
、「

事
業
者
間
意
識
合
わ
せ
の
場
」
の
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
か
ら
の
報
告
や
各
事
業
者

か
ら
の
意
見
聴
取
等
を
通
じ
て
、
事
業
者
間
協
議
の
進
捗
状
況
を
随
時
確
認
し
な
が
ら
審
議
を
進
め
、
２
次
答
申
（
最

終
形
に
向
け
た
円
滑
な
移
行
の
在
り
方
）
の
と
り
ま
と
め
に
反
映
す
る
 

・
総
務
省
に
お
い
て
は
、
「
双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ

ィ
」
の
導
入
に
係
る
制
度
整
備
や
必
要
な
調
整
を
行
う
 

こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 

 【
意
見
内
容
】
 

 
「
双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
ま
ず
は
「
事
業
者
間
意
識
合
わ
せ
の
場
」
等
で

IP

網
へ
の
移
行
に
関
す
る
課
題
や
作
業
工
程
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
し
っ
か
り
整
理
し
、
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
て

「
双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
実
現
に
向
け
た
運
用
方
法
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
扱
い
、
適
用
す
る
ル
ー
テ
ィ

ン
グ
機
能
等
に
つ
い
て
鋭
意
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

６
．
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
伴
う
電
話

の
競
争
ル
ー
ル
の
見
直
し
 

4
3
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

６
．
１
 
固
定
電
話
の
「
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
扱
い
 

６
．
１
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

、
「
双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
導
入
を
前
提
と

し
て
、
固
定
電
話
の
電
話
番
号
が
有
す
る
地
理
的
識
別
性
に

配
慮
し
つ
つ
、
利
用
者
利
便
の
向
上
を
図
る
た
め
、「

双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
を
利
用
可
能
な
地
理
的
範
囲

を
、
番
号
区
画
の
範
囲
内
と
す
る
「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
拡
大
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
 

 【
意
見
内
容
】
 

・
「
双
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
導
入
ま
で
の
間
、
メ
タ
ル

IP
電
話
で
片
方
向
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
維
持

す

る
場
合
、
N
TT

東
日
本
及
び

NT
T
西
日
本
の
加
入
者
交

換
機
の
収
容
区
域
に
よ
る
制
約
等
が
存
続
す
る
こ
と
は
、
番

号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
申
請
時
に
お
け
る
移
転
元
・
移
転
先
事
業
者
の
運
用
が
煩
雑
と
な
り
負
荷
が
増
加
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、「

事
業
者
間
意
識
合
わ
せ
の
場
」
等
に
お
い
て
、「

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
に
関

す
る
運
用
面
の
課
題
等
に
つ
い
て
整
理
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

・
2
0
11

年
12

月
の
情
報
通
信
審
議
会
答
申
（「

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
普
及
促
進
の
た
め
の
環
境
整
備
の
在
り
方
」）

に
お



-
 
1
0
 
- 

 

い
て
、『

P
S
TN

に
お
い
て
、
NT
T
東
西
の
利
用
者
が
引
っ
越
し
等
の
際
に
番
号
を
持
ち
運
べ
る
地
域
を
収
容
局
内
と

し
て
き
た
運
用
に
つ
い
て
は
、
番
号
区
画
単
位
で
固
定
電
話
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
競
争
事
業
者
と
比
べ
て
、
よ

り
詳
細
な
収
容
局
内
で
固
定
電
話
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

N
T
T
東
西
が
競
争
上
優
位
と
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が

あ
る
。
固
定
電
話
の
電
話
番
号
が
有
す
る
地
理
的
識
別

性
に
配
慮
し
つ
つ
、
P
S
TN

か
ら

I
P
電
話
へ
の
移
行
を
促

進

し
、
利
用
者
利
便
の
向
上
を
図
る
た
め
、
可
能
な
限
り

早
期
に
、
N
T
T
 東

西
の
利
用
者
が
番
号
を
持
ち
運
べ
る
地
域

を
、
現
在
の
収
容
局
単
位
の
運
用
か
ら
、
例
え
ば
番
号

区
画
単
位
ま
で
拡
げ
る
な
ど
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ポ
ー
タ
ビ
リ

テ
ィ
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
る
。』

と
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
の
「
事
業
者
間
意
識
合
わ
せ
の
場
」
等

の
整
理
結
果
を
踏
ま
え
て
、「

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
範
囲
を
電
気
通
信
番
号
規
則
に
基
づ
く
番
号

区
画
に
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

７
．
ア
ク
セ
ス
回
線
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
の
競
争
環
境
整
備
 

5
7
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

７
．
１
 
ア
ク
セ
ス
回
線
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
環
境
整
備
 

７
．
１
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
３
）
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
市
場
に
お
け
る
競
争
状
況
の
分
析
・
検
証
 

光
サ
ー
ビ
ス
卸
の
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
の
適
正
性
・
公
平
性
等
の
確
保
や
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
市
場
に
お
け
る
競
争
状
況
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
上
記
の
方
向
性
で
分
析
・
検
証
・
報
告
等
を
行
い
、
課
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
改
善

に
向
け
た
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

 【
意
見
内
容
】
 

 
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た

N
T
T
東
日
本
及
び

NT
T
西
日
本
の

F
T
TH

サ
ー
ビ
ス
契
約
者
数
の
増
加
に
よ
り
、

F
T
T
H
市
場
に
お
け
る

NT
T
グ
ル
ー
プ
の
市
場
支
配
力
が
増
大
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
光
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
事
業
者
の
契
約
者
数
も
含
め
て

市
場
動
向
の
詳
細
に
つ
い
て
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
よ
っ
て
、
F
T
TH

市
場
に
お
け
る
競
争

状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
た

め
に
も
、
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
利

用
す
る
大
手
の
事
業
者
（
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
市
場
に
お
い
て
概
ね
上
位

10
社
ま
で
の
事
業
者
）
に
つ
い

て
、
都
道
府
県
毎
の
提
供
者
数
を
公
表
す
る
た
め
の
措

置
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
 

７
．
ア
ク
セ
ス
回
線
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
の
競
争
環
境
整
備
 

5
7
頁
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

７
．
１
 
ア
ク
セ
ス
回
線
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
環
境
整
備
 

７
．
１
．
２
 
具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
 

（
４
）
無
電
柱
化
等
に
伴
う
メ
タ
ル
ア
ク
セ
ス
回
線
の
撤
去
に
つ
い
て
 

 
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
希
望
を
表
明
し
た
「
メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
を
再
敷
設
せ
ず
光
や
無
線
を
使
っ
て
提
供
」
す
る
電
気
通
信
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
に
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、「

無
線
を
利
用
す
る
形
態
と
し
て
は
、
様
々
な

方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
、
（
設
備
構
成
を
含
め
）
具
体
的
な
提
供
方
法
を
決
め
て
計
画
し
て
い
る
も
の
で

は
な
い
」
と
の
回
答
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 

 
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
る
と
、
「
メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
を
再
敷
設
せ
ず
光
や
無
線
を
使
っ
て
提
供
す
る
」
電
気
通
信
サ



-
 
1
1
 
- 

 

ー
ビ
ス
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
光
Ｉ
Ｐ
電
話
等
へ
の
移
行
が
進
み
、
無
電
柱
化
が
一
定
の
規
模
や
地
域
に
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
的
内
容
や
設
備
構
成
等
が
示
さ
れ
た
段
階
で
、
改
め
て
そ
の
妥
当
性
・
必
要
性
等
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 

【
意
見
内
容
】
 

・
N
T
T
東
日
本
及
び

N
TT

西
日
本
は
、
無
電
柱
化
等
に
伴
い
メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
の
再
敷
設
が
難
し
い
場
合
の
具
体
的
な

ア
ク
セ
ス
回
線
の
提
供
形
態
等
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
を
早
期
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

・
ま
た
、
無
電
柱
化
の
推
進
に
あ
た
り
、
ア
ク
セ
ス
回
線
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
引
き
込
み
管
路
整
備
等
、
事
業

者
側
で
必
要
な
対
応
に
つ
い
て
の
議
論
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
 

 

以
上
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別
紙
様
式

 

 
章

 
頁

 
意
 
見

 
１

 

  

１
．
基
本

的
な
考

え
方

 
３

 
【

意
見
対

象
箇
所

】
 

１
. 
基

本
的
な

考
え
方
 

 
な
お
、

中
継
交

換
機
・

信
号
交

換
機
が

維
持
限

界
を

迎
え

る
と

さ
れ

て
い

る
2
0
25

年
頃

ま
で

を
見

据
え

具
体

的
な

移
行

の

ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
、
作

業
工
程

に
つ

い
て
は

、
二

次
答

申
（

最
終

形
に

向
け

た
円

滑
な

移
行

の
在

り
方

）
に

向
け

た
検

討
に

お
い

て
さ
ら
に

具
体
化

を
図
る

こ
と
に

よ
り
、

移
行
の

取
組

み
を

手
戻

り
な

く
円

滑
に

進
め

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

【
意
見
内

容
】
 

 
 

補
完
策
で

あ
る
メ

タ
ル
Ｉ

Ｐ
電
話

に
つ
い

て
、
い

つ
ま

で
維

持
で

き
る

の
か

も
含

め
二

次
答

申
に

向
け

議
論

頂
き

た
い

。
 

２
 
３

．
固
定

電
話
サ

ー
ビ

ス
の

信
頼

性
・
品

質
、
提

供
エ

リ
ア
、

料
金
水
準

の
確
保
 

３
．
１
 

信
頼
性

・
品

質
の

確
保

（
技

術
基

準
等

）
 

３
．
１
．

１
 
現

状
と

Ｉ
Ｐ

網
へ

の
移

行
等

に
伴

う
課
題
 

【
図
：
電

気
通
信

事
業

法
（

事
業

用
電

気
通

信
設

備
規
則

）

に
基
づ
く

電
気
通

信
設

備
の

技
術

基
準

の
概

要
】
 

８
 

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ

回
線
（
デ
ィ

ジ
タ
ル
通

信
モ
ー

ド
）
の
場
合

は
、
保

安
器

や
Ｍ

Ｄ
Ｆ

等
が

通
信

事
業

者
と

の
責

任
分

界
点

と
な

っ
て

い
ま

し
た
が

、
光
Ｉ

Ｐ
電
話

の
場
合
は

、
Ｏ

Ｎ
Ｕ
や

光
電
話

ル
ー

タ
、
Ｖ

Ｄ
Ｓ

Ｌ
モ

デ
ム

等
の

電
気

通
信

事
業

者
の

端
末

設
備

が
責

任
分

界

点
と
な
り

ま
す

。
こ
れ

ら
の
端
末

設
備
が

故
障
し

た
場

合
、
利

用
者

側
で

の
復

旧
が

困
難

と
な

り
、
機

械
警

備
を

継
続

提
供

で
き

な
く

な
り
ま
す
。
復
旧
対

応
や
停

電
時

の
給
電

を
目
的

と
し

た
Ｏ

Ｎ
Ｕ

の
仕

様
開

示
等

、
利

用
者

側
で

速
や

か
に

正
常

化
で

き
る

手
段

の
検

討
が
必
要

と
考
え

ま
す
。
 

３
 
３

．
固
定

電
話
サ

ー
ビ

ス
の

信
頼

性
・
品

質
、
提

供
エ

リ
ア
、

料
金
水
準

の
確
保
 

３
．
１
 

信
頼
性

・
品

質
の

確
保

（
技

術
基

準
等

）
 

３
．
１
．

２
 
具

体
的

方
向

性
（

考
え

方
）

 

［
回
線
保

留
機
能

］
 

１
０

 【
意
見
対

象
箇
所

】
 

３
．
１
．

２
 
具

体
的
方

向
性
（

考
え
方

）
 

[
回
線

保
留
機

能
] 

メ
タ
ル
Ｉ

Ｐ
電
話

回
線
に

も
、
緊

急
通
報

受
理
機

関
側

か
ら

通
話

を
切

断
し

な
い

限
り

通
話

を
継

続
す

る
機

能
又

は
緊

急
通

報
 

受
理
期
間

に
送
信

し
た
電

話
番
号

に
よ
る

呼
び
返

し
若

し
く

は
こ

れ
に

準
ず

る
機

能
の

具
備

が
義

務
付

け
ら

れ
る

こ
と

が
適

当
 

で
あ
る
。
 

【
意
見
内

容
】
 

１
１
０
番

通
報
装

置
は
、

公
益
財

団
法
人

日
本
防

災
通

信
協

会
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
と

約
3
5
,
00
0
か

所
の

金
融

機
関

や
 

学
校
等
に

設
置
さ

れ
て
お

り
、
当

該
協
会

の
管
轄

外
（

一
般

社
団

法
人

大
阪

防
災

通
信

協
会

の
管

轄
や

警
備

会
社

等
に

よ
る

設
 

置
）
に
も

相
当
数

存
在
す

る
こ
と

が
想
定

さ
れ
ま

す
。

 

こ
れ
ら
設

置
済
の

装
置
が

、
そ
の

ま
ま
使

用
で
き

る
よ

う
な

緊
急

通
報

の
仕

組
み

が
構

築
さ

れ
る

こ
と

を
強

く
希

望
し

ま
す

。
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４
 
４

．
移

行
に

伴
い

終
了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等
に

関
す

る
利

用

者
利
益
の

保
護
 

４
．
１
 

移
行
に

伴
い

終
了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等
の

扱
い
 

４
．
１
．

１
 
現

状
と

Ｉ
Ｐ

網
へ

の
移

行
等

に
伴

う
課
題
 

【
図
：
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
・
西

日
本

が
移

行
に

伴
い

提
供

を
終

了
す
る
と

表
明
し

て
い

る
サ

ー
ビ

ス
】

 

１
５

 【
意
見
対

象
箇
所

】
 

４
．
１
．

１
 
現

状
と
Ｉ

Ｐ
網
へ

の
移
行

等
に
伴

う
課

題
 

そ
の
一
方

で
同
社

Ｉ
Ｐ
網

で
の
提

供
が
困

難
な

サ
ー

ビ
ス

や
利

用
減

少
が

見
込

ま
れ

る
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
は

、
Ｉ

Ｐ
網

 

へ
の
移
行

に
合
わ

せ
て
提

供
を
終

了
す
る

考
え
を

表
明

し
て

い
る

。
 

【
意
見
内

容
】
 

「
ノ
ー
リ

ン
ギ
ン

グ
通
信
」
に
関

し
て

40
0
回
線

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
こ

れ
は

発
呼
（

発
信

）
側

の
回

線
数

で
あ

り
、
機

械
 

警
備
の

着
信

側
に
は

少
な

く
と
も

数
万

回
線

で
「

ノ
ー

リ
ン

ギ
ン

グ
通

信
」

を
利

用
し

て
い

る
と

思
わ

れ
ま

す
。
「

ノ
ー

リ
ン

ギ

ン
グ
通

信
」

を
利
用

し
な

い
シ
ス

テ
ム

へ
の

切
替

期
間

を
考

慮
頂

き
、「

ノ
ー

リ
ン

ギ
ン

グ
通

信
」

終
了

に
伴

う
代

替
手

段
や

補

完
策
の
検

討
、
サ

ー
ビ
ス

終
了
時

期
の
後

ろ
倒
し

等
、

利
用

業
界

と
の

調
整

を
希

望
し

ま
す

。
 

５
 
４

．
移

行
に

伴
い

終
了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等
に

関
す

る
利

用

者
利
益
の

保
護
 

４
．
１
 

移
行
に

伴
い

終
了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等
の

扱
い
 

４
．
１
．

２
 

具
体
的

方
向

性
（

考
え

方
）

 

（
１
）
Ｉ

Ｎ
Ｓ
ネ

ッ
ト
（

デ
ィ

ジ
タ

ル
通

信
モ

ー
ド

）
の

終

了
に
伴
う

対
応

 ②
 

１
７

 【
意
見
対

象
箇
所

】
 

４
．
１
．

２
 
具

体
的
方

向
性
（

考
え
方

）
 

②
補
完
策

等
の
検

証
環
境

の
提
供
 

【
意
見
内

容
】
 

Ｉ
Ｎ
Ｓ
ネ

ッ
ト
（

デ
ィ
ジ

タ
ル
通

信
モ
ー

ド
）
終

了
に

伴
う

補
完

策
を

想
定

し
た

Ｎ
Ｔ

Ｔ
が

提
供

し
て

い
る

検
証

環
境

を
利

用
 

し
た
実
機

検
証
を

実
施
し

ま
し
た

。
そ

の
結
果

、
一

部
の

シ
ス

テ
ム

で
は

画
像

や
音

声
が

遅
延

さ
れ

る
等

、
実

運
用

に
使

用
で

き
 

な
い
結
果

と
な
っ

た
た
め

、
補
完

策
に
つ

い
て
は

現
行

の
Ｉ

Ｎ
Ｓ

ネ
ッ

ト
（

デ
ィ

ジ
タ

ル
通

信
モ

ー
ド

）
と

遜
色

な
い

同
等

の
信

 

頼
性
・
品

質
と
な

る
よ
う

、
更
な

る
改
善

・
改
良

が
な

さ
れ

る
こ

と
を

強
く

希
望

し
ま

す
。

 

６
 
４

．
移

行
に

伴
い

終
了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等
に

関
す

る
利

用

者
利
益
の

保
護
 

４
．
１
 

移
行
に

伴
い

終
了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等
の

扱
い
 

４
．
１
．

２
 

具
体
的

方
向

性
（

考
え

方
）

 

（
１
）
Ｉ

Ｎ
Ｓ
ネ

ッ
ト
（

デ
ィ

ジ
タ

ル
通

信
モ

ー
ド

）
の

終

了
に
伴
う

対
応

 ③
 

１
７

 
Ｉ

Ｎ
Ｓ
ネ

ッ
ト
（

デ
ィ
ジ

タ
ル
通

信
モ
ー

ド
）
を

利
用

し
た

対
象

施
設

が
多

数
存

在
す

る
た

め
、

変
換

ア
ダ

プ
タ

の
追

加
や

Ｉ
Ｐ

 

回
線
対
応

の
端
末

装
置
（
場

合
に

よ
っ
て

は
互
換

性
の
問

題
か

ら
末

端
の

セ
ン

サ
ー

類
ま

で
）
に

変
更

を
行

う
の

は
時

間
と

コ
ス

ト
を

 

要
し
ま
す
。
警
備
会

社
や
そ

の
契

約
者
が

計
画
的

な
移
行

を
実

施
で

き
る

よ
う

十
分

な
情

報
を

で
き

る
だ

け
早

く
公

表
、
周

知
し

て
ほ

し
い
と
考

え
ま
す
。
現
段
階

で
は

２
０
１

７
年
度

夏
～

秋
頃

に
２

次
答

申
と

し
て

示
さ

れ
る

予
定

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
遅

れ
る

こ
と

の
な
い
よ

う
、
な

る
べ
く

早
い
段

階
で
の

公
表
、

周
知
を

お
願

い
し

ま
す

。
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「「固定電話網の円滑な移行の在り方」 一次答申～移行後の IP 網のあるべき姿～（案）」に関し、別紙

のとおり意見を提出します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

意見３７ 



1 
 

このたびは、「「固定電話網の円滑な移行の在り方」 一次答申～移行後の IP網のあるべき姿～（案）」に対
し、意見提出の機会を設けて頂いたことにつきまして、御礼申し上げます。以下の通り弊社の意見を述べさせて頂きま
すので、宜しくお取り計らいの程、お願い申し上げます。 
 
【総論】 
我が国の通信サービスは、1985年の電気通信市場の自由化以降、総務省殿主導により中継選択、マイライン

制度の導入、ドライカッパ（メタル）の開放などの競争促進策の導入や、NTT グループ再編による競争環境整備を
進めることで、事業者間の競争原理を働かせると共に、公正な競争環境をチェックするための競争評価制度などが導
入され、長年にわたって運用されてきました。その結果、多くの事業者が参入し、多様なサービスの提供、料金の低廉
化、新技術導入など、利用者である国民に多くの恩恵をもたらして、世界でも最先端の ICT環境を構築するに至っ
ています。 

2015年 11月に日本電信電話株式会社殿（以下「NTT殿」といいます。）から「「固定電話」の今後につい
て」が発表され、2016年 4月から電話網移行円滑化委員会にて、「移行後の IP網のあるべき姿」についての基本
的な考え方や移行に伴い生じる各種課題への対応について検討がなされてきましたが、基本思想は従来通り、公正
な競争環境整備を進めることで、料金の低廉化、技術の発展を促進していくことであり、技術が IP へ変遷しようとそ
の思想になんら変化はもたらしません。 
電話網移行円滑化委員会において、NTT殿、東日本電信電話株式会社殿及び西日本電信電話株式会社

殿（以下併せて「NTT東西殿」といいます。）から「固定の中の一部に過ぎないメタル IP電話に特化した競争を導
入する必要があるとは考えられない」との意見が示されましたが、2016年 12月に総務省殿より公表された「電気通
信サービスの契約数及びシェアに関する四半期データの公表（2016年度第 2四半期（9月末））」においては、
現在でも固定電話は 5,000万超契約の市場であり、更に、NTT東西殿のシェア（加入電話及び 0ABJ-IP電
話）は 70.7%と、依然として高い市場支配力を有しています。また、光回線の卸売サービス（光コラボレーションモ
デル）に係る卸料金は、NTT東西殿の原価に基づかない自由な価格に設定されている状況であるため高止まりして
おり、かつ、卸売であるがゆえにサービス多様化が進まないという課題があります。 
改めて基本思想を思い起こし、移行後の IP網、更にはその将来にむけて、情報通信基盤のより一層の普及、発

展を促進させるべく、競争環境整備を進めて頂く必要があると考えます。

別紙 
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 章

 
頁

 
意
見

 
１
．
基
本
的
な
考
え
方

 
3 

【意
見
対
象
箇
所
】 

本
答
申
に
お
い
て
は
、こ
うし
た
検
討
を
踏
ま
え
、固

定
通
信
市
場
に
お
い
て
拡
大
傾
向
に
あ
る
０
Ａ
Ｂ
～
Ｊ

 Ｉ
Ｐ
電
話
（
光
Ｉ
Ｐ
電

話
を
含
む
）
や
光
ブ
ロー
ドバ
ン
ドへ
の
移
行
を
見
据
え
た
競
争
環
境
整
備
を
促
進
し、
メタ
ル
電
話
利
用
者
の
移
行
を
促
す
とと
も
に
、過

度
な
負
担
発
生
を
回
避
しな
が
ら、
移
行
に
直
ち
に
対
応
で
き
な
い
利
用
者
に
対
して
は
適
切
な
補
完
的
措
置
（
メタ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
等
）
を
提

供
す
る
こと
に
よ
り、
移
行
に
よ
る
メリ
ット
を
最
大
化
し、
想
定
され
る
デ
メリ
ット
を
最
小
化
す
る
べ
く、
政
策
の
方
向
性
や
講
ず
べ
き
施
策
等
を
と

りま
とめ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

移
行
に
よ
る
メリ
ット
とは

IP
網
や
光
回
線
の
特
性
を
生
か
した
、高

速
大
容
量
通
信
、各

種
発
展
サ
ー
ビス
を
利
用
で
き
る
こと
と考

え
ま

す
が
、そ
の
メリ
ット
を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、N

GN
の
更
な
る
ア
ン
バ
ン
ドル
に
よ
って
競
争
事
業
者
に
よ
る
サ
ー
ビス
の
創
造
を
促
し、
多
様

化
して
い
くこ
とが
重
要
と考

え
ま
す
。 

一
方
、移

行
に
よ
る
デ
メリ
ット
とは
、移

行
に
伴
い
メタ
ル
電
話
利
用
者
の
利
用
料
金
が
高
くな
る
こと
と考

え
ま
す
。メ
タル
電
話
利
用
者

は
、ブ
ロー
ドバ
ン
ドは
不
要
で
電
話
サ
ー
ビス
の
み
で
十
分
で
あ
り、
か
つ
、現

行
の
基
本
料
金

1,
70

0
円
程
度
の
負
担
額
を
維
持
した
い
と

考
え
て
い
る
と想

像
され
る
た
め
、基

本
料
金
が

5,
00

0～
6,

00
0
円
で
あ
る
光
回
線
サ
ー
ビス
や
光
回
線
の
卸
売
サ
ー
ビス
に
移
行
す
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィブ
は
働
か
ず
、2

02
0
年
代
半
ば
に
お
い
て
も
ま
だ

1,
00

0
万
世
帯
以
上
の
メタ
ル

IP
電
話
利
用
者
が
残
る
こと
が
想
定
され
ま

す
。し
か
し、
メタ
ル
回
線
接
続
料
は
上
昇
の
一
途
で
あ
り、

20
17
年
度
に
お
い
て
は
接
続
料
金
と利

用
者
料
金
が
逆
転
す
る
状
況
で
す
。こ

の
た
め
、接

続
事
業
者
は
利
用
者
料
金
を
値
上
げ
す
る
か
、撤

退
を
強
い
られ
る
状
況
で
あ
り、
メタ
ル
回
線
に
係
る
市
場
の
競
争
環
境
は
縮

退
して
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

これ
らの
こと
か
ら、
メタ
ル
回
線
接
続
料
の
低
廉
化
に
向
け
た
検
討
が
必
要
と考

え
ま
す
。ま
た
、光

回
線
サ
ー
ビス
へ
の
移
行
を
促
進
す
る

た
め
に
は
加
入
光
ファ
イバ
接
続
料
の
一
層
の
低
廉
化
、光

回
線
の
卸
売
サ
ー
ビス
に
係
る
卸
料
金
の
低
廉
化
や
接
続
メニ
ュー
化
に
よ
る
利

用
者
料
金
の
低
廉
化
が
必
要
と考

え
ま
す
。 

２
．
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
の
意
義

 
２
．
１

  
6、

7 
【意
見
対
象
箇
所
】２
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 



3 
 Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
の
意
義
や
移
行
に
係

る
情
報
の
開
示

 
 Ｐ

Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
らＩ

Ｐ
網
へ
の
円
滑
な
移
行
を
図
る
た
め
に
は
、2

02
5 
年
頃
に
中
継
交
換
機
等
の
維
持
限
界
を
迎
え
る
とさ
れ
て
い
る
現

状
や
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
の
意
義
に
関
す
る
理
解
を
醸
成
す
る
とと
も
に
、移

行
に
係
る
必
要
な
情
報
を
開
示
す
る
こと
に
よ
り、
積
極
的
な
移
行

の
流
れ
を
生
み
出
す
こと
が
重
要
とな
る
。 

この
点
に
関
して
は
、以

下
の
よ
うな
取
組
が
必
要
とな
る
。 

①
 

 移
行
の
意
義
（
略
）

 
②

 
 移
行
に
係
る
情
報
の
開
示
（
略
）

 
 【意
見
内
容
】 

 賛
同
しま
す
。利

用
者
利
益
の
保
護
及
び
予
見
可
能
性
確
保
の
観
点
か
ら、

IP
網
移
行
に
伴
い
終
了
す
る
サ
ー
ビス
に
係
る
情
報
や
、メ
タ

ル
IP
電
話
の
提
供
時
期
等
に
つ
い
て
積
極
的
な
情
報
開
示
が
必
要
と考

え
ま
す
。特

に
メタ
ル

IP
電
話
に
つ
い
て
は

20
20
年
代
も
相
当

数
の
利
用
者
が
残
る
と想

定
され
ま
す
が
、光

回
線
サ
ー
ビス
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、各

種
媒
体
を
利
用
して
広
く国
民
に
周
知
し

て
い
くこ
とが
必
要
と考

え
ま
す
。 

３
．
固
定
電
話
サ
ー
ビス
の
信
頼
性
・品
質
、提

供
エ
リア
、料

金
水
準
の
確
保

 
３
．
１

  
信
頼
性
・品
質
の
確
保
（
技
術
基
準

等
）

 

10
 

【意
見
対
象
箇
所
】３
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
［
基
本
的
方
向
性
］

 
・安
定
的
な
通
信
を
提
供
し、
国
民
生
活
に
深
く浸
透
して
い
る
固
定
電
話
サ
ー
ビス
に
つ
い
て
は
、ネ
ット
ワ
ー
クが
Ｉ
Ｐ
網
に
移
行
して

も
、利

用
者
の
立
場
か
ら見

た
場
合
に
は
安
全
・信
頼
性
確
保
の
重
要
性
は
従
来
と変

わ
る
も
の
で
は
な
い
。し
た
が
って
、Ｉ

Ｐ
網
へ
の
移
行

を
契
機
とし
て
固
定
電
話
サ
ー
ビス
の
現
行
の
信
頼
性
や
品
質
等
の
水
準
を
変
更
す
る
特
段
の
必
要
性
は
生
じな
い
。 

 【意
見
内
容
】 

IP
網
移
行
を
契
機
に
、現

行
の
固
定
電
話
の
品
質
等
の
水
準
を
変
更
す
る
必
要
性
は
な
い
と考

え
ま
す
。た
だ
し、
現
在
に
お
い
て
も
固

定
電
話
と移

動
体
電
話
を
組
み
合
わ
せ
た

0A
BJ
番
号
サ
ー
ビス
が
提
供
され
て
お
り、
利
用
者
は
ア
クセ
ス
回
線
の
種
別
や
品
質
を
意
識
す

る
こと
な
く日
常
的
に

0A
BJ
番
号
を
利
用
して
お
り、
ま
た
、そ
れ
らサ
ー
ビス
に
関
して
利
用
者
か
らの
クレ
ー
ム
等
も
特
段
発
生
して
い
な
い

状
況
で
す
。0

AB
J番

号
に
係
る
品
質
は
そ
の
他
番
号
よ
りも
高
い
基
準
とな
って
い
ま
す
が
、利

用
者
に
とっ
て
重
要
な
こと
は
、0

AB
J番

号
の
地
理
的
識
別
性
や
社
会
的
信
頼
性
で
あ
り、
上
述
の
通
り、
品
質
が
重
要
で
あ
る
と認

識
して
い
る
利
用
者
は
少
な
い
と考

え
られ
ま
す
。



4 
 

今
後
、世

界
中
で
ユ
ニ
ファ
イド
・コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
進
展
し、
多
様
な
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
形
態
が
発
展
して
い
くと
予
想
され
ま
す
が
、諸

外
国
の
例
を
参
考
に
しな
が
ら、
そ
れ
に
見
合
った
品
質
基
準
の
在
り方

を
議
論
す
べ
き
と考

え
ま
す
。 

11
 

【意
見
対
象
箇
所
】３
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
・「
電
話
を
繋
ぐ機

能
」に
よ
り相

互
に
接
続
され
た
ネ
ット
ワ
ー
クに
お
い
て
、E

nd
-t

o-
En

d
を
含
め
適
切
な
信
頼
性
及
び
品
質
等
が
確
保

され
る
よ
う、
技
術
基
準
等
の
規
律
の
在
り方

を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

 
【意
見
内
容
】 

異
な
る
事
業
者
が
相
互
に
接
続
され
た
ネ
ット
ワ
ー
クに
お
い
て
の

En
d-

To
-E

nd
の
品
質
を
定
め
る
こと
は
現
実
的
で
は
な
く、
現
行
の
ル

ー
ル
と同

様
に
、各

事
業
者
が
構
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビス
の
区
間
に
お
い
て
品
質
を
担
保
す
る
こと
が
必
要
で
あ
る
と考

え
ま
す
。 

３
．
２

  
「ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビス
」へ
の
影
響

 
13

 
【意
見
対
象
箇
所
】３
．
２
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
現
在
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビス
とし
て
確
保
され
る
べ
き
も
の
とし
て
固
定
の
電
話
に
つ
い
て
は
コン
セ
ン
サ
ス
が
得
られ
て
き
た
が
、今

後
どう
い

った
サ
ー
ビス
が
最
低
限
度
の
サ
ー
ビス
とし
て
利
用
者
か
ら求

め
られ
る
の
か
見
極
め
て
い
く必
要
が
あ
り、
各
種
制
度
も
そ
れ
に
応
じて
見
直
し

が
され
て
い
く必
要
が
あ
る
。総

務
省
に
お
い
て
は
、そ
うい
った
需
要
面
で
の
ニ
ー
ズ
や
シ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
注
意
深
く把
握
して
い
く必
要
が
あ

る
。 

 【意
見
内
容
】 

賛
同
しま
す
。公

正
な
競
争
環
境
整
備
に
向
け
て
引
き
続
き
検
討
して
い
く必
要
が
あ
る
と考

え
ま
す
。 

４
．
移
行
に
伴
い
終
了
す
る
サ
ー
ビス
等
に
関
す
る
利
用
者
利
益
の
保
護

 
４
．
１

  
移
行
に
伴
い
終
了
す
る
サ
ー
ビス
等
の
扱

い
 

18
 

【意
見
対
象
箇
所
】４
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
１
）

IN
S
ネ
ット
（
デ
ィジ
タル
通
信
モ
ー
ド）

の
終
了
に
伴
う対

応
 

①
 代
替
案
等
の
提
供
条
件
の
検
証

 
・ 
各
代
替
案
が
有
す
る
品
質
・コ
ス
ト等

の
課
題
に
対
し、
継
続
的
に
、利

用
者
か
らの
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
改
善
策
の
検
討
を
行
い
随
時
改

善
を
図
る
こと
。 

・ 
現
在
検
討
中
とさ
れ
て
い
る
補
完
策
に
係
る
提
供
条
件
を
早
期
に
確
定
・公
表
す
る
こと
。そ
の
際
、補

完
策
の
利
用
希
望
者
に
お
け
る
追

加
負
担
が
可
能
な
限
りか
か
らな
い
よ
うに
す
る
こと
。 

 



5 
 

【意
見
内
容
】 

接
続
事
業
者
に
お
い
て
は
、N

TT
東
西
殿

IN
S
ネ
ット
（
デ
ィジ
タル
通
信
モ
ー
ド）

と相
互
接
続
を
して
提
供
して
い
る
サ
ー
ビス
も
存
在

す
る
こと
か
ら、
補
完
策
に
お
い
て
も
現
状
と同

様
に
相
互
接
続
性
が
担
保
され
る
こと
を
要
望
しま
す
。ま
た
、実

環
境
（

IP
-P

O
I）
と同

条
件
の
環
境
下
で
検
証
試
験
が
実
施
で
き
る
よ
う、
合
わ
せ
て
要
望
しま
す
。 

22
 

【意
見
対
象
箇
所
】４
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
２
）

 他
の
事
業
者
に
よ
って
十
分
に
提
供
され
な
い
よ
うな
電
気
通
信
サ
ー
ビス
を
終
了
しよ
うと
す
る
場
合
の
ル
ー
ル
の
在
り方

 
Ⅱ
．
ル
ー
ル
化
の
対
象
・内
容

 
②

 
ル
ー
ル
の
内
容

 
（
ウ
）

 他
事
業
者
へ
の
対
応

 
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
に
係
る
接
続
機
能
の
終
了
は
、接

続
事
業
者
が
当
該
接
続
機
能
を
利
用
して
提
供
す
る
サ
ー
ビス
の
利

用
者
に
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こと
に
な
る
。そ
の
た
め
、第

一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
に
係
る
接
続
機
能
の
終
了
に
伴
って
接
続
約
款

が
変
更
され
る
場
合
に
は
、以

下
の
対
応
が
求
め
られ
る
こと

 
・ 
当
該
接
続
約
款
の
変
更
に
係
る
認
可
の
要
件
の
一
つ
とし
て
、第

一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
設
置
事
業
者
は
他
事
業
者
に
対
して
十

分
な
周
知
期
間
を
確
保
す
る
こと
が
明
示
され
る
こと

 
・ 
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
設
置
事
業
者
に
お
い
て
は
、終

了
に
係
る
機
能
の
代
替
措
置
に
つ
い
て
、具

体
的
な
提
案
を
行
うな
どの

対
応
を
接
続
事
業
者
に
対
して
行
うこ
とが
望
ま
れ
る
こと

 
 【意
見
内
容
】 

 賛
同
しま
す
。第

一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
に
係
る
接
続
機
能
の
終
了
は
、接

続
事
業
者
や
利
用
者
へ
の
影
響
が
非
常
に
大
き
い
た

め
、十

分
な
周
知
期
間
の
確
保
を
要
望
しま
す
。 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー
ル
の
整
備

 
５
．
１

  
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
位
置
づ
け

 
24

 
【意
見
対
象
箇
所
】５
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
現
在
、Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
・西
日
本
の
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
、Ｎ

Ｇ
Ｎ
及
び
ア
クセ
ス
回
線
（
メタ
ル
回
線
・光
回
線
）
は
第
一
種
指
定
電
気
通
信

設
備
に
指
定
され
、当

該
設
備
との
接
続
に
関
す
る
接
続
料
及
び
接
続
条
件
の
公
平
性
・透
明
性
や
、接

続
の
迅
速
性
を
確
保
す
る
た
め
の

規
律
の
適
用
を
受
け
て
お
り、
引
き
続
き
、当

該
設
備
に
対
す
る
適
切
な
規
律
の
適
用
を
通
じて
、公

正
な
競
争
環
境
と利

用
者
利
益
の
確

保
を
図
って
い
く必
要
が
あ
る
。 

 



6 
 

 【意
見
内
容
】 

N
TT
東
西
殿
の

PS
TN
、N

GN
、ア
クセ
ス
回
線
（
メタ
ル
回
線
、光

回
線
）
が
ボ
トル
ネ
ック
設
備
で
あ
る
こと
は
、I

P
の
時
代
に
お
い
て

も
何
ら変

わ
る
も
の
で
は
あ
りま
せ
ん
。I

P
網
移
行
に
伴
い
、現

在
の
ボ
トル
ネ
ック
設
備
で
あ
る

PS
TN

の
電
話
サ
ー
ビス
が

NG
N
に
収
容
さ

れ
て
い
くこ
とに
な
りま
す
が
、こ
の
こと
は
、P

ST
N
が
持
つ
ボ
トル
ネ
ック
性
を

N
GN

が
継
承
す
る
こと
に
も
な
る
こと
か
ら、
当
然
、今

後
も

N
GN

は
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
に
指
定
され
、公

正
な
競
争
環
境
と利

用
者
利
益
の
保
護
を
図
って
い
くべ
き
と考

え
ま
す
。 

５
．
２

  
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
競
争
環
境
整
備

 
26

 
【意
見
対
象
箇
所
】５
．
２
．
１

 現
状
とＩ

Ｐ
網
へ
の
移
行
等
に
伴
う課

題
 

（
２
）
接
続
協
議
の
円
滑
化
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｎ
に
関
す
る
情
報
開
示
の
充
実
等

 
従
前
か
ら接

続
事
業
者
か
ら要

望
の
あ
った
Ｎ
Ｇ
Ｎ
に
よ
る
「品
質
保
証
型
の
０
Ａ
Ｂ
～
Ｊ

 Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビス
」の
提
供
に
つ
い
て
は
、

20
16

 年
12

 月
に
「優
先
パ
ケ
ット
識
別
機
能
」及
び
「優
先
パ
ケ
ット
ル
ー
テ
ィン
グ
伝
送
機
能
」の
ア
ン
バ
ン
ドル
の
た
め
の
省
令
改
正
が

行
わ
れ
た
。 

 【意
見
内
容
】 

 今
回
、「
優
先
パ
ケ
ット
識
別
機
能
」及
び
「優
先
パ
ケ
ット
ル
ー
テ
ィン
グ
伝
送
機
能
」が
新
た
に
接
続
約
款
の
メニ
ュー
に
追
加
され
る
こと
に

つ
き
ま
して
、総

務
省
殿
及
び

NT
T
東
西
殿
ご
担
当
者
に
深
く感
謝
申
し上

げ
ま
す
。今

後
とも
ア
ン
バ
ン
ドル
促
進
の
た
め
、協

議
の
円
滑

化
及
び
、情

報
開
示
の
充
実
に
向
け
た
環
境
整
備
を
お
願
い
しま
す
。 

28
 

【意
見
対
象
箇
所
】５
．
２
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
２
）
接
続
協
議
の
円
滑
化
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｎ
に
関
す
る
情
報
開
示
の
充
実
等

 
・ 
「Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
オ
ー
プ
ン
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
・西
日
本
の
利
用
部
門
と接

続
事
業
者
の
同
等
性
に
留
意
しつ
つ
、要

望
事
業
者
に
必
要
な
情
報
が
開
示
され
る
必
要
が
あ
る
。」

 
 【意
見
内
容
】 

N
GN

の
機
能
開
放
は
実
質
的
に
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
り、

NT
T
東
西
殿
利
用
部
門
の
み
が
独
占
的
に
サ
ー
ビス
提
供
を
行
って
い
る
事

例
は
多
く存
在
しま
す
。こ
れ
は
、N

TT
東
西
殿
利
用
部
門
と接

続
事
業
者
間
に
お
い
て
、価

格
、技

術
条
件
、サ
ー
ビス
イン
ま
で
に
要
す
る

時
間
等
に
関
して
、同

等
性
が
確
保
され
て
い
な
い
こと
が
要
因
で
す
。 



7 
 

N
GN

の
オ
ー
プ
ン
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、網

機
能
提
供
計
画
の
届
出
対
象
の
追
加
、情

報
開
示
告
示
の
充
実
は
当
然
必
要
な
こと
で

す
が
、大

前
提
とし
て
、N

TT
東
西
殿
利
用
部
門
と接

続
事
業
者
間
の
同
等
性
の
確
保
が
何
よ
り重

要
な
こと
で
あ
る
と考

え
ま
す
。 

５
．
３

  
「電
話
を
繋
ぐ機

能
」の
在
り方

 
34
、

35
 

 

【意
見
対
象
箇
所
】５
．
３
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
４
）
「繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビル
」に
係
る
通
信
施
設
・通
信
設
備

 
②

 「
繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビル
」内
の
設
備
構
成
（
技
術
基
準
の
考
え
方
）

 
事
業
者
間
で
協
議
され
た
「繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビル
」内
の
設
備
構
成
は
下
図
の
とお
りで
あ
り、
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
後
に
お
け
る
各
事
業

者
の
通
信
設
備
は
、「
『Ｌ
２
ス
イッ
チ
』を
介
した
接
続
」と
「『
Ｌ
２
ス
イッ
チ
』を
介
さな
い
（
『パ
ッチ
パ
ネ
ル
』を
介
した
）
接
続
」が
併
存
し

た
接
続
構
成
とな
る
考
え
が
示
され
て
い
る
。 

 【意
見
内
容
】 

事
業
者
間
協
議
に
お
い
て
は
ネ
ット
ワ
ー
クの
接
続
形
態
（
ス
ター
型
、メ
ッシ
ュ型

）
を
技
術
的
に
議
論
した
も
の
の
、ア
ン
バ
ン
ドル
を
前

提
とし
た
接
続
形
態
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
一
切
検
討
して
き
て
お
りま
せ
ん
。今

後
は
、総

務
省
殿
の
議
論
の
場
に
お
け
る
、N

TT
東
西
殿

が
設
置
す
る
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
で
あ
る
個
別
ル
ー
タ等

の
ア
ン
バ
ン
ドル
を
前
提
とし
た
接
続
形
態
の
議
論
が
必
要
と考
え
ま
す
。 

５
．
４

  
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
県
間
伝
送
路
の
役
割

 
39

 
【意
見
対
象
箇
所
】５
．
４
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
等
に
伴
い
、Ｎ

Ｇ
Ｎ
へ
の
他
事
業
者
の
依
存
性
は
強
ま
り、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
との
接
続
に
お
い
て
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
県
間
伝
送
路
が

不
可
避
的
に
使
用
され
る
こと
に
な
る
。 

こう
した
状
況
変
化
を
踏
ま
え
る
と、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
県
間
伝
送
路
及
び
そ
れ
と一

体
とし
て
利
用
され
る
県
間
中
継
ル
ー
タに
つ
い
て
適
切
な
規

律
を
課
す
こと
に
よ
り、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・西
日
本
が
活
用
業
務
で
利
用
す
る
当
該
設
備
と競

争
事
業
者
が
接
続
す
る
に
あ
た
って
の
料
金
そ

の
他
の
提
供
条
件
に
係
る
適
正
性
・公
平
性
・透
明
性
を
確
保
し、
公
正
な
競
争
の
確
保
を
通
じて
、利

用
者
利
益
の
確
保
を
図
る
べ
き
で

あ
る
。本

件
規
律
の
検
討
に
際
して
は
、こ
れ
ら設

備
の
不
可
欠
性
に
つ
い
て
検
証
して
い
くこ
とが
必
要
で
あ
る
。 

 
【意
見
内
容
】 

現
在
、N

GN
の
県
間
伝
送
路
は
非
指
定
設
備
で
あ
る
こと
か
らコ
ス
トが
不
透
明
に
な
って
い
ま
す
。I

P
網
移
行
に
伴
い
、N

GN
の
県
間

伝
送
路
は
不
可
避
的
に
使
用
され
る
こと
に
な
り、
よ
り適

正
性
・公
平
性
・透
明
性
の
確
保
が
重
要
に
な
る
と考

え
ま
す
。こ
の
た
め
、N

GN
の
県
間
伝
送
路
を
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
とす
べ
き
と考

え
ま
す
。 

６
．
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
伴
う電

話
の
競
争
ル
ー
ル
の
見
直
し 



8 
 ６
．
１

  
固
定
電
話
の
「番
号
ポ
ー
タビ
リテ
ィ」
の

扱
い

 

41
、

42
 

【意
見
対
象
箇
所
】６
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
伴
い
、こ
れ
ま
で
の
加
入
電
話
に
よ
る
発
番
が
、今

後
は
Ｉ
Ｐ
電
話
の
み
に
よ
る
発
番
とな
り、
全
て
の
固
定
電
話
利

用
者
が
Ｉ
Ｐ
電
話
を
利
用
す
る
状
況
とな
る
こと
か
ら、
利
用
者
が
事
業
者
を
変
更
す
る
際
に
自
由
に
番
号
を
持
ち
運
べ
る
こと
に
よ
る
競
争

基
盤
と利

用
者
利
便
を
確
保
す
る
た
め
、2

01
1 
年

12
 月
の
情
通
審
答
申
で
提
言
され
た
こと
等
も
踏
ま
え
る
と、
固
定
系
Ｉ
Ｐ
電
話
の

「双
方
向
番
号
ポ
ー
タビ
リテ
ィ」
を
早
期
に
導
入
す
る
こと
が
必
要
で
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

固
定
系

IP
電
話
の
双
方
向
番
号
ポ
ー
タビ
リテ
ィの
み
で
は
な
く、

01
20
番
号
（
着
信
課
金
用
番
号
）
の
事
業
者
間
に
お
け
る
公
平

利
用
に
関
す
る
検
討
も
要
望
しま
す
。現

在
、N

TT
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ズ
株
式
会
社
殿
へ
の

01
20
番
号
の
指
定
割
合
は
全
体
の

90
%

を
超
え
て
お
り、
競
争
事
業
者
に
お
い
て
は

01
20
番
号
を
満
足
に
利
用
で
き
る
状
況
に
あ
りま
せ
ん
。競

争
基
盤
の
確
保
の
た
め
、合

わ
せ
て

検
討
を
要
望
しま
す
。 
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【意
見
対
象
箇
所
】６
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
こう
した
方
向
性
を
踏
ま
え
、固

定
系
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
け
る
「双
方
向
番
号
ポ
ー
タビ
リテ
ィ」
の
導
入
の
た
め
に
、事

業
者
間
に
お
い
て
は
、す

で
に
策
定
され
て
い
る
技
術
標
準
に
加
え
、実

現
に
係
る
費
用
、費

用
負
担
の
在
り方

（
中
小
事
業
者
の
負
担
の
在
り方

を
含
む
）
、運

用
方
法
、デ
ー
タベ
ー
ス
の
扱
い
、及

び
適
用
す
る
ル
ー
テ
ィン
グ
機
能
等
に
つ
い
て
の
詳
細
検
討
を
早
期
に
行
い
、本

審
議
会
（
電
話
網
移
行

円
滑
化
委
員
会
）
で
の
審
議
に
合
わ
せ
て
一
定
の
とり
ま
とめ
を
行
うべ
き
で
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

事
業
者
や
利
用
者
に
過
度
な
費
用
負
担
が
か
か
らな
い
技
術
、運

用
方
式
で
実
現
す
べ
き
と考

え
ま
す
。な
お
、費

用
算
出
の
結
果
、事

業
継
続
が
困
難
とな
る
事
業
者
が
存
在
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、双

方
向
番
号
ポ
ー
タビ
リテ
ィの
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
が
必

要
と考

え
ま
す
。 

双
方
向
番
号
ポ
ー
タビ
リテ
ィで
は
一
方
的
に
利
用
者
が
流
出
す
る
こと
は
な
く、
利
用
者
の
獲
得
競
争
は
事
業
者
間
で
公
平
で
あ
り、
ま

た
、N

TT
東
西
殿
が
主
張
され
る
通
り

IP
化
に
伴
う

NW
コス
トの
シ
ン
プ
ル
化
の
た
め
に
も
、費

用
負
担
方
法
に
つ
い
て
は
自
網
自
己
負

担
が
望
ま
しい
と考

え
ま
す
。 

43
 

【意
見
対
象
箇
所
】６
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
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こう
した
方
向
性
を
踏
ま
え
、「
双
方
向
番
号
ポ
ー
タビ
リテ
ィ」
の
導
入
を
前
提
とし
て
、固

定
電
話
の
電
話
番
号
が
有
す
る
地
理
的
識
別

性
に
配
慮
しつ
つ
、利

用
者
利
便
の
向
上
を
図
る
た
め
、「
双
方
向
番
号
ポ
ー
タビ
リテ
ィ」
を
利
用
可
能
な
地
理
的
範
囲
を
、番

号
区
画
の
範

囲
内
とす
る
「ロ
ケ
ー
シ
ョン
ポ
ー
タビ
リテ
ィ」
の
拡
大
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

 
【意
見
内
容
】 

現
状
、ロ
ケ
ー
シ
ョン
ポ
ー
タビ
リテ
ィが
可
能
な
範
囲
は

N
TT
東
西
殿
収
容
交
換
機
に
縛
られ
、利

用
者
の
移
転
先
（
引
っ越

し先
等
）

に
よ
って
は
番
号
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
りま
す
。今

後
、I

P
網
移
行
に
伴
い

NT
T
東
西
殿
収
容
交
換
機
に
よ
る
制
約
が
な
くな
る
こと
か

ら、
利
用
者
利
便
確
保
の
た
め
、番

号
区
画
の
範
囲
内
で
同
じ番

号
を
持
ち
運
べ
る
よ
うに
す
べ
き
と考

え
ま
す
。 

６
．
２

  
マ
イラ
イン
機
能
・中
継
選
択
機
能
等
の

扱
い

 

46
、

47
 

【意
見
対
象
箇
所
】６
．
２
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
１
）
マ
イラ
イン
機
能
の
扱
い

 
Ｉ
Ｐ
網
に
お
い
て
、マ
イラ
イン
機
能
が
果
た
して
き
た
「競
争
基
盤
の
提
供
」や
「事
業
者
選
択
可
能
性
」を
確
保
す
る
に
は
、そ
の
手
段
と

して
、「
利
用
者
が
事
業
者
を
変
更
した
場
合
に
桁
数
を
変
更
せ
ず
に
（
４
桁
の
事
業
者
識
別
番
号
を
ダイ
ヤ
ル
せ
ず
に
）
元
の
電
話
番
号

を
利
用
可
能
とす
る
こと
の
担
保
」が
必
要
と考

え
られ
る
。 

メタ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
に
関
して
は
、事

業
者
に
お
い
て
は
、現

在
も
一
定
規
模
の
登
録
数
を
有
す
る
マ
イラ
イン
の
顧
客
基
盤
（
タッ
チ
ポ
イン

ト）
を
確
保
す
る
等
の
観
点
か
ら、
マ
イラ
イン
代
替
機
能
とし
て
次
の
よ
うな
提
案
が
な
され
て
い
る
。 

①
 
「メ
タル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
通
話
サ
ー
ビス
卸
」（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）

 
②

 
 現
在
の
加
入
者
交
換
機
（
マ
イラ
イン
機
能
に
係
る
部
分
に
限
る
）
を
、移

行
後
（

20
25

 年
頃
以
降
）
も
一
定
期
間
、継

続
的

に
利
用
す
る
こと
に
よ
り、
現
在
の
マ
イラ
イン
サ
ー
ビス
を
簡
便
な
形
で
の
継
続
提
供
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
）

 
マ
イラ
イン
又
は
代
替
機
能
の
利
用
に
つ
い
て
は
、ニ
ー
ズ
や
コス
ト等

を
踏
ま
え
て
検
討
・判
断
され
る
も
の
で
あ
る
こと
か
ら、
ま
ず
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

が
上
記
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の
コス
トを
早
期
に
明
らか
に
した
上
で
、具

体
的
な
提
案
で
あ
る
①
と②

に
つ
い
て
事
業
者
間
協
議
を
速
や
か
に
進

め
る
こと
が
適
当
で
あ
り、
本
審
議
会
（
電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
）
とし
て
は
、速

や
か
な
事
業
者
間
協
議
を
促
しつ
つ
、事

業
者
間

協
議
の
進
捗
状
況
を
随
時
確
認
しな
が
ら審

議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

メタ
ル

IP
電
話
に
お
い
て
、マ
イラ
イン
機
能
の
継
続
が
必
要
と考
え
ま
す
。マ
イラ
イン
機
能
が
果
た
して
き
た
「競
争
基
盤
の
提
供
」や
「事

業
者
選
択
可
能
性
」の
確
保
は
当
然
必
要
で
す
が
、全

国
津
々
浦
々
に
ア
クセ
ス
回
線
を
持
た
な
い
競
争
事
業
者
とし
て
は
、マ
イラ
イン
は
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重
要
な
顧
客
基
盤
（
タッ
チ
ポ
イン
ト）

とな
って
い
ま
す
。ま
た
、マ
イラ
イン
利
用
者
は

4
区
分
（
「市
内
」「
市
外
」「
県
外
」「
国
際
」）
そ

れ
ぞ
れ
に
お
い
て
選
択
事
業
者
が
異
な
る
場
合
も
あ
り、
利
用
者
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
の
た
め
に
は
、利

用
者
に
契
約
変
更
等
の
手
続
き
が
何

ら発
生
しな
い
よ
う、
マ
イラ
イン
機
能
の
継
続
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、2

01
6
年

9
月
か
ら

NT
T
東
西
殿
とマ
イラ
イン
相
当
機
能
の
維
持
に
係
る
コス
ト算

出
に
つ
い
て
協
議
を
実
施
して
お
りま
す
が
、

未
だ
に
算
出
して
頂
け
て
い
な
い
た
め
、合

わ
せ
て
要
望
しま
す
。 

47
、

48
 

【意
見
対
象
箇
所
】６
．
２
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
２
）
中
継
選
択
機
能
（
中
継
電
話
・国
際
電
話
）
等
の
扱
い

 
メタ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
け
る
「０
０
Ｘ
Ｙ
番
号
を
用
い
た
中
継
選
択
機
能
」に
関
して
は
、「
事
業
者
選
択
可
能
性
」の
確
保
の
観
点
か

ら、
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
や
本
機
能
を
具
備
す
る
た
め
の
コス
ト等

を
踏
ま
え
つ
つ
、そ
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
、事

業
者
間
協
議
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。 

メタ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
け
る
「０
０
Ｘ
Ｙ
番
号
を
用
い
た
付
加
サ
ー
ビス
」及
び
「０
Ａ
Ｂ
０
番
号
を
用
い
た
付
加
サ
ー
ビス
」に
関
して
は
、

利
用
者
利
便
の
確
保
の
観
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、サ
ー
ビス
の
実
現
の
た
め
の
費
用
負
担
の
在
り方

等
に
つ
い
て
、事

業
者
間
協
議
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。 

光
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
け
る
「０
０
Ｘ
Ｙ
番
号
を
用
い
た
中
継
選
択
機
能
」に
関
して
は
、・
・・
（
中
略
）
・・
・か
ら、
現
時
点
で
は
、直

ち
に

実
装
す
る
こと
の
必
要
性
が
明
確
に
な
って
い
な
い
状
況
で
あ
る
。こ
の
た
め
、メ
タル
Ｉ
Ｐ
電
話
へ
の
移
行
の
動
向
や
国
際
電
話
を
巡
る
利
用

状
況
を
注
視
しな
が
ら、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
、引

き
続
き
事
業
者
間
協
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

光
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
け
る
「０
０
Ｘ
Ｙ
番
号
を
用
い
た
付
加
サ
ー
ビス
」に
関
して
は
、Ｉ

Ｐ
網
へ
の
移
行
後
の
音
声
通
信
市
場
の
動
向
、

利
用
者
利
便
の
確
保
の
観
点
、本

機
能
を
具
備
す
る
た
め
の
コス
ト等

を
踏
ま
え
つ
つ
、そ
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
、事

業
者
間
協
議
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

「競
争
基
盤
の
提
供
」や
「事
業
者
選
択
可
能
性
」の
確
保
は
今
後
も
重
要
で
あ
り、
中
継
選
択
機
能
は
メタ
ル

IP
電
話
、光

IP
電
話

に
継
続
して
導
入
され
る
べ
き
と考

え
ま
す
。 

ま
た
、導

入
に
あ
た
り、
「競
争
事
業
者
要
望
に
よ
る
個
別
機
能
」と
位
置
付
け
られ
る
と、
そ
の
費
用
は
要
望
事
業
者
の
個
別
負
担
とな
り、

そ
れ
が
実
質
的
な
参
入
障
壁
とな
りま
す
。加

入
電
話
に
お
い
て
は
「基
本
的
な
接
続
機
能
」と
して

00
XY

/0
AB

0
に
係
る
ル
ー
テ
ィン
グ
機
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能
が
提
供
され
た
た
め
、多

くの
競
争
事
業
者
が
参
入
しサ
ー
ビス
が
多
様
化
して
き
ま
した
。こ
の
た
め
、メ
タル

IP
電
話
、光

IP
電
話
へ
の

導
入
に
お
い
て
も
「基
本
的
な
接
続
機
能
」と
して
整
理
され
る
こと
を
要
望
しま
す
。 

６
．
３

  
固
定
電
話
発
・携
帯
電
話
着
の
利
用
者

料
金
設
定
に
つ
い
て

 

51
 

【意
見
対
象
箇
所
】６
．
３
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
そ
の
上
で
、接

続
を
行
って
い
る
複
数
の
電
気
通
信
事
業
者
の
うち
どの
事
業
者
が
利
用
者
料
金
の
設
定
を
行
うか
は
、そ
の
事
業
者
の
サ

ー
ビス
提
供
戦
略
に
大
き
く関
わ
る
とこ
ろ
で
あ
り、
ま
た
、個

々
の
接
続
の
形
態
に
よ
りサ
ー
ビス
の
提
供
の
形
態
も
異
な
って
くる
た
め
、ま
ず
は

事
業
者
間
の
協
議
に
お
い
て
決
定
され
る
べ
き
も
の
とは
考
え
られ
る
。 

 
【意
見
内
容
】 

 賛
同
しま
す
。利

用
者
料
金
設
定
権
に
つ
い
て
、ま
ず
は
事
業
者
間
の
協
議
に
お
い
て
決
定
され
る
べ
き
も
の
と考

え
て
お
り、
今
後
も
真
摯
に

協
議
を
実
施
して
い
く考
え
で
す
。 

７
．
ア
クセ
ス
回
線
に
お
け
る
サ
ー
ビス
の
競
争
環
境
整
備

 
７
．
１

 
ア
クセ
ス
回
線
に
お
け
る
サ
ー
ビス
の
競
争

環
境
整
備

 

52
 

【意
見
対
象
箇
所
】７
．
１
．
１

 現
状
とＩ

Ｐ
網
へ
の
移
行
等
に
伴
う課

題
 

（
１
）
光
回
線
へ
の
移
行
促
進
及
び
公
正
競
争
環
境
の
整
備
に
向
け
た
取
組

 
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、Ｐ

Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
らＩ

Ｐ
網
へ
の
移
行
後
（

20
25

 年
頃
以
降
）
に
お
い
て
も
、 

・ 
当
面
の
間
、（

メタ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
を
提
供
す
る
こと
に
よ
り）

基
本
的
な
音
声
サ
ー
ビス
は
利
用
可
能
で
あ
る

 
・ 
（
既
存
の
メタ
ル
ケ
ー
ブ
ル
の
継
続
利
用
に
よ
り）

基
本
料
は
可
能
な
限
り現

状
と同

等
の
水
準
を
維
持
す
る

 
との
考
え
を
表
明
して
い
る
が
、他

方
で
、メ
タル
収
容
装
置
の
稼
働
期
間
や
メタ
ル
回
線
の
撤
去
時
期
、維

持
限
界
後
の
ア
クセ
ス
回
線
の
提

供
形
態
に
つ
い
て
何
ら明

らか
に
して
い
な
い
。 

 【意
見
内
容
】 

N
TT
殿
は

PS
TN

か
ら

IP
網
へ
の
移
行
後
（

20
25
年
頃
以
降
）
に
お
い
て
も
メタ
ル
ケ
ー
ブ
ル
（
回
線
）
を
継
続
利
用
す
る
こと
を

前
提
に
、メ
タル

IP
電
話
を
提
供
す
る
こと
を
表
明
して
い
ま
す
が
、メ
タル
収
容
装
置
の
稼
働
時
期
や
メタ
ル
回
線
の
利
用
（
提
供
）
期
間

を
明
確
に
して
お
りま
せ
ん
。こ
の
た
め
、N

TT
東
西
殿
の
メタ
ル
回
線
を
利
用
して
サ
ー
ビス
を
提
供
して
い
る
接
続
事
業
者
は
予
見
可
能
性

を
確
保
で
き
ず
、将

来
の
事
業
計
画
を
立
て
る
こと
が
困
難
で
す
。早

期
に
明
確
化
して
頂
くこ
とを
要
望
しま
す
。 

56
 

【意
見
対
象
箇
所
】７
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
１
）
光
回
線
へ
の
移
行
促
進
及
び
公
正
競
争
環
境
の
整
備
に
向
け
た
取
組
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ア
クセ
ス
回
線
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
た
競
争
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、加

入
光
ファ
イバ
に
係
る
接
続
料
の
一
層
の
低
廉
化
が
重
要

とな
る
。 

 【意
見
内
容
】 

一
次
答
申
（
案
）
に
記
載
され
た
とお
り、
加
入
光
ファ
イバ
に
係
る
接
続
料
の
一
層
の
低
廉
化
は
重
要
と考

え
ま
す
。そ
の
た
め
、ま
ず
は

20
15
年

9
月
の
「加
入
光
ファ
イバ
に
係
る
接
続
制
度
の
在
り方

に
つ
い
て
」の
答
申
に
あ
る
とお
り、

20
19
年
度
に
主
端
末
回
線
接
続
料

を
2,

00
0
円
程
度
ま
で
低
廉
化
す
る
こと
が
必
要
で
す
。 

56
 

【意
見
対
象
箇
所
】７
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
１
）
光
回
線
へ
の
移
行
促
進
及
び
公
正
競
争
環
境
の
整
備
に
向
け
た
取
組

 
他
方
で
、Ｐ

Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
らＩ

Ｐ
網
へ
の
円
滑
な
移
行
や
事
業
者
の
事
業
判
断
を
促
す
観
点
か
ら、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・西
日
本
の
メタ
ル

回
線
を
利
用
して
直
収
電
話
サ
ー
ビス
を
提
供
す
る
事
業
者
や
当
該
サ
ー
ビス
の
利
用
者
の
予
見
可
能
性
を
高
め
る
た
め
、第

一
種
指
定
電

気
通
信
設
備
接
続
約
款
で
規
定
され
て
い
る
現
行
の
Ｄ
Ｓ
Ｌ
事
業
者
を
対
象
とし
た
「４
年
前
ル
ー
ル
」を
直
収
電
話
事
業
者
に
も
適
用
す

る
な
ど、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・西
日
本
か
ら接

続
事
業
者
に
対
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
の
適
切
な
規
律
を
課
す
こと
が
必
要
で
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

N
TT
東
西
殿
が
メタ
ル
回
線
の
撤
去
時
期
等
の
情
報
提
供
を
原
則
４
年
前
に
実
施
す
る
「４
年
前
ル
ー
ル
」に
つ
い
て
、直

収
電
話
事

業
者
で
あ
る
弊
社
も
通
知
の
対
象
と認

識
して
い
ま
す
。な
お
メタ
ル
回
線
を
撤
去
し新

サ
ー
ビス
へ
切
り替

え
る
た
め
の
期
間
は
ボ
リュ
ー
ム
に

依
存
す
る
た
め
、N

TT
東
西
殿
の
撤
去
計
画
に
つ
い
て
は
、４

年
前
に
か
か
わ
らず
、可

能
な
限
り速

や
か
に
開
示
して
頂
くこ
とを
要
望
しま

す
。 
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【意
見
対
象
箇
所
】７
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
２
）
接
続
料
と利

用
者
料
金
との
関
係
に
つ
い
て
の
検
証
（
ス
タッ
クテ
ス
ト）

 
公
正
競
争
の
実
行
性
確
保
の
観
点
か
ら、
接
続
料
と利

用
者
料
金
との
関
係
の
検
証
（
ス
タッ
クテ
ス
ト）

に
よ
り要

件
が
満
た
され
な
か
っ

た
場
合
の
具
体
的
な
対
応
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り、
現
在
の
「接
続
料
と利

用
者
料
金
との
関
係
の
検
証
（
ス
タッ
クテ
ス
ト）

の
運
用
に

関
す
る
ガ
イド
ライ
ン
（

20
12

 年
 7

 月
）
」の
見
直
しに
つ
い
て
検
討
す
る
こと
を
提
言
す
る
。 

 
 【意
見
内
容
】 



13
 

  
以
上

 

加
入
電
話
等
の
メタ
ル
回
線
に
係
る
市
場
は
縮
小
して
い
る
も
の
の
、依

然
とし
て
約

2,
00

0
万
回
線
以
上
の
大
き
な
需
要
が
あ
りま
す
。

一
方
、今

後
は
光
化
が
進
展
して
い
き
ま
す
が
、光

IP
電
話
は
現
時
点
で
は
ブ
ロー
ドバ
ン
ドイ
ン
ター
ネ
ット
の
上
で
提
供
され
る
サ
ー
ビス
で

あ
り、
ブ
ロー
ドバ
ン
ドを
必
要
とし
な
い
利
用
者
に
とっ
て
は
加
入
電
話
等
メタ
ル
回
線
の
代
替
サ
ー
ビス
が
あ
りま
せ
ん
。そ
の
た
め
、接

続
料
水

準
が
不
当
な
競
争
を
起
こさ
な
い
た
め
の
検
証
機
能
で
あ
る
ス
タッ
クテ
ス
トが
有
効
に
機
能
す
る
必
要
が
あ
り、
ス
タッ
クテ
ス
トが
満
た
され
な
か

った
場
合
の
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
早
急
に
明
確
に
す
る
た
め
に
、ガ
イド
ライ
ン
の
見
直
しを
実
施
す
る
こと
に
賛
同
しま
す
。ま
た
、適

正
性

や
透
明
性
確
保
の
観
点
か
ら、
接
続
料
に
関
す
る
費
用
や
報
酬
等
の
情
報
を
、事

業
者
に
も
よ
り詳

細
に
開
示
す
る
こと
を
要
望
しま
す
。 
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【意
見
対
象
箇
所
】７
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
３
）
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
市
場
に
お
け
る
競
争
状
況
の
分
析
・検
証

 
光
サ
ー
ビス
卸
の
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
の
適
正
性
・公
平
性
等
の
確
保
や
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
市
場
に
お
け
る
競
争
状
況
に
つ
い
て
は
、引

き
続
き
、上

記
の
方
向
性
で
分
析
・検
証
・報
告
等
を
行
い
、課

題
が
生
じた
場
合
に
は
、そ
の
改
善
に
向
け
た
検
討
を
行
う必

要
が
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

N
TT

東
西
殿
の
光
回
線
の
卸
売
りサ
ー
ビス

(光
コラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
モ
デ
ル

)に
係
る
卸
料
金
は
、N

TT
東
西
殿
の
原
価
に
基
づ
い
て
お
ら

ず
、加

入
光
ファ
イ
バ
の
接
続
料
金
が
下
が
って
も
原
則
とし
て
卸
料
金
に
反
映
され

ま
せ
ん
。事

業
者
に
対
す
る
卸
料
金
や
そ
の
他
提
供
条

件
は

NT
T
東
西
殿
が
自
由
に
設
定
して
い
る
状
況
で
す
。こ
の
状
況
が
継
続
す
る
場
合
、利

用
者
料
金
低
廉
化
に
よ
る
顧
客
獲
得
が
困
難

に
な
って
くる
こと
か
ら、
卸
料
金
の
透
明
性
を
確
保
す
る
とと
も
に
、卸

約
款
化
や
接
続
メニ
ュー
化
等
に
よ
り、
事
業
者
向
け
の
料
金
を
低
廉

化
させ
て
い
く必
要
が
あ
りま
す
。 
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1 
 

別
紙

 
章

 
頁

 
意
見

 
１
．
基
本
的
な
考
え
方

 
３
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

本
答
申
に
お
い
て
は
、「
利
用
者
」と
「事
業
者
」の
以
下
の
よ
うな
視
点
か
らの
移
行
の
円
滑
化
を
重
視
して
、各

個
別
課

題
に
関
す
る
具
体
的
方
向
性
等
を
整
理
す
る
こと
とす
る
。 

・「
利
用
者
」が
、予

見
可
能
性
を
持
ち
、か
つ
安
心
して
、移

行
先
の
Ｉ
Ｐ
網
に
お
い
て
良
質
・低
廉
で
多
様
な
サ
ー
ビス
を

自
由
に
選
択
で
き
る
よ
うに
す
る
こと

 
・「
事
業
者
」が
、整

備
され
た
公
正
な
競
争
環
境
下
で
、予

見
可
能
性
を
持
ち
な
が
ら、
移
行
先
の
Ｉ
Ｐ
網
に
お
い
て
良
質
・

低
廉
で
多
様
な
サ
ー
ビス
を
自
由
に
提
供
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
。こ
れ
に
よ
り、
「利
用
者
」が
こう
した
サ
ー
ビス
を
自
由
に

選
択
で
き
る
よ
うに
な
る
こと

 
 【意
見
内
容
】 

 N
TT
東
・西
の
固
定
電
話
サ
ー
ビス
や
固
定
電
話
の
ネ
ット
ワ
ー
クは
、I

P
化
後
も
国
民
に
とっ
て
重
要
で
あ
り、

NT
T
法
に

お
い
て
も
、固

定
電
話
を
あ
ま
ね
く日
本
全
国
に
提
供
す
べ
き
こと
等
が

NT
T
東
・西
の
責
務
とし
て
規
定
され
て
い
ま
す
。今

回
の

IP
網
へ
の
移
行
に
あ
た
って
も
、同

法
に
規
定
され
て
い
る
これ
らの
趣
旨
の
重
要
性
を
十
分
認
識
した
上
で
、ま
ず
国

民
、利

用
者
へ
の
負
担
を
強
い
る
こと
が
な
い
よ
うに
す
べ
き
で
す
。ま
た
、今

後
も
通
信
市
場
へ
の
新
規
参
入
意
欲
を
減
退
さ

せ
る
こと
が
な
い
よ
う、
競
争
を
通
じて
通
信
料
金
の
値
下
げ
の
メリ
ット
を
国
民
に
提
供
して
き
た
競
争
事
業
者
の
負
担
を
最

小
化
す
る
とい
う視

点
も
不
可
欠
で
す
。 

今
回
の
固
定
電
話
ネ
ット
ワ
ー
クの

IP
化
が
、基

本
的
に
は

N
TT
東
・西
の
設
備
更
改
で
あ
る
こと
も
踏
ま
え
れ
ば
、

N
TT
東
・西
の
負
担
で
、P

ST
N
で
提
供
され
て
い
る
サ
ー
ビス
や
機
能
を
継
続
す
る
こと
を
前
提
に
議
論
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と考

え
ま
す
。 

加
え
て
、N

TT
法
に
基
づ
く

NT
T
東
・西
の
業
務
範
囲
規
制
及
び

N
TT
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ズ
が
業
務
範
囲
規
制
を
受

け
ず
に
全
て
の
通
話
区
分
を
扱
うこ
とが
で
き
て
い
る
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、N

TT
東
・西
が
固
定
電
話
市
場
に
お
い
て
県
間
通

話
や
国
際
電
話
を
扱
うこ
とに
よ
り全

面
的
・本
格
的
に
事
業
領
域
を
拡
大
す
る
こと
は
、適

切
で
は
あ
りま
せ
ん
。単

に
拡
大



2 
 

章
 

頁
 

意
見

 
す
る
の
み
な
らず
、N

TT
東
・西
が
競
争
事
業
者
の
サ
ー
ビス
提
供
環
境
に
制
約
を
加
え
る
形
で
自
らの
事
業
領
域
を
拡
大

す
る
場
合
に
は
、更

に
公
正
競
争
環
境
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。し
た
が
って
、仮

に
IP
化
を
契
機
に

N
TT
東
・西
が

県
間
通
話
や
国
際
通
話
を
扱
う場

合
で
も
、競

争
事
業
者
に
とっ
て
の
公
正
競
争
条
件
が
後
退
しな
い
よ
う、
厳
格
な
措
置

を
講
ず
る
こと
が
前
提
に
な
る
も
の
と考

え
ま
す
。 

 N
TT
東
・西
は
、メ
タル

IP
電
話
の
通
話
料
金
に
つ
い
て
、距

離
区
分
に
依
存
しな
い
全
国
均
一
の
通
話
料
金
を
設
定

す
る
方
向
で
あ
る
こと
を
表
明
して
い
ま
す
。そ
の
よ
うな
状
況
に
お
い
て
は
、N

TT
東
・西
が
設
定
す
る
利
用
者
料
金
の
水
準

と接
続
料
水
準
が
適
正
で
あ
る
か
を
検
証
す
る
な
どの
方
法
に
よ
り、
中
継
事
業
者
が
公
平
に
競
争
で
き
る
環
境
を
維
持
す
る

こと
が
重
要
で
す
。（

別
添
「補
足
資
料
１
」参
照
）

 
 
ま
た
、N

TT
東
・西
の

N
GN

は
ボ
トル
ネ
ック
性
を
有
す
る
光
ア
クセ
ス
回
線
と一

体
とし
て
設
置
され
る
設
備
で
あ
り、
第

一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
に
指
定
され
て
い
ま
す
。 

現
状
に
お
い
て
も
、N

GN
で
提
供
され
る

NT
T
東
・西
の

IP
電
話
は
、0

AB
J-

IP
電
話
市
場
に
お
い
て

55
％
とい
う

高
い
シ
ェア
（
※

1）
を
有
して
い
ま
す
が
、P

ST
N
か
ら

IP
網
へ
の
移
行
に
伴
い
、N

GN
は
現
状
の
光
回
線
に
加
え
て
、メ

タル
回
線
とも
一
体
とし
て
設
置
され
る
設
備
に
な
る
こと
か
ら、
そ
の
不
可
欠
性
や
基
幹
的
な
通
信
網
とし
て
の
性
格
が
さら
に

強
ま
る
こと
に
な
りま
す
（
固
定
電
話
の
契
約
数
に
お
け
る

NT
T
東
・西
の
加
入
電
話
及
び

0A
BJ

-I
P
電
話
の
合
計
の
事

業
者
シ
ェア
は

70
.7
％
（
※

1）
）
。 

あ
わ
せ
て
、N

GN
との

IP
-I

P
接
続
は
、「
電
話
を
繋
ぐ機

能
」を
介
して
接
続
し、
同
機
能
を
提
供
す
る

PO
Iの
設
置
場

所
・箇
所
数
が

NT
T
東
・西
２
か
所
程
度
に
集
約
・制
限
され
る
こと
か
ら、
今
後
、N

TT
東
・西
間
の

NG
N
ユ
ー
ザ
ー
同

士
の
通
話
や
競
争
事
業
者
の
ユ
ー
ザ
ー
と

N
GN

ユ
ー
ザ
ー
との
通
話
の
疎
通
に
お
い
て
、N

GN
の
県
間
通
信
に
係
る
設
備

の
依
存
性
が
さら
に
強
ま
り、
不
可
避
的
に
使
用
され
る
こと
に
な
りま
す
。 

した
が
って
、N

GN
や
「電
話
を
繋
ぐ機

能
」に
つ
い
て
は
、引

き
続
き
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
じ

た
規
律
を
課
す
べ
き
で
あ
り、
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
に
係
る
適
正
性
・公
平
性
・透
明
性
を
確
保
し、
公
正
な
競
争
環
境

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と考

え
ま
す
。 
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章
 

頁
 

意
見

 
※
１

 総
務
省
「電
気
通
信
サ
ー
ビス
の
契
約
数
及
び
シ
ェア
に
関
す
る
四
半
期
デ
ー
タの
公
表
」 
（
平
成

28
年
度
第

2
四
半
期
（

9
月
末
）
）
よ
り 

２
．
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
の

意
義

 
７
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

２
．
１

 Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
の
意
義
や
移
行
に
係
る
情
報
の
開
示

 
２
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
②

 移
行
に
係
る
情
報
の
開
示

 
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、メ
タル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
提
供
条
件
と詳

細
な
設
備
構
成
に
つ
い
て
で
き
る
限
り速

や
か
に
開
示
す
る
。ま
た
、メ
タ

ル
電
話
か
らメ
タル
Ｉ
Ｐ
電
話
へ
の
移
行
に
留
ま
らず
、光

Ｉ
Ｐ
電
話
へ
の
移
行
を
も
視
野
に
入
れ
た
取
組
を
進
め
る
とと
も

に
、具

体
的
な
移
行
工
程
・移
行
ス
ケ
ジ
ュー
ル
の
案
を
で
き
る
限
り速

や
か
に
開
示
し、
他
の
事
業
者
と協

議
を
進
め
る
。 

 
【意
見
内
容
】 

 答
申
案
の
とお
り、
ま
ず

NT
T
が
メタ
ル

IP
電
話
の
提
供
条
件
と詳

細
な
設
備
構
成
や
、具

体
的
な
移
行
行
程
・移
行
ス

ケ
ジ
ュー
ル
に
つ
い
て
で
き
る
限
り速

や
か
に
開
示
し、
事
業
者
と協
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
りま
す
。 

３
．
固
定
電
話
サ
ー
ビス

の
信
頼
性
・品
質
、提

供
エ

リア
、料

金
水
準
の
確
保

 

10
～

11
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

３
．
１
．

 信
頼
性
・品
質
の
確
保
（
技
術
基
準
等
）

 
３
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
伴
う技

術
基
準
等
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
以
下
の
とお
りで
あ
る
。 

［
基
本
的
方
向
性
］

 
・ 
安
定
的
な
通
信
を
提
供
し、
国
民
生
活
に
深
く浸
透
して
い
る
固
定
電
話
サ
ー
ビス
に
つ
い
て
は
、ネ
ット
ワ
ー
クが
Ｉ
Ｐ

網
に
移
行
して
も
、利

用
者
の
立
場
か
ら見

た
場
合
に
は
安
全
・信
頼
性
確
保
の
重
要
性
は
従
来
と変

わ
る
も
の
で
は
な

い
。し
た
が
って
、Ｉ

Ｐ
網
へ
の
移
行
を
契
機
とし
て
固
定
電
話
サ
ー
ビス
の
現
行
の
信
頼
性
や
品
質
等
の
水
準
を
変
更

す
る
特
段
の
必
要
性
は
生
じな
い
。 

 



4 
 

章
 

頁
 

意
見

 
［
電
話
を
繋
ぐ機

能
］

 
・ 
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
後
の
電
話
サ
ー
ビス
の
信
頼
性
や
品
質
を
確
保
す
る
た
め
に
、「
電
話
を
繋
ぐ機
能
」に
つ
い
て
、現

行
の
技
術
基
準
も
踏
ま
え
て
適
切
な
技
術
基
準
を
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、同

機
能
を
担
う設

備
（
ル
ー
タや
Ｓ

Ｉ
Ｐ
サ
ー
バ
等
）
の
運
用
・保
守
等
に
つ
い
て
も
、信

頼
性
の
確
保
等
の
適
切
な
対
応
が
な
され
る
よ
う、
技
術
基
準
等

の
規
律
を
課
して
担
保
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

・ 
 「
電
話
を
繋
ぐ機

能
」に
よ
り相

互
に
接
続
され
た
ネ
ット
ワ
ー
クに
お
い
て
、E

nd
-t

o-
En

d
を
含
め
適
切
な
信
頼
性
及

び
品
質
等
が
確
保
され
る
よ
う、
技
術
基
準
等
の
規
律
の
在
り方
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
伴
う技

術
基
準
等
に
つ
い
て
は
、上

記
の
考
え
方
に
基
づ
き
、「
電
話
を
繋
ぐ機

能
等
Ｗ
Ｇ
とり
ま
と

め
」及
び
電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
で
の
検
討
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、専

門
的
・技
術
的
見
地
か
ら、
情
報
通
信
技

術
分
科
会
Ｉ
Ｐ
ネ
ット
ワ
ー
ク設

備
委
員
会
に
お
い
て
詳
細
な
検
討
を
行
うこ
とが
適
当
で
あ
る
。総

務
省
に
お
い
て
は
、

そ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
制
度
整
備
を
行
う必

要
が
あ
る
。 

 
【意
見
内
容
】 

メタ
ル

IP
電
話
に
関
して
基
本
的
に
現
行
と同

等
の
基
準
を
適
用
す
る
とい
う考

え
方
に
賛
同
しま
す
。ま
た
、「
電
話
を
繋

ぐ機
能
」を
担
う設

備
で
あ
る
ル
ー
タや

SI
P
サ
ー
バ
等
は
、多

くの
事
業
者
が
既
に
提
供
して
い
る

IP
電
話
に
お
い
て
も
設

置
・運
用
の
実
績
を
有
す
る
こと
か
ら、
基
本
的
に
現
行
の
技
術
基
準
の
適
用
を
継
続
す
る
こと
が
適
当
と考

え
ま
す
。 

な
お
、こ
れ
ら技

術
基
準
の
検
討
に
お
い
て
は
、現

在
各
事
業
者
が
提
供
して
い
る
電
話
サ
ー
ビス
や
そ
の
提
供
に
係
る
設

備
に
つ
い
て
、結

果
とし
て
規
制
強
化
とな
らな
い
よ
う留

意
す
る
必
要
が
あ
る
と考

え
ま
す
。 

３
．
固
定
電
話
サ
ー
ビス

の
信
頼
性
・品
質
、提

供
エ

リア
、料

金
水
準
の
確
保

 

12
～

13
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

３
．
２

 「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビス
」へ
の
影
響

 
３
．
２
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
「ア
ナ
ログ
電
話
」か
らメ
タル
Ｉ
Ｐ
電
話
へ
の
移
行
の
開
始
後
は
、メ
タル
Ｉ
Ｐ
電
話
を
、現

在
の
「ア
ナ
ログ
電
話
」と
共

に
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビス
とし
て
提
供
され
る
オ
プ
シ
ョン
とし
て
位
置
づ
け
る
こと
が
適
切
で
あ
り、
そ
の
た
め
に
、品

質
等
の
技



5 
 

章
 

頁
 

意
見

 
術
基
準
の
設
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
こと
が
必
要
で
あ
る
。 

メタ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
ア
クセ
ス
回
線
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、「
ア
ナ
ログ
電
話
」の
そ
れ
と同

じよ
うに
、加

入
者
宅
か
ら収

容
局

ま
で
を
結
ぶ
回
線
とし
て
捉
え
、今

後
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビス
に
つ
い
て
も
、こ
れ
を
中
核
に
捉
え
て
い
く必
要
が
あ
る
。 

 
【意
見
内
容
】 

 N
TT
東
・西
の
加
入
電
話
に
つ
い
て
は
、I

P
網
へ
移
行
した
後
の
メタ
ル

IP
電
話
に
つ
い
て
も
、利

用
者
か
ら見

た
場
合
の

位
置
付
け
に
何
ら変

化
は
な
い
も
の
と考

え
ま
す
。そ
の
た
め
、メ
タル

IP
電
話
を
、現

在
の
「ア
ナ
ログ
電
話
」と
共
に
、ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
サ
ー
ビス
とし
て
提
供
され
る
オ
プ
シ
ョン
とし
て
位
置
づ
け
る
こと
が
適
切
で
あ
る
と考

え
ま
す
。 

３
．
固
定
電
話
サ
ー
ビス

の
信
頼
性
・品
質
、提

供
エ

リア
、料

金
水
準
の
確
保

 

13
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

３
．
２

 「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビス
」へ
の
影
響

 
３
．
２
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
今
後
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビス
に
つ
い
て
は
、引

き
続
き
、論

点
を
整
理
して
い
くこ
とが
必
要
で
あ
る
。 

現
在
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビス
とし
て
確
保
され
る
べ
き
も
の
とし
て
固
定
の
電
話
に
つ
い
て
は
コン
セ
ン
サ
ス
が
得
られ
て
き
た

が
、今

後
どう
い
った
サ
ー
ビス
が
最
低
限
度
の
サ
ー
ビス
とし
て
利
用
者
か
ら求

め
られ
る
の
か
見
極
め
て
い
く必
要
が
あ
り、
各

種
制
度
も
そ
れ
に
応
じて
見
直
しが
され
て
い
く必
要
が
あ
る
。総

務
省
に
お
い
て
は
、そ
うい
った
需
要
面
で
の
ニ
ー
ズ
や
シ
ー
ズ

に
つ
い
て
も
注
意
深
く把
握
して
い
く必
要
が
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

 答
申
案
の
とお
り、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビス
制
度
の
在
り方

に
つ
い
て
は
、今

後
どう
い
った
サ
ー
ビス
が
最
低
限
度
の
サ
ー
ビス

とし
て
利
用
者
か
ら求

め
られ
て
い
る
か
を
見
極
め
た
上
で
、検

討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と考

え
ま
す
。 

３
．
固
定
電
話
サ
ー
ビス

の
信
頼
性
・品
質
、提

供
エ

リア
、料

金
水
準
の
確
保

 

14
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

３
．
３

 利
用
者
料
金
規
制
の
在
り方

 
３
．
３
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
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章
 

頁
 

意
見

 
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
伴
い
、Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
・西
日
本
が
今
後
提
供
す
る
メタ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
は
、利

用
者
の
利
益
に
及

ぼ
す
影
響
が
大
き
い
固
定
電
話
サ
ー
ビス
とし
て
現
在
の
加
入
電
話
と同

様
の
性
格
を
有
す
る
も
の
と考

え
られ
る
。こ
の
た
め
、

メタ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
（
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
電
話
及
び
公
衆
電
話
も
含
む
）
を
特
定
電
気
通
信
役
務
とし
て
位
置
づ
け
、現

行
の
加
入

電
話
と同

等
の
利
用
者
料
金
規
制
（
プ
ライ
ス
キ
ャッ
プ
規
制
等
）
を
課
す
こと
が
適
当
で
あ
る
。 

加
入
電
話
の
移
行
先
とし
て
今
後
も
契
約
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
光
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て
は
、利

用
者
の
数
、範

囲
等
か
らみ
た
利
用
者
利
益
の
影
響
を
踏
ま
え
つ
つ
、現

行
の
加
入
電
話
と同

様
に
、特

定
電
気
通
信
役
務
の
対
象
とし
て
位

置
づ
け
、プ
ライ
ス
キ
ャッ
プ
規
制
を
課
す
必
要
が
あ
る
か
、検

討
が
必
要
で
あ
る
。 

な
お
、光

Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て
は
、ブ
ロー
ドバ
ン
ド（

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
）
契
約
に
重
畳
して
提
供
され
る
サ
ー
ビス
で
あ
り、
光

Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て
プ
ライ
ス
キ
ャッ
プ
規
制
を
課
す
場
合
に
は
、サ
ー
ビス
の
ベ
ー
ス
とな
って
い
る
ブ
ロー
ドバ
ン
ド（

Ｆ
Ｔ
Ｔ

Ｈ
）
サ
ー
ビス
に
つ
い
て
も
特
定
電
気
通
信
役
務
の
対
象
とし
て
プ
ライ
ス
キ
ャッ
プ
規
制
を
課
す
必
要
が
あ
る
か
、あ
わ
せ
て
検

討
が
必
要
で
あ
る
。 

 
【意
見
内
容
】 

N
TT
東
・西
が
今
後
提
供
す
る
メタ
ル

IP
電
話
は
、利

用
者
の
立
場
で
見
た
場
合
、現

在
の
加
入
電
話
と何

ら変
わ
り

が
な
い
こと
か
ら、
メタ
ル

IP
電
話
を
特
定
電
気
通
信
役
務
とし
て
位
置
付
け
、利

用
者
料
金
規
制
を
課
す
こと
が
適
当
で

す
。 ま
た
、N

TT
東
・西
の
提
供
して
い
る
光

IP
電
話
に
つ
い
て
も
、加

入
電
話
の
主
な
移
行
先
とし
て
想
定
され
て
い
る
こと

か
ら、
そ
の
ベ
ー
ス
とな
って
い
る
ブ
ロー
ドバ
ン
ドサ
ー
ビス
とあ
わ
せ
て
特
定
電
気
通
信
役
務
とし
て
位
置
付
け
、利

用
者
料
金

規
制
の
対
象
とす
る
こと
を
検
討
す
べ
き
と考

え
ま
す
。 

４
．
移
行
に
伴
い
終
了
す

る
サ
ー
ビス
等
に
関
す
る
利

用
者
利
益
の
保
護

 

21
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

４
．
１

 移
行
に
伴
い
終
了
す
る
サ
ー
ビス
等
の
扱
い

 
４
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
２
）

 他
の
事
業
者
に
よ
って
十
分
に
提
供
され
な
い
よ
うな
電
気
通
信
サ
ー
ビス
を
終
了
しよ
うと
す
る
場
合
の
ル
ー
ル
の
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章
 

頁
 

意
見

 
在
り方

 
UⅡ
．
ル
ー
ル
化
の
対
象
・内
容

 
①

 ル
ー
ル
の
対
象

 
代
替
サ
ー
ビス
の
提
供
状
況
や
サ
ー
ビス
提
供
に
用
い
られ
る
電
気
通
信
設
備
の
性
質
に
鑑
み
、利

用
者
の
利
益
の
保
護

が
必
要
と考

え
られ
る
サ
ー
ビス
（
例
え
ば
、指

定
電
気
通
信
役
務
）
に
影
響
が
生
じる
場
合
に
つ
い
て
特
に
ル
ー
ル
化
を
図

る
必
要
性
が
高
い
と考

え
られ
る
こと
か
ら、
ま
ず
は
そ
の
よ
うな
場
合
を
対
象
とし
て
検
討
す
る
こと
が
適
当
で
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

 N
TT
東
・西
が
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
を
用
い
て
提
供
して
い
る
加
入
電
話
や

FT
TH

サ
ー
ビス
に
つ
い
て
は
、他

の
電
気
通
信
事
業
者
に
よ
って
十
分
に
提
供
され
な
い
こと
等
を
理
由
に
指
定
電
気
通
信
役
務
に
指
定
され
て
お
り、
特
に
利

用
者
利
益
を
保
護
す
る
必
要
性
が
高
い
サ
ー
ビス
と考

え
られ
ま
す
。そ
の
た
め
、N

TT
東
・西
が
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設

備
に
係
る
機
能
や
指
定
電
気
通
信
役
務
を
終
了
しよ
うと
す
る
場
合
の
ル
ー
ル
を
検
討
す
べ
き
で
す
。 

４
．
移
行
に
伴
い
終
了
す

る
サ
ー
ビス
等
に
関
す
る
利

用
者
利
益
の
保
護

 

22
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

４
．
１

 移
行
に
伴
い
終
了
す
る
サ
ー
ビス
等
の
扱
い

 
４
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
２
）

 他
の
事
業
者
に
よ
って
十
分
に
提
供
され
な
い
よ
うな
電
気
通
信
サ
ー
ビス
を
終
了
しよ
うと
す
る
場
合
の
ル
ー
ル
の

在
り方

 
UⅡ
．
ル
ー
ル
化
の
対
象
・内
容

 
②

 ル
ー
ル
の
内
容

 
（
ウ
）

 他
事
業
者
へ
の
対
応

 
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
に
係
る
接
続
機
能
の
終
了
は
、接

続
事
業
者
が
当
該
接
続
機
能
を
利
用
して
提
供
す
る

サ
ー
ビス
の
利
用
者
に
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こと
に
な
る
。そ
の
た
め
、第

一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
に
係
る
接
続
機
能

の
終
了
に
伴
って
接
続
約
款
が
変
更
され
る
場
合
に
は
、以

下
の
対
応
が
求
め
られ
る
こと
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章
 

頁
 

意
見

 
・ 
当
該
接
続
約
款
の
変
更
に
係
る
認
可
の
要
件
の
一
つ
とし
て
、第

一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
設
置
事
業
者
は
他
事
業

者
に
対
して
十
分
な
周
知
期
間
を
確
保
す
る
こと
が
明
示
され
る
こと

 
・ 
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
設
置
事
業
者
に
お
い
て
は
、終

了
に
係
る
機
能
の
代
替
措
置
に
つ
い
て
、具

体
的
な
提
案

を
行
うな
どの
対
応
を
接
続
事
業
者
に
対
して
行
うこ
とが
望
ま
れ
る
こと

 
 【意
見
内
容
】 

 第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
に
係
る
接
続
機
能
の
終
了
に
伴
って
接
続
約
款
が
変
更
され
る
場
合
に
、「
当
該
接
続
約

款
の
変
更
に
係
る
認
可
の
要
件
の
一
つ
とし
て
、第

一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
設
置
事
業
者
は
他
事
業
者
に
対
して
十
分

な
周
知
期
間
を
確
保
す
る
こと
が
明
示
され
る
こと
」「
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
設
置
事
業
者
に
お
い
て
は
、終

了
に
係

る
機
能
の
代
替
措
置
に
つ
い
て
、具

体
的
な
提
案
を
行
うな
どの
対
応
を
接
続
事
業
者
に
対
して
行
うこ
とが
望
ま
れ
る
こと
」と

い
った
対
応
が
求
め
られ
る
との
答
申
案
の
指
摘
に
賛
同
しま
す
。 

特
に
、第

一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
に
係
る
接
続
機
能
の
終
了
に
あ
た
って
は
、N

TT
東
・西
と当

該
機
能
を
利
用
す

る
接
続
事
業
者
との
間
で
事
前
協
議
を
丁
寧
に
行
い
、機

能
の
終
了
及
び
代
替
措
置
へ
の
移
行
に
係
る
接
続
事
業
者
の
対

応
期
間
を
十
分
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と考

え
ま
す
。 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー

ル
の
整
備

 
24
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

５
．
１

 Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
位
置
づ
け

 
５
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
現
在
、Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
・西
日
本
の
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
、Ｎ

Ｇ
Ｎ
及
び
ア
クセ
ス
回
線
（
メタ
ル
回
線
・光
回
線
）
は
第
一
種

指
定
電
気
通
信
設
備
に
指
定
され
、当

該
設
備
との
接
続
に
関
す
る
接
続
料
及
び
接
続
条
件
の
公
平
性
・透
明
性
や
、接

続
の
迅
速
性
を
確
保
す
る
た
め
の
規
律
の
適
用
を
受
け
て
お
り、
引
き
続
き
、当

該
設
備
に
対
す
る
適
切
な
規
律
の
適
用
を

通
じて
、公

正
な
競
争
環
境
と利

用
者
利
益
の
確
保
を
図
って
い
く必
要
が
あ
る
。 

 
【意
見
内
容
】 
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章
 

頁
 

意
見

 
 答

申
案
の
とお
り、

NT
T
東
・西
の
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
に
つ
い
て
は
、I

P
網
や
光
回
線
へ
の
移
行
に
よ
って
も
そ

の
ボ
トル
ネ
ック
性
に
変
化
は
な
い
こと
か
ら、
適
切
な
規
律
を
課
し、
公
正
な
競
争
環
境
と利

用
者
利
益
の
確
保
を
図
る
必

要
が
あ
りま
す
。 

 特
に

N
GN

に
つ
い
て
は
、P

ST
N
の

IP
網
へ
の
移
行
に
伴
って
そ
の
基
幹
的
役
割
が
増
して
い
くた
め
、適

正
な
規
律
を

適
用
す
る
必
要
性
が
さら
に
高
ま
る
と考

え
ま
す
。 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー

ル
の
整
備

 
27
～

28
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

５
．
２

 Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
競
争
環
境
整
備

 
５
．
２
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
１
）
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
約
款
メニ
ュー
の
見
直
し 

Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
らＩ

Ｐ
網
へ
の
移
行
に
あ
た
り、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
基
幹
的
な
通
信
網
とし
て
の
性
格
が
一
層
強
ま
る
こと
を
踏
ま
え

る
と、
円
滑
な
移
行
を
進
め
る
た
め
に
、Ｐ

Ｏ
Ｉ
の
イン
タフ
ェー
ス
は
、音

声
接
続
に
お
け
る
必
要
性
を
考
慮
して
、現

在
設
定

され
て
い
る
容
量
の
み
な
らず
、よ
り小

容
量
の
、例

え
ば
「１

Gb
ps
」や
「1

00
M

bp
s」
とい
った
メニ
ュー
が
必
要
とな
る
。 

Ｐ
Ｏ
Ｉ
の
設
置
場
所
・箇
所
数
に
つ
い
て
は
、「
電
話
を
繋
ぐ機

能
等
Ｗ
Ｇ
とり
ま
とめ
」の
考
え
方
に
基
づ
き
、多

様
な
通

信
形
態
に
柔
軟
に
対
応
す
る
観
点
か
ら更

な
る
Ｐ
Ｏ
Ｉ
の
設
置
は
排
除
され
な
い
よ
うに
す
べ
き
で
あ
り、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・

西
日
本
は
要
望
が
あ
れ
ば
接
続
ル
ー
ル
に
基
づ
き
Ｐ
Ｏ
Ｉ
の
追
加
に
つ
い
て
協
議
に
応
じる
必
要
が
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

 N
TT
東
・西
の
中
継
局
接
続
機
能
は
現
在

10
Gb

ps
の
単
一
メニ
ュー
の
み
が
提
供
され
て
い
ま
す
が
、他

事
業
者
との

接
続
を

IP
化
す
る
に
あ
た
って
は
、各

社
ご
とに
トラ
フィ
ック
の
規
模
が
異
な
る
実
態
を
考
慮
した
接
続
料
の
設
定
が
必
要
と

考
え
ま
す
。具

体
的
な
手
法
とし
て
は
例
示
され
て
い
る
「1

Gb
ps
」や
「1

00
M

bp
s」
とい
った
速
度
の
イン
タフ
ェー
ス
を
設
け

る
方
法
の
ほ
か
、物

理
速
度
に
は
拘
らず
に
技
術
的
、経

済
的
に
適
切
な
方
法
を
、接

続
料
の
設
定
単
位
も
含
め
て
柔
軟
に

検
討
す
べ
き
で
す
。 

 ま
た
、P

O
Iの
設
置
場
所
・箇
所
数
に
つ
い
て
も
、多

様
な
通
信
形
態
に
柔
軟
に
対
応
す
る
観
点
か
ら更

な
る

PO
Iの
設
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章
 

頁
 

意
見

 
置
は
排
除
され
な
い
よ
うに
す
べ
き
との
指
摘
に
賛
同
しま
す
。 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー

ル
の
整
備

 
28
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

５
．
２

 Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
競
争
環
境
整
備

 
５
．
２
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
２
）
接
続
協
議
の
円
滑
化
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｎ
に
関
す
る
情
報
開
示
の
充
実
等

 
ル
ー
タ、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
サ
ー
バ
等
の
設
備
に
つ
い
て
も
「網
機
能
提
供
計
画
」の
届
出
対
象
に
追
加
して
、ル
ー
タ、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
サ
ー

バ
等
の
設
備
の
機
能
の
変
更
又
は
追
加
に
関
す
る
計
画
が
公
表
され
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、第

一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
の
機
能
を
廃
止
す
る
計
画
に
つ
い
て
も
、「
網
機
能
提
供
計
画
」の
届
出
対
象
で
あ

る
こと
を
明
確
に
す
る
な
ど、
接
続
事
業
者
へ
の
情
報
開
示
の
一
層
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

PS
TN

か
ら

IP
網
へ
の
移
行
に
伴
い
、N

GN
は
ボ
トル
ネ
ック
設
備
で
あ
る
メタ
ル
回
線
と一

体
とし
て
設
置
され
る
設
備

に
も
な
る
こと
か
ら、
そ
の
不
可
欠
性
や
基
幹
的
な
通
信
網
とし
て
の
性
格
が
増
々
強
ま
る
こと
に
な
りま
す
。 

そ
の
よ
うな
中
、N

TT
東
・西
の
ル
ー
タや

SI
P
サ
ー
バ
等
の
設
備
に
様
々
な
変
更
が
加
え
られ
る
と、
接
続
事
業
者
に
お

い
て
、そ
の
変
更
に
対
応
す
る
た
め
に
自
社
設
備
の
仕
様
変
更
や
開
発
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
らな
くな
る
等
、非

常
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し、
円
滑
な
接
続
が
で
き
な
くな
る
恐
れ
が
あ
りま
す
。そ
の
た
め
、N

TT
東
・西
に
お
い
て
、積

極
的
に
事
業
者

に
対
して
情
報
開
示
を
行
うこ
とは
当
然
とし
て
、そ
れ
に
加
え
て
、ル
ー
タや

SI
P
サ
ー
バ
等
の
設
備
に
つ
い
て
も
「網
機
能
提

供
計
画
」の
届
出
対
象
に
追
加
し、
ル
ー
タや

SI
P
サ
ー
バ
等
の
設
備
の
機
能
の
変
更
又
は
追
加
に
関
す
る
計
画
が
公
表
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
と考

え
ま
す
。 

ま
た
、前

述
の
とお
り、
ボ
トル
ネ
ック
性
を
有
す
る
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
を
保
有
す
る

NT
T
東
・西
が
、突

然
、

サ
ー
ビス
や
機
能
の
提
供
を
終
了
した
場
合
、こ
れ
らの
サ
ー
ビス
の
利
用
者
並
び
に
接
続
事
業
者
が
当
該
機
能
を
利
用
して

提
供
す
る
サ
ー
ビス
の
利
用
者
等
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、利

用
者
保
護
の
観
点
で
、サ
ー
ビス
や
機
能
の
休
廃
止
に

係
る
規
律
を
整
備
す
る
こと
が
必
要
で
す
。 
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章
 

頁
 

意
見

 
そ
の
た
め
、第

一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
の
機
能
を
廃
止
す
る
際
に
は
、当

該
機
能
を
利
用
す
る
接
続
事
業
者
との
間

で
事
前
協
議
を
丁
寧
に
行
い
、廃

止
・移
行
に
係
る
接
続
事
業
者
の
対
応
期
間
を
十
分
に
確
保
す
る
こと
は
当
然
とし
て
、そ

れ
に
加
え
て
、機

能
を
廃
止
す
る
計
画
の
「網
機
能
提
供
計
画
」の
届
出
対
象
へ
の
追
加
も
必
要
で
あ
る
と考

え
ま
す
。 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー

ル
の
整
備

 
29
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

５
．
２

 Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
競
争
環
境
整
備

 
５
．
２
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
３
）
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
オ
ー
プ
ン
化
等
の
接
続
ル
ー
ル
の
検
討

 
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
の
段
階
を
踏
ま
え
た
接
続
制
度
に
関
して
、接

続
料
の
設
定
単
位
（
従
量
制
・定
額
制
）
も
含
め
、

Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
らＩ

Ｐ
網
へ
の
移
行
期
間
中
に
お
け
る
メタ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
接
続
料
の
算
定
方
法
、Ｉ

Ｐ
網
へ
の
移
行
後
の

光
Ｉ
Ｐ
電
話
とメ
タル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
接
続
料
の
算
定
方
法
等
の
Ｉ
Ｐ
－
Ｉ
Ｐ
接
続
の
接
続
料
算
定
の
在
り方

に
つ
い
て
総

務
省
に
お
い
て
検
討
す
る
こと
が
必
要
で
あ
る
。 

そ
の
際
、移

行
期
間
中
に
お
け
る
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
に
係
る
接
続
料
算
定
の
在
り方

に
つ
い
て
も
、検

討
す
る
こと
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
検
討
に
当
た
って
は
、音

声
通
信
に
係
る
接
続
料
算
定
の
対
象
とす
べ
き
設
備
の
範
囲
等
に
つ
い
て
整
理
す
る
とと
も
に
、

接
続
料
算
定
に
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
モ
デ
ル
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、引

き
続
き
、接

続
料
原
価
に
お
け
る
非
効
率
性
の
排
除
を
図

り、
接
続
料
算
定
の
対
象
とす
る
サ
ー
ビス
や
機
能
の
範
囲
に
つ
い
て
も
整
理
す
る
こと
が
必
要
で
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

 P
ST

N
が

IP
網
に
移
行
した
後
の

NT
T
東
・西
の
メタ
ル

IP
電
話
及
び
「ひ
か
り電

話
」に
係
る
接
続
料
の
算
定
方
法

等
の
在
り方

に
つ
い
て
は
、I

P
網
へ
の
移
行
後
の
接
続
構
成
を
明
確
に
した
上
で
、こ
れ
ま
で
の
接
続
料
の
算
定
方
法
に
係
る

ル
ー
ル
導
入
の
経
緯
も
踏
ま
え
て
総
務
省
に
お
い
て
検
討
を
進
め
る
こと
が
適
当
で
あ
る
と考

え
ま
す
。 

 な
お
、P

ST
N
の
接
続
料
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で

LR
IC
モ
デ
ル
を
適
用
す
る
こと
で
接
続
料
原
価
に
お
け
る
非
効
率
性
の

排
除
を
図
って
き
た
こと
か
ら、

IP
網
へ
の
移
行
期
間
中
も
含
め
て
引
き
続
き

LR
IC
モ
デ
ル
を
適
用
す
る
こと
を
前
提
に
検
討

を
進
め
る
べ
き
と考

え
ま
す
。 
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章
 

頁
 

意
見

 
ま
た
、N

GN
との

IP
-I

P
接
続
及
び

PS
TN

か
ら

IP
網
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、接

続
事
業
者
毎
に
接
続
や
移
行
の
タ

イミ
ン
グ
が
異
な
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、N

GN
との

IP
-I

P
接
続
を
先
に
行
う事

業
者
と後

で
行
う事

業
者
、又

は
、

PS
TN

か
ら

IP
網
へ
の
移
行
を
先
に
行
う事

業
者
と後

で
行
う事

業
者
との
間
で
、接

続
料
負
担
等
に
お
け
る
不
公
平
な
取

り扱
い
（
例
え
ば
、先

に
接
続
を
行
った
事
業
者
に
多
大
な
接
続
料
負
担
が
生
じる
等
）
が
生
じな
い
よ
う検

討
す
る
必
要
が

あ
る
と考

え
ま
す
。 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー

ル
の
整
備

 
32
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

５
．
３

 「
電
話
を
繋
ぐ機

能
」の
在
り方

 
５
．

3．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
２
）
「繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
」の
設
置
場
所
・箇
所
数
、接

続
方
式
等

 
事
業
者
間
協
議
に
お
い
て
は
、「
繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
」を
東
京
と大
阪
に
設
置
す
る
こと
が
合
理
的
と確

認
され
た
。 

た
だ
し、
多
様
な
通
信
形
態
に
柔
軟
に
対
応
す
る
観
点
か
らは
、更

な
る
Ｐ
Ｏ
Ｉ
を
設
置
す
る
こと
は
排
除
され
な
い
よ
うに
す

べ
き
で
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

 P
O

Iの
設
置
箇
所
に
つ
い
て
は
、N

TT
法
の
趣
旨
に
鑑
み
れ
ば
各
県
ご
とに
設
置
す
る
こと
が
原
則
と考

え
られ
ま
す
が
、I

P
網
に
お
け
る
コス
トや
運
用
性
の
観
点
で
は
、P

O
Iを
集
約
す
る
こと
で
事
業
者
間
の
通
話
を
つ
な
ぐ機

能
を
提
供
す
る
事
業

者
と利

用
す
る
事
業
者
の
双
方
に
メリ
ット
が
あ
る
こと
か
ら、
関
係
事
業
者
間
の
意
識
合
わ
せ
の
場
で
東
京
と大

阪
の

2
箇

所
に
集
約
す
る
こと
が
合
理
的
で
あ
る
こと
が
確
認
され
た
とこ
ろ
で
す
。 

 ま
た
、多

様
な
通
信
形
態
に
柔
軟
に
対
応
す
る
観
点
か
らは
、更

な
る

PO
Iを
設
置
す
る
こと
は
排
除
され
な
い
よ
うに
す
べ

き
との
指
摘
に
賛
同
しま
す
。 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー

ル
の
整
備

 
33
～

34
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

５
．
３

 「
電
話
を
繋
ぐ機

能
」の
在
り方

 
５
．

3．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）
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章
 

頁
 

意
見

 
（
４
）
「繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビル
」に
係
る
通
信
施
設
・通
信
設
備

 
①

 「
繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビル
」内
の
コロ
ケ
ー
シ
ョン
・ス
ペ
ー
ス
、ル
ー
タ等

の
提
供
主
体
（
接
続
ル
ー
ル
の
考
え
方
）

 
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
に
お
い
て
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
設
置
事
業
者
が
「ハ
ブ
機
能
」を
担
って
い
る
の
は
、不

可
欠
設
備
を
設

置
す
る
当
該
事
業
者
との
接
続
を
他
事
業
者
が
請
求
して
接
続
が
実
現
して
き
た
結
果
、当

該
事
業
者
の
交
換
機
を
経
由

して
他
事
業
者
の
電
気
通
信
設
備
同
士
を
接
続
させ
る
こと
が
技
術
的
・経
済
的
に
合
理
的
で
あ
る
との
考
え
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。 Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・西
日
本
に
お
い
て
は
、「
繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビル
」内
に
お
い
て
必
要
とな
る
通
信
設
備
の
設
置
、コ
ロケ

ー
シ
ョン
・ス
ペ
ー
ス
や
電
力
設
備
等
の
提
供
、預

か
り保

守
等
に
つ
い
て
、他

事
業
者
か
らの
要
望
に
対
して
現
行
の
接
続
ル

ー
ル
に
則
した
対
応
が
求
め
られ
る
。 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・西
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｎ
との
接
続
を
要
望
す
る
事
業
者
は
、認

可
接
続
約
款
に
基
づ
き
、適

正
性
・公
平

性
・透
明
性
等
が
確
保
され
た
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
で
、接

続
や
コロ
ケ
ー
シ
ョン
を
行
うこ
とが
可
能
で
あ
り、
「繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビル
」内
で
の
Ｉ
Ｐ
－
Ｉ
Ｐ
接
続
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
る
。 

な
お
、「
繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビル
」内
で
他
事
業
者
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・西
日
本
との
接
続
を
行
い
、Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
・西

日
本
に
対
して
自
らの
設
備
に
係
る
コロ
ケ
ー
シ
ョン
・ス
ペ
ー
ス
の
提
供
を
求
め
る
場
合
に
お
い
て
、そ
の
コロ
ケ
ー
シ
ョン
が
実
現

しな
い
場
合
の
代
替
措
置
の
ル
ー
ル
を
総
務
省
に
お
い
て
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 
【意
見
内
容
】 

 「
N

TT
東
日
本
・西
日
本
の

N
GN

との
接
続
を
要
望
す
る
事
業
者
は
、認

可
接
続
約
款
に
基
づ
き
、適

正
性
・公
平
性
・

透
明
性
等
が
確
保
され
た
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
で
、接

続
や
コロ
ケ
ー
シ
ョン
を
行
うこ
とが
可
能
で
あ
り、
「繋
ぐ機

能
PO

Iビ
ル
」内
で
の

IP
-I

P
接
続
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
る
」「
「繋
ぐ機

能
PO

Iビ
ル
」内
で
他
事
業
者
が

NT
T
東

日
本
・西
日
本
との
接
続
を
行
い
、N

TT
東
日
本
・西
日
本
に
対
して
自
らの
設
備
に
係
る
コロ
ケ
ー
シ
ョン
・ス
ペ
ー
ス
の
提

供
を
求
め
る
場
合
に
お
い
て
、そ
の
コロ
ケ
ー
シ
ョン
が
実
現
しな
い
場
合
の
代
替
措
置
の
ル
ー
ル
を
総
務
省
に
お
い
て
設
定
す
る

必
要
が
あ
る
」と
の
答
申
案
の
指
摘
に
賛
同
しま
す
。 
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章
 

頁
 

意
見

 
５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー

ル
の
整
備

 
34
～

36
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

５
．
３

 「
電
話
を
繋
ぐ機

能
」の
在
り方

 
（
４
）
「繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビル
」に
係
る
通
信
施
設
・通
信
設
備

 
②

 「
繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビル
」内
の
設
備
構
成
（
技
術
基
準
の
考
え
方
）

 
「繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビル
」内
に
設
置
され
る
通
信
設
備
に
つ
い
て
は
、当

該
設
備
を
設
置
す
る
事
業
者
間
で
の
責
任
分

界
を
明
確
に
した
上
で
、原

則
とし
て
設
置
主
体
に
よ
り技

術
基
準
に
基
づ
く維
持
・管
理
・運
用
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。 

事
業
者
間
で
協
議
され
た
「繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビル
」内
の
設
備
構
成
は
下
図
の
とお
りで
あ
り、
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
後
に
お

け
る
各
事
業
者
の
通
信
設
備
は
、「
『Ｌ
２
ス
イッ
チ
』を
介
した
接
続
」と
「『
Ｌ
２
ス
イッ
チ
』を
介
さな
い
（
『パ
ッチ
パ
ネ
ル
』を

介
した
）
接
続
」が
併
存
した
接
続
構
成
とな
る
考
え
が
示
され
て
い
る
。事

業
者
間
の
議
論
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、「
繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビル
」内
で
複
数
の
事
業
者
が
利
用
す
る
通
信
施
設
や
通
信
設
備
（
Ｌ
２
ス
イッ
チ
等
）
に
つ
い
て
は
、Ｎ

Ｔ
Ｔ
東

日
本
・西
日
本
に
よ
り維

持
・管
理
・運
用
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。 

 （
５
）
提
供
主
体
に
求
め
られ
る
役
割

 
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
らＩ

Ｐ
網
へ
の
移
行
後
に
お
い
て
は
「電
話
を
繋
ぐ機

能
」が
全
て
の
利
用
者
に
電
話
サ
ー
ビス
が
提
供
され

る
た
め
の
基
盤
とな
る
こと
か
ら、

 
・ 
同
機
能
が
、事

業
者
の
経
済
合
理
性
の
観
点
の
み
な
らず
、確

保
す
べ
き
利
用
者
利
益
を
十
分
に
勘
案
して
、継

続
的
か

つ
安
定
的
に
提
供
され
る
こと

 
・ 
同
機
能
を
提
供
す
る
通
信
施
設
（
「繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビル
」等
）
及
び
同
施
設
に
設
置
す
る
通
信
設
備
（
ル
ー
タ

等
）
に
つ
い
て
は
、適

正
性
・公
平
性
・透
明
性
が
確
保
され
た
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
で
接
続
事
業
者
（
今
後
想

定
され
る
新
規
参
入
事
業
者
も
含
む
）
に
提
供
され
る
こと

 
・ 
同
機
能
を
提
供
す
る
通
信
施
設
（
「繋
ぐ機

能
Ｐ
Ｏ
Ｉ
ビル
」等
）
及
び
同
施
設
等
に
設
置
す
る
通
信
設
備
（
ル
ー
タ

や
Ｓ
Ｉ
Ｐ
サ
ー
バ
等
）
に
つ
い
て
の
信
頼
性
等
が
十
分
に
確
保
され
る
よ
う、
技
術
基
準
等
に
基
づ
く維
持
・管
理
・運
用

が
な
され
る
こと
が
求
め
られ
る
。 
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章
 

頁
 

意
見

 
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・西
日
本
が
通
信
施
設
及
び
通
信
設
備
を
提
供
す
る
際
に
は
、上

記
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
対
応
を
行

うこ
とが
求
め
られ
る
。 

 
【意
見
内
容
】 

答
申
案
の
内
容
に
賛
同
しま
す
。 

「繋
ぐ機

能
PO

Iビ
ル
」内
で
複
数
の
事
業
者
が
利
用
す
る
通
信
施
設
や
通
信
設
備
（

L2
ス
イッ
チ
等
）
に
つ
い
て
も
、

継
続
的
か
つ
安
定
的
な
提
供
が
担
保
され
る
た
め
に
は

NT
T
東
日
本
・西
日
本
に
よ
り維

持
・管
理
・運
用
が
行
わ
れ
る
必

要
が
あ
る
と考

え
ま
す
。そ
の
た
め
、こ
れ
らの
通
信
施
設
や
通
信
設
備
に
つ
い
て
も
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
と同

等
に

認
可
接
続
約
款
に
基
づ
く提
供
条
件
とし
、適

正
性
・公
平
性
・透
明
性
を
確
保
す
べ
き
で
す
。 

５
．
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
接
続
ル
ー

ル
の
整
備

 
39
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

５
．
４

 Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
県
間
伝
送
路
の
役
割

 
５
．
４
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
等
に
伴
い
、Ｎ

Ｇ
Ｎ
へ
の
他
事
業
者
の
依
存
性
は
強
ま
り、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
との
接
続
に
お
い
て
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
県

間
伝
送
路
が
不
可
避
的
に
使
用
され
る
こと
に
な
る
。 

こう
した
状
況
変
化
を
踏
ま
え
る
と、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
県
間
伝
送
路
及
び
そ
れ
と一

体
とし
て
利
用
され
る
県
間
中
継
ル
ー
タに
つ
い

て
適
切
な
規
律
を
課
す
こと
に
よ
り、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・西
日
本
が
活
用
業
務
で
利
用
す
る
当
該
設
備
と競

争
事
業
者
が
接

続
す
る
に
あ
た
って
の
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
に
係
る
適
正
性
・公
平
性
・透
明
性
を
確
保
し、
公
正
な
競
争
の
確
保
を
通

じて
、利

用
者
利
益
の
確
保
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。本

件
規
律
の
検
討
に
際
して
は
、こ
れ
ら設

備
の
不
可
欠
性
に
つ
い
て
検

証
して
い
くこ
とが
必
要
で
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

 I
P
網
へ
の
移
行
等
に
伴
い
、N

GN
へ
の
他
事
業
者
の
依
存
性
は
強
ま
り、

N
GN

との
接
続
に
お
い
て

N
GN

の
県
間
伝

送
路
が
不
可
避
的
に
使
用
され
る
こと
に
な
りま
す
。そ
の
た
め
、N

GN
の
県
間
通
信
に
係
る
設
備
に
つ
い
て
も
、第

一
種
指
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章
 

頁
 

意
見

 
定
電
気
通
信
設
備
とし
て
の
規
律
を
課
す
こと
に
よ
り、
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
に
係
る
適
正
性
・公
平
性
・透
明
性
を
確

保
し、
公
正
な
競
争
環
境
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と考

え
ま
す
。 

６
．
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に

伴
う電

話
の
競
争
ル
ー
ル
の

見
直
し 

41
～

42
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

６
．
１

 固
定
電
話
の
「番
号
ポ
ー
タビ
リテ
ィ」
の
扱
い

 
６
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
固
定
系
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
け
る
「双
方
向
番
号
ポ
ー
タビ
リテ
ィ」
の
導
入
の
た
め
に
、事

業
者
間
に
お
い
て
は
、す
で
に
策
定
さ

れ
て
い
る
技
術
標
準
に
加
え
、実

現
に
係
る
費
用
、費

用
負
担
の
在
り方

（
中
小
事
業
者
の
負
担
の
在
り方

を
含
む
）
、運

用
方
法
、デ
ー
タベ
ー
ス
の
扱
い
、及

び
適
用
す
る
ル
ー
テ
ィン
グ
機
能
等
に
つ
い
て
の
詳
細
検
討
を
早
期
に
行
い
、本

審
議
会

（
電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
）
で
の
審
議
に
合
わ
せ
て
一
定
の
とり
ま
とめ
を
行
うべ
き
で
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

 固
定
系

IP
電
話
に
お
け
る
双
方
向
番
号
ポ
ー
タビ
リテ
ィの
実
現
方
式
は

IP
-P

O
Iを
用
い
た

EN
UM

方
式
に
よ
る
問
合

せ
・解
決
が
必
須
で
あ
る
た
め
、相

互
接
続
点
に
お
け
る
イン
タフ
ェー
ス
の

IP
化
が
前
提
とな
りま
す
。一

部
の
事
業
者
が
相

互
接
続
点
の

IP
化
を
実
現
した
場
合
で
も
、S

TM
-P

O
Iで
接
続
して
い
る
事
業
者
は

EN
UM

方
式
を
利
用
で
き
な
い
た

め
、双

方
向
番
号
ポ
ー
タビ
リテ
ィの
導
入
に
あ
た
って
は
、固

定
系

IP
電
話
を
提
供
す
る
す
べ
て
の
事
業
者
の
相
互
接
続
点

に
お
け
る
イン
タフ
ェー
ス
の

IP
化
が
完
了
して
い
る
こと
が
前
提
に
な
る
と考

え
ま
す
。 

６
．
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に

伴
う電

話
の
競
争
ル
ー
ル
の

見
直
し 

43
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

６
．
１

 固
定
電
話
の
「番
号
ポ
ー
タビ
リテ
ィ」
の
扱
い

 
６
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
「双
方
向
番
号
ポ
ー
タビ
リテ
ィ」
の
導
入
を
前
提
とし
て
、固

定
電
話
の
電
話
番
号
が
有
す
る
地
理
的
識
別
性
に
配
慮
し

つ
つ
、利

用
者
利
便
の
向
上
を
図
る
た
め
、「
双
方
向
番
号
ポ
ー
タビ
リテ
ィ」
を
利
用
可
能
な
地
理
的
範
囲
を
、番

号
区
画
の

範
囲
内
とす
る
「ロ
ケ
ー
シ
ョン
ポ
ー
タビ
リテ
ィ」
の
拡
大
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

 



17
 

 

章
 

頁
 

意
見

 
【意
見
内
容
】 

現
行
の
「ロ
ケ
ー
シ
ョン
ポ
ー
タビ
リテ
ィ」
の
範
囲
が

NT
T
東
・西
の
収
容
局
内
に
限
定
され
て
い
る
理
由
は
、N

TT
東
・西

の
電
話
交
換
機
の
運
用
に
お
け
る
制
約
に
よ
る
も
の
で
あ
り、
利
用
者
利
便
の
観
点
か
らは
本
来
適
切
で
は
あ
りま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
、移

行
後
の

IP
網
に
お
け
る
ロケ
ー
シ
ョン
ポ
ー
タビ
リテ
ィに
つ
い
て
は
、範

囲
を
電
気
通
信
番
号
規
則
に
基
づ
く番

号
区
画
に
拡
大
す
べ
き
で
す
。 

６
．
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に

伴
う電

話
の
競
争
ル
ー
ル
の

見
直
し 

46
～

47
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

６
．
２

 マ
イラ
イン
機
能
・中
継
選
択
機
能
等
の
扱
い

 
６
．
２
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
１
）
マ
イラ
イン
機
能
の
扱
い

 
メタ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
に
関
して
は
、事

業
者
に
お
い
て
は
、現

在
も
一
定
規
模
の
登
録
数
を
有
す
る
マ
イラ
イン
の
顧
客
基
盤

（
タッ
チ
ポ
イン
ト）

を
確
保
す
る
等
の
観
点
か
ら、
マ
イラ
イン
代
替
機
能
とし
て
次
の
よ
うな
提
案
が
な
され
て
い
る
。 

①
 「
メタ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
通
話
サ
ー
ビス
卸
」（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）

 
②

 現
在
の
加
入
者
交
換
機
（
マ
イラ
イン
機
能
に
係
る
部
分
に
限
る
）
を
、移

行
後
（

20
25

 年
頃
以
降
）
も
一
定
期

間
、継

続
的
に
利
用
す
る
こと
に
よ
り、
現
在
の
マ
イラ
イン
サ
ー
ビス
を
簡
便
な
形
で
の
継
続
提
供
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
）

 
マ
イラ
イン
又
は
代
替
機
能
の
利
用
に
つ
い
て
は
、ニ
ー
ズ
や
コス
ト等

を
踏
ま
え
て
検
討
・判
断
され
る
も
の
で
あ
る
こと
か
ら、

ま
ず
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
上
記
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の
コス
トを
早
期
に
明
らか
に
した
上
で
、具

体
的
な
提
案
で
あ
る
①
と②

に
つ
い
て

事
業
者
間
協
議
を
速
や
か
に
進
め
る
こと
が
適
当
で
あ
り、
本
審
議
会
（
電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
）
とし
て
は
、速

や
か
な
事
業
者
間
協
議
を
促
しつ
つ
、事

業
者
間
協
議
の
進
捗
状
況
を
随
時
確
認
しな
が
ら審

議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

 
ま
た
、光

Ｉ
Ｐ
電
話
に
関
して
は
、「
競
争
基
盤
の
提
供
」や
「事
業
者
選
択
可
能
性
」を
確
保
す
る
手
法
とし
て
次
の
２

案
が
考
え
られ
、本

審
議
会
（
電
話
網
移
行
円
滑
化
委
員
会
）
とし
て
は
、事

業
者
間
協
議
の
進
捗
状
況
を
随
時
確
認
し

な
が
ら、
国
際
電
話
の
扱
い
も
含
め
て
、ど
の
よ
うに
実
効
性
を
確
保
して
い
くか
、今

後
審
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

・ 
「番
号
ポ
ー
タビ
リテ
ィ」
と「
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
優
先
パ
ケ
ット
識
別
機
能
及
び
優
先
パ
ケ
ット
ル
ー
テ
ィン
グ
伝
送
機
能
の
ア
ン
バ
ン
ド
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章
 

頁
 

意
見

 
ル
」を
利
用
す
る
こと
に
よ
り、
競
争
事
業
者
が
Ｎ
Ｇ
Ｎ
を
種
の
足
回
り回

線
とし
て
利
用
す
る
中
継
事
業
者
とし
て
ダイ
ヤ
ル

桁
数
を
変
え
ず
に
品
質
保
証
型
の
０
Ａ
Ｂ
～
Ｊ

 Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビス
を
提
供
す
る
。 

・ 
光
Ｉ
Ｐ
電
話
（
Ｎ
Ｇ
Ｎ
）
に
マ
イラ
イン
機
能
を
実
装
す
る
。（

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、ソ
フト
バ
ン
クか
ら提

案
）

 
 【意
見
内
容
】 

 N
TT
東
・西
の
加
入
電
話
は

N
TT
法
で
規
定
され
て
い
る
公
共
的
な
サ
ー
ビス
で
あ
り、
今
回
の
固
定
電
話
ネ
ット
ワ
ー
ク

の
IP
化
が
、基

本
的
に
は

N
TT
東
・西
の
設
備
更
改
で
あ
る
こと
も
踏
ま
え
れ
ば
、利

用
者
や
競
争
事
業
者
に
影
響
が
及

ば
な
い
よ
う、

NT
T
東
・西
の
負
担
で
、P

ST
N
上
で
提
供
され
て
い
る
サ
ー
ビス
や
機
能
を
継
続
す
る
こと
を
前
提
に
議
論
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と考

え
ま
す
。 

  
N

TT
が
マ
イラ
イン
機
能
の
代
替
措
置
とし
て
提
案
して
い
る
「メ
タル

IP
電
話
の
通
話
サ
ー
ビス
卸
（
上
記
①
）
」に
つ

い
て
は
、契

約
形
態
の
変
更
を
伴
うた
め
、利

用
者
自
身
が
申
込
み
を
行
うな
ど新

た
な
手
続
き
が
必
要
とな
り、
利
用
者
に

多
大
な
負
担
が
か
か
る
点
や
、区

分
毎
に
別
の
事
業
者
を
登
録
して
い
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
事
業
者
の
統
一
が
必
要
とな
り利

用
者
の
選
択
肢
が
狭
ま
る
点
で
問
題
点
が
あ
りま
す
。一

方
、メ
タル

IP
電
話
に
お
い
て
マ
イラ
イン
機
能
を
継
続
す
れ
ば
、既

存
の
利
用
者
が
新
た
な
手
続
き
を
行
うこ
とな
くそ
の
ま
ま
メタ
ル

IP
電
話
に
移
行
で
き
る
た
め
、そ
の
よ
うな
問
題
は
生
じま
せ

ん
。そ
の
た
め
、メ
タル

IP
電
話
に
お
い
て
マ
イラ
イン
機
能
を
継
続
す
る
案
を
ま
ず
検
討
す
る
こと
が
適
切
で
あ
り、

NT
T
東
・

西
は
、具

体
的
な
実
装
方
法
とし
て
当
社
が
提
案
して
い
る
「現
在
の
加
入
者
交
換
機
を
利
用
す
る
案
（
上
記
②
）
」や
「メ

タル
IP
電
話
に
お
い
て
メタ
ル
回
線
が
収
容
され
る

N
GN

に
機
能
を
実
装
す
る
案
」に
つ
い
て
、コ
ス
ト等

の
詳
細
を
示
す
べ

き
で
す
。（

別
添
「補
足
資
料
２
」参
照
）

 
な
お
、メ
タル

IP
電
話
に
お
い
て
マ
イラ
イン
機
能
を
継
続
す
る
方
法
とし
て
、「
メタ
ル
回
線
が
収
容
され
る

N
GN

に
機
能

を
実
装
す
る
案
」を
採
用
した
場
合
に
は
、N

TT
東
・西
の
加
入
電
話
の
主
な
移
行
先
とし
て
想
定
され
て
い
る

NT
T
東
・西

の
「ひ
か
り電

話
」に
つ
い
て
も
、同

じ
N

GN
を
用
い
て
提
供
され
て
い
る
サ
ー
ビス
で
あ
る
こと
か
ら、
追
加
的
な
コス
トを
か
け
る

こと
な
くマ
イラ
イン
機
能
の
実
装
が
可
能
で
あ
る
と考

え
ま
す
。 

６
．
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に

47
～

48
頁

 
６
．
２

 マ
イラ
イン
機
能
・中
継
選
択
機
能
等
の
扱
い
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章
 

頁
 

意
見

 
伴
う電

話
の
競
争
ル
ー
ル
の

見
直
し 

６
．
２
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
２
）
中
継
選
択
機
能
（
中
継
電
話
・国
際
電
話
）
等
の
扱
い

 
光
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
け
る
「０
０
Ｘ
Ｙ
番
号
を
用
い
た
中
継
選
択
機
能
」に
関
して
は
、特

に
国
際
電
話
に
つ
い
て
は
、対

地
毎
に
利
用
者
料
金
も
多
様
で
あ
る
が
、 

・ 
メタ
ル
電
話
と光

Ｉ
Ｐ
電
話
の
国
際
通
話
料
金
を
比
較
した
場
合
に
後
者
が
相
当
程
度
低
廉
な
料
金
で
あ
る
こと

 
・ 
光
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
い
て
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・西
日
本
以
外
の
事
業
者
も
国
内
通
話
・国
際
通
話
・付
加
機
能
も
含
め
て

トー
タル
で
サ
ー
ビス
を
提
供
して
お
り、
利
用
者
は
各
社
の
トー
タル
サ
ー
ビス
を
比
較
して
事
業
者
を
選
択
して
い
る
と考

え
られ
る
こと

 
か
ら、
現
時
点
で
は
、直

ち
に
実
装
す
る
こと
の
必
要
性
が
明
確
に
な
って
い
な
い
状
況
で
あ
る
。こ
の
た
め
、メ
タル
Ｉ
Ｐ
電
話

へ
の
移
行
の
動
向
や
国
際
電
話
を
巡
る
利
用
状
況
を
注
視
しな
が
ら、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
、引

き
続
き
事
業
者
間
協
議

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

光
Ｉ
Ｐ
電
話
に
お
け
る
「０
０
Ｘ
Ｙ
番
号
を
用
い
た
付
加
サ
ー
ビス
」に
関
して
は
、Ｉ

Ｐ
網
へ
の
移
行
後
の
音
声
通
信

市
場
の
動
向
、利

用
者
利
便
の
確
保
の
観
点
、本

機
能
を
具
備
す
る
た
め
の
コス
ト等

を
踏
ま
え
つ
つ
、そ
の
必
要
性
等
に
つ

い
て
、事

業
者
間
協
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

加
入
電
話
に
お
い
て
は
、0

0X
Y/

0A
B0
に
係
る
ル
ー
テ
ィン
グ
機
能
が
「基
本
的
な
接
続
機
能
」と
して
提
供
され
る
こと
に

よ
り、
様
々
な
競
争
事
業
者
の
参
入
が
促
進
され
る
とと
も
に
、競

争
事
業
者
の
創
意
工
夫
に
よ
って
多
様
な
サ
ー
ビス
（
第

三
者
課
金
、着

信
者
課
金
等
）
が
提
供
され
、お
客
様
の
利
便
の
向
上
が
図
られ
て
き
ま
した
。 

ま
た
、国

際
通
話
に
お
い
て
は
、競

争
事
業
者
毎
に
、課

金
単
位
（

1
分
毎
、6
秒
毎
等
）
や
国
別
料
金
、回

線
品
質

等
が
異
な
り、
お
客
様
の
ご
利
用
状
況
に
よ
って
最
適
な
事
業
者
が
異
な
る
（
例
え
ば
、米

国
宛
は
Ａ
社
を
使
うの
が
安
い
、

中
国
宛
は
Ｂ
社
を
使
うの
が
安
い
等
）
こと
か
ら、
お
客
様
の
選
択
性
の
確
保
が
重
要
とな
りま
す
。 

これ
らが
「基
本
的
な
接
続
機
能
」で
は
な
く、
競
争
事
業
者
要
望
に
よ
る
個
別
機
能
と位

置
付
け
られ
る
と、
そ
の
費
用
は
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章
 

頁
 

意
見

 
網
改
造
料
等
で
要
望
す
る
競
争
事
業
者
の
個
別
負
担
と整

理
され
る
こと
とな
る
こと
か
ら、
そ
の
費
用
負
担
が
実
質
的
な
参

入
障
壁
とな
り、

N
GN

に
お
け
る
多
様
な
サ
ー
ビス
の
提
供
を
阻
害
す
る
こと
に
な
る
と考

え
ま
す
。 

N
TT
東
・西
の
「ひ
か
り電

話
」に
つ
い
て
は
加
入
電
話
の
主
な
移
行
先
サ
ー
ビス
と想

定
され
て
お
り、
公
共
的
な
サ
ー
ビス

とし
て
そ
の
重
要
性
が
増
して
い
くこ
とか
ら、

00
XY

/0
AB

0
に
係
る
ル
ー
テ
ィン
グ
機
能
を
加
入
電
話
と同

様
に
「基
本
的
な

接
続
機
能
」と
して
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
と考

え
ま
す
。 

 な
お
、N

TT
東
・西
は
、加

入
電
話
の
メタ
ル

IP
電
話
へ
の
移
行
に
あ
た
り、

N
GN

に
「0

0X
Y
番
号
を
用
い
た
中
継
選

択
機
能
」を
実
装
す
る
とし
て
お
り、

N
TT
東
・西
の
「ひ
か
り電

話
」に
お
い
て
も
追
加
的
な
コス
トを
か
け
る
こと
な
く同
機
能
の

実
装
が
可
能
で
あ
る
と考

え
ま
す
。 

６
．
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に

伴
う電

話
の
競
争
ル
ー
ル
の

見
直
し 

51
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

６
．
３

 固
定
電
話
発
・携
帯
電
話
着
の
利
用
者
料
金
設
定
に
つ
い
て

 
６
．
３
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
ま
ず
、利

用
者
料
金
を
設
定
す
る
事
業
者
に
お
い
て
は
、そ
の
設
定
料
金
を
利
用
者
に
わ
か
りや
す
く周
知
す
る
努
力
を
行

う必
要
が
あ
る
。そ
れ
は
、発

信
利
用
者
に
お
い
て
どの
事
業
者
が
料
金
を
設
定
して
い
る
の
か
を
意
識
しに
くい
着
信
側
の
携

帯
電
話
事
業
者
が
料
金
設
定
を
して
い
る
ケ
ー
ス
で
は
特
に
重
要
で
あ
る
。し
た
が
って
、当

面
の
取
組
とし
て
、総

務
省
に
携

帯
電
話
事
業
者
へ
の
意
識
喚
起
を
行
うこ
とを
提
言
す
る
。 

そ
の
上
で
、接

続
を
行
って
い
る
複
数
の
電
気
通
信
事
業
者
の
うち
どの
事
業
者
が
利
用
者
料
金
の
設
定
を
行
うか
は
、そ

の
事
業
者
の
サ
ー
ビス
提
供
戦
略
に
大
き
く関
わ
る
とこ
ろ
で
あ
り、
ま
た
、個

々
の
接
続
の
形
態
に
よ
りサ
ー
ビス
の
提
供
の
形

態
も
異
な
って
くる
た
め
、ま
ず
は
事
業
者
間
の
協
議
に
お
い
て
決
定
され
る
べ
き
も
の
とは
考
え
られ
る
。こ
れ
が
原
則
で
は
あ
る

が
、事

業
者
間
協
議
で
決
め
る
こと
が
困
難
な
場
合
に
は
、総

務
大
臣
の
裁
定
の
制
度
を
活
用
す
る
こと
も
考
え
られ
、実

際
に
も
そ
の
活
用
例
が
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

  
当
社
は
、固

定
電
話
発
・携
帯
電
話
着
の
利
用
者
料
金
を
設
定
す
る
事
業
者
とし
て
、そ
の
設
定
料
金
を
利
用
者
に
わ
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章
 

頁
 

意
見

 
か
りや
す
く周
知
す
べ
く努
力
しま
す
。 

ま
た
、N

TT
東
・西
の
加
入
電
話
の
メタ
ル

IP
電
話
へ
の
移
行
に
あ
た
って
の
固
定
電
話
発
・携
帯
電
話
着
の
利
用
者

料
金
設
定
の
在
り方

に
つ
い
て
、事

業
者
間
の
協
議
に
真
摯
に
応
じる
所
存
で
す
。 

 な
お
、答

申
案
の
指
摘
の
とお
り、
どの
事
業
者
が
利
用
者
料
金
の
設
定
を
行
うか
は
事
業
者
間
の
協
議
に
お
い
て
決
定
さ

れ
る
も
の
で
あ
り、

NT
T
東
・西
の
加
入
電
話
発
・携
帯
電
話
着
の
利
用
者
料
金
に
つ
い
て
は
、平

成
８
年
に

NT
T
と携

帯
電
話
事
業
者
間
の
合
意
に
よ
り、
携
帯
電
話
事
業
者
が
設
定
す
る
こと
とな
った
こと
が
「料
金
設
定
の
在
り方

に
関
す
る
研
究

会
報
告
書
（
※
２
）
」に
も
記
載
され
て
い
ま
す
。 

ま
た
、そ
の
後
に
固
定
電
話
発
・携
帯
電
話
着
の
利
用
者
料
金
設
定
に
関
して
裁
定
制
度
が
利
用
され
た
例
が
あ
りま
す

が
、答

申
に
あ
た
って
公
表
され
た
方
針
（
※

3）
で
は
、主

に
IP
電
話
発
携
帯
電
話
着
の
通
話
の
利
用
者
料
金
設
定
に

つ
い
て
の
考
え
方
が
示
され
て
お
り、

N
TT
東
・西
の
加
入
電
話
発
・携
帯
電
話
着
の
通
話
に
つ
い
て
は
、「
発
側
利
用
者

が
、呼

ご
とに
事
業
者
識
別
番
号
を
付
さな
い
場
合
に
は
、こ
れ
ま
で
どお
り携

帯
電
話
事
業
者
の
料
金
設
定
とす
る
こと
」と
結

論
づ
け
て
い
ま
す
。 

※
2 
「料
金
設
定
の
在
り方

に
関
す
る
研
究
会
報
告
書
」（
平
成

15
年

6
月

17
日
）

 

※
3 
「固
定
電
話
発
携
帯
電
話
着
の
料
金
設
定
に
関
す
る
方
針
」（
平
成

15
年

6
月

25
日
）

 

７
．
ア
クセ
ス
回
線
に
お
け

る
サ
ー
ビス
の
競
争
環
境
整

備
 

56
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

７
．
１

 ア
クセ
ス
回
線
に
お
け
る
サ
ー
ビス
の
競
争
環
境
整
備

 
７
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
１
）
光
回
線
へ
の
移
行
促
進
及
び
公
正
競
争
環
境
の
整
備
に
向
け
た
取
組

 
ア
クセ
ス
回
線
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
た
競
争
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、加

入
光
ファ
イバ
に
係
る
接
続
料
の
一
層
の

低
廉
化
が
重
要
とな
る
。 

 
【意
見
内
容
】 

 答
申
案
の
とお
り、
ア
クセ
ス
回
線
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
た
競
争
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、加

入
光
ファ
イバ
に
係
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章
 

頁
 

意
見

 
る
接
続
料
の
一
層
の
低
廉
化
が
必
要
で
あ
る
と考

え
ま
す
。 

７
．
ア
クセ
ス
回
線
に
お
け

る
サ
ー
ビス
の
競
争
環
境
整

備
 

56
頁

 
７
．
１

 ア
クセ
ス
回
線
に
お
け
る
サ
ー
ビス
の
競
争
環
境
整
備

 
７
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
２
）
接
続
料
と利

用
者
料
金
との
関
係
に
つ
い
て
の
検
証
（
ス
タッ
クテ
ス
ト）

 
公
正
競
争
の
実
行
性
確
保
の
観
点
か
ら、
接
続
料
と利

用
者
料
金
との
関
係
の
検
証
（
ス
タッ
クテ
ス
ト）

に
よ
り要

件
が

満
た
され
な
か
った
場
合
の
具
体
的
な
対
応
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り、
現
在
の
「接
続
料
と利
用
者
料
金
との
関
係
の
検

証
（
ス
タッ
クテ
ス
ト）

の
運
用
に
関
す
る
ガ
イド
ライ
ン
（

20
12

 年
7 
月
）
」の
見
直
しに
つ
い
て
検
討
す
る
こと
を
提
言
す

る
。 

 【意
見
内
容
】 

 N
TT
東
・西
の
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
に
係
る
接
続
料
に
つ
い
て
は
、そ
の
水
準
が
不
当
で
な
い
こと
確
認
す
る
た

め
、接

続
料
と利

用
者
料
金
の
関
係
に
つ
い
て
の
検
証
（
ス
タッ
クテ
ス
ト）

が
実
施
され
て
い
ま
す
が
、ス
タッ
クテ
ス
トの
結

果
、要

件
が
満
た
され
な
か
った
場
合
の
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
は
、明

確
に
な
って
い
な
い
も
の
と認

識
して
い
ま
す
。 

 そ
の
た
め
、ス
タッ
クテ
ス
トに
よ
り要

件
が
満
た
され
な
か
った
場
合
の
具
体
的
な
対
応
を
明
確
に
す
る
よ
う「
接
続
料
と利

用
者
料
金
との
関
係
の
検
証
（
ス
タッ
クテ
ス
ト）

の
運
用
に
関
す
る
ガ
イド
ライ
ン
」の
見
直
しを
検
討
す
べ
き
と考

え
ま
す
。 

７
．
ア
クセ
ス
回
線
に
お
け

る
サ
ー
ビス
の
競
争
環
境
整

備
 

56
～

57
頁

 
７
．
１

 ア
クセ
ス
回
線
に
お
け
る
サ
ー
ビス
の
競
争
環
境
整
備

 
７
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
２
）
接
続
料
と利

用
者
料
金
との
関
係
に
つ
い
て
の
検
証
（
ス
タッ
クテ
ス
ト）

 
加
入
光
ファ
イバ
（
シ
ェア
ドア
クセ
ス
方
式
）
に
つ
い
て
は
、収

容
率
の
違
い
に
よ
り、
１
利
用
者
当
た
りの
接
続
料
相
当

額
が
異
な
って
くる
。そ
の
た
め
、加

入
光
ファ
イバ
（
シ
ェア
ドア
クセ
ス
方
式
）
の
接
続
料
は
、予

測
需
要
・費
用
に
基
づ
い
て

算
定
す
る
将
来
原
価
方
式
を
用
い
て
い
る
こと
か
ら、
ス
タッ
クテ
ス
トの
実
施
に
当
た
って
は
、予

測
需
要
に
基
づ
く収
容
率
を

適
切
に
用
い
る
こと
が
求
め
られ
る
。 
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章
 

頁
 

意
見

 
【意
見
内
容
】 

 答
申
案
の
とお
り、
加
入
光
ファ
イバ
（
シ
ェア
ドア
クセ
ス
方
式
）
の
接
続
料
に
つ
い
て
ス
タッ
クテ
ス
トを
実
施
す
る
際
に
は
、

予
測
需
要
に
基
づ
く収
容
率
を
適
切
に
用
い
る
必
要
が
あ
る
と考
え
ま
す
。 

７
．
ア
クセ
ス
回
線
に
お
け

る
サ
ー
ビス
の
競
争
環
境
整

備
 

57
頁

 
７
．
１

 ア
クセ
ス
回
線
に
お
け
る
サ
ー
ビス
の
競
争
環
境
整
備

 
７
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
２
）
接
続
料
と利

用
者
料
金
との
関
係
に
つ
い
て
の
検
証
（
ス
タッ
クテ
ス
ト）

 
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
か
らＩ

Ｐ
網
へ
の
移
行
に
伴
って
提
供
され
る
メタ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て
は
、距

離
区
分
に
依
存
しな
い
全
国

均
一
の
通
話
料
金
で
提
供
され
る
こと
が
見
込
ま
れ
る
。そ
の
た
め
、メ
タル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
ス
タッ
クテ
ス
トの
検
討
に
当
た
って
、

県
間
部
分
に
係
る
接
続
料
も
踏
ま
え
た
仕
組
み
が
考
慮
され
る
必
要
が
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

 N
TT
法
に
基
づ
く

NT
T
東
・西
の
業
務
範
囲
規
制
及
び

NT
T
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ズ
が
業
務
範
囲
規
制
を
受
け
ず
に
全

て
の
通
話
区
分
を
扱
うこ
とが
で
き
て
い
る
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、N

TT
東
・西
が
固
定
電
話
市
場
に
お
い
て
県
間
通
話
や
国
際

電
話
を
扱
うこ
とに
よ
り全

面
的
・本
格
的
に
事
業
領
域
を
拡
大
す
る
こと
は
、適

切
で
は
あ
りま
せ
ん
。単

に
拡
大
す
る
の
み
な

らず
、N

TT
東
・西
が
競
争
事
業
者
の
サ
ー
ビス
提
供
環
境
に
制
約
を
加
え
る
形
で
自
らの
事
業
領
域
を
拡
大
す
る
場
合
に

は
、更

に
公
正
競
争
環
境
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。し
た
が
って
、仮

に
IP
化
を
契
機
に

NT
T
東
・西
が
県
間
通
話
や

国
際
通
話
を
扱
う場

合
で
も
、競

争
事
業
者
に
とっ
て
の
公
正
競
争
条
件
が
後
退
しな
い
よ
う、
厳
格
な
措
置
を
講
ず
る
こと

が
前
提
に
な
る
も
の
と考

え
ま
す
。 

 答
申
案
に
示
され
て
い
る
、N

TT
東
・西
が
メタ
ル

IP
電
話
を
提
供
す
る
上
で
適
用
され
る
べ
き
ス
タッ
クテ
ス
トも
、こ
うし
た

条
件
の
一
つ
とな
りま
す
。 

 N
TT
東
・西
は
、メ
タル

IP
電
話
の
通
話
料
金
に
つ
い
て
、距

離
区
分
に
依
存
しな
い
全
国
均
一
の
通
話
料
金
を
設
定

す
る
方
向
で
あ
る
こと
を
表
明
して
い
ま
す
が
、N

TT
東
・西
が
設
定
す
る
利
用
者
料
金
の
水
準
と接
続
料
水
準
が
適
正
で
あ

る
か
を
検
証
し、
中
継
事
業
者
が
公
平
に
競
争
で
き
る
環
境
を
維
持
す
る
こと
が
重
要
で
す
。（

別
添
「補
足
資
料
１
」参
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章
 

頁
 

意
見

 
照
）

 
した
が
って
、「
メタ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
ス
タッ
クテ
ス
トの
検
討
に
当
た
って
、県

間
部
分
に
係
る
接
続
料
も
踏
ま
え
た
仕
組
み
が

考
慮
され
る
必
要
が
あ
る
」と
す
る
答
申
案
に
賛
同
しま
す
。 

７
．
ア
クセ
ス
回
線
に
お
け

る
サ
ー
ビス
の
競
争
環
境
整

備
 

57
頁

 
【意
見
対
象
箇
所
】 

７
．
１

 ア
クセ
ス
回
線
に
お
け
る
サ
ー
ビス
の
競
争
環
境
整
備

 
７
．
１
．
２

 具
体
的
方
向
性
（
考
え
方
）

 
（
３
）
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
市
場
に
お
け
る
競
争
状
況
の
分
析
・検
証

 
光
サ
ー
ビス
卸
の
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
の
適
正
性
・公
平
性
等
の
確
保
や
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
市
場
に
お
け
る
競
争
状
況
に

つ
い
て
は
、引

き
続
き
、上

記
の
方
向
性
で
分
析
・検
証
・報
告
等
を
行
い
、課

題
が
生
じた
場
合
に
は
、そ
の
改
善
に
向
け
た

検
討
を
行
う必

要
が
あ
る
。 

 【意
見
内
容
】 

 N
TT
東
・西
の
光

IP
電
話
は
、加

入
電
話
の
主
な
移
行
先
とし
て
想
定
され
て
お
り、
そ
の
ベ
ー
ス
とな
る
光
ア
クセ
ス
サ
ー

ビス
に
つ
い
て
も
、そ
の
重
要
性
が
さら
に
増
して
い
くと
思
わ
れ
ま
す
。 

 N
TT
東
・西
の
「光
サ
ー
ビス
卸
」の
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
に
係
る
適
正
性
、公

平
性
は
、事

後
届
出
制
を
通
じて
一

定
程
度
確
保
され
て
い
る
も
の
の
、守

秘
義
務
に
基
づ
く相
対
取
引
で
あ
る
とし
て
約
款
化
され
て
お
らず
、透

明
性
は
十
分
に

担
保
され
て
お
りま
せ
ん
。 

 「
光
サ
ー
ビス
卸
」は
、ボ
トル
ネ
ック
性
の
あ
る
第
一
種
指
定
電
気
通
信
設
備
とし
て
の

NT
T
東
・西
の
光
ア
クセ
ス
回
線
を

用
い
た
代
替
性
の
無
い
事
業
者
向
け
サ
ー
ビス
で
あ
り、
そ
の
提
供
条
件
に
つ
い
て
の
事
業
者
間
協
議
に
お
け
る

N
TT
東
・西

の
優
位
性
に
つ
い
て
は
、相

互
接
続
協
議
に
お
け
る
優
位
性
と変

わ
りあ
りま
せ
ん
。マ
イグ
レ
ー
シ
ョン
の
進
展
に
伴
い
光
ア
ク

セ
ス
回
線
の
重
要
性
が
さら
に
増
して
い
くこ
とを
踏
ま
え
、N

TT
東
・西
の
卸
役
務
の
提
供
条
件
の
約
款
化
・公
表
義
務
化

を
検
討
す
べ
き
と考

え
ま
す
。 

 



（
補
足
資
料

1）
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
コス
ト
構
造
と競

争
環
境
の
課
題意

見
３
８

補
足
資
料
１



1

メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
の
通
話
料
金


フレ
ッツ
光
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
）
月
額
利
用
料
＝
５
，
４
０
０
円
／
月
※

＋
＋


ひ
か
り電

話
基
本
料

＝
５
０
０
円
／
月

＋
＋


全
国
一
律
通
話
料

＝
８
円
／
３
分

現
行
ひ
か
り電

話
の
料
金
（
基
本
料
、通

話
料
）
は
、Ｆ

Ｔ
Ｔ
Ｈ
サ
ー
ビス
の
利
用
を
前
提
とし
た

「セ
ット
料
金
」で
あ
る
た
め
、安

く設
定
で
き
て
い
る
点
に
留
意
が
必
要

※
N
TT
東
日
本

フ
レ

ッ
ツ

光
ネ

ク
ス

ト
フ

ァ
ミ

リ
ー

・
ギ

ガ
ラ

イ
ン

タ
イ

プ
（

1G
bp

s）
の

通
常

料
金

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
・西
は
、全

国
一
律
の
通
話
料
金
を
設
定
す
る
と公

言
して
い
る
（
※
1）

が
、

料
金
水
準
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
って
い
な
い
（
※
2）

（
参
考
）
ひ
か
り電

話
料
金
との
比
較

※
1：

N
TT
東
・西
が
県
間
通
話
を
提
供
す
る
前
提
とし
て
、然

る
べ
き
公
正
競
争
条
件
が
担
保
さ
れ
る
必
要
あ
り。

※
2：

一
部
新
聞
報
道
で
、現

在
の
市
内
通
話
と同

水
準
（

8.
5円

／
3分

）
で
の
全
国
一
律
料
金
を
示
唆
。



2

Ｉ
Ｐ
化
に
よ
る
Ｐ
Ｏ
Ｉ
統
合
と役

務
提
供
区
間

【現
在
】

G
C接

続
（
加
入
者
交
換
機
接
続
）
の
場
合

加
入

者
交

換
機

加
入

者
交

換
機

中
継
事
業
者
網

N
TT
東
西
網

【I
P化

後
（

PO
I統
合
後
）
】
東
西
２
か
所

加
入

者
収

容
装

置

中
継
事
業
者
網

加
入

者
収

容
装

置
N
TT
東
西
網

N
TT
東
西
網

N
TT
東
西
網

コス
ト
要
素
に
占
め
る
N
TT
東
西
網
の
割
合
：
小

コス
ト
要
素
に
占
め
る
N
TT
東
西
網
の
割
合
：
大



3

メ
タ
ル

IP
電
話
の
料
金
とコ
ス
ト
①
東
西
間
通
話

加
入

者
収

容
装

置

【下
り】

コス
ト
要
素
③

N
TT
西
日
本

Ｉ
Ｐ
電
話
網

【上
り】

コス
ト
要
素
①

N
TT
東
日
本

Ｉ
Ｐ
電
話
網

加
入

者
収

容
装

置

東
京

PO
I

大
阪

PO
I


札
幌
発
信

⇒
那
覇
着
信
の
通
話

①
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
Ｉ
Ｐ
電
話
網
（
札
幌
～

東
京
Ｐ
Ｏ
Ｉ
）

②
東
阪
間
中
継
伝
送
路
（
東
京
Ｐ
Ｏ
Ｉ
～
大
阪

PO
I）

③
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
Ｉ
Ｐ
電
話
網
（
大
阪
Ｐ
Ｏ
Ｉ
～
那
覇
）

「全
国
一
律
料
金
」で
あ
って
も
、

中
継
伝
送
路
の
両
端
（
上
り／

下
り）

に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
の
地
域
電
話
網
の
ネ
ット
ワ
ー
ク
コス
ト
が
発
生

コス
ト
要
素
②

東
阪
間
中
継
伝
送
路



4


札
幌
発
信

⇒
東
京
着
信
の
通
話

①
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
地
域
Ｉ
Ｐ
電
話
網
（
北
海
道
内
）

②
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
中
継
伝
送
路
（
中
継
Ｉ
Ｐ
網
）
（
北
海
道
～
東
京
）

③
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
地
域
Ｉ
Ｐ
電
話
網
（
東
京
都
内
）

メ
タ
ル

IP
電
話
の
料
金
とコ
ス
ト
②
域
内
通
話

加
入

者
収

容
装

置

加
入

者
収

容
装

置

【上
り】

コス
ト
要
素
①

北
海
道
内
Ｉ
Ｐ
電
話
網

コス
ト
要
素
②

中
継

IP
網

【下
り】

コス
ト
要
素
③

東
京
都
内
Ｉ
Ｐ
電
話
網

「域
内
一
律
料
金
」で
あ
って
も
、

中
継

IP
網
の
両
端
（
上
り／

下
り）

に
地
域

IP
電
話
網
の
ネ
ット
ワ
ー
ク
コ
ス
ト
が
発
生



5

N
TT
東
西
が
設
定
す
る
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
は
全
国
一
律
料
金

-
N
TT
東
日
本
（
又
は
西
日
本
）
域
内
一
律
料
金
：

X円
／

Y分
？

-
N
TT
東
・西
を
跨
い
で
も
全
国
一
律
料
金

：
X円

／
Y分

？

「域
内
一
律
」も
「全
国
一
律
」も
、コ
ス
ト
構
造
は
同
じ
：

・上
り（

＝
発
信
者
側
）
＋

中
継
網

＋
下
り（

＝
着
信
者
側
）

-
域
内
一
律
料
金
：
自
網
内
の
「上
り」
と「
下
り」

-
全
国
一
律
料
金
：
東
・西
を
跨
った
「上
り」
と「
下
り」

メ
タ
ル

IP
電
話
の
料
金
とコ
ス
ト
③
域
内
／
東
西
間



6

N
TT
東
・西
と競

争
事
業
者
の
コス
ト
構
造

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
Ｉ
Ｐ
電
話
網
コス
ト

下
り（

接
続
料
水
準
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
・西
が
全
国
宛
の
通
話
サ
ー
ビス
を
提
供
す
る
場
合
と、

競
争
事
業
者
が
全
国
宛
の
中
継
サ
ー
ビス
を
提
供
す
る
場
合
とで
、

コス
ト
構
造
は
大
き
く変
わ
ら
な
い

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
Ｉ
Ｐ
電
話
網
コス
ト

上
り（

接
続
料
水
準
）

東
阪
間
伝
送
路

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
Ｉ
Ｐ
電
話
網
コス
ト

下
り（

接
続
料
水
準
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
Ｉ
Ｐ
電
話
網
コス
ト

上
り（

接
続
料
水
準
）

競
争
事
業
者

中
継
網

N
TT
東
西
の
通
話
料
金

競
争
事
業
者
の
通
話
料
金



7

利
用
者
料
金
・卸
料
金
・接
続
料

N
TT
東
・西
利
用
部
門
と競

争
事
業
者
が
同
等
・公
平
な
立
場
な
ら、

競
争
事
業
者
は
、中
継
接
続
で
も
N
TT
東
・西
に
対
抗
可
能

N
TT
東
・西
接
続
料

N
TT
東
・西
卸
料
金

N
TT
東
・西
利
用
者
料
金
（
全
国
一
律
）

競
争
事
業
者
中
継
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
料
金

中
継
コス
ト
＋

α

N
TT
東
・西
接
続
料

N
TT
東
・西

競
争
事
業
者

N
TT
東
・西
が
「全
国
一
律

X円
／

Y分
」の
料
金
水
準
で
提
供
で
き
る
とす
れ
ば
、

競
争
事
業
者
も
同
等
の
料
金
水
準
で
提
供
で
き
る
接
続
料
で
あ
る
こと
が
前
提

（
例
）

N
TT
東
・西
の

IP
電
話
網
接
続
料
水
準
＜
（

X÷
2）

円
／
Ｙ
分



（
補
足
資
料
２
）

マ
イ
ラ
イ
ン
の
必
要
性
に
つ
い
て

意
見

３
８

補
足
資
料
２
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メ
タ
ル

IP
電
話
に
お
け
る
通
話
料
金
の
イ
メ
ー
ジ

N
TT
東
・西
は
、メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て
全
国
一
律
の
通
話
料
金
を

設
定
す
る
（
※
）
と公

言
して
お
り、
マ
イ
ラ
イ
ン
事
業
者
も
、競
争
対
応
上
、

同
様
の
料
金
体
系
を
設
定
す
る
こと
が
想
定
され
る

国
際
料
金

全
国
一
律
●
●
円
／
■
分

メ
タ
ル

IP
電
話
に
お
け
る
通
話
料
金
の
設
定
イ
メ
ー
ジ

国
際

県
間

県
内
市
外

市
内

※
N
TT
東
・西
が
県
間
通
話
を
提
供
す
る
前
提
とし
て
、然

る
べ
き
公
正
競
争
条
件
が
担
保
さ
れ
る
必
要
あ
り。
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メ
タ
ル

IP
電
話
に
お
い
て
マ
イ
ラ
イ
ン
が
必
要
な
理
由

区
分
毎
に
別
の
事
業
者
を
選
択
し
て
い
る
利
用
者
が
相
当
数
存
在
す
る

これ
らの
利
用
者
が
契
約
変
更
の
手
続
き
を
行
うこ
とな
くメ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話

に
移
行
で
き
る
よ
う、
事
業
者
選
択
の
た
め
の
区
分
を
残
す
必
要
が
あ
る

A
社

市
内

県
内
市
外

県
間

国
際加
入
電
話 B社B社C社

＋
C社

の
割
引
サ
ー
ビ
ス
等

＋
B社

の
割
引
サ
ー
ビ
ス
等

＋
A
社
の

割
引
サ
ー
ビ
ス
等

A
社

B社B社C社
＋

C社
の

割
引
サ
ー
ビ
ス
等

＋
B社

の
割
引
サ
ー
ビ
ス
等

＋
A
社
の

割
引
サ
ー
ビ
ス
等

国
際

県
間

県
内
市
外

市
内

メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話

メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
に
区
分
を
残
す
こと
で
、自
動
移
行
が
可
能
に
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卸
サ
ー
ビ
ス
は
区
分
が
存
在
し
な
い
た
め
、利

用
者
に
一
つ
の
事
業
者
を

選
ん
で
契
約
変
更
手
続
き
を
行
って
も
ら
う必

要
性
が
生
じる

A
社

B社B社C社
＋

C社
の

割
引
サ
ー
ビ
ス
等

＋
B社

の
割
引
サ
ー
ビ
ス
等

＋
A
社
の

割
引
サ
ー
ビ
ス
等

A
社
？

B社
？

C社
？

少
な
くと
も

50
万
回
線
は

契
約
の
取
り直

し
等
が
生
じ
る

卸
サ
ー
ビ
ス

国
際
通
話

16
6万

回
線

県
外
へ
の
通
話

15
4万

回
線

同
一
県
内
の
市
外
通
話

14
0万

回
線

市
内
通
話

11
7万

回
線

【K
D

D
Iの
例
（

H
28
年

9月
末
マ
イ
ラ
イ
ン
登
録
状
況
）
】

卸
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
①
区
分

国
際

県
間

県
内
市
外

市
内

加
入
電
話

メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話

？
役
務
の
提
供
主
体
が
変
わ
る
こと
に
よ
る
契
約
関
係
の
変
更
も
発
生
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各
事
業
者
が
提
供
して
い
る
割
引
サ
ー
ビス
等
の
適
用
が
外
れ
た
結
果
、

現
状
よ
り通

話
料
金
が
高
くな
って
し
ま
うケ
ー
ス
が
起
こり
得
る

A
社B社B社C社

＋
C社

の
割
引
サ
ー
ビ
ス
等

＋
B社

の
割
引
サ
ー
ビ
ス
等

＋
A
社
の

割
引
サ
ー
ビ
ス
等

A
社

A
社
の
卸
サ
ー
ビ
ス
を
選
ん
だ
結
果
・・
・

「B
社
の
割
引
が
適
用
さ
れ
な
くな
り、
か
え
って
料
金
が
高
くな
った
！
」

「▲
▲
宛
て
の
国
際
通
話
料
金
が
上
が
って
し
ま
った
！
」
とい
うケ
ー
ス
も

＋
A
社
の

割
引
サ
ー
ビ
ス
等

卸
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
②
料
金

国
際

県
間

県
内
市
外

市
内

卸
サ
ー
ビ
ス

加
入
電
話

メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話

!!
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契
約
事
業
者
の
変
更
に
よ
って
料
金
が
上
が
って
し
ま
う事

例

（
２
）
国
際
電
話
の
料
金
は
国
宛
の
料
金
が
事
業
者
に
よ
って
異
な
る

課
金
単
位
も
１
分
ご
と、
６
秒
ご
とな
ど異

な
る

例
）

a国
宛
の
通
話

A
社
は

20
2円

/1
分
、C
社
は

32
円

/6
秒

（
１
）
割
引
サ
ー
ビ
ス
の
有
無
が
事
業
者
に
よ
って
異
な
る

■
だ
ん
ぜ
ん
ト
ー
ク

II
 D

X
・
同
じ
電
話
番
号
に
多
くか
け
る
利
用
者
に
割
引
が
大
き
い
サ
ー
ビ
ス

（
1番

目
に
通
話
料
の
多
い
相
手
先
が

45
％
割
引
等
）

■
au
ま
とめ
ラ
イ
ン

・
自
宅
の
固
定
電
話
とa

u携
帯
電
話
との
間
の
通
話
が
多
い
利
用
者
に
メ
リッ
ト

（
au
携
帯
電
話
か
ら
、K

D
D

Iに
マ
イ
ラ
イ
ン
登
録
し
た
自
宅
の
固
定
電
話
宛
通
話
が
無
料
等
）

＜
当
社
の
マ
イ
ラ
イ
ン
割
引
の
事
例
＞
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（別紙） 

 「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申（案）に関する当社の考え 

 

ＮＴＴは、現在ご利用いただいている「固定電話 ※」を、ＩＰ網へ移行することについて、2010

年 11 月に「ＰＳＴＮのマイグレーションについて～概括的展望～」を発表し、2015 年 11 月に

は「『固定電話』の今後について」を公表し、考えをお示ししてきました。 

その中でも申し述べてきたとおり、固定電話網からＩＰ網への円滑な移行を進めていく上で

最も重要なポイントは、音声通信市場が縮小していく中、ＩＰ網へ移行後も引き続き固定電話

をご利用されるお客様のために、いかに固定電話を維持していくかという点であると考えま

す。 

そのためには、ＩＰ網の特性を活かし、できる限りお客様にご負担をおかけしないよう、最

小限の追加コストで「固定電話」の受け皿となるメタルＩＰ電話を実現していく必要があると考

えます。 

一次答申（案）では、固定電話網からＩＰ網への移行に向け、非常に多岐に亘った検討が

なされておりますが、今後さらに検討を進めていくにあたっては、上述の考えを基本的な視

点に据え、整理を図っていただきたいと考えます。以下、主要な論点について、具体的な考

えを申し述べます。 

 

※当社が固定電話網（ＰＳＴＮ）により提供する加入電話及びＩＮＳネット（音声） 

 

 メタルＩＰ電話は、ＩＰ網の特性を活かし、最小限の追加コストで実現すべき 

わが国の音声通信市場、とりわけ固定電話のトラヒックは大幅に減少し続けており、例え

ば、ピーク時の2000年度のトラヒックと比べて、2015年度の固定電話発信の通信回数は

▲77％、通信時間は▲88％となっております。また、ＬＴＥやスマートフォンの普及拡大による

ＬＩＮＥ等の通話アプリの急速な普及、モバイルにおける音声定額サービスの普及拡大等、音

声通話を取り巻く市場環境も劇的に変化し、特に若年層の固定電話離れは顕著であり、今

後もこうした傾向は続くものと考えます。このように、より便利で多様な音声通話手段の利用

が拡大する等、音声通信市場は固定、モバイルの垣根を越え、通話アプリ等も含めた競争

市場となっており、こうしたマーケットの変化により、固定電話は今後とも縮小していくものと

見込まれます。 

こうした中、現在でも当社の「固定電話」は赤字となっており、さらに音声通信市場が縮小

していく中では、「固定電話」については、その中で事業者間の競争を促進するフェーズから、

社会インフラの 1 つとして、引き続きご利用されるお客様にできる限り負担をかけずに、いか

に維持していくかというフェーズに移行していくことになると考えます。 
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こうした維持フェーズにおいて、当社は、ＩＰ網移行後も引き続き固定電話をご利用される

お客様のために、メタルＩＰ電話については、ＩＰ網の特性を活かし、例えば、市内・県内市外・

県間といった区分のない全国一律の通話料とすることによって、お客様によりご利用いただ

きやすい基本的な音声サービスとして提供していく考えです。 

このように、市内・県内市外・県間といった距離区分のない市場環境に移行するにもかか

わらず、距離区分毎に事業者を選択するマイライン機能を維持することはお客様の混乱を招

くことになる上、追加コストが必要となることから、ＩＰ網への移行と同時に廃止せざるを得な

いと考えます。なお、事業者が顧客接点を維持したい、あるいはお客様が事業者を選択した

いといったニーズに対しては、これまで当社から提案している「メタルＩＰ電話の通話サービス

卸」により対応することが、お客様にとってわかりやすく、最小限の追加コストで固定電話を

維持していくための最適な方法と考えます。 

 

 

 固定電話の将来的な提供形態は光への移行ありきではなく、様々な選択肢から最適な

方法を検討すべき 

一次答申（案）では、随所に「固定電話」の最終移行先が光ＩＰ電話であり、メタルの「固定

電話」と同等の基本料水準での光ＩＰ電話の単独提供の必要性及び可能性について検討が

必要との考えが示されていますが、メタル収容装置（加入者交換機）維持限界後の提供形態

は、光回線への移行ありきでなく、無線等を含め様々な選択肢から、その時点の需要、技術

動向及び経済性を踏まえて最適な方法を検討すべきであり、こうした多様な選択肢がある中

で、音声サービスのためだけに、現にメタルで提供している「固定電話」のお客様を光ＩＰ電話

に全面的に移行させる必要はないと考えます。また、光ＩＰ電話は光ブロードバンドサービス

に重畳する 1 オプションサービスとして提供しているものであり、現在の「固定電話」と同等の

料金水準で電話サービスだけを利用したいというニーズにお応えできるものではありません。

変化の速い情報通信市場において、今から特定の技術や提供形態を前提にすることは、お

客様利便を損ないかねないため、避けるべきと考えます。 

ただし、例えば、無電柱化（ケーブル地中化）エリア等において、メタルケーブルを再敷設

することが非効率となる場合については、光や無線等を含め様々な選択肢から最適な方法

を選択可能とするよう検討を加速し、できる限り効率的に音声サービスを提供できるようにし

ていくべきと考えます。 

 

 

 光ＩＰ電話や光ブロードバンドの競争政策については、本議論とは切り離すべき 

光サービスの普及拡大は、多様なプレイヤーが光を活用して提供する様々なアプリケーシ

ョンやコンテンツ等を充実していくことにより実現していくものと考えます。 
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当社は、こうした考えのもと、一昨年より「光コラボレーションモデル（光のサービス卸）」の

提供を開始したところです。その結果、光回線やその上で提供される 1 アプリケーションであ

る光ＩＰ電話についても、多様なプレイヤーのサービスとして提供されており、こうしたプレイヤ

ーにとってのビジネスの自由度や柔軟性を確保する観点から、原則自由な競争に委ねるべ

きであると考えます。例えば、プライスキャップ規制は、競争原理が機能しにくい市場におけ

る料金規制であり、現に市場競争下で価格が決定されている光ＩＰ電話や光ブロードバンド

サービスに本規制を導入する必要はないと考えます。 

このように、光ＩＰ電話や光ブロードバンドの普及拡大と、固定電話網からＩＰ網への円滑な

移行により固定電話をいかに維持していくかという今回の議論とは直接関係しないことから、

本議論とは切り離すべきと考えます。 

 

 

 ユニバーサルサービスの在り方については、本検討の整理が図られた後に、国民的なコ

ンセンサスを得ながら進めるべき 

ユニバーサルサービスの在り方については、中長期的には重要な課題と考えますが、ＩＰ

網への移行準備等に要する期間を考慮すると、まずは「固定電話」をＩＰ網へ円滑に移行して

いくための諸課題を整理していくことが先決であると考えます。 

その上で、将来のユニバーサルサービスの在り方については、今後の技術革新や市場環

境の変化を踏まえた上で、ユニバーサルサービスとしての「音声通話」の在り方の議論を技

術中立的かつ経済合理的な観点から行い、国民的なコンセンサスを得ながら慎重に進めて

いくことが必要と考えます。 

 

 

最後に、当社は、「固定電話」を2025年頃に逐次ＩＰ網へ移行することにより責任を持って

維持していく考えですが、この円滑な移行を実現するために、具体的な移行工程やスケジュ

ール、メタルＩＰ電話の料金及び提供条件、事業者向けの「メタルＩＰ電話の通話サービス卸」

の提供条件等について、今春には当社からお示ししていく予定です。 

当社としては、円滑な移行に向けて、お客様にできる限りご迷惑をおかけしないよう、今後

とも引き続き、事業者やお客様からのご意見をいただきながら議論・検討を重ねる等、丁寧

な対応に努めていく考えです。 

 

個別項目については次ページのとおりです。
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章
 

頁
 

意
見

 

２
．

ＩＰ
網

へ
の

移
行

の
意

義
 

７
頁

 
【
意

見
対

象
箇

所
】 

２
．

 
１

 
 
 
ＩＰ

網
へ

の
移

行
の

意
義

や
移

行
に

係
る

情
報

の
開

示
 

２
．

 
１

．
 

２
 
 

具
体

的
方

向
性

（
考

え
方

）
  

～
（
中

略
）～

 

①
 
移

行
の

意
義

 

事
業

者
は

、
ＩＰ

網
へ

の
移

行
か

ら
生

ま
れ

る
メ

リ
ッ

ト
を

最
大

化
す

る
べ

く
、

ＩＰ
網

の
特

性
（
距

離
に

依
存

し
な

い
通

話
料

、
交

換
機

よ
り

も
安

価
な

ＩＰ
ル

ー
タ

等
で

構
成

、
音

声
だ

け
で

な
く
、

動
画

・
テ

キ
ス

ト
等

の
様

々
な

デ
ー

タ
通

信
と

共
用

等
）
を

活
か

し
た

多
様

な
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
努

め
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

は
、

こ
れ

に
加

え
、

こ
う

し
た

多
様

な
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

る
よ

う
、

他
の

事
業

者
に

対
し

て
競

争
基

盤
の

提
供

を
行

う
。

事
業

者
と

行
政

は
、

こ
う

し
た

取
組

も
踏

ま
え

つ
つ

、
互

い
に

連
携

し
、

ＩＰ
網

へ
の

移

行
の

意
義

・メ
リ

ッ
ト

に
関

し
て

広
く
国

民
へ

の
周

知
に

努
め

、
円

滑
な

移
行

を
促

す
。

 

②
 
移

行
に

係
る

情
報

の
開

示
 

Ｎ
Ｔ

Ｔ
は

、
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
の

提
供

条
件

と
詳

細
な

設
備

構
成

に
つ

い
て

で
き

る
限

り
速

や
か

に
開

示
す

る
。

ま
た

、
メ

タ
ル

電
話

か

ら
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
へ

の
移

行
に

留
ま

ら
ず

、
光

ＩＰ
電

話
へ

の
移

行
を

も
視

野
に

入
れ

た
取

組
を

進
め

る
と

と
も

に
、

具
体

的
な

移
行

工
程

・
移

行
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

案
を

で
き

る
限

り
速

や
か

に
開

示
し

、
他

の
事

業
者

と
協

議
を

進
め

る
。

行
政

は
、

事
業

者
間

協
議

を
促

進
し

、
そ

の
結

果
も

踏
ま

え
つ

つ
、

利
用

者
や

事
業

者
の

予
見

可
能

性
を

確
保

し
、

円
滑

な
移

行
を

実
現

す
る

観
点

か
ら

、
具

体
的

な
移

行
工

程
・移

行
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

整
理

し
、

広
く
国

民
へ

の
周

知
に

努
め

る
と

と
も

に
、

必
要

な
制

度
の

整
備

を
行

う
。

 

【
意

見
内

容
】 

冒
頭

で
も

申
し

上
げ

た
と

お
り

、
固

定
電

話
網

か
ら

ＩＰ
網

へ
の

円
滑

な
移

行
を

進
め

て
い

く
上

で
最

も
重

要
な

ポ
イ

ン
ト

は
、

音
声

通
信

市
場

が
縮

小
し

て
い

く
中

、
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

も
引

き
続

き
固

定
電

話
を

ご
利

用
さ

れ
る

お
客

様
の

た
め

に
、

い
か

に
固

定
電

話
を

維

持
し

て
い

く
か

と
い

う
点

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

そ
の

た
め

に
は

、
ＩＰ

網
の

特
性

を
活

か
し

、
で

き
る

限
り

お
客

様
に

ご
負

担
を

お
か

け
し

な
い

よ
う

、
最

小
限

の
追

加
コ

ス
ト

で
「
固

定
電

話
」
の

受
け

皿
と

な
る

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

を
実

現
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

 

固
定

電
話

網
か

ら
ＩＰ

網
へ

の
移

行
の

意
義

と
し

て
、

こ
う

し
た

考
え

方
を

明
示

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
ま

す
。

 

「
光

ＩＰ
電

話
へ

の
移

行
を

も
視

野
に

入
れ

た
取

組
を

進
め

る
」
と

あ
り

ま
す

が
、

「
固

定
電

話
」
の

提
供

形
態

は
、

光
回

線
へ

の
移

行
あ

り

き
で

な
く
、

無
線

等
を

含
め

様
々

な
選

択
肢

か
ら

、
そ

の
時

点
の

需
要

、
技

術
動

向
及

び
経

済
性

を
踏

ま
え

て
最

適
な

方
法

を
検

討
す

べ
き

で
あ

り
、

こ
う

し
た

多
様

な
選

択
肢

が
あ

る
中

で
、

音
声

サ
ー

ビ
ス

の
た

め
だ

け
に

、
現

に
メ

タ
ル

で
提

供
し

て
い

る
「
固

定
電

話
」
の
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お
客

様
を

光
ＩＰ

電
話

に
全

面
的

に
移

行
さ

せ
る

必
要

は
な

い
と

考
え

ま
す

。
ま

た
、

光
ＩＰ

電
話

は
光

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
サ

ー
ビ

ス
に

重
畳

す
る

1
オ

プ
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
提

供
し

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
現

在
の

「
固

定
電

話
」
と

同
等

の
料

金
水

準
で

電
話

サ
ー

ビ
ス

だ
け

を

利
用

し
た

い
と

い
う

ニ
ー

ズ
に

お
応

え
で

き
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

変
化

の
早

い
情

報
通

信
市

場
に

お
い

て
、

今
か

ら
特

定
の

技
術

や
提

供
形

態
を

前
提

に
す

る
こ

と
は

、
お

客
様

利
便

を
損

な
い

か
ね

な
い

た
め

、
避

け
る

べ
き

と
考

え
ま

す
。

 

当
社

と
し

て
は

、
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
の

提
供

条
件

を
今

春
に

は
お

示
し

し
て

い
く
考

え
で

あ
り

、
ま

た
、

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

の
設

備
構

成
に

つ
い

て
は

、
第

1
9

回
電

話
網

移
行

円
滑

化
委

員
会

（
平

成
2
8

年
9

月
2
3

日
）に

お
い

て
明

ら
か

に
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

事
業

者

間
協

議
等

を
通

じ
て

設
備

構
成

に
変

更
が

生
じ

れ
ば

、
必

要
に

応
じ

て
そ

れ
を

開
示

し
て

い
く
考

え
で

す
。

 

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

へ
の

移
行

工
程

・
移

行
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
8

年
1
2

月
の

事
業

者
間

意
識

合
わ

せ
の

場
で

当
社

か
ら

具
体

案
を

提
示

し
、

テ
ー

マ
別

検
討

会
や

個
別

協
議

等
を

重
ね

て
お

り
、

円
滑

な
移

行
方

法
等

に
つ

い
て

事
業

者
間

で
コ

ン
セ

ン
サ

ス

を
形

成
す

べ
く
議

論
を

進
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
 

３
．

固
定

電
話

サ
ー

ビ
ス

の

信
頼

性
・
品

質
、

提
供

エ

リ
ア

、
料

金
水

準
の

確

保
 

９
頁

 
【
意

見
対

象
箇

所
】 

３
．

 
１

 
 
 信

頼
性

・
品

質
の

確
保

（
技

術
基

準
等

） 

３
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

ＩＰ
網

へ
の

移
行

に
伴

い
、

電
気

通
信

サ
ー

ビ
ス

の
「信

頼
性

」
や

「
品

質
」等

を
確

保
す

る
た

め
に

新
た

な
課

題
が

生
じ

る
場

合
に

は
、

公

正
な

競
争

環
境

を
確

保
し

つ
つ

、
必

ず
し

も
事

業
者

の
経

済
合

理
性

の
視

点
の

み
な

ら
ず

、
確

保
す

べ
き

利
用

者
利

益
も

十
分

に
勘

案

し
て

、
必

要
な

設
備

規
律

（
技

術
基

準
）
の

新
た

な
整

備
や

、
利

用
者

へ
の

説
明

・
周

知
・
対

応
方

策
の

提
供

等
が

十
分

に
図

ら
れ

る
た

め
の

措
置

等
が

必
要

と
な

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

当
社

と
し

て
は

、
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

も
、

引
き

続
き

「
信

頼
性

」や
「
品

質
」の

確
保

に
努

め
て

い
く
考

え
で

す
。

 

ま
た

、
固

定
電

話
を

維
持

し
て

い
く
た

め
に

は
、

ＩＰ
網

の
特

性
を

踏
ま

え
、

で
き

る
限

り
お

客
様

に
ご

負
担

を
お

か
け

し
な

い
よ

う
、

最
小

限
の

追
加

コ
ス

ト
で

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

を
実

現
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

お
り

、
こ

う
し

た
中

で
、

将
来

に
亘

っ
て

技
術

的
な

選
択

肢
を

狭
め

る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
現

在
ア

ナ
ロ

グ
電

話
や

0Ａ
Ｂ

-Ｊ
 
ＩＰ

電
話

等
に

課
さ

れ
て

い
る

音
声

品
質

等
に

つ
い

て
、

お
客

様
の

声
を

踏

ま
え

つ
つ

、
必

要
に

応
じ

て
柔

軟
な

見
直

し
を

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
ま

す
。

 

３
．

固
定

電
話

サ
ー

ビ
ス

の

信
頼

性
・
品

質
、

提
供

エ

リ
ア

、
料

金
水

準
の

確

保
 

１
０

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

３
．

 
１

 
 
 信

頼
性

・
品

質
の

確
保

（
技

術
基

準
等

） 

３
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～
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［
回

線
保

留
機

能
］ 

・
 
緊

急
通

報
に

関
し

、
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
で

は
、

緊
急

通
報

受
理

機
関

側
か

ら
通

話
を

切
断

し
な

い
限

り
通

話
を

継
続

す
る

機
能

（
い

わ
ゆ

る
「
回

線
保

留
機

能
」
）
の

実
現

が
困

難
で

あ
る

が
、

携
帯

電
話

や
光

ＩＰ
電

話
（
0
Ａ

Ｂ
～

Ｊ
 
ＩＰ

電
話

）
と

同
様

に
緊

急
通

報
受

理
機

関

側
に

送
信

し
た

電
話

番
号

に
よ

る
呼

び
返

し
機

能
（
い

わ
ゆ

る
「
コ

ー
ル

バ
ッ

ク
機

能
」
）
で

の
対

応
は

可
能

で
あ

る
。

緊
急

機
関

等
の

要
請

や
現

行
の

技
術

基
準

を
踏

ま
え

、
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
に

も
、

緊
急

通
報

受
理

機
関

側
か

ら
通

話
を

切
断

し
な

い
限

り
通

話
を

継
続

す
る

機
能

又
は

緊
急

通
報

受
理

機
関

側
に

送
信

し
た

電
話

番
号

に
よ

る
呼

び
返

し
若

し
く
は

こ
れ

に
準

ず
る

機
能

の
具

備
を

義
務

付
け

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

各
緊

急
通

報
受

理
機

関
様

が
現

在
ご

利
用

中
の

指
令

台
（
高

度
化

台
）
に

つ
い

て
は

、
固

定
電

話
網

か
ら

ＩＰ
網

へ
の

移
行

の
タ

イ
ミ

ン

グ
で

ご
利

用
い

た
だ

け
な

く
な

る
こ

と
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
 

た
だ

し
、

一
次

答
申

（
案

）
に

記
載

の
と

お
り

、
パ

ケ
ッ

ト
に

よ
る

通
信

を
行

う
ＩＰ

網
に

お
い

て
は

、
固

定
電

話
網

（
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
）
の

よ
う

に
回

線

を
占

有
す

る
こ

と
が

技
術

的
に

困
難

で
あ

る
た

め
、

「
回

線
保

留
機

能
」
は

実
現

で
き

ま
せ

ん
。

し
た

が
っ

て
、

当
社

は
こ

れ
ま

で
、

緊
急

通
報

受
理

機
関

様
に

対
し

て
、

こ
う

し
た

点
を

説
明

す
る

と
と

も
に

、
ＩＰ

網
で

の
代

替
案

と
し

て
「
コ

ー
ル

バ
ッ

ク
機

能
」
を

提
案

し
て

ま
い

り

ま
し

た
。

 

今
後

、
こ

れ
ま

で
に

緊
急

通
報

受
理

機
関

様
か

ら
い

た
だ

い
た

ご
要

望
等

（
例

え
ば

、
通

報
者

の
電

話
機

に
1
Ｘ

Ｙ
を

表
示

し
、

通
報

者
が

緊
急

通
報

機
関

か
ら

の
コ

ー
ル

バ
ッ

ク
と

判
別

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
等

）
を

踏
ま

え
て

、
引

き
続

き
、

ＩＰ
網

で
緊

急
通

報
呼

を
実

現

す
る

具
体

的
な

仕
様

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
て

い
く
考

え
で

す
。

ま
た

、
各

緊
急

通
報

受
理

機
関

様
の

本
庁

だ
け

で
な

く
、

各
市

町
村

の

消
防

本
部

様
等

全
国

の
各

受
理

機
関

様
に

対
し

て
も

、
分

か
り

や
す

い
説

明
を

心
掛

け
な

が
ら

具
体

的
な

提
案

を
行

う
等

、
よ

り
丁

寧

な
対

応
に

努
め

て
い

く
考

え
で

す
。

 

な
お

、
ＩＰ

網
へ

の
移

行
と

は
直

接
関

係
し

ま
せ

ん
が

、
現

在
ご

利
用

中
の

指
令

台
（
高

度
化

台
）
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

各
受

理
機

関
様

に
お

け
る

指
令

台
の

そ
れ

ぞ
れ

の
更

改
タ

イ
ミ

ン
グ

に
合

わ
せ

て
、

順
次

、
光

ＩＰ
回

線
に

対
応

し
た

新
た

な
指

令
台

を
導

入
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

３
．

固
定

電
話

サ
ー

ビ
ス

の

信
頼

性
・
品

質
、

提
供

エ

リ
ア

、
料

金
水

準
の

確

保
 

１
１

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

３
．

 
１

 
 
 信

頼
性

・
品

質
の

確
保

（
技

術
基

準
等

） 

３
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

［
電

話
を

繋
ぐ

機
能

］ 
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～
（
中

略
）～

 

ま
た

、
移

行
後

の
ＩＰ

網
に

お
け

る
局

給
電

に
関

す
る

課
題

に
対

応
し

て
、

利
用

者
保

護
の

観
点

か
ら

、
米

国
の

事
例

も
参

考
に

、
停

電

時
の

電
話

利
用

に
お

け
る

電
源

確
保

や
利

用
者

へ
の

説
明

・
周

知
等

に
つ

い
て

の
適

切
な

規
律

を
課

す
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

ＩＰ
網

へ
の

移
行

後
に

お
い

て
も

、
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
に

つ
い

て
は

、
現

状
ど

お
り

局
給

電
を

行
っ

て
い

く
考

え
で

す
。

 

光
ＩＰ

電
話

に
つ

い
て

は
局

給
電

を
行

う
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
が

、
当

社
は

、
「
ひ

か
り

電
話

」
を

ご
利

用
い

た
だ

い
て

い
る

お
客

様
に

対
し

て
、

停
電

対
策

を
講

じ
て

い
な

か
っ

た
場

合
に

は
「
ひ

か
り

電
話

」
が

停
電

時
に

ご
利

用
で

き
な

く
な

る
こ

と
、

ま
た

停
電

時
の

電
源

確
保

対
策

と
し

て
当

社
提

供
の

「
光

モ
バ

イ
ル

バ
ッ

テ
リ

ー
」
や

市
販

の
Ｕ

Ｐ
Ｓ

（
無

停
電

電
源

装
置

）
を

ご
利

用
い

た
だ

く
こ

と
で

一
時

的
な

電

源
確

保
が

可
能

で
あ

る
こ

と
を

、
サ

ー
ビ

ス
お

申
込

み
時

に
留

意
事

項
と

し
て

ご
説

明
さ

せ
て

い
た

だ
く
と

と
も

に
、

ご
契

約
者

に
郵

送
す

る
書

面
や

当
社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

お
い

て
広

く
周

知
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
 

当
社

と
し

て
は

、
今

後
も

引
き

続
き

、
ご

契
約

者
へ

の
説

明
や

周
知

を
丁

寧
に

実
施

し
、

お
客

様
の

利
便

性
確

保
に

努
め

て
い

く
考

え
で

す
。

 

３
．

固
定

電
話

サ
ー

ビ
ス

の

信
頼

性
・
品

質
、

提
供

エ

リ
ア

、
料

金
水

準
の

確

保
 

１
２

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

３
．

 
２

 
 
 「

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

サ
ー

ビ
ス

」
へ

の
影

響
 

３
．

 
２

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

し
た

が
っ

て
、

「
ア

ナ
ロ

グ
電

話
」
か

ら
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
へ

の
移

行
の

開
始

後
は

、
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
を

、
現

在
の

「
ア

ナ
ロ

グ
電

話
」
と

共
に

、

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
提

供
さ

れ
る

オ
プ

シ
ョ

ン
と

し
て

位
置

づ
け

る
こ

と
が

適
切

で
あ

り
、

そ
の

た
め

に
、

品
質

等
の

技
術

基

準
の

設
定

に
つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

【
意

見
内

容
】 

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

サ
ー

ビ
ス

収
支

は
、

2
0
15

年
度

に
お

い
て

約
8
0
0

億
円

(N
T
T

東
西

計
)の

赤
字

と
な

っ
て

お
り

、
「
固

定
電

話
」
市

場
が

縮
小

を
続

け
る

中
、

こ
の

よ
う

な
大

幅
な

赤
字

を
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
西

の
み

の
負

担
で

賄
っ

て
い

こ
う

と
し

て
も

、
い

ず
れ

限
界

が
く
る

も
の

と
考

え

ま
す

。
 

こ
う

し
た

状
況

を
踏

ま
え

る
と

、
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
サ

ー
ビ

ス
制

度
の

在
り

方
に

つ
い

て
は

中
長

期
的

に
は

重
要

な
課

題
で

す
が

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ

か
ら

ＩＰ
網

へ
の

移
行

準
備

等
に

要
す

る
期

間
を

考
慮

す
る

と
、

ま
ず

は
メ

タ
ル

の
「
固

定
電

話
」
を

円
滑

に
ＩＰ

網
へ

移
行

さ
せ

て
い

く
た

め
の

諸
課

題
を

整
理

し
て

い
く
こ

と
が

先
決

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

そ
の

上
で

、
将

来
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

サ
ー

ビ
ス

の
在

り
方

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
技

術
革

新
や

市
場

環
境

の
変

化
を

踏
ま

え
た

上
で

、
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ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
の

「
音

声
通

話
」
の

在
り

方
の

議
論

を
技

術
中

立
的

か
つ

経
済

合
理

的
な

観
点

か
ら

行
い

、
国

民
的

な

コ
ン

セ
ン

サ
ス

を
得

な
が

ら
慎

重
に

進
め

て
い

く
こ

と
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

 

３
．

固
定

電
話

サ
ー

ビ
ス

の

信
頼

性
・
品

質
、

提
供

エ

リ
ア

、
料

金
水

準
の

確

保
 

１
４

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

３
．

 
３

 
 利

用
者

料
金

規
制

の
在

り
方

 

３
．

 
３

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

な
お

、
光

ＩＰ
電

話
に

つ
い

て
は

、
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

（
Ｆ

Ｔ
Ｔ

Ｈ
）
契

約
に

重
畳

し
て

提
供

さ
れ

る
サ

ー
ビ

ス
で

あ
り

、
光

ＩＰ
電

話
に

つ
い

て
プ

ラ
イ

ス
キ

ャ
ッ

プ
規

制
を

課
す

場
合

に
は

、
サ

ー
ビ

ス
の

ベ
ー

ス
と

な
っ

て
い

る
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

（
Ｆ

Ｔ
Ｔ

Ｈ
）
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
も

特
定

電
気

通
信

役
務

の
対

象
と

し
て

プ
ラ

イ
ス

キ
ャ

ッ
プ

規
制

を
課

す
必

要
が

あ
る

か
、

あ
わ

せ
て

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
 

【
意

見
内

容
】 

プ
ラ

イ
ス

キ
ャ

ッ
プ

規
制

は
、

競
争

原
理

が
機

能
し

に
く
い

市
場

に
お

け
る

料
金

規
制

で
あ

り
、

現
に

市
場

競
争

下
で

価
格

が
決

定
さ

れ

て
い

る
光

ＩＰ
電

話
や

光
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

サ
ー

ビ
ス

に
本

規
制

を
導

入
す

る
必

要
は

な
い

も
の

と
考

え
ま

す
。

 

４
．

移
行

に
伴

い
終

了
す

る

サ
ー

ビ
ス

等
に

関
す

る

利
用

者
利

益
の

保
護

 

１
８

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

４
．

 
１

 
 移

行
に

伴
い

終
了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等
の

扱
い

 

４
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

（
１

）
ＩＮ

Ｓ
ネ

ッ
ト

（
デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

モ
ー

ド
）
の

終
了

に
伴

う
対

応
 

～
（
中

略
）～

 

①
 
代

替
案

等
の

提
供

条
件

の
検

証
 

・
 
各

代
替

案
が

有
す

る
品

質
・
コ

ス
ト

等
の

課
題

に
対

し
、

継
続

的
に

、
利

用
者

か
ら

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
改

善
策

の
検

討
を

行

い
随

時
改

善
を

図
る

こ
と

。
 

・
 
現

在
検

討
中

と
さ

れ
て

い
る

補
完

策
に

係
る

提
供

条
件

を
早

期
に

確
定

・
公

表
す

る
こ

と
。

そ
の

際
、

補
完

策
の

利
用

希
望

者
に

お
け

る
追

加
負

担
が

可
能

な
限

り
か

か
ら

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

②
 
補

完
策

等
の

検
証

環
境

の
提

供
 

・
 
検

証
環

境
の

利
用

希
望

状
況

や
利

用
見

込
み

、
検

証
実

施
状

況
を

継
続

的
に

把
握

し
、

現
在

の
検

証
環

境
で

対
応

可
能

で
あ

る

か
随

時
確

認
す

る
こ

と
。

 

・
 
検

証
実

施
場

所
・
時

間
の

拡
大

を
含

め
、

必
要

に
応

じ
て

検
証

環
境

に
お

け
る

利
便

性
向

上
策

を
積

極
的

・
継

続
的

に
検

討
・
実

施
す

る
こ

と
。
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③
 
サ

ー
ビ

ス
終

了
時

期
・移

行
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
作

成
 

・
 
サ

ー
ビ

ス
終

了
時

期
の

早
期

公
表

に
加

え
、

各
利

用
業

界
と

の
調

整
・
連

携
予

定
等

を
含

む
よ

り
具

体
的

な
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

早

期
公

表
を

行
う

こ
と

。
 

・
 
他

事
業

者
や

利
用

団
体

・
企

業
に

お
け

る
サ

ー
ビ

ス
利

用
実

態
の

把
握

を
行

い
、

移
行

に
関

し
て

は
こ

れ
ら

の
者

と
早

期
に

調

整
・
連

携
を

図
り

つ
つ

、
業

界
横

断
的

な
対

応
を

図
る

こ
と

。
 

【
意

見
内

容
】 

当
社

は
、

一
次

答
申

（
案

）
に

お
い

て
示

さ
れ

た
「
Ｎ

Ｔ
Ｔ

に
お

い
て

引
き

続
き

ＩＮ
Ｓ

ネ
ッ

ト
（
デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

モ
ー

ド
）
の

終
了

に
関

す
る

調

整
を

進
め

て
い

く
に

あ
た

り
Ｎ

Ｔ
Ｔ

が
留

意
す

べ
き

点
」
を

踏
ま

え
て

、
引

き
続

き
利

用
者

・
関

係
団

体
等

へ
丁

寧
に

対
応

し
て

い
く
考

え
で

あ
り

、
そ

う
し

た
方

々
か

ら
の

ご
意

見
や

ア
ド

バ
イ

ス
等

を
い

た
だ

き
な

が
ら

対
応

を
充

実
し

て
い

く
考

え
で

す
。

 

ＩＮ
Ｓ

ネ
ッ

ト
（
デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

モ
ー

ド
）
終

了
後

の
補

完
策

（メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

上
の

デ
ー

タ
通

信
）
に

つ
い

て
は

、
検

証
環

境
を

2
01

6
年

9

月
よ

り
用

意
し

、
こ

れ
ま

で
既

に
2
0

以
上

の
関

係
団

体
・ベ

ン
ダ

ー
等

に
ご

利
用

い
た

だ
き

、
ＩＳ

Ｄ
Ｎ

専
用

端
末

を
取

り
替

え
る

こ
と

な
く

補
完

策
を

ご
利

用
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
検

証
実

施
状

況
を

継
続

的
に

把
握

す
る

こ
と

で
、

必
要

に
応

じ
て

検
証

環
境

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
今

後
さ

ら
に

進
め

る
検

証
の

結
果

を
踏

ま
え

て
、

今
年

度
内

に
補

完
策

の
提

供
可

否
に

つ
い

て

公
表

す
る

考
え

で
す

。
 

さ
ら

に
、

ＩＮ
Ｓ

ネ
ッ

ト
（
デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

モ
ー

ド
）
の

終
了

時
期

の
後

ろ
倒

し
を

含
め

た
具

体
的

な
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て
も

、
ＩＰ

網
へ

の
移

行
方

法
や

移
行

時
期

に
関

す
る

事
業

者
間

で
の

検
討

を
踏

ま
え

、
可

能
な

限
り

早
い

時
期

に
明

ら
か

に
し

て
い

く
考

え
で

す
。

 

４
．

移
行

に
伴

い
終

了
す

る

サ
ー

ビ
ス

等
に

関
す

る

利
用

者
利

益
の

保
護

 

１
８

頁
，

 

１
９

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

４
．

 
１

 
 移

行
に

伴
い

終
了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等
の

扱
い

 

４
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

④
 
周

知
・移

行
促

進
に

向
け

た
対

応
 

・
 
利

用
者

に
加

え
、

 
関

係
団

体
・
企

業
等

を
含

む
利

用
者

以
外

の
者

へ
の

一
般

的
な

周
知

を
実

施
す

る
こ

と
。

 

・
 
周

知
の

際
は

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
か

ら
ＩＰ

網
へ

の
移

行
に

便
乗

し
た

消
費

者
被

害
を

防
止

す
る

た
め

の
注

意
喚

起
は

、
国

民
生

活
セ

ン
タ

ー
等

の
協

力
を

得
つ

つ
、

多
様

な
手

法
を

活
用

し
て

実
施

す
る

こ
と

。
 

⑤
 
Ｎ

Ｔ
Ｔ

の
体

制
整

備
 

・
 
各

部
門

の
進

捗
管

理
や

統
一

的
指

針
の

策
定

等
に

係
る

責
任

体
制

の
明

確
化

を
図

る
こ

と
。

 

・
 
多

様
な

利
用

者
側

の
状

況
（
利

用
者

規
模

等
）
に

合
わ

せ
て

適
切

な
対

応
を

行
う

窓
口

体
制

の
整

備
と

当
該

体
制

に
係

る
情

報
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提
供

を
図

る
こ

と
。

 

⑥
 
そ

の
他

各
利

用
業

界
と

の
調

整
 

・
 
各

関
係

団
体

・
企

業
か

ら
の

意
見

・
要

望
等

を
踏

ま
え

、
利

用
用

途
ご

と
に

考
え

ら
れ

る
課

題
等

に
対

し
て

丁
寧

に
対

応
す

る
こ

と
。

 

【
意

見
内

容
】 

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

マ
イ

グ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
便

乗
し

た
悪

質
販

売
勧

誘
等

に
よ

る
消

費
者

被
害

の
発

生
防

止
に

向
け

て
は

、
国

民
生

活
セ

ン
タ

ー
様

及
び

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

様
と

の
連

携
を

深
め

た
い

と
考

え
て

お
り

、
当

社
は

本
年

1
月

よ
り

順
次

、
各

セ
ン

タ
ー

様
に

対
し

て
、

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

マ
イ

グ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
背

景
や

当
社

の
考

え
方

等
に

関
す

る
説

明
を

始
め

て
お

り
ま

す
。

今
後

、
悪

質
販

売
勧

誘
等

が
発

生
し

た
場

合
に

は
、

発
生

状
況

や
手

口
等

に
つ

い
て

当
社

の
お

客
さ

ま
相

談
セ

ン
タ

ー
に

も
ご

連
絡

い
た

だ
く
よ

う
、

お
願

い
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
 

今
後

も
引

き
続

き
、

各
セ

ン
タ

ー
様

か
ら

の
ご

意
見

や
ア

ド
バ

イ
ス

等
を

踏
ま

え
つ

つ
、

お
客

様
に

特
に

注
意

し
て

い
た

だ
き

た
い

点
等

に

つ
い

て
、

当
社

か
ら

お
客

様
に

分
か

り
や

す
く
お

伝
え

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

 

当
社

と
し

て
は

、
対

応
に

あ
た

っ
て

、
既

に
全

社
横

断
的

な
連

携
体

制
を

構
築

し
て

お
り

ま
す

が
、

今
後

、
大

規
模

法
人

・
中

小
企

業
・
個

人
の

お
客

様
等

、
そ

れ
ぞ

れ
の

お
客

様
に

合
わ

せ
た

問
合

せ
窓

口
を

設
置

す
る

こ
と

で
、

お
客

様
側

の
様

々
な

状
況

に
合

わ
せ

た
適

切

な
対

応
を

実
施

し
て

い
く
考

え
で

す
。

 

４
．

移
行

に
伴

い
終

了
す

る

サ
ー

ビ
ス

等
に

関
す

る

利
用

者
利

益
の

保
護

 

２
１

頁
，

 

２
２

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

４
．

 
１

 
 移

行
に

伴
い

終
了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等
の

扱
い

 

４
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

Ⅱ
．

ル
ー

ル
化

の
対

象
・内

容
 

～
（
中

略
）～

 

①
 
ル

ー
ル

の
対

象
 

代
替

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
状

況
や

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
用

い
ら

れ
る

電
気

通
信

設
備

の
性

質
に

鑑
み

、
利

用
者

の
利

益
の

保
護

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
サ

ー
ビ

ス
（
例

え
ば

、
指

定
電

気
通

信
役

務
）
に

影
響

が
生

じ
る

場
合

に
つ

い
て

特
に

ル
ー

ル
化

を
図

る
必

要
性

が
高

い
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

ま
ず

は
そ

の
よ

う
な

場
合

を
対

象
と

し
て

検
討

す
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。
 

②
 
ル

ー
ル

の
内

容
 

～
（
中

略
）～

 

（
ア

）
 
代

替
サ

ー
ビ

ス
の

確
保

等
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現
在

は
、

代
替

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

係
る

規
律

が
な

い
こ

と
か

ら
、

サ
ー

ビ
ス

を
終

了
し

よ
う

と
す

る
電

気
通

信
事

業
者

が
以

下
の

取
組

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
事

前
に

総
務

省
が

確
認

す
る

と
も

に
、

当
該

電
気

通
信

事
業

者
が

継
続

的
に

そ
の

提
供

条

件
の

見
直

し
を

検
討

し
、

随
時

改
善

を
図

る
こ

と
 

・
 
利

用
者

に
対

す
る

品
質

・
コ

ス
ト

等
の

面
で

実
質

的
に

支
障

な
く
利

用
可

能
な

代
替

サ
ー

ビ
ス

の
提

案
・提

供
 

・
 
既

存
サ

ー
ビ

ス
と

代
替

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
条

件
の

差
に

関
す

る
分

か
り

や
す

い
情

報
提

供
 

【
意

見
内

容
】 

サ
ー

ビ
ス

の
終

了
は

、
経

済
性

等
の

観
点

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

継
続

が
困

難
で

あ
る

た
め

に
実

施
す

る
も

の
で

す
。

 

「
他

の
事

業
者

に
よ

っ
て

十
分

に
提

供
さ

れ
な

い
よ

う
な

電
気

通
信

サ
ー

ビ
ス

を
終

了
し

よ
う

と
す

る
場

合
の

ル
ー

ル
」
の

検
討

に
あ

た
っ

て
、

そ
の

対
象

サ
ー

ビ
ス

が
あ

ま
り

に
も

広
が

り
過

ぎ
た

り
、

代
替

サ
ー

ビ
ス

に
対

し
て

従
前

の
サ

ー
ビ

ス
と

品
質

・
コ

ス
ト

等
の

面
で

同

等
の

仕
様

の
も

の
を

求
め

る
等

、
そ

の
対

象
サ

ー
ビ

ス
や

内
容

が
厳

格
に

な
り

す
ぎ

る
と

、
実

質
的

に
事

業
者

の
退

出
の

自
由

が
制

限

さ
れ

、
事

業
展

開
を

妨
げ

る
こ

と
に

も
な

り
か

ね
ま

せ
ん

。
 

し
た

が
っ

て
、

ル
ー

ル
化

の
対

象
は

、
利

用
者

が
多

く
影

響
が

大
き

い
も

の
で

あ
っ

て
、

他
の

電
気

通
信

事
業

者
等

を
含

め
て

代
替

サ
ー

ビ
ス

が
十

分
に

提
供

さ
れ

て
い

な
い

も
の

に
限

定
し

、
代

替
サ

ー
ビ

ス
の

確
保

に
つ

い
て

も
事

業
者

が
柔

軟
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
ま

す
。

 

な
お

、
ル

ー
ル

化
の

対
象

を
検

討
す

る
際

に
着

目
す

べ
き

は
、

あ
く
ま

で
も

お
客

様
へ

の
影

響
や

実
際

の
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
で

あ
っ

て
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
用

い
ら

れ
る

電
気

通
信

設
備

の
性

質
に

着
目

す
る

必
要

は
な

い
と

考
え

ま
す

。
 

４
．

移
行

に
伴

い
終

了
す

る

サ
ー

ビ
ス

等
に

関
す

る

利
用

者
利

益
の

保
護

 

２
２

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

４
．

 
１

 
 移

行
に

伴
い

終
了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等
の

扱
い

 

４
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

（
ウ

）
 他

事
業

者
へ

の
対

応
 

第
一

種
指

定
電

気
通

信
設

備
に

係
る

接
続

機
能

の
終

了
は

、
接

続
事

業
者

が
当

該
接

続
機

能
を

利
用

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
者

に
も

重
大

な
影

響
を

及
ぼ

す
こ

と
に

な
る

。
そ

の
た

め
、

第
一

種
指

定
電

気
通

信
設

備
に

係
る

接
続

機
能

の
終

了
に

伴
っ

て
接

続

約
款

が
変

更
さ

れ
る

場
合

に
は

、
以

下
の

対
応

が
求

め
ら

れ
る

こ
と

 

・
 
当

該
接

続
約

款
の

変
更

に
係

る
認

可
の

要
件

の
一

つ
と

し
て

、
第

一
種

指
定

電
気

通
信

設
備

設
置

事
業

者
は

他
事

業
者

に
対

し
て

十
分

な
周

知
期

間
を

確
保

す
る

こ
と

が
明

示
さ

れ
る

こ
と

 

・
 
第

一
種

指
定

電
気

通
信

設
備

設
置

事
業

者
に

お
い

て
は

、
終

了
に

係
る

機
能

の
代

替
措

置
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

提
案

を
行

う
な
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ど
の

対
応

を
接

続
事

業
者

に
対

し
て

行
う

こ
と

が
望

ま
れ

る
こ

と
 

【
意

見
内

容
】 

第
一

種
指

定
電

気
通

信
設

備
に

係
る

接
続

機
能

の
終

了
に

あ
た

っ
て

は
、

こ
れ

ま
で

も
終

了
に

係
る

接
続

約
款

の
変

更
手

続
き

前
か

ら
、

当
該

機
能

を
利

用
す

る
事

業
者

と
の

間
で

新
規

受
付

停
止

時
期

や
移

行
方

法
等

に
関

す
る

事
前

協
議

を
綿

密
に

行
い

、
当

該
事

業
者

の
対

応
期

間
を

十
分

に
確

保
す

る
と

と
も

に
、

ご
要

望
い

た
だ

け
れ

ば
代

替
機

能
等

の
提

案
を

行
う

等
、

機
能

終
了

に
向

け
て

丁

寧
に

対
応

し
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
今

後
も

同
様

の
対

応
を

実
施

し
て

い
く
考

え
で

す
。

こ
の

よ
う

に
特

段
問

題
が

生
じ

て
い

な
い

中
、

接

続
機

能
の

終
了

に
つ

い
て

接
続

約
款

の
変

更
に

係
る

新
た

な
認

可
要

件
を

設
け

る
と

い
っ

た
事

前
規

制
を

強
化

す
る

必
要

は
な

い
と

考

え
ま

す
。

 

ま
た

、
機

能
終

了
に

あ
た

っ
て

は
、

ご
要

望
が

あ
れ

ば
、

当
社

は
で

き
る

限
り

代
替

措
置

を
検

討
し

て
い

く
考

え
で

す
が

、
技

術
の

変
化

や
経

済
性

の
観

点
か

ら
、

当
該

機
能

を
完

全
に

代
替

で
き

る
よ

う
な

措
置

を
講

じ
る

こ
と

が
で

き
な

い
ま

ま
、

当
該

機
能

を
廃

止
せ

ざ
る

を
得

な
い

場
合

が
あ

る
こ

と
も

想
定

さ
れ

ま
す

。
こ

う
し

た
ケ

ー
ス

ま
で

、
「
代

替
性

」
を

厳
格

に
解

釈
す

る
こ

と
で

、
実

質
的

に
事

業
者

の

退
出

の
自

由
が

制
限

さ
れ

る
こ

と
が

な
い

よ
う

留
意

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
ま

す
。

 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル

の
整

備
 

２
３

頁
，

 

２
４

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

５
．

 
１

 
 Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
位

置
づ

け
 

５
．

 
１

．
 

１
 
 
現

状
と

ＩＰ
網

へ
の

移
行

等
に

伴
う

課
題

 

～
（
中

略
）～

 

現
行

制
度

上
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
は

、
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
性

を
有

す
る

ア
ク

セ
ス

回
線

（
光

回
線

）
と

一
体

と
し

て
設

置
さ

れ
る

設
備

で
あ

り
、

当
該

設
備

と

の
接

続
が

、
他

の
電

気
通

信
事

業
者

の
事

業
展

開
上

不
可

欠
で

あ
っ

て
、

ま
た

、
利

用
者

利
便

の
確

保
の

観
点

か
ら

も
不

可
欠

で
あ

る

こ
と

か
ら

、
「
加

入
者

回
線

及
び

こ
れ

と
一

体
と

し
て

設
置

さ
れ

る
設

備
で

あ
っ

て
、

他
の

電
気

通
信

事
業

者
と

の
接

続
が

利
用

者
の

利

便
の

向
上

及
び

電
気

通
信

の
総

合
的

か
つ

合
理

的
な

発
達

に
欠

く
こ

と
が

で
き

な
い

電
気

通
信

設
備

」
と

し
て

、
総

務
大

臣
に

よ
り

第
一

種
指

定
電

気
通

信
設

備
に

指
定

さ
れ

て
い

る
。

 

Ｎ
Ｇ

Ｎ
に

つ
い

て
は

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
か

ら
ＩＰ

網
へ

の
移

行
が

進
展

す
る

中
で

、
我

が
国

に
お

け
る

基
幹

的
な

通
信

網
と

し
て

の
性

格
を

強
め

る

こ
と

に
な

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

競
争

事
業

者
が

Ｎ
Ｇ

Ｎ
を

利
用

し
て

創
意

工
夫

を
活

か
し

た
多

様
な

サ
ー

ビ
ス

を
遅

滞
な

く
提

供

す
る

こ
と

が
可

能
な

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
は

、
公

正
競

争
の

確
保

や
利

用
者

利
便

の
向

上
を

図
る

観
点

か
ら

重
要

で
あ

る
。

 

～
（
中

略
）～

 

５
．

 
１

．
 

２
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

以
下

の
点

な
ど

を
踏

ま
え

る
と

、
今

後
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

重
要

性
・
基

幹
的

役
割

が
一

層
強

ま
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
こ

う
し

た
状

況
に

即
し

た
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競
争

環
境

の
確

保
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

・
 
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

に
向

け
て

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
日

本
・
西

日
本

の
光

回
線

に
加

え
て

メ
タ

ル
回

線
に

つ
い

て
も

Ｎ
Ｇ

Ｎ
に

収
容

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
は

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

性
を

有
す

る
メ

タ
ル

回
線

及
び

光
回

線
と

一
体

と
し

て
設

置
さ

れ
る

設
備

と
し

て
の

性
格

を
強

め
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
へ

の
他

事
業

者
の

依
存

性
は

強
ま

る
こ

と
 

・
 
ま

た
、

他
事

業
者

は
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

の
光

回
線

の
卸

売
サ

ー
ビ

ス
（
光

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

モ
デ

ル
）
等

を
利

用
し

た
事

業
展

開
を

進
め

て
お

り
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

の
光

回
線

の
契

約
数

に
占

め
る

サ
ー

ビ
ス

卸
の

契
約

数
の

比
率

は
2
0
16

 
年

９
月

末
時

点
で

3
5
%程

度
ま

で
増

加
し

て
い

る
こ

と
 

【
意

見
内

容
】 

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

位
置

づ
け

に
つ

い
て

、
当

社
と

し
て

は
、

以
下

の
観

点
か

ら
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
に

は
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
性

が
な

く
、

第
一

種
指

定
電

気
通

信
設

備
規

制
の

対
象

か
ら

除
外

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
て

お
り

、
固

定
電

話
を

い
か

に
維

持
し

て
い

く
か

と
い

う
今

回
の

メ
イ

ン
テ

ー
マ

に

関
す

る
議

論
と

は
切

り
離

し
て

、
別

途
し

っ
か

り
し

た
議

論
・検

討
を

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

ま
す

。
 

①
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

市
場

に
お

い
て

は
、

他
事

業
者

は
、

ル
ー

タ
・
Ｓ

ＩＰ
サ

ー
バ

等
の

局
内

装
置

を
自

ら
設

置
し

、
ア

ク
セ

ス
回

線
も

自
ら

敷
設

、
あ

る
い

は
当

社
が

オ
ー

プ
ン

化
し

て
提

供
す

る
ダ

ー
ク

フ
ァ

イ
バ

等
を

利
用

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
独

自
の

ＩＰ
通

信
網

を
構

築
し

て

お
り

、
他

の
電

気
通

信
事

業
者

の
事

業
展

開
上

不
可

欠
な

も
の

と
は

な
っ

て
い

な
い

こ
と

 

②
ア

ク
セ

ス
回

線
の

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

性
に

起
因

す
る

影
響

は
ダ

ー
ク

フ
ァ

イ
バ

等
の

ア
ク

セ
ス

回
線

の
オ

ー
プ

ン
化

に
よ

り
Ｎ

Ｇ
Ｎ

と
は

遮

断
さ

れ
て

い
る

こ
と

 

③
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

を
含

む
各

社
の

ＩＰ
網

は
原

則
二

者
間

の
直

接
接

続
と

な
り

、
お

互
い

に
対

等
な

関
係

で
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

繋
ぎ

合
う

こ
と

と
な

る
た

め
、

ＩＰ
網

へ
の

移
行

後
に

よ
り

メ
タ

ル
回

線
が

Ｎ
Ｇ

Ｎ
に

収
容

さ
れ

る
こ

と
に

な
っ

て
も

、
「Ｎ

Ｇ
Ｎ

へ
の

他
事

業

者
の

依
存

性
は

強
ま

る
」
こ

と
に

は
な

ら
な

い
こ

と
 

④
諸

外
国

を
見

て
も

、
ＩＰ

網
に

厳
し

い
接

続
規

制
を

課
し

て
い

る
例

は
な

い
こ

と
 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル

の
整

備
 

２
７

頁
，

 

２
８

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

５
．

 
２

 
 Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
競

争
環

境
整

備
 

５
．

 
２

．
 

２
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

（
１

）
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
接

続
約

款
メ

ニ
ュ

ー
の

見
直

し
 

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

か
ら

ＩＰ
網

へ
の

移
行

に
あ

た
り

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
基

幹
的

な
通

信
網

と
し

て
の

性
格

が
一

層
強

ま
る

こ
と

を
踏

ま
え

る
と

、
円

滑
な

移
行

を
進

め
る

た
め

に
、

Ｐ
Ｏ

Ｉの
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

は
、

音
声

接
続

に
お

け
る

必
要

性
を

考
慮

し
て

、
現

在
設

定
さ

れ
て

い
る

容
量

の
み

な
ら

ず
、

よ
り

小
容

量
の

、
例

え
ば

「
1
Ｇ

ｂ
ｐ
ｓ
」
や

「
1
00

Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
」
と

い
っ

た
メ

ニ
ュ

ー
が

必
要

と
な

る
。
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Ｐ
Ｏ

Ｉの
設

置
場

所
・
箇

所
数

に
つ

い
て

は
、

「
電

話
を

繋
ぐ

機
能

等
Ｗ

Ｇ
と

り
ま

と
め

」
の

考
え

方
に

基
づ

き
、

多
様

な
通

信
形

態
に

柔
軟

に
対

応
す

る
観

点
か

ら
更

な
る

Ｐ
Ｏ

Ｉの
設

置
は

排
除

さ
れ

な
い

よ
う

に
す

べ
き

で
あ

り
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

は
要

望
が

あ
れ

ば
接

続

ル
ー

ル
に

基
づ

き
Ｐ

Ｏ
Ｉの

追
加

に
つ

い
て

協
議

に
応

じ
る

必
要

が
あ

る
。

 

（
２

）
接

続
協

議
の

円
滑

化
及

び
Ｎ

Ｇ
Ｎ

に
関

す
る

情
報

開
示

の
充

実
等

 

競
争

事
業

者
か

ら
ア

ン
バ

ン
ド

ル
に

つ
い

て
の

「
具

体
的

な
要

望
」
が

ア
ン

バ
ン

ド
ル

の
要

件
で

あ
る

と
し

て
、

競
争

事
業

者
に

要
望

す
る

ア
ン

バ
ン

ド
ル

の
形

態
の

詳
細

に
つ

い
て

立
証

責
任

を
負

わ
せ

、
こ

れ
が

十
分

説
明

さ
れ

な
い

限
り

ア
ン

バ
ン

ド
ル

が
必

要
な

い
と

解
さ

れ
る

と
、

ア
ン

バ
ン

ド
ル

を
不

必
要

に
制

約
す

る
こ

と
に

な
り

か
ね

な
い

。
機

能
の

ア
ン

バ
ン

ド
ル

の
要

否
に

つ
い

て
は

、
円

滑
な

接
続

を

確
保

す
る

観
点

か
ら

、
接

続
を

請
求

す
る

事
業

者
の

要
望

を
基

礎
と

し
て

、
第

一
種

指
定

電
気

通
信

設
備

設
置

事
業

者
に

十
分

な
情

報

開
示

を
求

め
つ

つ
、

総
合

的
に

判
断

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
 

【
意

見
内

容
】 

ＩＰ
-
ＩＰ

接
続

に
お

け
る

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
に

つ
い

て
は

、
音

声
接

続
に

お
け

る
必

要
性

を
考

慮
し

、
よ

り
小

容
量

の
メ

ニ
ュ

ー
を

提
供

し
て

い
く
考

え
で

す
。

 

ま
た

、
Ｐ

Ｏ
Ｉの

設
置

場
所

・
箇

所
数

に
つ

い
て

も
同

様
に

、
「電

話
を

繋
ぐ

機
能

等
Ｗ

Ｇ
と

り
ま

と
め

」
の

考
え

方
に

基
づ

き
、

適
切

に
対

応

し
て

い
く
考

え
で

す
。

 

当
社

と
し

て
は

、
接

続
事

業
者

か
ら

の
新

た
な

ア
ン

バ
ン

ド
ル

要
望

に
つ

い
て

は
、

今
後

と
も

十
分

な
情

報
開

示
を

行
い

つ
つ

丁
寧

に
対

応
を

行
う

こ
と

で
、

円
滑

な
接

続
の

確
保

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

 

し
か

し
な

が
ら

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

で
は

、
電

話
網

と
異

な
り

複
数

の
サ

ー
ビ

ス
間

で
帯

域
や

処
理

能
力

と
い

っ
た

リ
ソ

ー
ス

を
共

用
し

、
Ｓ

ＩＰ
サ

ー
バ

等
に

よ
る

帯
域

確
保

や
優

先
制

御
の

実
現

等
の

工
夫

を
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

様
々

な
サ

ー
ビ

ス
を

統
合

的
に

提
供

し
て

お
り

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

を

ど
の

よ
う

に
ど

の
程

度
利

用
す

る
か

等
に

よ
っ

て
は

、
当

社
、

卸
先

事
業

者
、

既
存

接
続

事
業

者
の

サ
ー

ビ
ス

の
品

質
や

他
の

お
客

様

の
通

信
に

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
 

そ
の

た
め

、
新

た
な

ア
ン

バ
ン

ド
ル

要
望

へ
の

対
応

に
あ

た
っ

て
は

、
当

社
も

情
報

開
示

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
が

、
接

続
事

業
者

に
お

い
て

も
、

要
望

す
る

Ｎ
Ｇ

Ｎ
と

の
接

続
形

態
、

利
用

す
る

機
能

、
需

要
と

い
っ

た
具

体
的

な
要

件
を

お
示

し
い

た
だ

き
、

そ
の

上
で

接
続

可

否
や

利
用

条
件

、
ご

負
担

い
た

だ
く
費

用
等

に
つ

い
て

、
個

々
の

ご
要

望
毎

に
丁

寧
に

検
討

を
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

ご
留

意
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

ま
す

。
 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル

の
整

備
 

２
８

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

５
．

 
２

 
 Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
競

争
環

境
整

備
 

５
．

 
２

．
 

２
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 
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～
（
中

略
）～

 

ま
た

、
そ

の
情

報
開

示
の

在
り

方
に

つ
い

て
は

、
2
0
1
6 

年
11

 
月

の
情

報
通

信
行

政
・
郵

政
行

政
審

議
会

（
情

郵
審

）答
申

別
添

の
「第

一
種

指
定

電
気

通
信

設
備

接
続

料
規

則
の

一
部

を
改

正
す

る
省

令
案

に
対

す
る

意
見

及
び

そ
の

考
え

方
」
に

お
け

る
考

え
方

３
に

お
い

て
、

次
の

と
お

り
示

さ
れ

て
お

り
、

開
示

さ
れ

る
べ

き
情

報
の

範
囲

等
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
事

業
者

間
で

行
わ

れ
た

協
議

に
お

け
る

議
論

等
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
今

後
検

討
が

行
わ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

  

～
（
中

略
）～

 

ル
ー

タ
、

Ｓ
ＩＰ

サ
ー

バ
等

の
設

備
に

つ
い

て
も

「
網

機
能

提
供

計
画

」
の

届
出

対
象

に
追

加
し

て
、

ル
ー

タ
、

Ｓ
ＩＰ

サ
ー

バ
等

の
設

備
の

機
能

の
変

更
又

は
追

加
に

関
す

る
計

画
が

公
表

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
 

【
意

見
内

容
】 

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

情
報

開
示

に
つ

い
て

は
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

サ
ー

ビ
ス

開
始

以
前

か
ら

Ｎ
Ｎ

Ｉ/
Ｓ

Ｎ
Ｉ/

Ｕ
Ｎ

Ｉの
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

条
件

（
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

仕

様
、

通
信

プ
ロ

ト
コ

ル
、

品
質

規
定

条
件

（
転

送
品

質
ク

ラ
ス

等
）
、

接
続

形
態

等
）
を

開
示

し
、

他
事

業
者

か
ら

の
ご

意
見

を
伺

う
と

と
も

に
、

1
年

間
の

ト
ラ

イ
ア

ル
を

実
施

す
る

等
、

既
存

の
情

報
開

示
告

示
に

則
り

自
主

的
に

オ
ー

プ
ン

化
を

進
め

て
き

ま
し

た
。

ま
た

、
サ

ー

ビ
ス

開
始

後
も

、
新

た
な

網
機

能
（
優

先
ク

ラ
ス

を
利

用
し

た
ＩＰ

通
信

を
可

能
と

す
る

機
能

等
）
を

追
加

す
る

場
合

に
は

、
そ

の
都

度
必

要

な
情

報
開

示
を

実
施

し
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
今

般
の

「
優

先
パ

ケ
ッ

ト
識

別
機

能
」
及

び
「
優

先
パ

ケ
ッ

ト
ル

ー
テ

ィ
ン

グ
伝

送
機

能
」

（
以

下
、

優
先

転
送

機
能

）
の

提
供

に
お

い
て

も
、

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

殿
と

の
協

議
等

に
お

い
て

接
続

に
必

要
な

情
報

（
本

機
能

に
係

る
設

備

構
成

や
仕

組
み

、
接

続
料

の
概

算
額

等
）
に

つ
い

て
可

能
な

限
り

開
示

に
努

め
、

ま
た

、
接

続
事

業
者

の
ご

要
望

の
実

現
方

法
を

当
社

か
ら

進
ん

で
提

案
す

る
等

、
優

先
転

送
機

能
の

実
現

に
向

け
て

真
摯

に
対

応
し

て
き

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

に
、

接
続

事
業

者
が

当
社

利
用

部
門

と
同

様
の

サ
ー

ビ
ス

を
Ｎ

Ｇ
Ｎ

と
接

続
し

て
実

現
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る
情

報
を

開
示

し
て

き
た

と
こ

ろ
で

す
。

 

第
26

回
電

話
網

移
行

円
滑

化
委

員
会

（平
成

2
9

年
1

月
20

日
）に

お
い

て
、

優
先

転
送

機
能

に
係

る
接

続
協

議
の

経
緯

を
確

認
し

、

要
因

は
双

方
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
不

足
で

あ
り

、
ま

ず
は

そ
れ

を
解

消
す

る
た

め
の

環
境

整
備

が
重

要
と

の
認

識
が

示
さ

れ
ま

し

た
。

当
社

と
し

て
は

、
今

後
も

双
方

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

不
足

に
よ

る
行

き
違

い
等

に
よ

り
協

議
が

停
滞

す
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、

双
方

が
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
で

の
確

認
を

徹
底

す
る

等
、

円
滑

な
協

議
の

実
現

に
努

め
て

ま
い

り
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

一
次

答
申

（
案

）
で

は
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

オ
ー

プ
ン

化
に

向
け

た
情

報
開

示
促

進
の

一
環

と
し

て
、

ル
ー

タ
・
Ｓ

ＩＰ
サ

ー
バ

等
の

設
備

を
「
網

機
能

提
供

計
画

」
の

届
出

対
象

に
す

る
こ

と
が

提
起

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

「
網

機
能

提
供

計
画

」
は

、
新

た
な

機
能

の
開

発
着

手
の

原
則

2
0
0

日
以

上
前

に
総

務
省

に
届

出
し

、
事

業
者

か
ら

の
意

見
を

受
け

付
け

た
上

で
、

場
合

に
よ

っ
て

は
、

開
発

計
画

の
内

容
変

更
が

必
要

と

な
る

も
の

で
す

。
 

こ
う

し
た

厳
し

い
規

制
を

変
化

が
激

し
く
競

争
や

技
術

革
新

が
進

展
し

て
い

る
ＩＰ

系
サ

ー
ビ

ス
市

場
に

ま
で

広
げ

た
場

合
、

柔
軟

か
つ

機
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動
的

な
サ

ー
ビ

ス
提

供
に

支
障

が
生

じ
る

と
と

も
に

、
競

争
環

境
を

歪
め

利
用

者
利

便
を

損
な

い
か

ね
な

い
た

め
、

ル
ー

タ
・
Ｓ

ＩＰ
サ

ー

バ
等

の
設

備
を

「網
機

能
提

供
計

画
」
の

届
出

対
象

と
す

べ
き

で
は

な
い

と
考

え
ま

す
。

 

前
述

の
と

お
り

、
優

先
転

送
機

能
の

例
に

照
ら

し
て

み
る

と
、

課
題

は
事

業
者

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
不

足
が

原
因

で
あ

り
、

ま
ず

は

そ
れ

を
解

消
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
事

業
者

に
と

っ
て

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
情

報
開

示
が

不
足

し
て

い
る

の
か

等
、

必
ず

し
も

課
題

が
明

ら
か

に
な

っ
て

い
な

い
中

、
「
網

機
能

提
供

計
画

」
の

届
出

対
象

を
拡

充
す

る
こ

と
あ

り
き

で
議

論
を

進
め

る
の

で
は

な
く
、

ま
ず

は

事
業

者
間

協
議

の
実

態
を

踏
ま

え
た

課
題

の
抽

出
・
分

析
を

行
っ

た
上

で
、

事
前

開
示

が
必

要
な

情
報

と
協

議
を

通
じ

て
開

示
す

べ
き

情
報

の
仕

分
け

を
進

め
る

こ
と

か
ら

は
じ

め
、

そ
の

後
、

必
要

に
応

じ
て

現
在

の
情

報
開

示
ル

ー
ル

の
充

実
を

図
る

こ
と

に
よ

り
対

応
し

て
い

く
こ

と
が

適
切

と
考

え
ま

す
。

 

な
お

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
か

ら
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

は
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
を

含
む

各
社

の
ＩＰ

網
は

原
則

二
者

間
の

直
接

接
続

と
な

り
、

お
互

い
に

対
等

な
関

係

で
繋

ぎ
合

う
こ

と
と

な
る

た
め

、
ＩＰ

-
ＩＰ

接
続

へ
の

円
滑

な
移

行
の

た
め

に
は

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
情

報
開

示
だ

け
を

推
し

進
め

る
の

で
は

な
く
、

接

続
事

業
者

も
含

め
相

互
に

情
報

提
供

を
進

め
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル

の
整

備
 

２
８

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

５
．

 
２

 
 Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
競

争
環

境
整

備
 

５
．

 
２

．
 

２
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

ま
た

、
第

一
種

指
定

電
気

通
信

設
備

の
機

能
を

廃
止

す
る

計
画

に
つ

い
て

も
、

「
網

機
能

提
供

計
画

」
の

届
出

対
象

で
あ

る
こ

と
を

明
確

に
す

る
な

ど
、

接
続

事
業

者
へ

の
情

報
開

示
の

一
層

の
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

機
能

の
廃

止
に

あ
た

っ
て

は
、

こ
れ

ま
で

も
当

該
機

能
を

利
用

す
る

事
業

者
と

の
間

で
事

前
協

議
を

丁
寧

に
行

い
、

廃
止

・
移

行
に

係
る

接
続

事
業

者
の

対
応

期
間

を
十

分
に

確
保

し
て

き
て

お
り

、
機

能
を

廃
止

す
る

計
画

の
「
網

機
能

提
供

計
画

」
の

届
出

対
象

へ
の

追
加

は
不

要
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル

の
整

備
 

２
９

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

５
．

 
２

 
 Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
競

争
環

境
整

備
 

５
．

 
２

．
 

２
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

（
３

）
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
オ

ー
プ

ン
化

等
の

接
続

ル
ー

ル
の

検
討

 

～
（
中

略
）～
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こ
う

い
っ

た
検

討
に

加
え

て
、

ＩＰ
網

へ
の

移
行

の
段

階
を

踏
ま

え
た

接
続

制
度

に
関

し
て

、
接

続
料

の
設

定
単

位
（
従

量
制

・
定

額
制

）
も

含
め

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
か

ら
ＩＰ

網
へ

の
移

行
期

間
中

に
お

け
る

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

の
接

続
料

の
算

定
方

法
、

ＩＰ
網

へ
の

移
行

後
の

光
ＩＰ

電
話

と
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
の

接
続

料
の

算
定

方
法

等
の

ＩＰ
－

ＩＰ
接

続
の

接
続

料
算

定
の

在
り

方
に

つ
い

て
総

務
省

に
お

い
て

検
討

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

そ
の

際
、

移
行

期
間

中
に

お
け

る
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
に

係
る

接
続

料
算

定
の

在
り

方
に

つ
い

て
も

、
検

討
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

検
討

に

当
た

っ
て

は
、

音
声

通
信

に
係

る
接

続
料

算
定

の
対

象
と

す
べ

き
設

備
の

範
囲

等
に

つ
い

て
整

理
す

る
と

と
も

に
、

接
続

料
算

定
に

Ｌ
Ｒ

Ｉ

Ｃ
モ

デ
ル

を
適

用
す

る
場

合
に

は
、

引
き

続
き

、
接

続
料

原
価

に
お

け
る

非
効

率
性

の
排

除
を

図
り

、
接

続
料

算
定

の
対

象
と

す
る

サ
ー

ビ
ス

や
機

能
の

範
囲

に
つ

い
て

も
整

理
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

現
在

の
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
接

続
料

の
規

制
は

、
当

社
の

固
定

電
話

が
回

線
サ

ー
ビ

ス
の

ほ
と

ん
ど

を
占

め
、

他
事

業
者

は
そ

の
上

で
中

継
電

話

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
そ

の
料

金
を

競
い

合
う

と
い

っ
た

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

全
盛

の
時

代
を

前
提

と
し

た
も

の
で

す
。

 

一
方

、
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

は
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
を

含
む

各
社

の
ＩＰ

網
は

原
則

二
者

間
の

直
接

接
続

と
な

り
、

お
互

い
に

対
等

な
関

係
で

繋
ぎ

合

い
接

続
料

を
相

互
に

支
払

い
合

う
関

係
に

な
る

こ
と

か
ら

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
接

続
料

に
の

み
規

制
を

課
す

必
要

は
な

い
も

の
と

考
え

ま
す

。
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

の
接

続
料

に
つ

い
て

は
、

基
本

的
に

発
着

二
者

間
の

事
業

者
協

議
で

取
り

決
め

る
こ

と
と

し
、

万
が

一
問

題
が

生
じ

た

場
合

に
は

事
後

的
に

対
応

す
る

ル
ー

ル
へ

見
直

す
べ

き
と

考
え

ま
す

。
 

仮
に

、
当

社
の

ＩＰ
網

の
接

続
料

に
引

き
続

き
規

制
を

課
す

必
要

が
あ

る
と

し
て

も
、

上
述

の
と

お
り

、
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

は
、

二
者

間
が

対
等

な
関

係
で

直
接

接
続

す
る

こ
と

に
な

る
こ

と
か

ら
、

仮
想

的
な

モ
デ

ル
に

よ
り

実
際

に
か

か
っ

た
費

用
を

回
収

で
き

ず
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

西

の
み

に
過

度
な

負
担

を
強

い
る

長
期

増
分

費
用

方
式

に
つ

い
て

は
、

ＩＰ
網

へ
の

移
行

後
の

「
固

定
電

話
（
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
）
」
に

お
い

て

も
光

ＩＰ
電

話
に

お
い

て
も

、
採

用
す

べ
き

で
な

い
と

考
え

ま
す

。
 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル

の
整

備
 

３
４

頁
，

 

３
５

頁
，

 

３
６

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

５
．

 
３

 
 
 「

電
話

を
繋

ぐ
機

能
」
の

在
り

方
 

５
．

 
３

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

（
４

）
「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」に

係
る

通
信

施
設

・
通

信
設

備
 

～
（
中

略
）～

 

②
 
「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
内

の
設

備
構

成
（
技

術
基

準
の

考
え

方
） 

「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
内

に
設

置
さ

れ
る

通
信

設
備

に
つ

い
て

は
、

当
該

設
備

を
設

置
す

る
事

業
者

間
で

の
責

任
分

界
を

明
確

に
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し
た

上
で

、
原

則
と

し
て

設
置

主
体

に
よ

り
技

術
基

準
に

基
づ

く
維

持
・
管

理
・
運

用
が

行
わ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

 

事
業

者
間

で
協

議
さ

れ
た

「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
内

の
設

備
構

成
は

下
図

の
と

お
り

で
あ

り
、

ＩＰ
網

へ
の

移
行

後
に

お
け

る
各

事
業

者
の

通
信

設
備

は
、

「
『
Ｌ

２
ス

イ
ッ

チ
』
を

介
し

た
接

続
」
と

「
『
Ｌ

２
ス

イ
ッ

チ
』
を

介
さ

な
い

（
『
パ

ッ
チ

パ
ネ

ル
』
を

介
し

た
）
接

続
」
が

併

存
し

た
接

続
構

成
と

な
る

考
え

が
示

さ
れ

て
い

る
。

事
業

者
間

の
議

論
等

も
踏

ま
え

つ
つ

「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
内

で
複

数
の

事
業

者
が

利
用

す
る

通
信

施
設

や
通

信
設

備
（
Ｌ

２
ス

イ
ッ

チ
等

）
に

つ
い

て
は

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
日

本
・
西

日
本

に
よ

り
維

持
・
管

理
・
運

用
が

行

わ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
 

（
５

）
提

供
主

体
に

求
め

ら
れ

る
役

割
 

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

か
ら

ＩＰ
網

へ
の

移
行

後
に

お
い

て
は

「
電

話
を

繋
ぐ

機
能

」
が

全
て

の
利

用
者

に
電

話
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

る
た

め
の

基
盤

と
な

る
こ

と
か

ら
、

 

・
 
同

機
能

が
、

事
業

者
の

経
済

合
理

性
の

観
点

の
み

な
ら

ず
、

確
保

す
べ

き
利

用
者

利
益

を
十

分
に

勘
案

し
て

、
継

続
的

か
つ

安
定

的
に

提
供

さ
れ

る
こ

と
 

・
 
同

機
能

を
提

供
す

る
通

信
施

設
（
「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
等

）
及

び
同

施
設

に
設

置
す

る
通

信
設

備
（
ル

ー
タ

等
）
に

つ
い

て
は

、
適

正
性

・
公

平
性

・
透

明
性

が
確

保
さ

れ
た

料
金

そ
の

他
の

提
供

条
件

で
接

続
事

業
者

（
今

後
想

定
さ

れ
る

新
規

参
入

事
業

者
も

含

む
）
に

提
供

さ
れ

る
こ

と
 

・
 
同

機
能

を
提

供
す

る
通

信
施

設
（
「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
等

）
及

び
同

施
設

等
に

設
置

す
る

通
信

設
備

（
ル

ー
タ

や
Ｓ

ＩＰ
サ

ー
バ

等
）

に
つ

い
て

の
信

頼
性

等
が

十
分

に
確

保
さ

れ
る

よ
う

、
技

術
基

準
等

に
基

づ
く
維

持
・
管

理
・
運

用
が

な
さ

れ
る

こ
と

 

が
求

め
ら

れ
る

。
 

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

が
通

信
施

設
及

び
通

信
設

備
を

提
供

す
る

際
に

は
、

上
記

の
考

え
方

を
踏

ま
え

た
対

応
を

行
う

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 
 

（
６

）
そ

の
他

 

「
電

話
を

繋
ぐ

機
能

」
に

関
し

、
地

域
系

事
業

者
と

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

の
Ｎ

Ｇ
Ｎ

と
の

接
続

の
た

め
に

「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
内

に
設

置
さ

れ
る

通
信

設
備

の
責

任
主

体
の

あ
り

よ
う

、
コ

ス
ト

負
担

や
事

業
者

間
精

算
等

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

事
業

者
間

協
議

が
進

め
ら

れ
て

い
る

と
こ

ろ
、

事
業

者
間

で
は

接
続

ル
ー

ル
に

則
し

た
対

応
が

な
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

事
業

者
間

協
議

で
は

、
「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
内

の
事

業
者

間
接

続
は

、
「
『
共

用
Ｌ

２
ス

イ
ッ

チ
』
を

介
し

た
接

続
」
と

、
各

事
業

者
の

自

前
装

置
間

で
の

直
接

接
続

に
よ

る
「
『
共

用
Ｌ

２
ス

イ
ッ

チ
』
を

介
さ

な
い

（
『
パ

ッ
チ

パ
ネ

ル
』
を

介
し

た
）
接

続
」
の

両
形

態
が

あ
り

、
各

事

業
者

が
ど

ち
ら

か
を

任
意

選
択

す
る

こ
と

し
て

お
り

、
当

社
は

後
者

の
形

態
を

選
択

す
る

予
定

で
す

。
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い
ず

れ
の

形
態

に
お

い
て

も
、

「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
内

に
お

け
る

通
信

設
備

に
つ

い
て

は
、

現
行

の
当

社
接

続
約

款
に

定
め

る
コ

ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ル

ー
ル

に
則

り
、

各
事

業
者

が
構

築
・
設

置
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
ま

た
、

当
社

は
事

業
者

か
ら

要
望

が
あ

っ
た

場
合

に

は
、

建
設

請
負

／
保

守
受

託
と

い
っ

た
、

要
望

事
業

者
の

撤
退

等
に

よ
り

当
社

が
未

回
収

リ
ス

ク
を

負
う

こ
と

が
な

い
よ

う
、

そ
の

設
置

に

係
る

費
用

を
要

望
事

業
者

に
最

初
に

全
額

負
担

し
て

い
た

だ
け

る
方

法
に

よ
り

対
応

し
て

い
く
考

え
で

す
。

 

ま
た

、
音

声
伝

送
役

務
と

し
て

の
品

質
等

の
技

術
基

準
を

満
た

す
た

め
に

は
、

電
話

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
各

事
業

者
の

Ｓ
ＩＰ

に
よ

る

制
御

等
が

必
要

で
あ

り
、

仮
に

当
社

が
「
共

用
Ｌ

２
ス

イ
ッ

チ
」
を

建
設

請
負

／
保

守
受

託
す

る
と

い
っ

た
場

合
に

は
、

当
社

は
当

該
契

約

の
範

囲
内

で
の

責
任

は
し

っ
か

り
と

果
た

し
て

い
き

ま
す

が
、

音
声

伝
送

役
務

自
体

の
品

質
確

保
に

つ
い

て
は

、
電

話
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

各
事

業
者

が
一

義
的

に
は

責
任

を
負

う
べ

き
も

の
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル

の
整

備
 

３
７

頁
，

 

３
９

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

５
．

 
４

 
 
 Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
県

間
伝

送
路

の
役

割
 

５
．

 
４

．
 

１
 
 
 
現

状
と

ＩＰ
網

へ
の

移
行

等
に

伴
う

課
題

 

～
（
中

略
）～

 

競
争

事
業

者
が

Ｎ
Ｇ

Ｎ
を

利
用

し
て

品
質

保
証

型
の

ＩＰ
電

話
サ

ー
ビ

ス
を

独
自

提
供

す
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

「
優

先
パ

ケ
ッ

ト
識

別
機

能
」
及

び
「
優

先
パ

ケ
ッ

ト
ル

ー
テ

ィ
ン

グ
伝

送
機

能
」
の

ア
ン

バ
ン

ド
ル

に
よ

り
、

競
争

事
業

者
が

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

機
能

を
利

用
し

て
提

供

す
る

音
声

役
務

の
ト

ラ
フ

ィ
ッ

ク
は

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
県

間
伝

送
路

を
不

可
避

的
に

経
由

し
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日

本
・西

日
本

の
利

用
者

に
疎

通
す

る
よ

う
に

な
る

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

ア
ン

バ
ン

ド
ル

機
能

の
利

用
に

よ
り

、
接

続
事

業
者

が
Ｎ

Ｇ
Ｎ

上
で

優
先

パ
ケ

ッ
ト

を
流

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

は
、

今
後

、
音

声
サ

ー
ビ

ス
だ

け
で

な
く
、

デ
ー

タ
系

サ
ー

ビ
ス

や
映

像
系

サ
ー

ビ
ス

も
見

込
ま

れ
、

こ
う

し
た

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

当
た

っ
て

も
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
県

間
伝

送
路

を
不

可
避

的
に

経
由

す
る

こ
と

に
な

る
。

 

～
（
中

略
）～

 

５
．

 
４

．
 

２
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

ＩＰ
網

へ
の

移
行

等
に

伴
い

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

へ
の

他
事

業
者

の
依

存
性

は
強

ま
り

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

と
の

接
続

に
お

い
て

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

県
間

伝
送

路
が

不
可

避
的

に
使

用
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
。

 

こ
う

し
た

状
況

変
化

を
踏

ま
え

る
と

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
県

間
伝

送
路

及
び

そ
れ

と
一

体
と

し
て

利
用

さ
れ

る
県

間
中

継
ル

ー
タ

に
つ

い
て

適
切

な

規
律

を
課

す
こ

と
に

よ
り

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
日

本
・
西

日
本

が
活

用
業

務
で

利
用

す
る

当
該

設
備

と
競

争
事

業
者

が
接

続
す

る
に

あ
た

っ
て

の

料
金

そ
の

他
の

提
供

条
件

に
係

る
適

正
性

・
公

平
性

・
透

明
性

を
確

保
し

、
公

正
な

競
争

の
確

保
を

通
じ

て
、

利
用

者
利

益
の

確
保

を

図
る

べ
き

で
あ

る
。

本
件

規
律

の
検

討
に

際
し

て
は

、
こ

れ
ら

設
備

の
不

可
欠

性
に

つ
い

て
検

証
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 
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ＩＰ
網

へ
の

移
行

後
は

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

を
含

む
各

社
の

ＩＰ
網

は
、

原
則

二
者

間
の

直
接

接
続

と
な

り
、

お
互

い
に

対
等

な
関

係
で

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
繋

ぎ
合

い
接

続
料

を
相

互
に

支
払

い
合

う
関

係
と

な
る

た
め

、
当

社
の

県
間

伝
送

路
に

の
み

非
対

称
規

制
を

課
す

理
由

は
な

い
も

の

と
考

え
ま

す
。

当
社

と
し

て
は

、
今

後
の

事
業

者
間

協
議

を
踏

ま
え

つ
つ

、
毎

年
の

事
業

者
間

協
議

を
円

滑
に

行
っ

て
い

く
観

点
か

ら
、

Ｉ

Ｐ
網

へ
の

移
行

後
の

県
間

伝
送

路
区

間
に

対
応

す
る

接
続

料
に

関
し

、
公

平
性

や
透

明
性

を
確

保
す

る
た

め
の

自
主

的
な

措
置

を
講

じ
る

こ
と

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く
考

え
で

す
。

な
お

、
同

様
の

検
討

は
当

社
以

外
の

事
業

者
に

お
い

て
も

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

ま
す

。
 

ま
た

、
優

先
転

送
機

能
に

つ
い

て
は

、
ＩＰ

ｏ
Ｅ

接
続

の
Ｐ

Ｏ
Ｉを

利
用

し
て

接
続

す
る

形
態

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
ＩＰ

ｏ
Ｅ

接
続

の
Ｐ

Ｏ
Ｉ設

置

場
所

は
、

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
が

少
な

か
っ

た
接

続
開

始
時

に
そ

の
構

成
が

効
率

的
で

あ
る

と
し

て
接

続
事

業
者

と
合

意
の

上
、

東
京

・
大

阪
の

2

箇
所

と
し

た
も

の
で

す
。

そ
の

後
、

疎
通

す
る

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
が

増
加

す
る

に
つ

れ
て

、
Ｐ

Ｏ
Ｉ設

置
箇

所
の

更
な

る
拡

大
の

要
望

を
い

た
だ

い

た
こ

と
か

ら
、

接
続

開
始

後
、

真
摯

に
協

議
を

行
い

、
県

間
伝

送
路

を
利

用
し

な
い

単
県

Ｐ
Ｏ

Ｉ開
設

等
の

対
応

を
行

う
と

と
も

に
、

今
後

、

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
の

多
い

都
道

府
県

単
位

や
地

域
ブ

ロ
ッ

ク
単

位
に

Ｐ
Ｏ

Ｉ設
置

箇
所

を
拡

大
す

る
方

向
で

事
業

者
間

協
議

も
進

ん
で

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

 

ま
た

、
そ

も
そ

も
県

間
伝

送
路

は
、

多
く
の

事
業

者
が

自
ら

敷
設

し
て

お
り

、
こ

れ
を

持
た

な
い

事
業

者
も

ビ
ジ

ネ
ス

ベ
ー

ス
で

調
達

を
行

っ
て

い
る

こ
と

、
現

に
当

社
も

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

県
間

伝
送

路
に

つ
い

て
少

な
か

ら
ず

他
事

業
者

か
ら

調
達

し
て

い
る

こ
と

か
ら

も
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

県
間

伝
送

路
に

不
可

欠
性

が
な

い
こ

と
は

明
ら

か
で

あ
り

、
第

一
種

指
定

電
気

通
信

設
備

化
と

い
っ

た
非

対
称

な
規

制
は

必
要

な
い

と
考

え

ま
す

。
仮

に
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
県

間
伝

送
路

を
規

制
対

象
と

し
た

場
合

、
県

間
伝

送
サ

ー
ビ

ス
を

各
社

が
提

供
し

、
競

争
が

進
展

し
て

い
る

中
、

こ

う
し

た
事

業
者

の
ビ

ジ
ネ

ス
を

脅
か

す
こ

と
に

も
な

り
か

ね
ず

、
避

け
る

べ
き

と
考

え
ま

す
。

 

６
．

ＩＰ
網

へ
の

移
行

に
伴

う

電
話

の
競

争
ル

ー
ル

の

見
直

し
 

４
３

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

６
．

 
１

 
 
 固

定
電

話
の

「番
号

ポ
ー

タ
ビ

リ
テ

ィ
」の

扱
い

 

６
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

こ
う

し
た

方
向

性
を

踏
ま

え
、

「
双

方
向

番
号

ポ
ー

タ
ビ

リ
テ

ィ
」
の

導
入

を
前

提
と

し
て

、
固

定
電

話
の

電
話

番
号

が
有

す
る

地
理

的
識

別
性

に
配

慮
し

つ
つ

、
利

用
者

利
便

の
向

上
を

図
る

た
め

、
「
双

方
向

番
号

ポ
ー

タ
ビ

リ
テ

ィ
」
を

利
用

可
能

な
地

理
的

範
囲

を
、

番
号

区

画
の

範
囲

内
と

す
る

「
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ポ

ー
タ

ビ
リ

テ
ィ

」
の

拡
大

に
つ

い
て

も
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

双
方

向
番

号
ポ

ー
タ

ビ
リ

テ
ィ

の
実

現
に

あ
た

っ
て

は
、

お
客

様
に

で
き

る
限

り
追

加
負

担
を

か
け

な
い

よ
う

に
す

る
観

点
か

ら
、

最
小

限

の
追

加
コ

ス
ト

で
サ

ー
ビ

ス
維

持
を

可
能

と
す

る
実

現
方

式
や

運
用

形
態

、
更

に
は

実
現

に
か

か
る

費
用

、
及

び
そ

の
費

用
負

担
方

法
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に
つ

い
て

、
事

業
者

間
で

検
討

を
進

め
て

い
く
考

え
で

す
。

 

６
．

ＩＰ
網

へ
の

移
行

に
伴

う

電
話

の
競

争
ル

ー
ル

の

見
直

し
 

４
６

頁
，

 

４
７

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

６
．

 
２

 
 
 マ

イ
ラ

イ
ン

機
能

・中
継

選
択

機
能

等
の

扱
い

 

６
．

 
２

．
 

２
 
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

（
１

）
マ

イ
ラ

イ
ン

機
能

の
扱

い
 

ＩＰ
網

に
お

い
て

、
マ

イ
ラ

イ
ン

機
能

が
果

た
し

て
き

た
「
競

争
基

盤
の

提
供

」
や

「
事

業
者

選
択

可
能

性
」
を

確
保

す
る

に
は

、
そ

の
手

段

と
し

て
、

「
利

用
者

が
事

業
者

を
変

更
し

た
場

合
に

桁
数

を
変

更
せ

ず
に

（
４

桁
の

事
業

者
識

別
番

号
を

ダ
イ

ヤ
ル

せ
ず

に
）
元

の
電

話

番
号

を
利

用
可

能
と

す
る

こ
と

の
担

保
」
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

。
 

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

に
関

し
て

は
、

事
業

者
に

お
い

て
は

、
現

在
も

一
定

規
模

の
登

録
数

を
有

す
る

マ
イ

ラ
イ

ン
の

顧
客

基
盤

（
タ

ッ
チ

ポ
イ

ン

ト
）
を

確
保

す
る

等
の

観
点

か
ら

、
マ

イ
ラ

イ
ン

代
替

機
能

と
し

て
次

の
よ

う
な

提
案

が
な

さ
れ

て
い

る
。

 

①
 
「
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
の

通
話

サ
ー

ビ
ス

卸
」
（
Ｎ

Ｔ
Ｔ

） 

②
 
現

在
の

加
入

者
交

換
機

（マ
イ

ラ
イ

ン
機

能
に

係
る

部
分

に
限

る
）
を

、
移

行
後

（
2
02

5
 年

頃
以

降
）
も

一
定

期
間

、
継

続
的

に
利

用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

現
在

の
マ

イ
ラ

イ
ン

サ
ー

ビ
ス

を
簡

便
な

形
で

の
継

続
提

供
（
Ｋ

Ｄ
Ｄ

Ｉ）
 

～
（
中

略
）～

 

ま
ず

は
Ｎ

Ｔ
Ｔ

が
上

記
そ

れ
ぞ

れ
の

場
合

の
コ

ス
ト

を
早

期
に

明
ら

か
に

し
た

上
で

、
具

体
的

な
提

案
で

あ
る

①
と

②
に

つ
い

て
事

業
者

間
協

議
を

速
や

か
に

進
め

る
こ

と
が

適
当

 

～
（
中

略
）～

 

ま
た

、
光

ＩＰ
電

話
に

関
し

て
は

、
「
競

争
基

盤
の

提
供

」
や

「
事

業
者

選
択

可
能

性
」
を

確
保

す
る

手
法

と
し

て
次

の
２

案
が

考
え

ら
れ

、

本
審

議
会

（
電

話
網

移
行

円
滑

化
委

員
会

）
と

し
て

は
、

事
業

者
間

協
議

の
進

捗
状

況
を

随
時

確
認

し
な

が
ら

、
国

際
電

話
の

扱
い

も
含

め
て

、
ど

の
よ

う
に

実
効

性
を

確
保

し
て

い
く
か

、
今

後
審

議
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
 

・
 
「
番

号
ポ

ー
タ

ビ
リ

テ
ィ

」
と

「
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
優

先
パ

ケ
ッ

ト
識

別
機

能
及

び
優

先
パ

ケ
ッ

ト
ル

ー
テ

ィ
ン

グ
伝

送
機

能
の

ア
ン

バ
ン

ド
ル

」
（
中

略
）
 

・
 
光

ＩＰ
電

話
（Ｎ

Ｇ
Ｎ

）に
マ

イ
ラ

イ
ン

機
能

を
実

装
す

る
。

（
Ｋ

Ｄ
Ｄ

Ｉ、
ソ

フ
ト

バ
ン

ク
か

ら
提

案
）
 

【
意

見
内

容
】 

マ
イ

ラ
イ

ン
機

能
に

よ
る

競
争

は
、

当
社

の
「
固

定
電

話
」
の

上
で

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
特

有
の

細
分

化
さ

れ
た

距
離

区
分

ご
と

に
お

客
様

を
事

前

登
録

す
る

形
で

争
う

も
の

で
す

が
、
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・
 

各
事

業
者

は
自

ら
ＩＰ

網
を

構
築

し
、

ア
ク

セ
ス

か
ら

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ま
で

ト
ー

タ
ル

で
ＩＰ

電
話

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
お

り
、

固
定

電
話

市
場

は
直

収
／

ＩＰ
電

話
の

間
の

競
争

（
回

線
契

約
（基

本
料

）
を

含
め

た
競

争
）に

移
行

す
る

中
、

携
帯

電
話

や
通

話
ア

プ
リ

か
ら

の

競
争

圧
力

を
含

め
、

固
定

系
音

声
サ

ー
ビ

ス
の

競
争

構
造

が
大

き
く
変

化
し

て
い

る
こ

と
 

・
 

そ
の

結
果

、
マ

イ
ラ

イ
ン

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
は

、
ピ

ー
ク

時
の

2
00

0
年

度
と

比
べ

て
、

2
01

5
年

度
は

▲
8
6％

と
大

き
く
減

少
し

て
お

り
、

こ
う

し

た
傾

向
は

継
続

す
る

と
想

定
さ

れ
る

こ
と

 

・
 

当
社

が
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

の
通

話
料

を
、

ひ
か

り
電

話
と

同
様

に
、

距
離

区
分

を
設

け
ず

全
国

一
律

の
フ

ラ
ッ

ト
な

料
金

と
す

る
考

え
で

あ
る

こ
と

を
公

表
し

て
い

る
等

、
全

国
一

律
の

通
話

料
が

主
流

の
ＩＰ

電
話

で
、

細
分

化
さ

れ
た

距
離

区
分

ご
と

に
事

前
登

録
を

争
う

マ
イ

ラ
イ

ン
競

争
は

な
じ

ま
な

い
こ

と
 

か
ら

、
ＩＰ

網
に

移
行

後
の

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

に
お

い
て

、
マ

イ
ラ

イ
ン

は
廃

止
す

べ
き

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

一
次

答
申

（案
）
で

は
、

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

に
関

し
て

「
競

争
基

盤
の

提
供

」
や

「
事

業
者

選
択

可
能

性
」
を

確
保

す
る

手
法

と
し

て
2

案
が

提

示
さ

れ
て

お
り

、
事

業
者

間
で

の
協

議
を

進
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

が
、

Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ殿

の
案

は
、

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

は
全

国
一

律
の

通
話

料
と

な
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
市

内
・
県

内
市

外
・
県

間
の

距
離

区
分

を
残

す
こ

と
に

な
り

、
お

客
様

の
混

乱
を

招
く
こ

と
に

な
る

上
、

こ

れ
を

維
持

す
る

た
め

に
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

等
の

再
開

発
や

マ
イ

ラ
イ

ン
セ

ン
タ

の
維

持
運

営
等

の
追

加
コ

ス
ト

が
必

要
と

な
る

こ

と
か

ら
適

切
で

は
な

い
と

考
え

ま
す

。
当

社
か

ら
提

案
し

て
い

る
「
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
の

通
話

サ
ー

ビ
ス

卸
」
に

よ
り

対
応

し
、

お
客

様
が

距

離
区

分
ご

と
の

事
業

者
選

択
を

行
わ

な
く
て

よ
い

仕
組

み
と

す
る

こ
と

が
、

距
離

区
分

の
な

い
ＩＰ

網
の

世
界

で
は

お
客

様
に

と
っ

て
も

分

か
り

や
す

く
、

ま
た

、
ユ

ー
ザ

向
け

に
提

供
す

る
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
の

シ
ス

テ
ム

を
流

用
で

き
る

た
め

、
最

小
限

の
追

加
コ

ス
ト

で
固

定
電

話

を
維

持
し

て
い

く
た

め
に

は
最

適
な

方
法

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

ま
た

、
一

次
答

申
（
案

）
で

は
光

ＩＰ
電

話
（
Ｎ

Ｇ
Ｎ

）
に

マ
イ

ラ
イ

ン
機

能
を

実
装

す
る

と
い

う
案

が
提

示
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
ＩＰ

電
話

は
距

離
区

分
の

な
い

全
国

一
律

の
通

話
料

が
主

流
と

な
っ

て
お

り
競

争
が

進
ん

で
い

る
こ

と
、

優
先

転
送

機
能

の
ア

ン
バ

ン
ド

ル
提

供
に

向

け
て

諸
準

備
を

進
め

て
い

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ま
で

同
様

、
光

ＩＰ
電

話
（
Ｎ

Ｇ
Ｎ

）に
マ

イ
ラ

イ
ン

を
導

入
す

る
必

要
は

な
い

と
考

え
ま

す
。

 

６
．

ＩＰ
網

へ
の

移
行

に
伴

う

電
話

の
競

争
ル

ー
ル

の

見
直

し
 

４
７

頁
，

 

４
８

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

６
．

 
２

 
 
 マ

イ
ラ

イ
ン

機
能

・中
継

選
択

機
能

等
の

扱
い

 

６
．

 
２

．
 

２
 
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

（
２

）
中

継
選

択
機

能
（
中

継
電

話
・
国

際
電

話
）等

の
扱

い
 

～
（
中

略
）～

 

光
ＩＰ

電
話

に
お

け
る

「
00

Ｘ
Ｙ

番
号

を
用

い
た

中
継

選
択

機
能

」
に

関
し

て
は

、
特

に
国

際
電

話
に

つ
い

て
は

、
対

地
毎

に
利

用
者

料
金
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も
多

様
で

あ
る

が
、

 

・
 
メ

タ
ル

電
話

と
光

ＩＰ
電

話
の

国
際

通
話

料
金

を
比

較
し

た
場

合
に

後
者

が
相

当
程

度
低

廉
な

料
金

で
あ

る
こ

と
 
 

・
 
光

ＩＰ
電

話
に

お
い

て
は

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

以
外

の
事

業
者

も
国

内
通

話
・
国

際
通

話
・
付

加
機

能
も

含
め

て
ト

ー
タ

ル
で

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
お

り
、

利
用

者
は

各
社

の
ト

ー
タ

ル
サ

ー
ビ

ス
を

比
較

し
て

事
業

者
を

選
択

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

 

か
ら

、
現

時
点

で
は

、
直

ち
に

実
装

す
る

こ
と

の
必

要
性

が
明

確
に

な
っ

て
い

な
い

状
況

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
へ

の
移

行

の
動

向
や

国
際

電
話

を
巡

る
利

用
状

況
を

注
視

し
な

が
ら

、
そ

の
必

要
性

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
事

業
者

間
協

議
を

進
め

る
必

要
が

あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

一
次

答
申

（案
）に

記
載

の
と

お
り

、
 

・
 

メ
タ

ル
電

話
と

光
ＩＰ

電
話

の
国

際
通

話
料

金
を

比
較

し
た

場
合

に
後

者
が

相
当

程
度

低
廉

な
料

金
で

あ
る

こ
と

 

・
 

光
ＩＰ

電
話

に
お

い
て

は
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
日

本
・
西

日
本

以
外

の
事

業
者

も
国

内
通

話
・
国

際
通

話
・
付

加
機

能
も

含
め

て
ト

ー
タ

ル
で

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
お

り
、

利
用

者
は

各
社

の
ト

ー
タ

ル
サ

ー
ビ

ス
を

比
較

し
て

事
業

者
を

選
択

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

 

か
ら

、
光

ＩＰ
電

話
に

お
け

る
「
00

Ｘ
Ｙ

番
号

を
用

い
た

中
継

選
択

機
能

」を
具

備
す

る
必

要
性

は
な

い
と

考
え

ま
す

。
 

ま
た

、
優

先
転

送
機

能
の

ア
ン

バ
ン

ド
ル

提
供

に
向

け
て

諸
準

備
を

進
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

光
ＩＰ

電
話

に
お

け
る

事
業

者
選

択
の

手
段

は
十

分
に

確
保

さ
れ

る
と

考
え

ま
す

。
 

６
．

ＩＰ
網

へ
の

移
行

に
伴

う

電
話

の
競

争
ル

ー
ル

の

見
直

し
 

５
１

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

６
．

 
３

 
 
 固

定
電

話
発

・携
帯

電
話

着
の

利
用

者
料

金
設

定
に

つ
い

て
 

６
．

 
３

．
 

２
 
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

・
 
着

信
側

の
携

帯
電

話
事

業
者

が
利

用
者

料
金

を
下

げ
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
が

全
く
な

く
、

競
争

が
働

く
余

地
が

な
い

た
め

、
発

信
側

事

業
者

が
料

金
設

定
権

を
持

つ
よ

う
に

議
論

を
進

め
る

べ
き

 

等
の

指
摘

が
な

さ
れ

て
い

る
。

 

～
（
中

略
）～

 

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

ど
の

事
業

者
か

ら
受

け
る

か
は

利
用

者
が

選
択

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

料
金

の
設

定
を

行
う

事
業

者
も

利
用

者
が

選
択

で
き

る
形

と
な

っ
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

そ
う

い
っ

た
見

地
か

ら
、

総
務

省
の

過
去

の
裁

定
方

針
で

は
、

「
発

信
利

用
者

が

自
己

の
判

断
に

よ
り

、
ど

の
事

業
者

の
提

示
す

る
料

金
を

支
払

う
か

を
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

る
」
こ

と
の

重
要

性
が

示
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
ま

た
、

こ
の

こ
と

に
よ

る
事

業
者

間
の

競
争

が
促

進
さ

れ
、

料
金

の
低

廉
化

・
多

様
化

の
効

果
が

期
待

さ
れ

る
こ

と
も

重
要

で
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あ
る

。
 

本
件

に
関

し
て

は
、

そ
う

い
っ

た
点

も
十

分
考

慮
し

な
が

ら
事

業
者

間
協

議
が

な
さ

れ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

【
意

見
内

容
】 

固
定

電
話

発
・
携

帯
電

話
着

通
話

の
料

金
設

定
に

つ
い

て
、

「
着

信
側

の
携

帯
電

話
事

業
者

が
利

用
者

料
金

を
下

げ
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
が

全
く
な

く
、

競
争

が
働

く
余

地
が

な
い

た
め

、
発

信
側

事
業

者
が

料
金

設
定

権
を

持
つ

よ
う

に
議

論
を

進
め

る
べ

き
」
と

の
電

話
網

移

行
円

滑
化

委
員

会
に

お
け

る
ご

指
摘

や
、

「
本

件
に

関
し

て
は

、
そ

う
い

っ
た

点
も

十
分

考
慮

し
な

が
ら

事
業

者
間

協
議

が
な

さ
れ

る
こ

と

が
望

ま
し

い
。

」
と

い
っ

た
一

次
答

申
（
案

）
の

考
え

方
に

賛
同

い
た

し
ま

す
。

 

７
．

ア
ク

セ
ス

回
線

に
お

け

る
サ

ー
ビ

ス
の

競
争

環

境
整

備
 

５
２

頁
，

 

５
３

頁
，

 

５
６

頁
 

 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

７
．

 
１

 
 
 ア

ク
セ

ス
回

線
に

お
け

る
サ

ー
ビ

ス
の

競
争

環
境

整
備

 

７
．

 
１

．
 

１
 
 
 
現

状
と

ＩＰ
網

へ
の

移
行

等
に

伴
う

課
題

 

（
１

）
光

回
線

へ
の

移
行

促
進

及
び

公
正

競
争

環
境

の
整

備
に

向
け

た
取

組
 

～
（
中

略
）～

 

他
方

で
、

メ
タ

ル
収

容
装

置
の

稼
働

期
間

や
メ

タ
ル

回
線

の
撤

去
時

期
、

維
持

限
界

後
の

ア
ク

セ
ス

回
線

の
提

供
形

態
に

つ
い

て
何

ら

明
ら

か
に

し
て

い
な

い
。

 

～
（
中

略
）～

 

光
ＩＰ

電
話

に
つ

い
て

は
、

光
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

サ
ー

ビ
ス

の
加

入
を

前
提

と
し

た
オ

プ
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
提

供
（
こ

の
場

合
の

光
ＩＰ

電
話

の
基

本
料

は
50

0
 
円

程
度

）
さ

れ
て

お
り

、
（一

部
の

例
外

を
除

き
）光

ＩＰ
電

話
の

単
独

メ
ニ

ュ
ー

は
提

供
さ

れ
て

お
ら

ず
、

電
話

サ

ー
ビ

ス
の

み
の

利
用

ニ
ー

ズ
に

は
対

応
し

て
い

な
い

。
 

～
（
中

略
）～

 

７
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

（
１

）
光

回
線

へ
の

移
行

促
進

及
び

公
正

競
争

環
境

の
整

備
に

向
け

た
取

組
 

～
（
中

略
）～

 

メ
タ

ル
電

話
と

同
等

の
基

本
料

水
準

で
の

光
ＩＰ

電
話

の
単

独
提

供
の

必
要

性
及

び
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

が
必

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

か
ら

コ
ス

ト
構

造
の

開
示

が
な

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
 

【
意

見
内

容
】 

メ
タ

ル
収

容
装

置
に

つ
い

て
は

、
2
0
2
5
年

以
降

も
で

き
る

だ
け

長
く
使

っ
て

い
く
考

え
で

す
が

、
情

報
通

信
の

世
界

は
、

技
術

の
変

化
が

激
し

く
、

音
声

通
信

市
場

自
体

大
き

く
変

化
し

て
い

く
中

で
、

20
2
5

年
以

降
の

ニ
ー

ズ
や

技
術

動
向

等
を

見
通

す
こ

と
は

困
難

で
あ

り
、

今
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か
ら

メ
タ

ル
収

容
装

置
の

稼
働

期
間

や
メ

タ
ル

回
線

の
扱

い
に

つ
い

て
明

ら
か

に
す

る
こ

と
は

困
難

で
す

。
 

こ
の

よ
う

に
不

確
実

な
状

況
の

下
、

特
定

の
技

術
や

提
供

形
態

を
前

提
に

し
て

将
来

の
検

討
を

行
う

こ
と

は
、

か
え

っ
て

手
戻

り
が

多
く

な
り

コ
ス

ト
増

を
招

く
お

そ
れ

が
あ

り
、

結
果

と
し

て
お

客
様

や
事

業
者

の
混

乱
や

負
担

増
を

招
き

か
ね

な
い

と
考

え
ま

す
。

 

メ
タ

ル
収

容
装

置
の

維
持

限
界

後
の

提
供

形
態

は
、

光
回

線
へ

の
移

行
あ

り
き

で
な

く
、

無
線

等
を

含
め

様
々

な
選

択
肢

か
ら

、
そ

の
時

点
の

需
要

、
技

術
動

向
及

び
経

済
性

を
踏

ま
え

て
最

適
な

方
法

を
検

討
す

べ
き

で
あ

り
、

こ
う

し
た

多
様

な
選

択
肢

が
あ

る
中

で
、

音
声

サ
ー

ビ
ス

の
た

め
だ

け
に

、
現

に
メ

タ
ル

で
提

供
し

て
い

る
「
固

定
電

話
」
の

お
客

様
を

光
ＩＰ

電
話

に
全

面
的

に
移

行
さ

せ
る

必
要

は
な

い
と

考
え

ま
す

。
 

な
お

、
現

在
提

供
し

て
い

る
「加

入
電

話
相

当
の

光
ＩＰ

電
話

（
光

回
線

電
話

）
」に

つ
い

て
は

、
震

災
復

興
エ

リ
ア

や
新

興
住

宅
地

等
に

お

い
て

メ
タ

ル
ケ

ー
ブ

ル
と

の
二

重
投

資
を

避
け

る
観

点
で

限
定

的
に

光
ＩＰ

電
話

の
単

独
提

供
を

実
施

し
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

こ
れ

を
面

的
に

展
開

す
る

こ
と

は
、

宅
内

配
線

工
事

や
Ｏ

Ｎ
Ｕ

の
設

置
と

い
っ

た
光

回
線

へ
の

切
替

コ
ス

ト
や

、
未

提
供

エ
リ

ア
の

光
化

や
提

供
エ

リ
ア

に
お

け
る

光
ケ

ー
ブ

ル
の

追
い

張
り

等
の

莫
大

な
投

資
コ

ス
ト

が
追

加
的

に
必

要
と

な
る

た
め

、
無

電
柱

化
エ

リ
ア

と
い

っ
た

特
殊

な
事

例
を

除
き

、
採

り
得

ま
せ

ん
。

 

ま
た

、
光

サ
ー

ビ
ス

の
普

及
拡

大
は

、
多

様
な

プ
レ

イ
ヤ

ー
が

光
を

活
用

し
て

提
供

す
る

様
々

な
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

コ
ン

テ
ン

ツ
等

を

充
実

し
て

い
く
こ

と
に

よ
り

実
現

し
て

い
く
も

の
と

考
え

ま
す

。
 

当
社

と
し

て
は

、
こ

う
し

た
考

え
の

も
と

、
一

昨
年

よ
り

「
光

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

モ
デ

ル
（
光

の
サ

ー
ビ

ス
卸

）
」
の

提
供

を
開

始
し

た
と

こ
ろ

で
す

。
そ

の
結

果
、

光
回

線
や

そ
の

上
で

提
供

さ
れ

る
１

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
あ

る
光

ＩＰ
電

話
に

つ
い

て
も

、
多

様
な

プ
レ

イ
ヤ

ー
の

サ

ー
ビ

ス
と

し
て

提
供

さ
れ

て
お

り
、

こ
う

し
た

プ
レ

イ
ヤ

ー
に

と
っ

て
の

ビ
ジ

ネ
ス

の
自

由
度

や
柔

軟
性

を
確

保
す

る
観

点
か

ら
、

原
則

自

由
な

競
争

に
委

ね
る

べ
き

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

こ
の

よ
う

に
、

光
ＩＰ

電
話

や
光

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
の

普
及

拡
大

と
、

固
定

電
話

網
か

ら
ＩＰ

網
へ

の
円

滑
な

移
行

に
よ

り
固

定
電

話
を

い
か

に
維

持
し

て
い

く
か

と
い

う
今

回
の

議
論

と
は

直
接

関
係

し
な

い
こ

と
か

ら
、

本
議

論
と

は
切

り
離

す
べ

き
と

考
え

ま
す

。
 

７
．

ア
ク

セ
ス

回
線

に
お

け

る
サ

ー
ビ

ス
の

競
争

環

境
整

備
 

５
４

頁
，

 

５
６

頁
，

 

５
７

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

７
．

 
１

 
 
 ア

ク
セ

ス
回

線
に

お
け

る
サ

ー
ビ

ス
の

競
争

環
境

整
備

 

７
．

 
１

．
 

１
 
 
 
現

状
と

ＩＰ
網

へ
の

移
行

等
に

伴
う

課
題

 

～
（
中

略
）～

 

（
２

）
接

続
料

と
利

用
者

料
金

と
の

関
係

に
つ

い
て

の
検

証
（ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

） 

現
行

制
度

上
、

接
続

料
の

水
準

は
、

当
該

接
続

料
を

設
定

す
る

事
業

者
と

接
続

事
業

者
と

の
間

に
不

当
な

競
争

を
引

き
起

こ
さ

な
い

も

の
で

あ
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

お
り

、
一

般
的

に
利

用
者

料
金

は
コ

ス
ト

に
適

正
利

潤
を

乗
せ

て
設

定
さ

れ
る

こ
と

に
か

ん
が

み
、

接
続
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料
の

水
準

が
不

当
で

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
、

接
続

料
の

認
可

時
等

に
、

接
続

料
と

利
用

者
料

金
の

関
係

に
つ

い
て

の
検

証
（
ス

タ

ッ
ク

テ
ス

ト
）
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

の
結

果
、

要
件

が
満

た
さ

れ
な

か
っ

た
場

合
の

具
体

的
な

対
応

に

つ
い

て
は

、
現

状
、

必
ず

し
も

明
確

で
は

な
い

。
 

～
（
中

略
）～

 

７
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

（
２

）
接

続
料

と
利

用
者

料
金

と
の

関
係

に
つ

い
て

の
検

証
（ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

） 

公
正

競
争

の
実

行
性

確
保

の
観

点
か

ら
、

接
続

料
と

利
用

者
料

金
と

の
関

係
の

検
証

（ス
タ

ッ
ク

テ
ス

ト
）
に

よ
り

要
件

が
満

た
さ

れ
な

か

っ
た

場
合

の
具

体
的

な
対

応
を

明
確

に
す

る
必

要
が

あ
り

、
現

在
の

「
接

続
料

と
利

用
者

料
金

と
の

関
係

の
検

証
（
ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

）
の

運
用

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
2
0
1
2

年
7

月
）
」の

見
直

し
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
を

提
言

す
る

。
 

上
記

検
討

の
中

で
は

、
ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

は
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
実

態
に

即
し

た
形

で
実

施
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
に

留
意

さ
れ

る

必
要

が
あ

る
。

加
入

光
フ

ァ
イ

バ
（
シ

ェ
ア

ド
ア

ク
セ

ス
方

式
）
に

つ
い

て
は

、
収

容
率

の
違

い
に

よ
り

、
１

利
用

者
当

た
り

の
接

続
料

相
当

額
が

異
な

っ
て

く
る

。
そ

の
た

め
、

加
入

光
フ

ァ
イ

バ
（
シ

ェ
ア

ド
ア

ク
セ

ス
方

式
）
の

接
続

料
は

、
予

測
需

要
・
費

用
に

基
づ

い
て

算
定

す

る
将

来
原

価
方

式
を

用
い

て
い

る
こ

と
か

ら
、

ス
タ

ッ
ク

テ
ス

ト
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
予

測
需

要
に

基
づ

く
収

容
率

を
適

切
に

用
い

る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

ま
た

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
か

ら
ＩＰ

網
へ

の
移

行
に

伴
っ

て
提

供
さ

れ
る

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

に
つ

い
て

は
、

距
離

区
分

に
依

存
し

な
い

全
国

均
一

の
通

話

料
金

で
提

供
さ

れ
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

。
そ

の
た

め
、

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

の
ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

の
検

討
に

当
た

っ
て

、
県

間
部

分
に

係
る

接

続
料

も
踏

ま
え

た
仕

組
み

が
考

慮
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

接
続

料
と

利
用

者
料

金
と

の
関

係
の

検
証

（
ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

）
の

在
り

方
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

の
電

話
網

移
行

円
滑

化
委

員
会

に
お

い

て
具

体
的

な
議

論
が

行
わ

れ
て

い
な

い
中

で
、

一
次

答
申

（案
）
に

お
い

て
方

向
付

け
を

行
う

こ
と

は
適

当
で

は
な

く
、

需
要

の
減

少
に

よ

り
競

争
フ

ェ
ー

ズ
か

ら
維

持
フ

ェ
ー

ズ
に

移
行

し
て

い
る

固
定

電
話

を
ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

の
対

象
か

ら
除

外
す

る
こ

と
を

含
め

、
別

途
ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

を
検

討
す

る
場

に
お

い
て

議
論

さ
れ

る
べ

き
と

考
え

ま
す

。
 

７
．

ア
ク

セ
ス

回
線

に
お

け

る
サ

ー
ビ

ス
の

競
争

環

境
整

備
 

 

５
７

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

７
．

 
１

 
 
 ア

ク
セ

ス
回

線
に

お
け

る
サ

ー
ビ

ス
の

競
争

環
境

整
備

 

７
．

 
１

．
 

２
 
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～
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（
４

）
無

電
柱

化
等

に
伴

う
メ

タ
ル

ア
ク

セ
ス

回
線

の
撤

去
に

つ
い

て
 

～
（
中

略
）～

 

「
メ

タ
ル

ケ
ー

ブ
ル

を
再

敷
設

せ
ず

光
や

無
線

を
使

っ
て

提
供

す
る

」
電

気
通

信
サ

ー
ビ

ス
の

可
否

に
つ

い
て

は
、

光
ＩＰ

電
話

等
へ

の
移

行
が

進
み

、
無

電
柱

化
が

一
定

の
規

模
や

地
域

に
拡

大
す

る
と

と
も

に
、

当
該

サ
ー

ビ
ス

の
具

体
的

内
容

や
設

備
構

成
等

が
示

さ
れ

た

段
階

で
、

改
め

て
そ

の
妥

当
性

・
必

要
性

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

先
般

の
無

電
柱

化
の

推
進

に
関

す
る

法
律

の
施

行
に

よ
り

、
東

京
都

を
は

じ
め

と
す

る
各

自
治

体
で

無
電

柱
化

（ケ
ー

ブ
ル

の
地

中
化

）

の
取

組
み

が
加

速
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

ま
す

が
、

メ
タ

ル
ケ

ー
ブ

ル
を

再
敷

設
す

る
こ

と
が

非
効

率
と

な
る

場
合

に
つ

い
て

は
、

光
や

無
線

等
を

含
め

様
々

な
選

択
肢

か
ら

最
適

な
方

法
を

選
択

可
能

と
す

る
よ

う
検

討
を

加
速

し
、

で
き

る
限

り
効

率
的

に
音

声
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
く
べ

き
と

考
え

ま
す

。
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「「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申～移行後の IP網のあるべき姿～（案）」に

関し、別紙のとおり意見を提出します。

意見４０ 



 

2 
 

章
 

頁
 

意
 
見
 

1
.
基
本
的

な
考

え
方
 

 

3
 

【
意
見
対
象
箇
所
】
 

本
報
告
書
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
検
討
を
踏
ま
え
、
固
定
通
信
市
場
に
お
い
て
拡
大
傾
向
に
あ
る
０
Ａ
Ｂ
～
Ｊ
 Ｉ

Ｐ
電

話
（
光
Ｉ
Ｐ
電
話
を
含
む
）
や
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
 
5
へ
の
移
行
を
見
据
え
た
競
争
環
境
整
備
を
促
進
し
、
メ
タ
ル
電
話
利

用
者
の
移
行
を
促
す
と
と
も
に
、
過
度
な
負
担
発
生
を
回
避
し
な
が
ら
、
移
行
に
直
ち
に
対
応
で
き
な
い
利
用
者
に
対
し
て

は
適
切
な
補
完
的
措
置
（
メ
タ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
 6

等
）
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
移
行
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
化
し
、
想

定
さ

れ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
最
小
化
す
る
べ
く
、
政
策
の
方
向
性
や
講
ず
べ
き
施
策
等
を
と
り
ま
と
め
る
。
 

本
報
告
書
に
お
い
て
は
、
「
利
用
者
」
と
「
事
業
者
」
の
以
下
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
移
行
の
円
滑
化
を
重
視
し
て
、
各
個

別
課

題
に
関
す
る
具
体
的
方
向
性
等
を
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

 

・
「
利
用
者
」
が
、
予
見
可
能
性
を
持
ち
、
か
つ
安
心
し
て
、
移
行
先
の
Ｉ
Ｐ
網
に
お
い
て
良
質
・
低
廉
で
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
 

・
「
事
業
者
」
が
、
整
備
さ
れ
た
公
正
な
競
争
環
境
下
で
、
予
見
可
能
性
を
持
ち
な
が
ら
、
移
行
先
の
Ｉ
Ｐ
網
に
お
い
て
良

質
・
低
廉
で
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
自
由
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
利
用
者
」
が
こ
う
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
 

 

な
お
、
中
継
交
換
機
・
信
号
交
換
機
が
維
持
限
界
を
迎
え
る
と
さ
れ

て
い
る
 
2
0
25
 
年
頃
ま
で
を
見
据
え
た
具
体
的
な
移

行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
作
業
工
程
等
に
つ
い
て
は
、
２
次
答
申
（
最
終
形
に
向
け
た
円
滑
な
移
行
の
在
り
方
）
に
向
け
た
検

討
に
お
い
て
さ
ら
に
具
体
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
移
行
の
取
組
を
手
戻
り
な
く
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 【
意
見
】
  

当
社
で
は
、
今
回
の
電
話
網
移
行
は
設
備
維
持
の
限
界
を
迎
え
た

P
S
TN

を
I
P
網
へ
移
行
す
る
こ
と
で
、
設
備
更
新
や

2

種
類
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
用
維
持
の
軽
減
を
図
り
、
効
率
化
す
る
こ
と
が
目
的
と
理
解
し
て
お
り
、
そ
の
旨
を
、
昨
年

3
月

1
0
日
に
提
出
し
た
「
固
定
電
話
網
の
円
滑
な
移
行
の
在
り
方
に
関
す
る
提
案
募
集
」
で
述
べ
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

別
紙
様
式
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本
委
員
会
で
は
こ
う
し
た
点
も
踏
ま
え
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
本
答
申
案

3
ペ
ー
ジ
目
に
記
載
さ

れ
た
「
過
度
な
負
担
発
生
を
回
避
し
な
が
ら
、（

中
略
）
移
行
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
化
し
、
想
定
さ
れ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を

最
小
化
す
る
べ
く
、
政
策
の
方
向
性
や
講
ず
べ
き
施
策
等
を
と
り
ま
と
め
る
」
と
あ
る
通
り
、
関
係
す
る
事
業
者
に
も
過
度

な
負
担
が
か
か
ら
ぬ
施
策
と
な
る
よ
う
議
論
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。
 

今
後

2
次
答
申
に
向
け
て
は
、
固
定
電
話
網
の

I
P
網
へ
の
移
行
工
程
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
検
討
・
整
理
が
な
さ
れ
る
と

認
識

し
て
お
り
ま
す
が
、
当
社
を
含
め
関
係
す
る
事
業
者
の
意
見
も
広
く

踏
ま
え
な
が
ら
慎
重
に
議
論
い
た
だ
く
こ
と
を
要

望
い
た
し
ま
す
。
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（別紙） 

 「固定電話網の円滑な移行の在り方」一次答申（案）に関する当社の考え 

 

ＮＴＴは、現在ご利用いただいている「固定電話 ※」を、ＩＰ網へ移行することについて、2010

年 11 月に「ＰＳＴＮのマイグレーションについて～概括的展望～」を発表し、2015 年 11 月に

は「『固定電話』の今後について」を公表し、考えをお示ししてきました。 

その中でも申し述べてきたとおり、固定電話網からＩＰ網への円滑な移行を進めていく上で

最も重要なポイントは、音声通信市場が縮小していく中、ＩＰ網へ移行後も引き続き固定電話

をご利用されるお客様のために、いかに固定電話を維持していくかという点であると考えま

す。 

そのためには、ＩＰ網の特性を活かし、できる限りお客様にご負担をおかけしないよう、最

小限の追加コストで「固定電話」の受け皿となるメタルＩＰ電話を実現していく必要があると考

えます。 

一次答申（案）では、固定電話網からＩＰ網への移行に向け、非常に多岐に亘った検討が

なされておりますが、今後さらに検討を進めていくにあたっては、上述の考えを基本的な視

点に据え、整理を図っていただきたいと考えます。以下、主要な論点について、具体的な考

えを申し述べます。 

 

※当社が固定電話網（ＰＳＴＮ）により提供する加入電話及びＩＮＳネット（音声） 

 

 メタルＩＰ電話は、ＩＰ網の特性を活かし、最小限の追加コストで実現すべき 

わが国の音声通信市場、とりわけ固定電話のトラヒックは大幅に減少し続けており、例え

ば、ピーク時の2000年度のトラヒックと比べて、2015年度の固定電話発信の通信回数は

▲77％、通信時間は▲88％となっております。また、ＬＴＥやスマートフォンの普及拡大による

ＬＩＮＥ等の通話アプリの急速な普及、モバイルにおける音声定額サービスの普及拡大等、音

声通話を取り巻く市場環境も劇的に変化し、特に若年層の固定電話離れは顕著であり、今

後もこうした傾向は続くものと考えます。このように、より便利で多様な音声通話手段の利用

が拡大する等、音声通信市場は固定、モバイルの垣根を越え、通話アプリ等も含めた競争

市場となっており、こうしたマーケットの変化により、固定電話は今後とも縮小していくものと

見込まれます。 

こうした中、現在でも当社の「固定電話」は赤字となっており、さらに音声通信市場が縮小

していく中では、「固定電話」については、その中で事業者間の競争を促進するフェーズから、

社会インフラの 1 つとして、引き続きご利用されるお客様にできる限り負担をかけずに、いか

に維持していくかというフェーズに移行していくことになると考えます。 
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こうした維持フェーズにおいて、当社は、ＩＰ網移行後も引き続き固定電話をご利用される

お客様のために、メタルＩＰ電話については、ＩＰ網の特性を活かし、例えば、市内・県内市外・

県間といった区分のない全国一律の通話料とすることによって、お客様によりご利用いただ

きやすい基本的な音声サービスとして提供していく考えです。 

このように、市内・県内市外・県間といった距離区分のない市場環境に移行するにもかか

わらず、距離区分毎に事業者を選択するマイライン機能を維持することはお客様の混乱を招

くことになる上、追加コストが必要となることから、ＩＰ網への移行と同時に廃止せざるを得な

いと考えます。なお、事業者が顧客接点を維持したい、あるいはお客様が事業者を選択した

いといったニーズに対しては、これまで当社から提案している「メタルＩＰ電話の通話サービス

卸」により対応することが、お客様にとってわかりやすく、最小限の追加コストで固定電話を

維持していくための最適な方法と考えます。 

 

 

 固定電話の将来的な提供形態は光への移行ありきではなく、様々な選択肢から最適な

方法を検討すべき 

一次答申（案）では、随所に「固定電話」の最終移行先が光ＩＰ電話であり、メタルの「固定

電話」と同等の基本料水準での光ＩＰ電話の単独提供の必要性及び可能性について検討が

必要との考えが示されていますが、メタル収容装置（加入者交換機）維持限界後の提供形態

は、光回線への移行ありきでなく、無線等を含め様々な選択肢から、その時点の需要、技術

動向及び経済性を踏まえて最適な方法を検討すべきであり、こうした多様な選択肢がある中

で、音声サービスのためだけに、現にメタルで提供している「固定電話」のお客様を光ＩＰ電話

に全面的に移行させる必要はないと考えます。また、光ＩＰ電話は光ブロードバンドサービス

に重畳する 1 オプションサービスとして提供しているものであり、現在の「固定電話」と同等の

料金水準で電話サービスだけを利用したいというニーズにお応えできるものではありません。

変化の速い情報通信市場において、今から特定の技術や提供形態を前提にすることは、お

客様利便を損ないかねないため、避けるべきと考えます。 

ただし、例えば、無電柱化（ケーブル地中化）エリア等において、メタルケーブルを再敷設

することが非効率となる場合については、光や無線等を含め様々な選択肢から最適な方法

を選択可能とするよう検討を加速し、できる限り効率的に音声サービスを提供できるようにし

ていくべきと考えます。 

 

 

 光ＩＰ電話や光ブロードバンドの競争政策については、本議論とは切り離すべき 

光サービスの普及拡大は、多様なプレイヤーが光を活用して提供する様々なアプリケーシ

ョンやコンテンツ等を充実していくことにより実現していくものと考えます。 
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当社は、こうした考えのもと、一昨年より「光コラボレーションモデル（光のサービス卸）」の

提供を開始したところです。その結果、光回線やその上で提供される 1 アプリケーションであ

る光ＩＰ電話についても、多様なプレイヤーのサービスとして提供されており、こうしたプレイヤ

ーにとってのビジネスの自由度や柔軟性を確保する観点から、原則自由な競争に委ねるべ

きであると考えます。例えば、プライスキャップ規制は、競争原理が機能しにくい市場におけ

る料金規制であり、現に市場競争下で価格が決定されている光ＩＰ電話や光ブロードバンド

サービスに本規制を導入する必要はないと考えます。 

このように、光ＩＰ電話や光ブロードバンドの普及拡大と、固定電話網からＩＰ網への円滑な

移行により固定電話をいかに維持していくかという今回の議論とは直接関係しないことから、

本議論とは切り離すべきと考えます。 

 

 

 ユニバーサルサービスの在り方については、本検討の整理が図られた後に、国民的なコ

ンセンサスを得ながら進めるべき 

ユニバーサルサービスの在り方については、中長期的には重要な課題と考えますが、ＩＰ

網への移行準備等に要する期間を考慮すると、まずは「固定電話」をＩＰ網へ円滑に移行して

いくための諸課題を整理していくことが先決であると考えます。 

その上で、将来のユニバーサルサービスの在り方については、今後の技術革新や市場環

境の変化を踏まえた上で、ユニバーサルサービスとしての「音声通話」の在り方の議論を技

術中立的かつ経済合理的な観点から行い、国民的なコンセンサスを得ながら慎重に進めて

いくことが必要と考えます。 

 

 

最後に、当社は、「固定電話」を2025年頃に逐次ＩＰ網へ移行することにより責任を持って

維持していく考えですが、この円滑な移行を実現するために、具体的な移行工程やスケジュ

ール、メタルＩＰ電話の料金及び提供条件、事業者向けの「メタルＩＰ電話の通話サービス卸」

の提供条件等について、今春には当社からお示ししていく予定です。 

当社としては、円滑な移行に向けて、お客様にできる限りご迷惑をおかけしないよう、今後

とも引き続き、事業者やお客様からのご意見をいただきながら議論・検討を重ねる等、丁寧

な対応に努めていく考えです。 

 

個別項目については次ページのとおりです。
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章
 

頁
 

意
見

 

２
．

ＩＰ
網

へ
の

移
行

の
意

義
 

７
頁

 
【
意

見
対

象
箇

所
】 

２
．

 
１

 
 
 
ＩＰ

網
へ

の
移

行
の

意
義

や
移

行
に

係
る

情
報

の
開

示
 

２
．

 
１

．
 

２
 
 

具
体

的
方

向
性

（
考

え
方

）
  

～
（
中

略
）～

 

①
 
移

行
の

意
義

 

事
業

者
は

、
ＩＰ

網
へ

の
移

行
か

ら
生

ま
れ

る
メ

リ
ッ

ト
を

最
大

化
す

る
べ

く
、

ＩＰ
網

の
特

性
（
距

離
に

依
存

し
な

い
通

話
料

、
交

換
機

よ
り

も
安

価
な

ＩＰ
ル

ー
タ

等
で

構
成

、
音

声
だ

け
で

な
く
、

動
画

・
テ

キ
ス

ト
等

の
様

々
な

デ
ー

タ
通

信
と

共
用

等
）
を

活
か

し
た

多
様

な
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
努

め
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

は
、

こ
れ

に
加

え
、

こ
う

し
た

多
様

な
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

る
よ

う
、

他
の

事
業

者
に

対
し

て
競

争
基

盤
の

提
供

を
行

う
。

事
業

者
と

行
政

は
、

こ
う

し
た

取
組

も
踏

ま
え

つ
つ

、
互

い
に

連
携

し
、

ＩＰ
網

へ
の

移

行
の

意
義

・メ
リ

ッ
ト

に
関

し
て

広
く
国

民
へ

の
周

知
に

努
め

、
円

滑
な

移
行

を
促

す
。

 

②
 
移

行
に

係
る

情
報

の
開

示
 

Ｎ
Ｔ

Ｔ
は

、
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
の

提
供

条
件

と
詳

細
な

設
備

構
成

に
つ

い
て

で
き

る
限

り
速

や
か

に
開

示
す

る
。

ま
た

、
メ

タ
ル

電
話

か

ら
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
へ

の
移

行
に

留
ま

ら
ず

、
光

ＩＰ
電

話
へ

の
移

行
を

も
視

野
に

入
れ

た
取

組
を

進
め

る
と

と
も

に
、

具
体

的
な

移
行

工
程

・
移

行
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

案
を

で
き

る
限

り
速

や
か

に
開

示
し

、
他

の
事

業
者

と
協

議
を

進
め

る
。

行
政

は
、

事
業

者
間

協
議

を
促

進
し

、
そ

の
結

果
も

踏
ま

え
つ

つ
、

利
用

者
や

事
業

者
の

予
見

可
能

性
を

確
保

し
、

円
滑

な
移

行
を

実
現

す
る

観
点

か
ら

、
具

体
的

な
移

行
工

程
・移

行
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

整
理

し
、

広
く
国

民
へ

の
周

知
に

努
め

る
と

と
も

に
、

必
要

な
制

度
の

整
備

を
行

う
。

 

【
意

見
内

容
】 

冒
頭

で
も

申
し

上
げ

た
と

お
り

、
固

定
電

話
網

か
ら

ＩＰ
網

へ
の

円
滑

な
移

行
を

進
め

て
い

く
上

で
最

も
重

要
な

ポ
イ

ン
ト

は
、

音
声

通
信

市
場

が
縮

小
し

て
い

く
中

、
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

も
引

き
続

き
固

定
電

話
を

ご
利

用
さ

れ
る

お
客

様
の

た
め

に
、

い
か

に
固

定
電

話
を

維

持
し

て
い

く
か

と
い

う
点

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

そ
の

た
め

に
は

、
ＩＰ

網
の

特
性

を
活

か
し

、
で

き
る

限
り

お
客

様
に

ご
負

担
を

お
か

け
し

な
い

よ
う

、
最

小
限

の
追

加
コ

ス
ト

で
「
固

定
電

話
」
の

受
け

皿
と

な
る

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

を
実

現
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

 

固
定

電
話

網
か

ら
ＩＰ

網
へ

の
移

行
の

意
義

と
し

て
、

こ
う

し
た

考
え

方
を

明
示

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
ま

す
。

 

「
光

ＩＰ
電

話
へ

の
移

行
を

も
視

野
に

入
れ

た
取

組
を

進
め

る
」
と

あ
り

ま
す

が
、

「
固

定
電

話
」
の

提
供

形
態

は
、

光
回

線
へ

の
移

行
あ

り

き
で

な
く
、

無
線

等
を

含
め

様
々

な
選

択
肢

か
ら

、
そ

の
時

点
の

需
要

、
技

術
動

向
及

び
経

済
性

を
踏

ま
え

て
最

適
な

方
法

を
検

討
す

べ
き

で
あ

り
、

こ
う

し
た

多
様

な
選

択
肢

が
あ

る
中

で
、

音
声

サ
ー

ビ
ス

の
た

め
だ

け
に

、
現

に
メ

タ
ル

で
提

供
し

て
い

る
「
固

定
電

話
」
の
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お
客

様
を

光
ＩＰ

電
話

に
全

面
的

に
移

行
さ

せ
る

必
要

は
な

い
と

考
え

ま
す

。
ま

た
、

光
ＩＰ

電
話

は
光

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
サ

ー
ビ

ス
に

重
畳

す
る

1
オ

プ
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
提

供
し

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
現

在
の

「
固

定
電

話
」
と

同
等

の
料

金
水

準
で

電
話

サ
ー

ビ
ス

だ
け

を

利
用

し
た

い
と

い
う

ニ
ー

ズ
に

お
応

え
で

き
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

変
化

の
早

い
情

報
通

信
市

場
に

お
い

て
、

今
か

ら
特

定
の

技
術

や
提

供
形

態
を

前
提

に
す

る
こ

と
は

、
お

客
様

利
便

を
損

な
い

か
ね

な
い

た
め

、
避

け
る

べ
き

と
考

え
ま

す
。

 

当
社

と
し

て
は

、
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
の

提
供

条
件

を
今

春
に

は
お

示
し

し
て

い
く
考

え
で

あ
り

、
ま

た
、

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

の
設

備
構

成
に

つ
い

て
は

、
第

1
9

回
電

話
網

移
行

円
滑

化
委

員
会

（
平

成
2
8

年
9

月
2
3

日
）に

お
い

て
明

ら
か

に
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

事
業

者

間
協

議
等

を
通

じ
て

設
備

構
成

に
変

更
が

生
じ

れ
ば

、
必

要
に

応
じ

て
そ

れ
を

開
示

し
て

い
く
考

え
で

す
。

 

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

へ
の

移
行

工
程

・
移

行
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
8

年
1
2

月
の

事
業

者
間

意
識

合
わ

せ
の

場
で

当
社

か
ら

具
体

案
を

提
示

し
、

テ
ー

マ
別

検
討

会
や

個
別

協
議

等
を

重
ね

て
お

り
、

円
滑

な
移

行
方

法
等

に
つ

い
て

事
業

者
間

で
コ

ン
セ

ン
サ

ス

を
形

成
す

べ
く
議

論
を

進
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
 

３
．

固
定

電
話

サ
ー

ビ
ス

の

信
頼

性
・
品

質
、

提
供

エ

リ
ア

、
料

金
水

準
の

確

保
 

９
頁

 
【
意

見
対

象
箇

所
】 

３
．

 
１

 
 
 信

頼
性

・
品

質
の

確
保

（
技

術
基

準
等

） 

３
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

ＩＰ
網

へ
の

移
行

に
伴

い
、

電
気

通
信

サ
ー

ビ
ス

の
「信

頼
性

」
や

「
品

質
」等

を
確

保
す

る
た

め
に

新
た

な
課

題
が

生
じ

る
場

合
に

は
、

公

正
な

競
争

環
境

を
確

保
し

つ
つ

、
必

ず
し

も
事

業
者

の
経

済
合

理
性

の
視

点
の

み
な

ら
ず

、
確

保
す

べ
き

利
用

者
利

益
も

十
分

に
勘

案

し
て

、
必

要
な

設
備

規
律

（
技

術
基

準
）
の

新
た

な
整

備
や

、
利

用
者

へ
の

説
明

・
周

知
・
対

応
方

策
の

提
供

等
が

十
分

に
図

ら
れ

る
た

め
の

措
置

等
が

必
要

と
な

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

当
社

と
し

て
は

、
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

も
、

引
き

続
き

「
信

頼
性

」や
「
品

質
」の

確
保

に
努

め
て

い
く
考

え
で

す
。

 

ま
た

、
固

定
電

話
を

維
持

し
て

い
く
た

め
に

は
、

ＩＰ
網

の
特

性
を

踏
ま

え
、

で
き

る
限

り
お

客
様

に
ご

負
担

を
お

か
け

し
な

い
よ

う
、

最
小

限
の

追
加

コ
ス

ト
で

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

を
実

現
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

お
り

、
こ

う
し

た
中

で
、

将
来

に
亘

っ
て

技
術

的
な

選
択

肢
を

狭
め

る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
現

在
ア

ナ
ロ

グ
電

話
や

0Ａ
Ｂ

-Ｊ
 
ＩＰ

電
話

等
に

課
さ

れ
て

い
る

音
声

品
質

等
に

つ
い

て
、

お
客

様
の

声
を

踏

ま
え

つ
つ

、
必

要
に

応
じ

て
柔

軟
な

見
直

し
を

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
ま

す
。

 

３
．

固
定

電
話

サ
ー

ビ
ス

の

信
頼

性
・
品

質
、

提
供

エ

リ
ア

、
料

金
水

準
の

確

保
 

１
０

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

３
．

 
１

 
 
 信

頼
性

・
品

質
の

確
保

（
技

術
基

準
等

） 

３
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 



6 
 

［
回

線
保

留
機

能
］ 

・
 
緊

急
通

報
に

関
し

、
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
で

は
、

緊
急

通
報

受
理

機
関

側
か

ら
通

話
を

切
断

し
な

い
限

り
通

話
を

継
続

す
る

機
能

（
い

わ
ゆ

る
「
回

線
保

留
機

能
」
）
の

実
現

が
困

難
で

あ
る

が
、

携
帯

電
話

や
光

ＩＰ
電

話
（
0
Ａ

Ｂ
～

Ｊ
 
ＩＰ

電
話

）
と

同
様

に
緊

急
通

報
受

理
機

関

側
に

送
信

し
た

電
話

番
号

に
よ

る
呼

び
返

し
機

能
（
い

わ
ゆ

る
「
コ

ー
ル

バ
ッ

ク
機

能
」
）
で

の
対

応
は

可
能

で
あ

る
。

緊
急

機
関

等
の

要
請

や
現

行
の

技
術

基
準

を
踏

ま
え

、
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
に

も
、

緊
急

通
報

受
理

機
関

側
か

ら
通

話
を

切
断

し
な

い
限

り
通

話
を

継
続

す
る

機
能

又
は

緊
急

通
報

受
理

機
関

側
に

送
信

し
た

電
話

番
号

に
よ

る
呼

び
返

し
若

し
く
は

こ
れ

に
準

ず
る

機
能

の
具

備
を

義
務

付
け

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

各
緊

急
通

報
受

理
機

関
様

が
現

在
ご

利
用

中
の

指
令

台
（
高

度
化

台
）
に

つ
い

て
は

、
固

定
電

話
網

か
ら

ＩＰ
網

へ
の

移
行

の
タ

イ
ミ

ン

グ
で

ご
利

用
い

た
だ

け
な

く
な

る
こ

と
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
 

た
だ

し
、

一
次

答
申

（
案

）
に

記
載

の
と

お
り

、
パ

ケ
ッ

ト
に

よ
る

通
信

を
行

う
ＩＰ

網
に

お
い

て
は

、
固

定
電

話
網

（
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
）
の

よ
う

に
回

線

を
占

有
す

る
こ

と
が

技
術

的
に

困
難

で
あ

る
た

め
、

「
回

線
保

留
機

能
」
は

実
現

で
き

ま
せ

ん
。

し
た

が
っ

て
、

当
社

は
こ

れ
ま

で
、

緊
急

通
報

受
理

機
関

様
に

対
し

て
、

こ
う

し
た

点
を

説
明

す
る

と
と

も
に

、
ＩＰ

網
で

の
代

替
案

と
し

て
「
コ

ー
ル

バ
ッ

ク
機

能
」
を

提
案

し
て

ま
い

り

ま
し

た
。

 

今
後

、
こ

れ
ま

で
に

緊
急

通
報

受
理

機
関

様
か

ら
い

た
だ

い
た

ご
要

望
等

（
例

え
ば

、
通

報
者

の
電

話
機

に
1
Ｘ

Ｙ
を

表
示

し
、

通
報

者
が

緊
急

通
報

機
関

か
ら

の
コ

ー
ル

バ
ッ

ク
と

判
別

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
等

）
を

踏
ま

え
て

、
引

き
続

き
、

ＩＰ
網

で
緊

急
通

報
呼

を
実

現

す
る

具
体

的
な

仕
様

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
て

い
く
考

え
で

す
。

ま
た

、
各

緊
急

通
報

受
理

機
関

様
の

本
庁

だ
け

で
な

く
、

各
市

町
村

の

消
防

本
部

様
等

全
国

の
各

受
理

機
関

様
に

対
し

て
も

、
分

か
り

や
す

い
ご

説
明

を
心

掛
け

な
が

ら
具

体
的

な
提

案
を

行
う

等
、

よ
り

丁

寧
な

対
応

に
努

め
て

い
く
考

え
で

す
。

 

な
お

、
ＩＰ

網
へ

の
移

行
と

は
直

接
関

係
し

ま
せ

ん
が

、
現

在
ご

利
用

中
の

指
令

台
（
高

度
化

台
）
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

各
受

理
機

関
様

に
お

け
る

指
令

台
の

そ
れ

ぞ
れ

の
更

改
タ

イ
ミ

ン
グ

に
合

わ
せ

て
、

順
次

、
光

ＩＰ
回

線
に

対
応

し
た

新
た

な
指

令
台

を
導

入
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

３
．

固
定

電
話

サ
ー

ビ
ス

の

信
頼

性
・
品

質
、

提
供

エ

リ
ア

、
料

金
水

準
の

確

保
 

１
１

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

３
．

 
１

 
 
 信

頼
性

・
品

質
の

確
保

（
技

術
基

準
等

） 

３
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

［
電

話
を

繋
ぐ

機
能

］ 
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～
（
中

略
）～

 

ま
た

、
移

行
後

の
ＩＰ

網
に

お
け

る
局

給
電

に
関

す
る

課
題

に
対

応
し

て
、

利
用

者
保

護
の

観
点

か
ら

、
米

国
の

事
例

も
参

考
に

、
停

電

時
の

電
話

利
用

に
お

け
る

電
源

確
保

や
利

用
者

へ
の

説
明

・
周

知
等

に
つ

い
て

の
適

切
な

規
律

を
課

す
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

ＩＰ
網

へ
の

移
行

後
に

お
い

て
も

、
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
に

つ
い

て
は

、
現

状
ど

お
り

局
給

電
を

行
っ

て
い

く
考

え
で

す
。

 

光
ＩＰ

電
話

に
つ

い
て

は
局

給
電

を
行

う
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
が

、
当

社
は

、
「
ひ

か
り

電
話

」
を

ご
利

用
い

た
だ

い
て

い
る

お
客

様
に

対
し

て
、

停
電

対
策

を
講

じ
て

い
な

か
っ

た
場

合
に

は
「
ひ

か
り

電
話

」
が

停
電

時
に

ご
利

用
で

き
な

く
な

る
こ

と
、

ま
た

停
電

時
の

電
源

確
保

対
策

と
し

て
当

社
提

供
の

「
光

モ
バ

イ
ル

バ
ッ

テ
リ

ー
」
や

市
販

の
Ｕ

Ｐ
Ｓ

（
無

停
電

電
源

装
置

）
を

ご
利

用
い

た
だ

く
こ

と
で

一
時

的
な

電

源
確

保
が

可
能

で
あ

る
こ

と
を

、
サ

ー
ビ

ス
お

申
込

み
時

に
留

意
事

項
と

し
て

ご
説

明
さ

せ
て

い
た

だ
く
と

と
も

に
、

ご
契

約
者

に
郵

送
す

る
書

面
や

当
社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

お
い

て
広

く
周

知
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
 

当
社

と
し

て
は

、
今

後
も

引
き

続
き

、
ご

契
約

者
へ

の
説

明
や

周
知

を
丁

寧
に

実
施

し
、

お
客

様
の

利
便

性
確

保
に

努
め

て
い

く
考

え
で

す
。

 

３
．

固
定

電
話

サ
ー

ビ
ス

の

信
頼

性
・
品

質
、

提
供

エ

リ
ア

、
料

金
水

準
の

確

保
 

１
２

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

３
．

 
２

 
 
 「

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

サ
ー

ビ
ス

」
へ

の
影

響
 

３
．

 
２

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

し
た

が
っ

て
、

「
ア

ナ
ロ

グ
電

話
」
か

ら
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
へ

の
移

行
の

開
始

後
は

、
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
を

、
現

在
の

「
ア

ナ
ロ

グ
電

話
」
と

共
に

、

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
提

供
さ

れ
る

オ
プ

シ
ョ

ン
と

し
て

位
置

づ
け

る
こ

と
が

適
切

で
あ

り
、

そ
の

た
め

に
、

品
質

等
の

技
術

基

準
の

設
定

に
つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

【
意

見
内

容
】 

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

サ
ー

ビ
ス

収
支

は
、

2
0
15

年
度

に
お

い
て

約
8
0
0

億
円

(N
T
T

東
西

計
)の

赤
字

と
な

っ
て

お
り

、
「
固

定
電

話
」
市

場
が

縮
小

を
続

け
る

中
、

こ
の

よ
う

な
大

幅
な

赤
字

を
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
西

の
み

の
負

担
で

賄
っ

て
い

こ
う

と
し

て
も

、
い

ず
れ

限
界

が
く
る

も
の

と
考

え

ま
す

。
 

こ
う

し
た

状
況

を
踏

ま
え

る
と

、
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
サ

ー
ビ

ス
制

度
の

在
り

方
に

つ
い

て
は

中
長

期
的

に
は

重
要

な
課

題
で

す
が

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ

か
ら

ＩＰ
網

へ
の

移
行

準
備

等
に

要
す

る
期

間
を

考
慮

す
る

と
、

ま
ず

は
メ

タ
ル

の
「
固

定
電

話
」
を

円
滑

に
ＩＰ

網
へ

移
行

さ
せ

て
い

く
た

め
の

諸
課

題
を

整
理

し
て

い
く
こ

と
が

先
決

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

そ
の

上
で

、
将

来
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

サ
ー

ビ
ス

の
在

り
方

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
技

術
革

新
や

市
場

環
境

の
変

化
を

踏
ま

え
た

上
で

、
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ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
の

「
音

声
通

話
」
の

在
り

方
の

議
論

を
技

術
中

立
的

か
つ

経
済

合
理

的
な

観
点

か
ら

行
い

、
国

民
的

な

コ
ン

セ
ン

サ
ス

を
得

な
が

ら
慎

重
に

進
め

て
い

く
こ

と
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

 

３
．

固
定

電
話

サ
ー

ビ
ス

の

信
頼

性
・
品

質
、

提
供

エ

リ
ア

、
料

金
水

準
の

確

保
 

１
４

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

３
．

 
３

 
 利

用
者

料
金

規
制

の
在

り
方

 

３
．

 
３

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

な
お

、
光

ＩＰ
電

話
に

つ
い

て
は

、
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

（
Ｆ

Ｔ
Ｔ

Ｈ
）
契

約
に

重
畳

し
て

提
供

さ
れ

る
サ

ー
ビ

ス
で

あ
り

、
光

ＩＰ
電

話
に

つ
い

て
プ

ラ
イ

ス
キ

ャ
ッ

プ
規

制
を

課
す

場
合

に
は

、
サ

ー
ビ

ス
の

ベ
ー

ス
と

な
っ

て
い

る
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

（
Ｆ

Ｔ
Ｔ

Ｈ
）
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
も

特
定

電
気

通
信

役
務

の
対

象
と

し
て

プ
ラ

イ
ス

キ
ャ

ッ
プ

規
制

を
課

す
必

要
が

あ
る

か
、

あ
わ

せ
て

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
 

【
意

見
内

容
】 

プ
ラ

イ
ス

キ
ャ

ッ
プ

規
制

は
、

競
争

原
理

が
機

能
し

に
く
い

市
場

に
お

け
る

料
金

規
制

で
あ

り
、

現
に

市
場

競
争

下
で

価
格

が
決

定
さ

れ

て
い

る
光

ＩＰ
電

話
や

光
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

サ
ー

ビ
ス

に
本

規
制

を
導

入
す

る
必

要
は

な
い

も
の

と
考

え
ま

す
。

 

４
．

移
行

に
伴

い
終

了
す

る

サ
ー

ビ
ス

等
に

関
す

る

利
用

者
利

益
の

保
護

 

１
８

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

４
．

 
１

 
 移

行
に

伴
い

終
了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等
の

扱
い

 

４
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

（
１

）
ＩＮ

Ｓ
ネ

ッ
ト

（
デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

モ
ー

ド
）
の

終
了

に
伴

う
対

応
 

～
（
中

略
）～

 

①
 
代

替
案

等
の

提
供

条
件

の
検

証
 

・
 
各

代
替

案
が

有
す

る
品

質
・
コ

ス
ト

等
の

課
題

に
対

し
、

継
続

的
に

、
利

用
者

か
ら

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
改

善
策

の
検

討
を

行

い
随

時
改

善
を

図
る

こ
と

。
 

・
 
現

在
検

討
中

と
さ

れ
て

い
る

補
完

策
に

係
る

提
供

条
件

を
早

期
に

確
定

・
公

表
す

る
こ

と
。

そ
の

際
、

補
完

策
の

利
用

希
望

者
に

お
け

る
追

加
負

担
が

可
能

な
限

り
か

か
ら

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

②
 
補

完
策

等
の

検
証

環
境

の
提

供
 

・
 
検

証
環

境
の

利
用

希
望

状
況

や
利

用
見

込
み

、
検

証
実

施
状

況
を

継
続

的
に

把
握

し
、

現
在

の
検

証
環

境
で

対
応

可
能

で
あ

る

か
随

時
確

認
す

る
こ

と
。

 

・
 
検

証
実

施
場

所
・
時

間
の

拡
大

を
含

め
、

必
要

に
応

じ
て

検
証

環
境

に
お

け
る

利
便

性
向

上
策

を
積

極
的

・
継

続
的

に
検

討
・
実

施
す

る
こ

と
。
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③
 
サ

ー
ビ

ス
終

了
時

期
・移

行
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
作

成
 

・
 
サ

ー
ビ

ス
終

了
時

期
の

早
期

公
表

に
加

え
、

各
利

用
業

界
と

の
調

整
・
連

携
予

定
等

を
含

む
よ

り
具

体
的

な
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

早

期
公

表
を

行
う

こ
と

。
 

・
 
他

事
業

者
や

利
用

団
体

・
企

業
に

お
け

る
サ

ー
ビ

ス
利

用
実

態
の

把
握

を
行

い
、

移
行

に
関

し
て

は
こ

れ
ら

の
者

と
早

期
に

調

整
・
連

携
を

図
り

つ
つ

、
業

界
横

断
的

な
対

応
を

図
る

こ
と

。
 

【
意

見
内

容
】 

当
社

は
、

一
次

答
申

（
案

）
に

お
い

て
示

さ
れ

た
「
Ｎ

Ｔ
Ｔ

に
お

い
て

引
き

続
き

ＩＮ
Ｓ

ネ
ッ

ト
（
デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

モ
ー

ド
）
の

終
了

に
関

す
る

調

整
を

進
め

て
い

く
に

あ
た

り
Ｎ

Ｔ
Ｔ

が
留

意
す

べ
き

点
」
を

踏
ま

え
て

、
引

き
続

き
利

用
者

・
関

係
団

体
等

へ
丁

寧
に

対
応

し
て

い
く
考

え
で

あ
り

、
そ

う
し

た
方

々
か

ら
の

ご
意

見
や

ア
ド

バ
イ

ス
等

を
い

た
だ

き
な

が
ら

対
応

を
充

実
し

て
い

く
考

え
で

す
。

 

ＩＮ
Ｓ

ネ
ッ

ト
（
デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

モ
ー

ド
）
終

了
後

の
補

完
策

（メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

上
の

デ
ー

タ
通

信
）
に

つ
い

て
は

、
検

証
環

境
を

2
01

6
年

9

月
よ

り
用

意
し

、
こ

れ
ま

で
既

に
2
0

以
上

の
関

係
団

体
・ベ

ン
ダ

ー
等

に
ご

利
用

い
た

だ
き

、
ＩＳ

Ｄ
Ｎ

専
用

端
末

を
取

り
替

え
る

こ
と

な
く

補
完

策
を

ご
利

用
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
検

証
実

施
状

況
を

継
続

的
に

把
握

す
る

こ
と

で
、

必
要

に
応

じ
て

検
証

環
境

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
今

後
さ

ら
に

進
め

る
検

証
の

結
果

を
踏

ま
え

て
、

今
年

度
内

に
補

完
策

の
提

供
可

否
に

つ
い

て

公
表

す
る

考
え

で
す

。
 

さ
ら

に
、

ＩＮ
Ｓ

ネ
ッ

ト
（
デ

ィ
ジ

タ
ル

通
信

モ
ー

ド
）
の

終
了

時
期

の
後

ろ
倒

し
を

含
め

た
具

体
的

な
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て
も

、
ＩＰ

網
へ

の
移

行
方

法
や

移
行

時
期

に
関

す
る

事
業

者
間

で
の

検
討

を
踏

ま
え

、
可

能
な

限
り

早
い

時
期

に
明

ら
か

に
し

て
い

く
考

え
で

す
。

 

４
．

移
行

に
伴

い
終

了
す

る

サ
ー

ビ
ス

等
に

関
す

る

利
用

者
利

益
の

保
護

 

１
８

頁
，

 

１
９

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

４
．

 
１

 
 移

行
に

伴
い

終
了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等
の

扱
い

 

４
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

④
 
周

知
・移

行
促

進
に

向
け

た
対

応
 

・
 
利

用
者

に
加

え
、

 
関

係
団

体
・
企

業
等

を
含

む
利

用
者

以
外

の
者

へ
の

一
般

的
な

周
知

を
実

施
す

る
こ

と
。

 

・
 
周

知
の

際
は

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
か

ら
ＩＰ

網
へ

の
移

行
に

便
乗

し
た

消
費

者
被

害
を

防
止

す
る

た
め

の
注

意
喚

起
は

、
国

民
生

活
セ

ン
タ

ー
等

の
協

力
を

得
つ

つ
、

多
様

な
手

法
を

活
用

し
て

実
施

す
る

こ
と

。
 

⑤
 
Ｎ

Ｔ
Ｔ

の
体

制
整

備
 

・
 
各

部
門

の
進

捗
管

理
や

統
一

的
指

針
の

策
定

等
に

係
る

責
任

体
制

の
明

確
化

を
図

る
こ

と
。

 

・
 
多

様
な

利
用

者
側

の
状

況
（
利

用
者

規
模

等
）
に

合
わ

せ
て

適
切

な
対

応
を

行
う

窓
口

体
制

の
整

備
と

当
該

体
制

に
係

る
情

報
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提
供

を
図

る
こ

と
。

 

⑥
 
そ

の
他

各
利

用
業

界
と

の
調

整
 

・
 
各

関
係

団
体

・
企

業
か

ら
の

意
見

・
要

望
等

を
踏

ま
え

、
利

用
用

途
ご

と
に

考
え

ら
れ

る
課

題
等

に
対

し
て

丁
寧

に
対

応
す

る
こ

と
。

 

【
意

見
内

容
】 

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

マ
イ

グ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
便

乗
し

た
悪

質
販

売
勧

誘
等

に
よ

る
消

費
者

被
害

の
発

生
防

止
に

向
け

て
は

、
国

民
生

活
セ

ン
タ

ー
様

及
び

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

様
と

の
連

携
を

深
め

た
い

と
考

え
て

お
り

、
当

社
は

本
年

1
月

よ
り

順
次

、
各

セ
ン

タ
ー

様
に

対
し

て
、

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

マ
イ

グ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
背

景
や

当
社

の
考

え
方

等
に

関
す

る
説

明
を

始
め

て
お

り
ま

す
。

今
後

、
悪

質
販

売
勧

誘
等

が
発

生
し

た
場

合
に

は
、

発
生

状
況

や
手

口
等

に
つ

い
て

当
社

の
お

客
さ

ま
相

談
セ

ン
タ

ー
に

も
ご

連
絡

い
た

だ
く
よ

う
、

お
願

い
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
 

今
後

も
引

き
続

き
、

各
セ

ン
タ

ー
様

か
ら

の
ご

意
見

や
ア

ド
バ

イ
ス

等
を

踏
ま

え
つ

つ
、

お
客

様
に

特
に

注
意

し
て

い
た

だ
き

た
い

点
等

に

つ
い

て
、

当
社

か
ら

お
客

様
に

分
か

り
や

す
く
お

伝
え

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

 

当
社

と
し

て
は

、
対

応
に

あ
た

っ
て

、
既

に
全

社
横

断
的

な
連

携
体

制
を

構
築

し
て

お
り

ま
す

が
、

今
後

、
大

規
模

法
人

・
中

小
企

業
・
個

人
の

お
客

様
等

、
そ

れ
ぞ

れ
の

お
客

様
に

合
わ

せ
た

問
合

せ
窓

口
を

設
置

す
る

こ
と

で
、

お
客

様
側

の
様

々
な

状
況

に
合

わ
せ

た
適

切

な
対

応
を

実
施

し
て

い
く
考

え
で

す
。

 

４
．

移
行

に
伴

い
終

了
す

る

サ
ー

ビ
ス

等
に

関
す

る

利
用

者
利

益
の

保
護

 

２
１

頁
，

 

２
２

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

４
．

 
１

 
 移

行
に

伴
い

終
了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等
の

扱
い

 

４
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

Ⅱ
．

ル
ー

ル
化

の
対

象
・内

容
 

～
（
中

略
）～

 

①
 
ル

ー
ル

の
対

象
 

代
替

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
状

況
や

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
用

い
ら

れ
る

電
気

通
信

設
備

の
性

質
に

鑑
み

、
利

用
者

の
利

益
の

保
護

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
サ

ー
ビ

ス
（
例

え
ば

、
指

定
電

気
通

信
役

務
）
に

影
響

が
生

じ
る

場
合

に
つ

い
て

特
に

ル
ー

ル
化

を
図

る
必

要
性

が
高

い
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

ま
ず

は
そ

の
よ

う
な

場
合

を
対

象
と

し
て

検
討

す
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。
 

②
 
ル

ー
ル

の
内

容
 

～
（
中

略
）～

 

（
ア

）
 
代

替
サ

ー
ビ

ス
の

確
保

等
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現
在

は
、

代
替

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

係
る

規
律

が
な

い
こ

と
か

ら
、

サ
ー

ビ
ス

を
終

了
し

よ
う

と
す

る
電

気
通

信
事

業
者

が
以

下
の

取
組

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
事

前
に

総
務

省
が

確
認

す
る

と
も

に
、

当
該

電
気

通
信

事
業

者
が

継
続

的
に

そ
の

提
供

条

件
の

見
直

し
を

検
討

し
、

随
時

改
善

を
図

る
こ

と
 

・
 
利

用
者

に
対

す
る

品
質

・
コ

ス
ト

等
の

面
で

実
質

的
に

支
障

な
く
利

用
可

能
な

代
替

サ
ー

ビ
ス

の
提

案
・提

供
 

・
 
既

存
サ

ー
ビ

ス
と

代
替

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
条

件
の

差
に

関
す

る
分

か
り

や
す

い
情

報
提

供
 

【
意

見
内

容
】 

サ
ー

ビ
ス

の
終

了
は

、
経

済
性

等
の

観
点

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

継
続

が
困

難
で

あ
る

た
め

に
実

施
す

る
も

の
で

す
。

 

「
他

の
事

業
者

に
よ

っ
て

十
分

に
提

供
さ

れ
な

い
よ

う
な

電
気

通
信

サ
ー

ビ
ス

を
終

了
し

よ
う

と
す

る
場

合
の

ル
ー

ル
」
の

検
討

に
あ

た
っ

て
、

そ
の

対
象

サ
ー

ビ
ス

が
あ

ま
り

に
も

広
が

り
過

ぎ
た

り
、

代
替

サ
ー

ビ
ス

に
対

し
て

従
前

の
サ

ー
ビ

ス
と

品
質

・
コ

ス
ト

等
の

面
で

同

等
の

仕
様

の
も

の
を

求
め

る
等

、
そ

の
対

象
サ

ー
ビ

ス
や

内
容

が
厳

格
に

な
り

す
ぎ

る
と

、
実

質
的

に
事

業
者

の
退

出
の

自
由

が
制

限

さ
れ

、
事

業
展

開
を

妨
げ

る
こ

と
に

も
な

り
か

ね
ま

せ
ん

。
 

し
た

が
っ

て
、

ル
ー

ル
化

の
対

象
は

、
利

用
者

が
多

く
影

響
が

大
き

い
も

の
で

あ
っ

て
、

他
の

電
気

通
信

事
業

者
等

を
含

め
て

代
替

サ
ー

ビ
ス

が
十

分
に

提
供

さ
れ

て
い

な
い

も
の

に
限

定
し

、
代

替
サ

ー
ビ

ス
の

確
保

に
つ

い
て

も
事

業
者

が
柔

軟
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
ま

す
。

 

な
お

、
ル

ー
ル

化
の

対
象

を
検

討
す

る
際

に
着

目
す

べ
き

は
、

あ
く
ま

で
も

お
客

様
へ

の
影

響
や

実
際

の
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
で

あ
っ

て
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
用

い
ら

れ
る

電
気

通
信

設
備

の
性

質
に

着
目

す
る

必
要

は
な

い
と

考
え

ま
す

。
 

４
．

移
行

に
伴

い
終

了
す

る

サ
ー

ビ
ス

等
に

関
す

る

利
用

者
利

益
の

保
護

 

２
２

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

４
．

 
１

 
 移

行
に

伴
い

終
了

す
る

サ
ー

ビ
ス

等
の

扱
い

 

４
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

（
ウ

）
 他

事
業

者
へ

の
対

応
 

第
一

種
指

定
電

気
通

信
設

備
に

係
る

接
続

機
能

の
終

了
は

、
接

続
事

業
者

が
当

該
接

続
機

能
を

利
用

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
者

に
も

重
大

な
影

響
を

及
ぼ

す
こ

と
に

な
る

。
そ

の
た

め
、

第
一

種
指

定
電

気
通

信
設

備
に

係
る

接
続

機
能

の
終

了
に

伴
っ

て
接

続

約
款

が
変

更
さ

れ
る

場
合

に
は

、
以

下
の

対
応

が
求

め
ら

れ
る

こ
と

 

・
 
当

該
接

続
約

款
の

変
更

に
係

る
認

可
の

要
件

の
一

つ
と

し
て

、
第

一
種

指
定

電
気

通
信

設
備

設
置

事
業

者
は

他
事

業
者

に
対

し
て

十
分

な
周

知
期

間
を

確
保

す
る

こ
と

が
明

示
さ

れ
る

こ
と

 

・
 
第

一
種

指
定

電
気

通
信

設
備

設
置

事
業

者
に

お
い

て
は

、
終

了
に

係
る

機
能

の
代

替
措

置
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

提
案

を
行

う
な
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ど
の

対
応

を
接

続
事

業
者

に
対

し
て

行
う

こ
と

が
望

ま
れ

る
こ

と
 

【
意

見
内

容
】 

第
一

種
指

定
電

気
通

信
設

備
に

係
る

接
続

機
能

の
終

了
に

あ
た

っ
て

は
、

こ
れ

ま
で

も
終

了
に

係
る

接
続

約
款

の
変

更
手

続
き

前
か

ら
、

当
該

機
能

を
利

用
す

る
事

業
者

と
の

間
で

新
規

受
付

停
止

時
期

や
移

行
方

法
等

に
関

す
る

事
前

協
議

を
綿

密
に

行
い

、
当

該
事

業
者

の
対

応
期

間
を

十
分

に
確

保
す

る
と

と
も

に
、

ご
要

望
い

た
だ

け
れ

ば
代

替
機

能
等

の
提

案
を

行
う

等
、

機
能

終
了

に
向

け
て

丁

寧
に

対
応

し
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
今

後
も

同
様

の
対

応
を

実
施

し
て

い
く
考

え
で

す
。

こ
の

よ
う

に
特

段
問

題
が

生
じ

て
い

な
い

中
、

接

続
機

能
の

終
了

に
つ

い
て

接
続

約
款

の
変

更
に

係
る

新
た

な
認

可
要

件
を

設
け

る
と

い
っ

た
事

前
規

制
を

強
化

す
る

必
要

は
な

い
と

考

え
ま

す
。

 

ま
た

、
機

能
終

了
に

あ
た

っ
て

は
、

ご
要

望
が

あ
れ

ば
、

当
社

は
で

き
る

限
り

代
替

措
置

を
検

討
し

て
い

く
考

え
で

す
が

、
技

術
の

変
化

や
経

済
性

の
観

点
か

ら
、

当
該

機
能

を
完

全
に

代
替

で
き

る
よ

う
な

措
置

を
講

じ
る

こ
と

が
で

き
な

い
ま

ま
、

当
該

機
能

を
廃

止
せ

ざ
る

を
得

な
い

場
合

が
あ

る
こ

と
も

想
定

さ
れ

ま
す

。
こ

う
し

た
ケ

ー
ス

ま
で

、
「
代

替
性

」
を

厳
格

に
解

釈
す

る
こ

と
で

、
実

質
的

に
事

業
者

の

退
出

の
自

由
が

制
限

さ
れ

る
こ

と
が

な
い

よ
う

留
意

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
ま

す
。

 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル

の
整

備
 

２
３

頁
，

 

２
４

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

５
．

 
１

 
 Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
位

置
づ

け
 

５
．

 
１

．
 

１
 
 
現

状
と

ＩＰ
網

へ
の

移
行

等
に

伴
う

課
題

 

～
（
中

略
）～

 

現
行

制
度

上
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
は

、
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
性

を
有

す
る

ア
ク

セ
ス

回
線

（
光

回
線

）
と

一
体

と
し

て
設

置
さ

れ
る

設
備

で
あ

り
、

当
該

設
備

と

の
接

続
が

、
他

の
電

気
通

信
事

業
者

の
事

業
展

開
上

不
可

欠
で

あ
っ

て
、

ま
た

、
利

用
者

利
便

の
確

保
の

観
点

か
ら

も
不

可
欠

で
あ

る

こ
と

か
ら

、
「
加

入
者

回
線

及
び

こ
れ

と
一

体
と

し
て

設
置

さ
れ

る
設

備
で

あ
っ

て
、

他
の

電
気

通
信

事
業

者
と

の
接

続
が

利
用

者
の

利

便
の

向
上

及
び

電
気

通
信

の
総

合
的

か
つ

合
理

的
な

発
達

に
欠

く
こ

と
が

で
き

な
い

電
気

通
信

設
備

」
と

し
て

、
総

務
大

臣
に

よ
り

第
一

種
指

定
電

気
通

信
設

備
に

指
定

さ
れ

て
い

る
。

 

Ｎ
Ｇ

Ｎ
に

つ
い

て
は

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
か

ら
ＩＰ

網
へ

の
移

行
が

進
展

す
る

中
で

、
我

が
国

に
お

け
る

基
幹

的
な

通
信

網
と

し
て

の
性

格
を

強
め

る

こ
と

に
な

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

競
争

事
業

者
が

Ｎ
Ｇ

Ｎ
を

利
用

し
て

創
意

工
夫

を
活

か
し

た
多

様
な

サ
ー

ビ
ス

を
遅

滞
な

く
提

供

す
る

こ
と

が
可

能
な

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
は

、
公

正
競

争
の

確
保

や
利

用
者

利
便

の
向

上
を

図
る

観
点

か
ら

重
要

で
あ

る
。

 

～
（
中

略
）～

 

５
．

 
１

．
 

２
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

以
下

の
点

な
ど

を
踏

ま
え

る
と

、
今

後
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

重
要

性
・
基

幹
的

役
割

が
一

層
強

ま
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
こ

う
し

た
状

況
に

即
し

た
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競
争

環
境

の
確

保
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

・
 
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

に
向

け
て

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
日

本
・
西

日
本

の
光

回
線

に
加

え
て

メ
タ

ル
回

線
に

つ
い

て
も

Ｎ
Ｇ

Ｎ
に

収
容

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
は

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

性
を

有
す

る
メ

タ
ル

回
線

及
び

光
回

線
と

一
体

と
し

て
設

置
さ

れ
る

設
備

と
し

て
の

性
格

を
強

め
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
へ

の
他

事
業

者
の

依
存

性
は

強
ま

る
こ

と
 

・
 
ま

た
、

他
事

業
者

は
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

の
光

回
線

の
卸

売
サ

ー
ビ

ス
（
光

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

モ
デ

ル
）
等

を
利

用
し

た
事

業
展

開
を

進
め

て
お

り
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

の
光

回
線

の
契

約
数

に
占

め
る

サ
ー

ビ
ス

卸
の

契
約

数
の

比
率

は
2
0
16

 
年

９
月

末
時

点
で

3
5
%程

度
ま

で
増

加
し

て
い

る
こ

と
 

【
意

見
内

容
】 

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

位
置

づ
け

に
つ

い
て

、
当

社
と

し
て

は
、

以
下

の
観

点
か

ら
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
に

は
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
性

が
な

く
、

第
一

種
指

定
電

気
通

信
設

備
規

制
の

対
象

か
ら

除
外

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
て

お
り

、
固

定
電

話
を

い
か

に
維

持
し

て
い

く
か

と
い

う
今

回
の

メ
イ

ン
テ

ー
マ

に

関
す

る
議

論
と

は
切

り
離

し
て

、
別

途
し

っ
か

り
し

た
議

論
・検

討
を

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

ま
す

。
 

①
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

市
場

に
お

い
て

は
、

他
事

業
者

は
、

ル
ー

タ
・
Ｓ

ＩＰ
サ

ー
バ

等
の

局
内

装
置

を
自

ら
設

置
し

、
ア

ク
セ

ス
回

線
も

自
ら

敷
設

、
あ

る
い

は
当

社
が

オ
ー

プ
ン

化
し

て
提

供
す

る
ダ

ー
ク

フ
ァ

イ
バ

等
を

利
用

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
独

自
の

ＩＰ
通

信
網

を
構

築
し

て

お
り

、
他

の
電

気
通

信
事

業
者

の
事

業
展

開
上

不
可

欠
な

も
の

と
は

な
っ

て
い

な
い

こ
と

 

②
ア

ク
セ

ス
回

線
の

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

性
に

起
因

す
る

影
響

は
ダ

ー
ク

フ
ァ

イ
バ

等
の

ア
ク

セ
ス

回
線

の
オ

ー
プ

ン
化

に
よ

り
Ｎ

Ｇ
Ｎ

と
は

遮

断
さ

れ
て

い
る

こ
と

 

③
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

を
含

む
各

社
の

ＩＰ
網

は
原

則
二

者
間

の
直

接
接

続
と

な
り

、
お

互
い

に
対

等
な

関
係

で
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

繋
ぎ

合
う

こ
と

と
な

る
た

め
、

ＩＰ
網

へ
の

移
行

後
に

よ
り

メ
タ

ル
回

線
が

Ｎ
Ｇ

Ｎ
に

収
容

さ
れ

る
こ

と
に

な
っ

て
も

、
「Ｎ

Ｇ
Ｎ

へ
の

他
事

業

者
の

依
存

性
は

強
ま

る
」
こ

と
に

は
な

ら
な

い
こ

と
 

④
諸

外
国

を
見

て
も

、
ＩＰ

網
に

厳
し

い
接

続
規

制
を

課
し

て
い

る
例

は
な

い
こ

と
 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル

の
整

備
 

２
７

頁
，

 

２
８

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

５
．

 
２

 
 Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
競

争
環

境
整

備
 

５
．

 
２

．
 

２
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

（
１

）
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
接

続
約

款
メ

ニ
ュ

ー
の

見
直

し
 

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

か
ら

ＩＰ
網

へ
の

移
行

に
あ

た
り

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
基

幹
的

な
通

信
網

と
し

て
の

性
格

が
一

層
強

ま
る

こ
と

を
踏

ま
え

る
と

、
円

滑
な

移
行

を
進

め
る

た
め

に
、

Ｐ
Ｏ

Ｉの
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

は
、

音
声

接
続

に
お

け
る

必
要

性
を

考
慮

し
て

、
現

在
設

定
さ

れ
て

い
る

容
量

の
み

な
ら

ず
、

よ
り

小
容

量
の

、
例

え
ば

「
1
Ｇ

ｂ
ｐ
ｓ
」
や

「
1
00

Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
」
と

い
っ

た
メ

ニ
ュ

ー
が

必
要

と
な

る
。

 



14
 

 

Ｐ
Ｏ

Ｉの
設

置
場

所
・
箇

所
数

に
つ

い
て

は
、

「
電

話
を

繋
ぐ

機
能

等
Ｗ

Ｇ
と

り
ま

と
め

」
の

考
え

方
に

基
づ

き
、

多
様

な
通

信
形

態
に

柔
軟

に
対

応
す

る
観

点
か

ら
更

な
る

Ｐ
Ｏ

Ｉの
設

置
は

排
除

さ
れ

な
い

よ
う

に
す

べ
き

で
あ

り
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

は
要

望
が

あ
れ

ば
接

続

ル
ー

ル
に

基
づ

き
Ｐ

Ｏ
Ｉの

追
加

に
つ

い
て

協
議

に
応

じ
る

必
要

が
あ

る
。

 

（
２

）
接

続
協

議
の

円
滑

化
及

び
Ｎ

Ｇ
Ｎ

に
関

す
る

情
報

開
示

の
充

実
等

 

競
争

事
業

者
か

ら
ア

ン
バ

ン
ド

ル
に

つ
い

て
の

「
具

体
的

な
要

望
」
が

ア
ン

バ
ン

ド
ル

の
要

件
で

あ
る

と
し

て
、

競
争

事
業

者
に

要
望

す
る

ア
ン

バ
ン

ド
ル

の
形

態
の

詳
細

に
つ

い
て

立
証

責
任

を
負

わ
せ

、
こ

れ
が

十
分

説
明

さ
れ

な
い

限
り

ア
ン

バ
ン

ド
ル

が
必

要
な

い
と

解
さ

れ
る

と
、

ア
ン

バ
ン

ド
ル

を
不

必
要

に
制

約
す

る
こ

と
に

な
り

か
ね

な
い

。
機

能
の

ア
ン

バ
ン

ド
ル

の
要

否
に

つ
い

て
は

、
円

滑
な

接
続

を

確
保

す
る

観
点

か
ら

、
接

続
を

請
求

す
る

事
業

者
の

要
望

を
基

礎
と

し
て

、
第

一
種

指
定

電
気

通
信

設
備

設
置

事
業

者
に

十
分

な
情

報

開
示

を
求

め
つ

つ
、

総
合

的
に

判
断

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
 

【
意

見
内

容
】 

ＩＰ
-
ＩＰ

接
続

に
お

け
る

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
に

つ
い

て
は

、
音

声
接

続
に

お
け

る
必

要
性

を
考

慮
し

、
よ

り
小

容
量

の
メ

ニ
ュ

ー
を

提
供

し
て

い
く
考

え
で

す
。

 

ま
た

、
Ｐ

Ｏ
Ｉの

設
置

場
所

・
箇

所
数

に
つ

い
て

も
同

様
に

、
「電

話
を

繋
ぐ

機
能

等
Ｗ

Ｇ
と

り
ま

と
め

」
の

考
え

方
に

基
づ

き
、

適
切

に
対

応

し
て

い
く
考

え
で

す
。

 

当
社

と
し

て
は

、
接

続
事

業
者

か
ら

の
新

た
な

ア
ン

バ
ン

ド
ル

要
望

に
つ

い
て

は
、

今
後

と
も

十
分

な
情

報
開

示
を

行
い

つ
つ

丁
寧

に
対

応
を

行
う

こ
と

で
、

円
滑

な
接

続
の

確
保

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

 

し
か

し
な

が
ら

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

で
は

、
電

話
網

と
異

な
り

複
数

の
サ

ー
ビ

ス
間

で
帯

域
や

処
理

能
力

と
い

っ
た

リ
ソ

ー
ス

を
共

用
し

、
Ｓ

ＩＰ
サ

ー
バ

等
に

よ
る

帯
域

確
保

や
優

先
制

御
の

実
現

等
の

工
夫

を
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

様
々

な
サ

ー
ビ

ス
を

統
合

的
に

提
供

し
て

お
り

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

を

ど
の

よ
う

に
ど

の
程

度
利

用
す

る
か

等
に

よ
っ

て
は

、
当

社
、

卸
先

事
業

者
、

既
存

接
続

事
業

者
の

サ
ー

ビ
ス

の
品

質
や

他
の

お
客

様

の
通

信
に

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
 

そ
の

た
め

、
新

た
な

ア
ン

バ
ン

ド
ル

要
望

へ
の

対
応

に
あ

た
っ

て
は

、
当

社
も

情
報

開
示

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
が

、
接

続
事

業
者

に
お

い
て

も
、

要
望

す
る

Ｎ
Ｇ

Ｎ
と

の
接

続
形

態
、

利
用

す
る

機
能

、
需

要
と

い
っ

た
具

体
的

な
要

件
を

お
示

し
い

た
だ

き
、

そ
の

上
で

接
続

可

否
や

利
用

条
件

、
ご

負
担

い
た

だ
く
費

用
等

に
つ

い
て

、
個

々
の

ご
要

望
毎

に
丁

寧
に

検
討

を
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

ご
留

意
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

ま
す

。
 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル

の
整

備
 

２
８

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

５
．

 
２

 
 Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
競

争
環

境
整

備
 

５
．

 
２

．
 

２
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 
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～
（
中

略
）～

 

ま
た

、
そ

の
情

報
開

示
の

在
り

方
に

つ
い

て
は

、
2
0
1
6 

年
11

 
月

の
情

報
通

信
行

政
・
郵

政
行

政
審

議
会

（
情

郵
審

）答
申

別
添

の
「第

一
種

指
定

電
気

通
信

設
備

接
続

料
規

則
の

一
部

を
改

正
す

る
省

令
案

に
対

す
る

意
見

及
び

そ
の

考
え

方
」
に

お
け

る
考

え
方

３
に

お
い

て
、

次
の

と
お

り
示

さ
れ

て
お

り
、

開
示

さ
れ

る
べ

き
情

報
の

範
囲

等
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
事

業
者

間
で

行
わ

れ
た

協
議

に
お

け
る

議
論

等
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
今

後
検

討
が

行
わ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

  

～
（
中

略
）～

 

ル
ー

タ
、

Ｓ
ＩＰ

サ
ー

バ
等

の
設

備
に

つ
い

て
も

「
網

機
能

提
供

計
画

」
の

届
出

対
象

に
追

加
し

て
、

ル
ー

タ
、

Ｓ
ＩＰ

サ
ー

バ
等

の
設

備
の

機
能

の
変

更
又

は
追

加
に

関
す

る
計

画
が

公
表

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
 

【
意

見
内

容
】 

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

情
報

開
示

に
つ

い
て

は
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

サ
ー

ビ
ス

開
始

以
前

か
ら

Ｎ
Ｎ

Ｉ/
Ｓ

Ｎ
Ｉ/

Ｕ
Ｎ

Ｉの
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

条
件

（
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

仕

様
、

通
信

プ
ロ

ト
コ

ル
、

品
質

規
定

条
件

（
転

送
品

質
ク

ラ
ス

等
）
、

接
続

形
態

等
）
を

開
示

し
、

他
事

業
者

か
ら

の
ご

意
見

を
伺

う
と

と
も

に
、

1
年

間
の

ト
ラ

イ
ア

ル
を

実
施

す
る

等
、

既
存

の
情

報
開

示
告

示
に

則
り

自
主

的
に

オ
ー

プ
ン

化
を

進
め

て
き

ま
し

た
。

ま
た

、
サ

ー

ビ
ス

開
始

後
も

、
新

た
な

網
機

能
（
優

先
ク

ラ
ス

を
利

用
し

た
ＩＰ

通
信

を
可

能
と

す
る

機
能

等
）
を

追
加

す
る

場
合

に
は

、
そ

の
都

度
必

要

な
情

報
開

示
を

実
施

し
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
今

般
の

「
優

先
パ

ケ
ッ

ト
識

別
機

能
」
及

び
「
優

先
パ

ケ
ッ

ト
ル

ー
テ

ィ
ン

グ
伝

送
機

能
」

（
以

下
、

優
先

転
送

機
能

）
の

提
供

に
お

い
て

も
、

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

殿
と

の
協

議
等

に
お

い
て

接
続

に
必

要
な

情
報

（
本

機
能

に
係

る
設

備

構
成

や
仕

組
み

、
接

続
料

の
概

算
額

等
）
に

つ
い

て
可

能
な

限
り

開
示

に
努

め
、

ま
た

、
接

続
事

業
者

の
ご

要
望

の
実

現
方

法
を

当
社

か
ら

進
ん

で
提

案
す

る
等

、
優

先
転

送
機

能
の

実
現

に
向

け
て

真
摯

に
対

応
し

て
き

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

に
、

接
続

事
業

者
が

当
社

利
用

部
門

と
同

様
の

サ
ー

ビ
ス

を
Ｎ

Ｇ
Ｎ

と
接

続
し

て
実

現
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る
情

報
を

開
示

し
て

き
た

と
こ

ろ
で

す
。

 

第
26

回
電

話
網

移
行

円
滑

化
委

員
会

（平
成

2
9

年
1

月
20

日
）に

お
い

て
、

優
先

転
送

機
能

に
係

る
接

続
協

議
の

経
緯

を
確

認
し

、

要
因

は
双

方
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
不

足
で

あ
り

、
ま

ず
は

そ
れ

を
解

消
す

る
た

め
の

環
境

整
備

が
重

要
と

の
認

識
が

示
さ

れ
ま

し

た
。

当
社

と
し

て
は

、
今

後
も

双
方

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

不
足

に
よ

る
行

き
違

い
等

に
よ

り
協

議
が

停
滞

す
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、

双
方

が
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
で

の
確

認
を

徹
底

す
る

等
、

円
滑

な
協

議
の

実
現

に
努

め
て

ま
い

り
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

一
次

答
申

（
案

）
で

は
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

オ
ー

プ
ン

化
に

向
け

た
情

報
開

示
促

進
の

一
環

と
し

て
、

ル
ー

タ
・
Ｓ

ＩＰ
サ

ー
バ

等
の

設
備

を
「
網

機
能

提
供

計
画

」
の

届
出

対
象

に
す

る
こ

と
が

提
起

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

「
網

機
能

提
供

計
画

」
は

、
新

た
な

機
能

の
開

発
着

手
の

原
則

2
0
0

日
以

上
前

に
総

務
省

に
届

出
し

、
事

業
者

か
ら

の
意

見
を

受
け

付
け

た
上

で
、

場
合

に
よ

っ
て

は
、

開
発

計
画

の
内

容
変

更
が

必
要

と

な
る

も
の

で
す

。
 

こ
う

し
た

厳
し

い
規

制
を

変
化

が
激

し
く
競

争
や

技
術

革
新

が
進

展
し

て
い

る
ＩＰ

系
サ

ー
ビ

ス
市

場
に

ま
で

広
げ

た
場

合
、

柔
軟

か
つ

機
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動
的

な
サ

ー
ビ

ス
提

供
に

支
障

が
生

じ
る

と
と

も
に

、
競

争
環

境
を

歪
め

利
用

者
利

便
を

損
な

い
か

ね
な

い
た

め
、

ル
ー

タ
・
Ｓ

ＩＰ
サ

ー

バ
等

の
設

備
を

「網
機

能
提

供
計

画
」
の

届
出

対
象

と
す

べ
き

で
は

な
い

と
考

え
ま

す
。

 

前
述

の
と

お
り

、
優

先
転

送
機

能
の

例
に

照
ら

し
て

み
る

と
、

課
題

は
事

業
者

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
不

足
が

原
因

で
あ

り
、

ま
ず

は

そ
れ

を
解

消
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
事

業
者

に
と

っ
て

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
情

報
開

示
が

不
足

し
て

い
る

の
か

等
、

必
ず

し
も

課
題

が
明

ら
か

に
な

っ
て

い
な

い
中

、
「
網

機
能

提
供

計
画

」
の

届
出

対
象

を
拡

充
す

る
こ

と
あ

り
き

で
議

論
を

進
め

る
の

で
は

な
く
、

ま
ず

は

事
業

者
間

協
議

の
実

態
を

踏
ま

え
た

課
題

の
抽

出
・
分

析
を

行
っ

た
上

で
、

事
前

開
示

が
必

要
な

情
報

と
協

議
を

通
じ

て
開

示
す

べ
き

情
報

の
仕

分
け

を
進

め
る

こ
と

か
ら

は
じ

め
、

そ
の

後
、

必
要

に
応

じ
て

現
在

の
情

報
開

示
ル

ー
ル

の
充

実
を

図
る

こ
と

に
よ

り
対

応
し

て
い

く
こ

と
が

適
切

と
考

え
ま

す
。

 

な
お

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
か

ら
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

は
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
を

含
む

各
社

の
ＩＰ

網
は

原
則

二
者

間
の

直
接

接
続

と
な

り
、

お
互

い
に

対
等

な
関

係

で
繋

ぎ
合

う
こ

と
と

な
る

た
め

、
ＩＰ

-
ＩＰ

接
続

へ
の

円
滑

な
移

行
の

た
め

に
は

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
情

報
開

示
だ

け
を

推
し

進
め

る
の

で
は

な
く
、

接

続
事

業
者

も
含

め
相

互
に

情
報

提
供

を
進

め
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル

の
整

備
 

２
８

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

５
．

 
２

 
 Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
競

争
環

境
整

備
 

５
．

 
２

．
 

２
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

ま
た

、
第

一
種

指
定

電
気

通
信

設
備

の
機

能
を

廃
止

す
る

計
画

に
つ

い
て

も
、

「
網

機
能

提
供

計
画

」
の

届
出

対
象

で
あ

る
こ

と
を

明
確

に
す

る
な

ど
、

接
続

事
業

者
へ

の
情

報
開

示
の

一
層

の
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

機
能

の
廃

止
に

あ
た

っ
て

は
、

こ
れ

ま
で

も
当

該
機

能
を

利
用

す
る

事
業

者
と

の
間

で
事

前
協

議
を

丁
寧

に
行

い
、

廃
止

・
移

行
に

係
る

接
続

事
業

者
の

対
応

期
間

を
十

分
に

確
保

し
て

き
て

お
り

、
機

能
を

廃
止

す
る

計
画

の
「
網

機
能

提
供

計
画

」
の

届
出

対
象

へ
の

追
加

は
不

要
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル

の
整

備
 

２
９

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

５
．

 
２

 
 Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
競

争
環

境
整

備
 

５
．

 
２

．
 

２
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

（
３

）
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
オ

ー
プ

ン
化

等
の

接
続

ル
ー

ル
の

検
討

 

～
（
中

略
）～
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こ
う

い
っ

た
検

討
に

加
え

て
、

ＩＰ
網

へ
の

移
行

の
段

階
を

踏
ま

え
た

接
続

制
度

に
関

し
て

、
接

続
料

の
設

定
単

位
（
従

量
制

・
定

額
制

）
も

含
め

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
か

ら
ＩＰ

網
へ

の
移

行
期

間
中

に
お

け
る

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

の
接

続
料

の
算

定
方

法
、

ＩＰ
網

へ
の

移
行

後
の

光
ＩＰ

電
話

と
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
の

接
続

料
の

算
定

方
法

等
の

ＩＰ
－

ＩＰ
接

続
の

接
続

料
算

定
の

在
り

方
に

つ
い

て
総

務
省

に
お

い
て

検
討

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

そ
の

際
、

移
行

期
間

中
に

お
け

る
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
に

係
る

接
続

料
算

定
の

在
り

方
に

つ
い

て
も

、
検

討
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

検
討

に

当
た

っ
て

は
、

音
声

通
信

に
係

る
接

続
料

算
定

の
対

象
と

す
べ

き
設

備
の

範
囲

等
に

つ
い

て
整

理
す

る
と

と
も

に
、

接
続

料
算

定
に

Ｌ
Ｒ

Ｉ

Ｃ
モ

デ
ル

を
適

用
す

る
場

合
に

は
、

引
き

続
き

、
接

続
料

原
価

に
お

け
る

非
効

率
性

の
排

除
を

図
り

、
接

続
料

算
定

の
対

象
と

す
る

サ
ー

ビ
ス

や
機

能
の

範
囲

に
つ

い
て

も
整

理
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

現
在

の
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
接

続
料

の
規

制
は

、
当

社
の

固
定

電
話

が
回

線
サ

ー
ビ

ス
の

ほ
と

ん
ど

を
占

め
、

他
事

業
者

は
そ

の
上

で
中

継
電

話

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
そ

の
料

金
を

競
い

合
う

と
い

っ
た

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

全
盛

の
時

代
を

前
提

と
し

た
も

の
で

す
。

 

一
方

、
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

は
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
を

含
む

各
社

の
ＩＰ

網
は

原
則

二
者

間
の

直
接

接
続

と
な

り
、

お
互

い
に

対
等

な
関

係
で

繋
ぎ

合

い
接

続
料

を
相

互
に

支
払

い
合

う
関

係
に

な
る

こ
と

か
ら

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
接

続
料

に
の

み
規

制
を

課
す

必
要

は
な

い
も

の
と

考
え

ま
す

。
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

の
接

続
料

に
つ

い
て

は
、

基
本

的
に

発
着

二
者

間
の

事
業

者
協

議
で

取
り

決
め

る
こ

と
と

し
、

万
が

一
問

題
が

生
じ

た

場
合

に
は

事
後

的
に

対
応

す
る

ル
ー

ル
へ

見
直

す
べ

き
と

考
え

ま
す

。
 

仮
に

、
当

社
の

ＩＰ
網

の
接

続
料

に
引

き
続

き
規

制
を

課
す

必
要

が
あ

る
と

し
て

も
、

上
述

の
と

お
り

、
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

は
、

二
者

間
が

対
等

な
関

係
で

直
接

接
続

す
る

こ
と

に
な

る
こ

と
か

ら
、

仮
想

的
な

モ
デ

ル
に

よ
り

実
際

に
か

か
っ

た
費

用
を

回
収

で
き

ず
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

西

の
み

に
過

度
な

負
担

を
強

い
る

長
期

増
分

費
用

方
式

に
つ

い
て

は
、

ＩＰ
網

へ
の

移
行

後
の

「
固

定
電

話
（
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
）
」
に

お
い

て

も
光

ＩＰ
電

話
に

お
い

て
も

、
採

用
す

べ
き

で
な

い
と

考
え

ま
す

。
 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル

の
整

備
 

３
４

頁
，

 

３
５

頁
, 

３
６

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

５
．

 
３

 
 
 「

電
話

を
繋

ぐ
機

能
」
の

在
り

方
 

５
．

 
３

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

（
４

）
「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」に

係
る

通
信

施
設

・
通

信
設

備
 

～
（
中

略
）～

 

②
 
「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
内

の
設

備
構

成
（
技

術
基

準
の

考
え

方
） 

「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
内

に
設

置
さ

れ
る

通
信

設
備

に
つ

い
て

は
、

当
該

設
備

を
設

置
す

る
事

業
者

間
で

の
責

任
分

界
を

明
確

に
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し
た

上
で

、
原

則
と

し
て

設
置

主
体

に
よ

り
技

術
基

準
に

基
づ

く
維

持
・
管

理
・
運

用
が

行
わ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

 

事
業

者
間

で
協

議
さ

れ
た

「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
内

の
設

備
構

成
は

下
図

の
と

お
り

で
あ

り
、

ＩＰ
網

へ
の

移
行

後
に

お
け

る
各

事
業

者
の

通
信

設
備

は
、

「
『
Ｌ

２
ス

イ
ッ

チ
』
を

介
し

た
接

続
」
と

「
『
Ｌ

２
ス

イ
ッ

チ
』
を

介
さ

な
い

（
『
パ

ッ
チ

パ
ネ

ル
』
を

介
し

た
）
接

続
」
が

併

存
し

た
接

続
構

成
と

な
る

考
え

が
示

さ
れ

て
い

る
。

事
業

者
間

の
議

論
等

も
踏

ま
え

つ
つ

「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
内

で
複

数
の

事
業

者
が

利
用

す
る

通
信

施
設

や
通

信
設

備
（
Ｌ

２
ス

イ
ッ

チ
等

）
に

つ
い

て
は

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
日

本
・
西

日
本

に
よ

り
維

持
・
管

理
・
運

用
が

行

わ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
 

（
５

）
提

供
主

体
に

求
め

ら
れ

る
役

割
 

Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｎ

か
ら

ＩＰ
網

へ
の

移
行

後
に

お
い

て
は

「
電

話
を

繋
ぐ

機
能

」
が

全
て

の
利

用
者

に
電

話
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

る
た

め
の

基
盤

と
な

る
こ

と
か

ら
、

 

・
 
同

機
能

が
、

事
業

者
の

経
済

合
理

性
の

観
点

の
み

な
ら

ず
、

確
保

す
べ

き
利

用
者

利
益

を
十

分
に

勘
案

し
て

、
継

続
的

か
つ

安
定

的
に

提
供

さ
れ

る
こ

と
 

・
 
同

機
能

を
提

供
す

る
通

信
施

設
（
「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
等

）
及

び
同

施
設

に
設

置
す

る
通

信
設

備
（
ル

ー
タ

等
）
に

つ
い

て
は

、
適

正
性

・
公

平
性

・
透

明
性

が
確

保
さ

れ
た

料
金

そ
の

他
の

提
供

条
件

で
接

続
事

業
者

（
今

後
想

定
さ

れ
る

新
規

参
入

事
業

者
も

含

む
）
に

提
供

さ
れ

る
こ

と
 

・
 
同

機
能

を
提

供
す

る
通

信
施

設
（
「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
等

）
及

び
同

施
設

等
に

設
置

す
る

通
信

設
備

（
ル

ー
タ

や
Ｓ

ＩＰ
サ

ー
バ

等
）

に
つ

い
て

の
信

頼
性

等
が

十
分

に
確

保
さ

れ
る

よ
う

、
技

術
基

準
等

に
基

づ
く
維

持
・
管

理
・
運

用
が

な
さ

れ
る

こ
と

 

が
求

め
ら

れ
る

。
 

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

が
通

信
施

設
及

び
通

信
設

備
を

提
供

す
る

際
に

は
、

上
記

の
考

え
方

を
踏

ま
え

た
対

応
を

行
う

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 
 

（
６

）
そ

の
他

 

「
電

話
を

繋
ぐ

機
能

」
に

関
し

、
地

域
系

事
業

者
と

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

の
Ｎ

Ｇ
Ｎ

と
の

接
続

の
た

め
に

「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
内

に
設

置
さ

れ
る

通
信

設
備

の
責

任
主

体
の

あ
り

よ
う

、
コ

ス
ト

負
担

や
事

業
者

間
精

算
等

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

事
業

者
間

協
議

が
進

め
ら

れ
て

い
る

と
こ

ろ
、

事
業

者
間

で
は

接
続

ル
ー

ル
に

則
し

た
対

応
が

な
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

事
業

者
間

協
議

で
は

、
「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
内

の
事

業
者

間
接

続
は

、
「
『
共

用
Ｌ

２
ス

イ
ッ

チ
』
を

介
し

た
接

続
」
と

、
各

事
業

者
の

自

前
装

置
間

で
の

直
接

接
続

に
よ

る
「
『
共

用
Ｌ

２
ス

イ
ッ

チ
』
を

介
さ

な
い

（
『
パ

ッ
チ

パ
ネ

ル
』
を

介
し

た
）
接

続
」
の

両
形

態
が

あ
り

、
各

事

業
者

が
ど

ち
ら

か
を

任
意

選
択

す
る

こ
と

し
て

お
り

、
当

社
は

後
者

の
形

態
を

選
択

す
る

予
定

で
す

。
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い
ず

れ
の

形
態

に
お

い
て

も
、

「
繋

ぐ
機

能
Ｐ

Ｏ
Ｉビ

ル
」
内

に
お

け
る

通
信

設
備

に
つ

い
て

は
、

現
行

の
当

社
接

続
約

款
に

定
め

る
コ

ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ル

ー
ル

に
則

り
、

各
事

業
者

が
構

築
・
設

置
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
ま

た
、

当
社

は
事

業
者

か
ら

要
望

が
あ

っ
た

場
合

に

は
、

建
設

請
負

／
保

守
受

託
と

い
っ

た
、

要
望

事
業

者
の

撤
退

等
に

よ
り

当
社

が
未

回
収

リ
ス

ク
を

負
う

こ
と

が
な

い
よ

う
、

そ
の

設
置

に

係
る

費
用

を
要

望
事

業
者

に
最

初
に

全
額

負
担

し
て

い
た

だ
け

る
方

法
に

よ
り

対
応

し
て

い
く
考

え
で

す
。

 

ま
た

、
音

声
伝

送
役

務
と

し
て

の
品

質
等

の
技

術
基

準
を

満
た

す
た

め
に

は
、

電
話

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
各

事
業

者
の

Ｓ
ＩＰ

に
よ

る

制
御

等
が

必
要

で
あ

り
、

仮
に

当
社

が
「
共

用
Ｌ

２
ス

イ
ッ

チ
」
を

建
設

請
負

／
保

守
受

託
す

る
と

い
っ

た
場

合
に

は
、

当
社

は
当

該
契

約

の
範

囲
内

で
の

責
任

は
し

っ
か

り
と

果
た

し
て

い
き

ま
す

が
、

音
声

伝
送

役
務

自
体

の
品

質
確

保
に

つ
い

て
は

、
電

話
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

各
事

業
者

が
一

義
的

に
は

責
任

を
負

う
べ

き
も

の
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

 

５
．

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

ル
ー

ル

の
整

備
 

３
７

頁
，

 

３
９

頁
，

 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

５
．

 
４

 
 
 Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
県

間
伝

送
路

の
役

割
 

５
．

 
４

．
 

１
 
 
 
現

状
と

ＩＰ
網

へ
の

移
行

等
に

伴
う

課
題

 

～
（
中

略
）～

 

競
争

事
業

者
が

Ｎ
Ｇ

Ｎ
を

利
用

し
て

品
質

保
証

型
の

ＩＰ
電

話
サ

ー
ビ

ス
を

独
自

提
供

す
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

「
優

先
パ

ケ
ッ

ト
識

別
機

能
」
及

び
「
優

先
パ

ケ
ッ

ト
ル

ー
テ

ィ
ン

グ
伝

送
機

能
」
の

ア
ン

バ
ン

ド
ル

に
よ

り
、

競
争

事
業

者
が

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

接
続

機
能

を
利

用
し

て
提

供

す
る

音
声

役
務

の
ト

ラ
フ

ィ
ッ

ク
は

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
県

間
伝

送
路

を
不

可
避

的
に

経
由

し
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日

本
・西

日
本

の
利

用
者

に
疎

通
す

る
よ

う
に

な
る

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

ア
ン

バ
ン

ド
ル

機
能

の
利

用
に

よ
り

、
接

続
事

業
者

が
Ｎ

Ｇ
Ｎ

上
で

優
先

パ
ケ

ッ
ト

を
流

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

は
、

今
後

、
音

声
サ

ー
ビ

ス
だ

け
で

な
く
、

デ
ー

タ
系

サ
ー

ビ
ス

や
映

像
系

サ
ー

ビ
ス

も
見

込
ま

れ
、

こ
う

し
た

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

当
た

っ
て

も
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
県

間
伝

送
路

を
不

可
避

的
に

経
由

す
る

こ
と

に
な

る
。

 

～
（
中

略
）～

 

５
．

 
４

．
 

２
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

ＩＰ
網

へ
の

移
行

等
に

伴
い

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

へ
の

他
事

業
者

の
依

存
性

は
強

ま
り

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

と
の

接
続

に
お

い
て

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

県
間

伝
送

路
が

不
可

避
的

に
使

用
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
。

 

こ
う

し
た

状
況

変
化

を
踏

ま
え

る
と

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
県

間
伝

送
路

及
び

そ
れ

と
一

体
と

し
て

利
用

さ
れ

る
県

間
中

継
ル

ー
タ

に
つ

い
て

適
切

な

規
律

を
課

す
こ

と
に

よ
り

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
日

本
・
西

日
本

が
活

用
業

務
で

利
用

す
る

当
該

設
備

と
競

争
事

業
者

が
接

続
す

る
に

あ
た

っ
て

の

料
金

そ
の

他
の

提
供

条
件

に
係

る
適

正
性

・
公

平
性

・
透

明
性

を
確

保
し

、
公

正
な

競
争

の
確

保
を

通
じ

て
、

利
用

者
利

益
の

確
保

を

図
る

べ
き

で
あ

る
。

本
件

規
律

の
検

討
に

際
し

て
は

、
こ

れ
ら

設
備

の
不

可
欠

性
に

つ
い

て
検

証
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 
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ＩＰ
網

へ
の

移
行

後
は

、
Ｎ

Ｇ
Ｎ

を
含

む
各

社
の

ＩＰ
網

は
、

原
則

二
者

間
の

直
接

接
続

と
な

り
、

お
互

い
に

対
等

な
関

係
で

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
繋

ぎ
合

い
接

続
料

を
相

互
に

支
払

い
合

う
関

係
と

な
る

た
め

、
当

社
の

県
間

伝
送

路
に

の
み

非
対

称
規

制
を

課
す

理
由

は
な

い
も

の

と
考

え
ま

す
。

当
社

と
し

て
は

、
今

後
の

事
業

者
間

協
議

を
踏

ま
え

つ
つ

、
毎

年
の

事
業

者
間

協
議

を
円

滑
に

行
っ

て
い

く
観

点
か

ら
、

Ｉ

Ｐ
網

へ
の

移
行

後
の

県
間

伝
送

路
区

間
に

対
応

す
る

接
続

料
に

関
し

、
公

平
性

や
透

明
性

を
確

保
す

る
た

め
の

自
主

的
な

措
置

を
講

じ
る

こ
と

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く
考

え
で

す
。

な
お

、
同

様
の

検
討

は
当

社
以

外
の

事
業

者
に

お
い

て
も

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

ま
す

。
 

ま
た

、
優

先
転

送
機

能
に

つ
い

て
は

、
ＩＰ

ｏ
Ｅ

接
続

の
Ｐ

Ｏ
Ｉを

利
用

し
て

接
続

す
る

形
態

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
ＩＰ

ｏ
Ｅ

接
続

の
Ｐ

Ｏ
Ｉ設

置

場
所

は
、

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
が

少
な

か
っ

た
接

続
開

始
時

に
そ

の
構

成
が

効
率

的
で

あ
る

と
し

て
接

続
事

業
者

と
合

意
の

上
、

東
京

・
大

阪
の

2

箇
所

と
し

た
も

の
で

す
。

そ
の

後
、

疎
通

す
る

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
が

増
加

す
る

に
つ

れ
て

、
Ｐ

Ｏ
Ｉ設

置
箇

所
の

更
な

る
拡

大
の

要
望

を
い

た
だ

い

た
こ

と
か

ら
、

接
続

開
始

後
、

真
摯

に
協

議
を

行
い

、
今

後
、

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
の

多
い

都
道

府
県

単
位

や
地

域
ブ

ロ
ッ

ク
単

位
に

Ｐ
Ｏ

Ｉ設
置

箇

所
を

拡
大

す
る

方
向

で
事

業
者

間
協

議
も

進
ん

で
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
 

ま
た

、
そ

も
そ

も
県

間
伝

送
路

は
、

多
く
の

事
業

者
が

自
ら

敷
設

し
て

お
り

、
こ

れ
を

持
た

な
い

事
業

者
も

ビ
ジ

ネ
ス

ベ
ー

ス
で

調
達

を
行

っ
て

い
る

こ
と

、
現

に
当

社
も

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

県
間

伝
送

路
に

つ
い

て
大

半
を

他
事

業
者

か
ら

調
達

し
て

い
る

こ
と

か
ら

も
、

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

県
間

伝
送

路
に

不
可

欠
性

が
な

い
こ

と
は

明
ら

か
で

あ
り

、
第

一
種

指
定

電
気

通
信

設
備

化
と

い
っ

た
非

対
称

な
規

制
は

必
要

な
い

と
考

え
ま

す
。

仮
に

Ｎ
Ｇ

Ｎ
の

県
間

伝
送

路
を

規
制

対
象

と
し

た
場

合
、

県
間

伝
送

サ
ー

ビ
ス

を
各

社
が

提
供

し
、

競
争

が
進

展
し

て
い

る
中

、
こ

う
し

た

事
業

者
の

ビ
ジ

ネ
ス

を
脅

か
す

こ
と

に
も

な
り

か
ね

ず
、

避
け

る
べ

き
と

考
え

ま
す

。
 

６
．

ＩＰ
網

へ
の

移
行

に
伴

う

電
話

の
競

争
ル

ー
ル

の

見
直

し
 

４
３

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

６
．

 
１

 
 
 固

定
電

話
の

「番
号

ポ
ー

タ
ビ

リ
テ

ィ
」の

扱
い

 

６
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

こ
う

し
た

方
向

性
を

踏
ま

え
、

「
双

方
向

番
号

ポ
ー

タ
ビ

リ
テ

ィ
」
の

導
入

を
前

提
と

し
て

、
固

定
電

話
の

電
話

番
号

が
有

す
る

地
理

的
識

別
性

に
配

慮
し

つ
つ

、
利

用
者

利
便

の
向

上
を

図
る

た
め

、
「
双

方
向

番
号

ポ
ー

タ
ビ

リ
テ

ィ
」
を

利
用

可
能

な
地

理
的

範
囲

を
、

番
号

区

画
の

範
囲

内
と

す
る

「
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ポ

ー
タ

ビ
リ

テ
ィ

」
の

拡
大

に
つ

い
て

も
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

双
方

向
番

号
ポ

ー
タ

ビ
リ

テ
ィ

の
実

現
に

あ
た

っ
て

は
、

お
客

様
に

で
き

る
限

り
追

加
負

担
を

か
け

な
い

よ
う

に
す

る
観

点
か

ら
、

最
小

限

の
追

加
コ

ス
ト

で
サ

ー
ビ

ス
維

持
を

可
能

と
す

る
実

現
方

式
や

運
用

形
態

、
更

に
は

実
現

に
か

か
る

費
用

、
及

び
そ

の
費

用
負

担
方

法

に
つ

い
て

、
事

業
者

間
で

検
討

を
進

め
て

い
く
考

え
で

す
。
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 ６
．

ＩＰ
網

へ
の

移
行

に
伴

う

電
話

の
競

争
ル

ー
ル

の

見
直

し
 

４
６

頁
，

 

４
７

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

６
．

 
２

 
 
 マ

イ
ラ

イ
ン

機
能

・中
継

選
択

機
能

等
の

扱
い

 

６
．

 
２

．
 

２
 
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

（
１

）
マ

イ
ラ

イ
ン

機
能

の
扱

い
 

ＩＰ
網

に
お

い
て

、
マ

イ
ラ

イ
ン

機
能

が
果

た
し

て
き

た
「
競

争
基

盤
の

提
供

」
や

「
事

業
者

選
択

可
能

性
」
を

確
保

す
る

に
は

、
そ

の
手

段

と
し

て
、

「
利

用
者

が
事

業
者

を
変

更
し

た
場

合
に

桁
数

を
変

更
せ

ず
に

（
４

桁
の

事
業

者
識

別
番

号
を

ダ
イ

ヤ
ル

せ
ず

に
）
元

の
電

話

番
号

を
利

用
可

能
と

す
る

こ
と

の
担

保
」
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

。
 

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

に
関

し
て

は
、

事
業

者
に

お
い

て
は

、
現

在
も

一
定

規
模

の
登

録
数

を
有

す
る

マ
イ

ラ
イ

ン
の

顧
客

基
盤

（
タ

ッ
チ

ポ
イ

ン

ト
）
を

確
保

す
る

等
の

観
点

か
ら

、
マ

イ
ラ

イ
ン

代
替

機
能

と
し

て
次

の
よ

う
な

提
案

が
な

さ
れ

て
い

る
。

 

①
 
「
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
の

通
話

サ
ー

ビ
ス

卸
」
（
Ｎ

Ｔ
Ｔ

） 

②
 
現

在
の

加
入

者
交

換
機

（マ
イ

ラ
イ

ン
機

能
に

係
る

部
分

に
限

る
）
を

、
移

行
後

（
2
02

5
 年

頃
以

降
）
も

一
定

期
間

、
継

続
的

に
利

用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

現
在

の
マ

イ
ラ

イ
ン

サ
ー

ビ
ス

を
簡

便
な

形
で

の
継

続
提

供
（
Ｋ

Ｄ
Ｄ

Ｉ）
 

～
（
中

略
）～

 

ま
ず

は
Ｎ

Ｔ
Ｔ

が
上

記
そ

れ
ぞ

れ
の

場
合

の
コ

ス
ト

を
早

期
に

明
ら

か
に

し
た

上
で

、
具

体
的

な
提

案
で

あ
る

①
と

②
に

つ
い

て
事

業
者

間
協

議
を

速
や

か
に

進
め

る
こ

と
が

適
当

 

～
（
中

略
）～

 

ま
た

、
光

ＩＰ
電

話
に

関
し

て
は

、
「
競

争
基

盤
の

提
供

」
や

「
事

業
者

選
択

可
能

性
」
を

確
保

す
る

手
法

と
し

て
次

の
２

案
が

考
え

ら
れ

、

本
審

議
会

（
電

話
網

移
行

円
滑

化
委

員
会

）
と

し
て

は
、

事
業

者
間

協
議

の
進

捗
状

況
を

随
時

確
認

し
な

が
ら

、
国

際
電

話
の

扱
い

も
含

め
て

、
ど

の
よ

う
に

実
効

性
を

確
保

し
て

い
く
か

、
今

後
審

議
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
 

・
 
「
番

号
ポ

ー
タ

ビ
リ

テ
ィ

」
と

「
Ｎ

Ｇ
Ｎ

の
優

先
パ

ケ
ッ

ト
識

別
機

能
及

び
優

先
パ

ケ
ッ

ト
ル

ー
テ

ィ
ン

グ
伝

送
機

能
の

ア
ン

バ
ン

ド
ル

」
（
中

略
）
 

・
 
光

ＩＰ
電

話
（Ｎ

Ｇ
Ｎ

）に
マ

イ
ラ

イ
ン

機
能

を
実

装
す

る
。

（
Ｋ

Ｄ
Ｄ

Ｉ、
ソ

フ
ト

バ
ン

ク
か

ら
提

案
）
 

【
意

見
内

容
】 

マ
イ

ラ
イ

ン
機

能
に

よ
る

競
争

は
、

当
社

の
「
固

定
電

話
」
の

上
で

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
特

有
の

細
分

化
さ

れ
た

距
離

区
分

ご
と

に
お

客
様

を
事

前

登
録

す
る

形
で

争
う

も
の

で
す

が
、

 

・
 

各
事

業
者

は
自

ら
ＩＰ

網
を

構
築

し
、

ア
ク

セ
ス

か
ら

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ま
で

ト
ー

タ
ル

で
ＩＰ

電
話

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
お

り
、

固
定

電
話

市
場

は
直

収
／

ＩＰ
電

話
の

間
の

競
争

（
回

線
契

約
（基

本
料

）
を

含
め

た
競

争
）に

移
行

す
る

中
、

携
帯

電
話

や
通

話
ア

プ
リ

か
ら

の
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競
争

圧
力

を
含

め
、

固
定

系
音

声
サ

ー
ビ

ス
の

競
争

構
造

が
大

き
く
変

化
し

て
い

る
こ

と
 

・
 

そ
の

結
果

、
マ

イ
ラ

イ
ン

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
は

、
ピ

ー
ク

時
の

2
00

0
年

度
と

比
べ

て
、

2
01

5
年

度
は

▲
8
6％

と
大

き
く
減

少
し

て
お

り
、

こ
う

し

た
傾

向
は

継
続

す
る

と
想

定
さ

れ
る

こ
と

 

・
 

当
社

が
ＩＰ

網
へ

の
移

行
後

の
通

話
料

を
、

ひ
か

り
電

話
と

同
様

に
、

距
離

区
分

を
設

け
ず

全
国

一
律

の
フ

ラ
ッ

ト
な

料
金

と
す

る
考

え
で

あ
る

こ
と

を
公

表
し

て
い

る
等

、
全

国
一

律
の

通
話

料
が

主
流

の
ＩＰ

電
話

で
、

細
分

化
さ

れ
た

距
離

区
分

ご
と

に
事

前
登

録
を

争
う

マ
イ

ラ
イ

ン
競

争
は

な
じ

ま
な

い
こ

と
 

か
ら

、
ＩＰ

網
に

移
行

後
の

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

に
お

い
て

、
マ

イ
ラ

イ
ン

は
廃

止
す

べ
き

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

一
次

答
申

（案
）
で

は
、

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

に
関

し
て

「
競

争
基

盤
の

提
供

」
や

「
事

業
者

選
択

可
能

性
」
を

確
保

す
る

手
法

と
し

て
2

案
が

提

示
さ

れ
て

お
り

、
事

業
者

間
で

の
協

議
を

進
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

が
、

Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ殿

の
案

は
、

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

は
全

国
一

律
の

通
話

料
と

な
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
市

内
・
県

内
市

外
・
県

間
の

距
離

区
分

を
残

す
こ

と
に

な
り

、
お

客
様

の
混

乱
を

招
く
こ

と
に

な
る

上
、

こ

れ
を

維
持

す
る

た
め

に
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

等
の

再
開

発
や

マ
イ

ラ
イ

ン
セ

ン
タ

の
維

持
運

営
等

の
追

加
コ

ス
ト

が
必

要
と

な
る

こ

と
か

ら
適

切
で

は
な

い
と

考
え

ま
す

。
当

社
か

ら
提

案
し

て
い

る
「
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
の

通
話

サ
ー

ビ
ス

卸
」
に

よ
り

対
応

し
、

お
客

様
が

距

離
区

分
ご

と
の

事
業

者
選

択
を

行
わ

な
く
て

よ
い

仕
組

み
と

す
る

こ
と

が
、

距
離

区
分

の
な

い
ＩＰ

網
の

世
界

で
は

お
客

様
に

と
っ

て
も

分

か
り

や
す

く
、

ま
た

、
ユ

ー
ザ

向
け

に
提

供
す

る
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
の

シ
ス

テ
ム

を
流

用
で

き
る

た
め

、
最

小
限

の
追

加
コ

ス
ト

で
固

定
電

話

を
維

持
し

て
い

く
た

め
に

は
最

適
な

方
法

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

ま
た

、
一

次
答

申
（
案

）
で

は
光

ＩＰ
電

話
（
Ｎ

Ｇ
Ｎ

）
に

マ
イ

ラ
イ

ン
機

能
を

実
装

す
る

と
い

う
案

が
提

示
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
ＩＰ

電
話

は
距

離
区

分
の

な
い

全
国

一
律

の
通

話
料

が
主

流
と

な
っ

て
お

り
競

争
が

進
ん

で
い

る
こ

と
、

優
先

転
送

機
能

の
ア

ン
バ

ン
ド

ル
提

供
に

向

け
て

諸
準

備
を

進
め

て
い

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ま
で

同
様

、
光

ＩＰ
電

話
（
Ｎ

Ｇ
Ｎ

）に
マ

イ
ラ

イ
ン

を
導

入
す

る
必

要
は

な
い

と
考

え
ま

す
。

 

６
．

ＩＰ
網

へ
の

移
行

に
伴

う

電
話

の
競

争
ル

ー
ル

の

見
直

し
 

４
７

頁
，

 

４
８

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

６
．

 
２

 
 
 マ

イ
ラ

イ
ン

機
能

・中
継

選
択

機
能

等
の

扱
い

 

６
．

 
２

．
 

２
 
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

（
２

）
中

継
選

択
機

能
（
中

継
電

話
・
国

際
電

話
）等

の
扱

い
 

～
（
中

略
）～

 

光
ＩＰ

電
話

に
お

け
る

「
00

Ｘ
Ｙ

番
号

を
用

い
た

中
継

選
択

機
能

」
に

関
し

て
は

、
特

に
国

際
電

話
に

つ
い

て
は

、
対

地
毎

に
利

用
者

料
金

も
多

様
で

あ
る

が
、

 

・
 
メ

タ
ル

電
話

と
光

ＩＰ
電

話
の

国
際

通
話

料
金

を
比

較
し

た
場

合
に

後
者

が
相

当
程

度
低

廉
な

料
金

で
あ

る
こ

と
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・
 
光

ＩＰ
電

話
に

お
い

て
は

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

以
外

の
事

業
者

も
国

内
通

話
・
国

際
通

話
・
付

加
機

能
も

含
め

て
ト

ー
タ

ル
で

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
お

り
、

利
用

者
は

各
社

の
ト

ー
タ

ル
サ

ー
ビ

ス
を

比
較

し
て

事
業

者
を

選
択

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

 

か
ら

、
現

時
点

で
は

、
直

ち
に

実
装

す
る

こ
と

の
必

要
性

が
明

確
に

な
っ

て
い

な
い

状
況

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
メ

タ
ル

ＩＰ
電

話
へ

の
移

行

の
動

向
や

国
際

電
話

を
巡

る
利

用
状

況
を

注
視

し
な

が
ら

、
そ

の
必

要
性

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
事

業
者

間
協

議
を

進
め

る
必

要
が

あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

一
次

答
申

（案
）に

記
載

の
と

お
り

、
 

・
 

メ
タ

ル
電

話
と

光
ＩＰ

電
話

の
国

際
通

話
料

金
を

比
較

し
た

場
合

に
後

者
が

相
当

程
度

低
廉

な
料

金
で

あ
る

こ
と

 

・
 

光
ＩＰ

電
話

に
お

い
て

は
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
日

本
・
西

日
本

以
外

の
事

業
者

も
国

内
通

話
・
国

際
通

話
・
付

加
機

能
も

含
め

て
ト

ー
タ

ル
で

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
お

り
、

利
用

者
は

各
社

の
ト

ー
タ

ル
サ

ー
ビ

ス
を

比
較

し
て

事
業

者
を

選
択

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

 

か
ら

、
光

ＩＰ
電

話
に

お
け

る
「
00

Ｘ
Ｙ

番
号

を
用

い
た

中
継

選
択

機
能

」を
具

備
す

る
必

要
性

は
な

い
と

考
え

ま
す

。
 

ま
た

、
優

先
転

送
機

能
の

ア
ン

バ
ン

ド
ル

提
供

に
向

け
て

諸
準

備
を

進
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

光
ＩＰ

電
話

に
お

け
る

事
業

者
選

択
の

手
段

は
十

分
に

確
保

さ
れ

る
と

考
え

ま
す

。
 

６
．

ＩＰ
網

へ
の

移
行

に
伴

う

電
話

の
競

争
ル

ー
ル

の

見
直

し
 

５
１

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

６
．

 
３

 
 
 固

定
電

話
発

・携
帯

電
話

着
の

利
用

者
料

金
設

定
に

つ
い

て
 

６
．

 
３

．
 

２
 
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

・
 
着

信
側

の
携

帯
電

話
事

業
者

が
利

用
者

料
金

を
下

げ
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
が

全
く
な

く
、

競
争

が
働

く
余

地
が

な
い

た
め

、
発

信
側

事

業
者

が
料

金
設

定
権

を
持

つ
よ

う
に

議
論

を
進

め
る

べ
き

 

等
の

指
摘

が
な

さ
れ

て
い

る
。

 

～
（
中

略
）～

 

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

ど
の

事
業

者
か

ら
受

け
る

か
は

利
用

者
が

選
択

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

料
金

の
設

定
を

行
う

事
業

者
も

利
用

者
が

選
択

で
き

る
形

と
な

っ
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

そ
う

い
っ

た
見

地
か

ら
、

総
務

省
の

過
去

の
裁

定
方

針
で

は
、

「
発

信
利

用
者

が

自
己

の
判

断
に

よ
り

、
ど

の
事

業
者

の
提

示
す

る
料

金
を

支
払

う
か

を
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

る
」
こ

と
の

重
要

性
が

示
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
ま

た
、

こ
の

こ
と

に
よ

る
事

業
者

間
の

競
争

が
促

進
さ

れ
、

料
金

の
低

廉
化

・
多

様
化

の
効

果
が

期
待

さ
れ

る
こ

と
も

重
要

で

あ
る

。
 

本
件

に
関

し
て

は
、

そ
う

い
っ

た
点

も
十

分
考

慮
し

な
が

ら
事

業
者

間
協

議
が

な
さ

れ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
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【
意

見
内

容
】 

固
定

電
話

発
・
携

帯
電

話
着

通
話

の
料

金
設

定
に

つ
い

て
、

「
着

信
側

の
携

帯
電

話
事

業
者

が
利

用
者

料
金

を
下

げ
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
が

全
く
な

く
、

競
争

が
働

く
余

地
が

な
い

た
め

、
発

信
側

事
業

者
が

料
金

設
定

権
を

持
つ

よ
う

に
議

論
を

進
め

る
べ

き
」
と

の
電

話
網

移

行
円

滑
化

委
員

会
に

お
け

る
ご

指
摘

や
、

「
本

件
に

関
し

て
は

、
そ

う
い

っ
た

点
も

十
分

考
慮

し
な

が
ら

事
業

者
間

協
議

が
な

さ
れ

る
こ

と

が
望

ま
し

い
。

」
と

い
っ

た
一

次
答

申
（
案

）
の

考
え

方
に

賛
同

い
た

し
ま

す
。

 

７
．

ア
ク

セ
ス

回
線

に
お

け

る
サ

ー
ビ

ス
の

競
争

環

境
整

備
 

５
２

頁
，

 

５
３

頁
，

 

５
６

頁
 

 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

７
．

 
１

 
 
 ア

ク
セ

ス
回

線
に

お
け

る
サ

ー
ビ

ス
の

競
争

環
境

整
備

 

７
．

 
１

．
 

１
 
 
 
現

状
と

ＩＰ
網

へ
の

移
行

等
に

伴
う

課
題

 

（
１

）
光

回
線

へ
の

移
行

促
進

及
び

公
正

競
争

環
境

の
整

備
に

向
け

た
取

組
 

～
（
中

略
）～

 

他
方

で
、

メ
タ

ル
収

容
装

置
の

稼
働

期
間

や
メ

タ
ル

回
線

の
撤

去
時

期
、

維
持

限
界

後
の

ア
ク

セ
ス

回
線

の
提

供
形

態
に

つ
い

て
何

ら

明
ら

か
に

し
て

い
な

い
。

 

～
（
中

略
）～

 

光
ＩＰ

電
話

に
つ

い
て

は
、

光
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

サ
ー

ビ
ス

の
加

入
を

前
提

と
し

た
オ

プ
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
提

供
（
こ

の
場

合
の

光
ＩＰ

電
話

の
基

本
料

は
50

0
 
円

程
度

）
さ

れ
て

お
り

、
（一

部
の

例
外

を
除

き
）光

ＩＰ
電

話
の

単
独

メ
ニ

ュ
ー

は
提

供
さ

れ
て

お
ら

ず
、

電
話

サ

ー
ビ

ス
の

み
の

利
用

ニ
ー

ズ
に

は
対

応
し

て
い

な
い

。
 

～
（
中

略
）～

 

７
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

（
１

）
光

回
線

へ
の

移
行

促
進

及
び

公
正

競
争

環
境

の
整

備
に

向
け

た
取

組
 

～
（
中

略
）～

 

メ
タ

ル
電

話
と

同
等

の
基

本
料

水
準

で
の

光
ＩＰ

電
話

の
単

独
提

供
の

必
要

性
及

び
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

が
必

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東

日
本

・
西

日
本

か
ら

コ
ス

ト
構

造
の

開
示

が
な

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
 

【
意

見
内

容
】 

メ
タ

ル
収

容
装

置
に

つ
い

て
は

、
2
0
2
5
年

以
降

も
で

き
る

だ
け

長
く
使

っ
て

い
く
考

え
で

す
が

、
情

報
通

信
の

世
界

は
、

技
術

の
変

化
が

激
し

く
、

音
声

通
信

市
場

自
体

大
き

く
変

化
し

て
い

く
中

で
、

2
0
2
5
年

以
降

の
ニ

ー
ズ

や
技

術
動

向
等

を
見

通
す

こ
と

は
困

難
で

あ
り

、

今
か

ら
メ

タ
ル

収
容

装
置

の
稼

働
期

間
や

メ
タ

ル
回

線
の

扱
い

に
つ

い
て

明
ら

か
に

す
る

こ
と

は
困

難
で

す
。

 

こ
の

よ
う

に
不

確
実

な
状

況
の

下
、

特
定

の
技

術
や

提
供

形
態

を
前

提
に

し
て

将
来

の
検

討
を

行
う

こ
と

は
、

か
え

っ
て

手
戻

り
が

多
く
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な
り

コ
ス

ト
増

を
招

く
お

そ
れ

が
あ

り
、

結
果

と
し

て
お

客
様

や
事

業
者

の
混

乱
や

負
担

増
を

招
き

か
ね

な
い

と
考

え
ま

す
。

 

メ
タ

ル
収

容
装

置
の

維
持

限
界

後
の

提
供

形
態

は
、

光
回

線
へ

の
移

行
あ

り
き

で
な

く
、

無
線

等
を

含
め

様
々

な
選

択
肢

か
ら

、
そ

の
時

点
の

需
要

、
技

術
動

向
及

び
経

済
性

を
踏

ま
え

て
最

適
な

方
法

を
検

討
す

べ
き

で
あ

り
、

こ
う

し
た

多
様

な
選

択
肢

が
あ

る
中

で
、

音
声

サ
ー

ビ
ス

の
た

め
だ

け
に

、
現

に
メ

タ
ル

で
提

供
し

て
い

る
「
固

定
電

話
」
の

お
客

様
を

光
ＩＰ

電
話

に
全

面
的

に
移

行
さ

せ
る

必
要

は
な

い
と

考
え

ま
す

。
 

な
お

、
現

在
提

供
し

て
い

る
「加

入
電

話
相

当
の

光
ＩＰ

電
話

（
光

回
線

電
話

）
」に

つ
い

て
は

、
震

災
復

興
エ

リ
ア

や
新

興
住

宅
地

等
に

お

い
て

メ
タ

ル
ケ

ー
ブ

ル
と

の
二

重
投

資
を

避
け

る
観

点
で

限
定

的
に

光
ＩＰ

電
話

の
単

独
提

供
を

実
施

し
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

こ
れ

を
面

的
に

展
開

す
る

こ
と

は
、

宅
内

配
線

工
事

や
Ｏ

Ｎ
Ｕ

の
設

置
と

い
っ

た
光

回
線

へ
の

切
替

コ
ス

ト
や

、
未

提
供

エ
リ

ア
の

光
化

や
提

供
エ

リ
ア

に
お

け
る

光
ケ

ー
ブ

ル
の

追
い

張
り

等
の

莫
大

な
投

資
コ

ス
ト

が
追

加
的

に
必

要
と

な
る

た
め

、
無

電
柱

化
エ

リ
ア

と
い

っ
た

特
殊

な
事

例
を

除
き

、
採

り
得

ま
せ

ん
。

 

ま
た

、
光

サ
ー

ビ
ス

の
普

及
拡

大
は

、
多

様
な

プ
レ

イ
ヤ

ー
が

光
を

活
用

し
て

提
供

す
る

様
々

な
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

コ
ン

テ
ン

ツ
等

を

充
実

し
て

い
く
こ

と
に

よ
り

実
現

し
て

い
く
も

の
と

考
え

ま
す

。
 

当
社

と
し

て
は

、
こ

う
し

た
考

え
の

も
と

、
一

昨
年

よ
り

「
光

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

モ
デ

ル
（
光

の
サ

ー
ビ

ス
卸

）
」
の

提
供

を
開

始
し

た
と

こ
ろ

で
す

。
そ

の
結

果
、

光
回

線
や

そ
の

上
で

提
供

さ
れ

る
１

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
あ

る
光

ＩＰ
電

話
に

つ
い

て
も

、
多

様
な

プ
レ

イ
ヤ

ー
の

サ

ー
ビ

ス
と

し
て

提
供

さ
れ

て
お

り
、

こ
う

し
た

プ
レ

イ
ヤ

ー
に

と
っ

て
の

ビ
ジ

ネ
ス

の
自

由
度

や
柔

軟
性

を
確

保
す

る
観

点
か

ら
、

原
則

自

由
な

競
争

に
委

ね
る

べ
き

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

こ
の

よ
う

に
、

光
ＩＰ

電
話

や
光

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
の

普
及

拡
大

と
、

固
定

電
話

網
か

ら
ＩＰ

網
へ

の
円

滑
な

移
行

に
よ

り
固

定
電

話
を

い
か

に
維

持
し

て
い

く
か

と
い

う
今

回
の

議
論

と
は

直
接

関
係

し
な

い
こ

と
か

ら
、

本
議

論
と

は
切

り
離

す
べ

き
と

考
え

ま
す

。
 

７
．

ア
ク

セ
ス

回
線

に
お

け

る
サ

ー
ビ

ス
の

競
争

環

境
整

備
 

５
４

頁
，

 

５
６

頁
，

 

５
７

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

７
．

 
１

 
 
 ア

ク
セ

ス
回

線
に

お
け

る
サ

ー
ビ

ス
の

競
争

環
境

整
備

 

７
．

 
１

．
 

１
 
 
 
現

状
と

ＩＰ
網

へ
の

移
行

等
に

伴
う

課
題

 

～
（
中

略
）～

 

（
２

）
接

続
料

と
利

用
者

料
金

と
の

関
係

に
つ

い
て

の
検

証
（ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

） 

～
（
中

略
）～

 

現
行

制
度

上
、

接
続

料
の

水
準

は
、

当
該

接
続

料
を

設
定

す
る

事
業

者
と

接
続

事
業

者
と

の
間

に
不

当
な

競
争

を
引

き
起

こ
さ

な
い

も

の
で

あ
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

お
り

、
一

般
的

に
利

用
者

料
金

は
コ

ス
ト

に
適

正
利

潤
を

乗
せ

て
設

定
さ

れ
る

こ
と

に
か

ん
が

み
、

接
続

料
の

水
準

が
不

当
で

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
、

接
続

料
の

認
可

時
等

に
、

接
続

料
と

利
用

者
料

金
の

関
係

に
つ

い
て

の
検

証
（
ス

タ
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ッ
ク

テ
ス

ト
）
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

の
結

果
、

要
件

が
満

た
さ

れ
な

か
っ

た
場

合
の

具
体

的
な

対
応

に

つ
い

て
は

、
現

状
、

必
ず

し
も

明
確

で
は

な
い

。
 

～
（
中

略
）～

 

７
．

 
１

．
 

２
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

（
２

）
接

続
料

と
利

用
者

料
金

と
の

関
係

に
つ

い
て

の
検

証
（ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

） 

公
正

競
争

の
実

行
性

確
保

の
観

点
か

ら
、

接
続

料
と

利
用

者
料

金
と

の
関

係
の

検
証

（ス
タ

ッ
ク

テ
ス

ト
）
に

よ
り

要
件

が
満

た
さ

れ
な

か

っ
た

場
合

の
具

体
的

な
対

応
を

明
確

に
す

る
必

要
が

あ
り

、
現

在
の

「
接

続
料

と
利

用
者

料
金

と
の

関
係

の
検

証
（
ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

）
の

運
用

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
2
0
1
2

年
7

月
）
」の

見
直

し
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
を

提
言

す
る

。
 

上
記

検
討

の
中

で
は

、
ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

は
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
実

態
に

即
し

た
形

で
実

施
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
に

留
意

さ
れ

る

必
要

が
あ

る
。

加
入

光
フ

ァ
イ

バ
（
シ

ェ
ア

ド
ア

ク
セ

ス
方

式
）
に

つ
い

て
は

、
収

容
率

の
違

い
に

よ
り

、
１

利
用

者
当

た
り

の
接

続
料

相
当

額
が

異
な

っ
て

く
る

。
そ

の
た

め
、

加
入

光
フ

ァ
イ

バ
（
シ

ェ
ア

ド
ア

ク
セ

ス
方

式
）
の

接
続

料
は

、
予

測
需

要
・
費

用
に

基
づ

い
て

算
定

す

る
将

来
原

価
方

式
を

用
い

て
い

る
こ

と
か

ら
、

ス
タ

ッ
ク

テ
ス

ト
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
予

測
需

要
に

基
づ

く
収

容
率

を
適

切
に

用
い

る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

ま
た

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
か

ら
ＩＰ

網
へ

の
移

行
に

伴
っ

て
提

供
さ

れ
る

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

に
つ

い
て

は
、

距
離

区
分

に
依

存
し

な
い

全
国

均
一

の
通

話

料
金

で
提

供
さ

れ
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

。
そ

の
た

め
、

メ
タ

ル
ＩＰ

電
話

の
ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

の
検

討
に

当
た

っ
て

、
県

間
部

分
に

係
る

接

続
料

も
踏

ま
え

た
仕

組
み

が
考

慮
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

接
続

料
と

利
用

者
料

金
と

の
関

係
の

検
証

（
ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

）
の

在
り

方
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

の
電

話
網

移
行

円
滑

化
委

員
会

に
お

い

て
具

体
的

な
議

論
が

行
わ

れ
て

い
な

い
中

で
、

一
次

答
申

（案
）
に

お
い

て
方

向
付

け
を

行
う

こ
と

は
適

当
で

は
な

く
、

需
要

の
減

少
に

よ

り
競

争
フ

ェ
ー

ズ
か

ら
維

持
フ

ェ
ー

ズ
に

移
行

し
て

い
る

固
定

電
話

を
ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

の
対

象
か

ら
除

外
す

る
こ

と
を

含
め

、
別

途
ス

タ
ッ

ク
テ

ス
ト

を
検

討
す

る
場

に
お

い
て

議
論

さ
れ

る
べ

き
と

考
え

ま
す

。
 

７
．

ア
ク

セ
ス

回
線

に
お

け

る
サ

ー
ビ

ス
の

競
争

環

境
整

備
 

 

５
７

頁
 

【
意

見
対

象
箇

所
】 

７
．

 
１

 
 
 ア

ク
セ

ス
回

線
に

お
け

る
サ

ー
ビ

ス
の

競
争

環
境

整
備

 

７
．

 
１

．
 

２
 
 
 
具

体
的

方
向

性
（
考

え
方

） 

～
（
中

略
）～

 

（
４

）
無

電
柱

化
等

に
伴

う
メ

タ
ル

ア
ク

セ
ス

回
線

の
撤

去
に

つ
い

て
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～
（
中

略
）～

 

「
メ

タ
ル

ケ
ー

ブ
ル

を
再

敷
設

せ
ず

光
や

無
線

を
使

っ
て

提
供

す
る

」
電

気
通

信
サ

ー
ビ

ス
の

可
否

に
つ

い
て

は
、

光
ＩＰ

電
話

等
へ

の
移

行
が

進
み

、
無

電
柱

化
が

一
定

の
規

模
や

地
域

に
拡

大
す

る
と

と
も

に
、

当
該

サ
ー

ビ
ス

の
具

体
的

内
容

や
設

備
構

成
等

が
示

さ
れ

た

段
階

で
、

改
め

て
そ

の
妥

当
性

・
必

要
性

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

 

【
意

見
内

容
】 

先
般

の
無

電
柱

化
の
推

進
に

関
す

る
法

律
の

施
行

に
よ

り
、

東
京

都
を

は
じ

め
と

す
る

各
自

治
体

で
無

電
柱

化
（
ケ

ー
ブ

ル
の

地
中

化
）
の

取
組

み
が

加
速

す
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
ま

す
が

、
メ

タ
ル

ケ
ー

ブ
ル

を
再

敷
設

す
る

こ
と

が
非

効
率

と
な

る
場

合
に

つ
い

て
は

、
光

や
無

線
等

を
含

め
様

々
な

選
択

肢
か

ら
最

適
な

方
法

を
選

択
可

能
と

す
る

よ
う

検
討

を
加

速
し

、
で

き
る

限
り

効
率

的
に

音
声

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

く
べ

き
と

考
え

ま
す

。
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提出意見： 

 

2.IP網への移行の意義 

賛同いたします。早期に IP 網への移行が進むことが重要であり、意義が広く周知されることが重要と考

えます。 

 

4.移行に伴い終了するサービス等に関する利用者利益の保護 

特に INS ネット(ディジタル通信モード)の終了は、広く普及した EDIに対する影響があります。 

1985年の電気通信事業参入自由化により始まった VANを利用した EDI は大手企業のみならず中小企業に

おいても利用されていることから、様々な方法で広く周知して行く必要があります。 

現在発表されている期限までの時間が限られることから、早期により多くの場での活動がもたれるよう配

慮が必要と考えます。 

例えば VAN事業者への告知にあたっては、特別第二種電気通信事業者協会や全国一般第二種電気通信事業

者協議会が統合された(一社)テレコムサービス協会や、全国地域 VAN事業者協議会などで会員へ周知・啓発

していくことも検討できると考えます。 

他にも様々な方法の検討を期待します。 

現在、用意される補完策については、EDIシステムに関する検証結果も公開されておりますが、おおむね

通信所要時間に関して「現在の品質が保てない」という結果となっています。この点で EDIシステムにおい

ては、補完策を利用することは推奨できないと判断するべきと考えます。 

単に「通信可能」ということではなく、実用に問題が無いかどうかの視点が必要です。 

また、移行促進の観点からも補完策等への過度な期待は避けるべきです。 

今後の答申等において、実用性等も考慮しながら、利用者に正しく情報が伝わるよう配慮していただける

よう希望します。 
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宛先府省名：総務省 

 

郵便番号：＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

住所：＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

氏名：＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

連絡先電話番号：＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

利用者メールアドレス：＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

提出意見： 

 

【意見対象箇所】 

15 頁 

４．移行に伴い終了するサービス等に関する利用者利益の保護 

４．１ 移行に伴い終了するサービス等の扱い 

 

【意見内容】 

 公衆電話が減少する中、「ピンク電話」は携帯電話等が利用できない場合の通信手段として重要であ

る。「ナンバー・アナウンス」「ナンバーお知らせ 136」は、専用の電話機を用意せずとも安価に発信者

の電話番号を知ることができ、電話を使用した詐欺などのトラブル対策にも役に立つ。何らかの代替

サービスが提供されることが望ましい。 

 

 

【意見対象箇所】 

43 頁 

６．ＩＰ網への移行に伴う電話の競争ルールの見直し 

６．２ マイライン機能・中継選択機能等の扱い 

 

【意見内容】 

 「マイライン」「中継選択機能」は、事業者間の競争を促進し、通話料の値下げにより利用者にメリ

ットをもたらした。ＩＰ網への移行後も、利用者がなるべく安価にサービスを利用できるようにする

ことが望ましい。 

 

-------------------------------------------- 
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